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スタートボタン 

Microsoft ® Windows ® オペレーテイングシステムのデスクトップから、 Start 
(スタート）ポタンをクリックして、お使いのコンピュータでの Windows の表 
示方法や機能を管理するリソース、プ□グラム、および特定のツールにアクセス 
することができます。 

Start (スタート）ボタンは、 Windows のパージョンによって表示が異なる場合 
がありますが、常に Windows タスクパーの左側に配置されます。 



Start (スタート）ボタンのメニューからアクセスできるものは次のとおりです。 

• Microsoft Windows ヘルプとサポート 

• コント□ールパネル 

• 搭載されているハードウェアについての情報 

• デバイスマネージャ 

• コンピュータにインス!•'ールされているプ□グラム 

• ワイヤレスネットワーク 

• デルサポートサイト 
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Microsoft Windows ヘルプとサボート 


o o 


□□□ 


- — —B 





この情報センターでは 、 Microsoft Windows についての手順、ヒント、および 
一般情報が提供され、利用できる機能の使い方についても説明されます。まだ、 
お使いのコンピュータおよびコンピュータに搭載されているデパイスのマニュアル 
にもアクセスできます。 Windows ヘルプとサボートにアクセスするには、次の 

手順を実行します。 _ 

1 Start (スタート） ❻ または Help and Support (ヘルプ 

とサボート）の順にクリックします。 

2実行するトピックやタスクをクリックします。 

3特定のタスクが表示されない場合は、検索オプションを使用します。 

Start Search (検索の開始）フィールドで （ WindowsXP では検索)、 
質問に関する用語やフレーズを入力して、 < Enter > を押すか、矢印まだは 
虫メガネをクリックします。 

4質問に関連するトピックをクリックします。 

5画面の指示に従います。 
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Windows Vista® 

基本的なコンピュータの情報 

お使いのコンピュータの情報を表示するには、 Start (スタート）©-> 
Control Panel (コント□ーノレノ\°不ノレ）一^ System and Maintenance 

(システムとメンテナンス） — System (システム）とクリックします。 

Windows® XP 

ューザーズガイド 

お使いのコンピュータで利用できる『ユーザーズガイド』を表示するには、 

スタートヘルプとサ ポー ト-^ Dell ユーザーズ ガイドおよびシス テ 
ムガイド（ヘルプトピックを選びます オプションから）をクリックします。 

基本情報 

お使いのコンピュータの情報を表示して、問題を診断するには、スタート 

ヘルプとサポートツール（作業を選びます オプションから）を 
クリックします。 

まだ、コント□ールパネルでは、お使いのコンピュータについてのさらに詳細な 
情報を表示することができます （24 ページの「コント□ールパネル」を参照)。 
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コント ロール パネル 

表示機能ゆコンピュータの機能を管理するには、 Start (スタート）©まだは 
■ Control Panel (コント □- ルパネル）をクリックします。 



っ, ； 詳細情報： Windows ヘルプとサポート （Start (スタート）❼ 
または BHi — Help and Support (ヘルプとサポート）を 
クリック）を参照してください。 


搭載されているハードウェアについての情報 

デバイスマネージャ 

お使し\のコンピュータに搭載されている全デパイスの一覧を表示し、特定のデパ 
イスの構成方法の詳細を参照するには、デパイスマネージャを使用します。 
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Windows Vista ® 

Start (スタート）❼- > Control Panel (コント□ールパネル ） System 
and Maintenance (システムとメンテナンス） -> System (システム）— 
Device Manager (デパイスマネージャ ） （Tasks (タスク）の下）とクリック 
します。 

Windows ® XP 

スタート-コント□ールパネル — パフオーマンスとメンテナンス 
システム—ハードウエアタブ—デバイスマネージャ の順にクリックします。 


v 詳細情報： コンピュータのハードウェアコンポーネントの詳細に関し 
ては、 Windows ヘルプとサボート （Start (スタート）©または 

■ 4 Help and Support (ヘルプとサポート）をクリッ 
ク）で 、 View your computer information topic (お使いの 
コンピュータ情報の表示）トピックを参照してください。 


コンピュータに搭載されているハードウヱアデバイス 
Start (スタート） 〇 まだは 1123 — All Programs (すべての 
プ□グラム ） —Accessories (アクセサリ ） System (システム ） Tools 
(ツール） -> System Information (システム情報）の順にクリックします。 

Components (コンポーネント）をダブルクリックして 、 Components 
(コンポーネント）カテゴリを展開します。 


デバイスの仕様 

1 Start (スタート） 〇 まだは —All Programs (すべての 
プ□グラム） — Accessories (アクセサリ） — System (システム） 
Tools (ツール ） —System Information (システム情報）の順に 
クリックします。 

2 Components (コンポーネント）をダプルクリックして、 
Components (コンポーネント）カテゴリを展開します。 

3デパイスカテゴリをクリックして、コンポーネントまだはデパイスの名前、 
お上び関連設定と設定情報を示す表を表示します。 
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システム情報のテキストファイルでのエクスポート 

1 Start (スタート） © または All Programs (すべての 
プ□グラム） Accessories (アクセサリ） System (システム） 
Tools (ツール） System Information (システム情報）の順に 
クリックします。 

2 File (ファイル）メニューで 、 Export (エクスポート）をクリックします。 

3 File name (ファイルの名前）で、ファイル名を入力します。 

4 Save as type (ファイルの種類）ドロップタ'ウンメニューからファイルの 
種類を選択します。 

5 Save (保存）をクリックします。 

コンピュータにインス I -ールされているプログ 
ラム 

Start (スタ-卜）©または SMB ! — All Programs (すべてのプ□グラム） 
の順にクリックして、利用できるフ□グラムを表示します。 

All Programs (すべてのプ□グラム）にプ□グラムが表示されない場合は、 
次のように Search (検索）機能を使用して、特定のプ□グラムを検索します。 

Windows Vista® 

1 Start (スタート）© —Search ( 検索）の順にクリックします。 

2 Search ( 検索）フィールドにプ□グラムの名前を入力します。 

3 <Enter> を押します。 

Windows® XP 

1 スター ト^^® — 検索 — ファイル とフォルダすべての順にクリック 
します。 

2 プ□グラムの名前を入力して、検索をクリックします。 
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ワイヤレスネットワーク 

以下のソースでは、ワイヤレスネットワークの情報を利用できます。 


デバイスガイド コンピュータに搭載されている特定のワイヤレスカードのデ 

パイスガイドにアクセスするには、 Microsoft Windows 

ヘルプとサポー トを参照します。デバイスガイドでは、ワイ 
ヤレスネットワークへの接続やワイヤレスネットワーク接続 
の管理についての有用な情報を提供しています。 


ワイヤレスネットワーク設定の一般情報に関しては、 

Microsoft Windows ヘルプとサポー トを参照してくだ 

さい 。 「Networking and the Web (ネットワーク設定お 
よびウェブ)」トピックでは、接続における概要、要件、詳細 
について、および基本のネットワーク設定のチュートリアル 
が提供されています。 


Windows ヘルプと 
サポート 


發 詳細情報：ワイヤレスネットワークの詳細こ関しては、145ページの 
「ネットワーク （ LAN 、 ワイヤレス、モパイルブロードパンド）」を参 
照してください。 
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デル サボー トサイト 
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Welcome to Dell Support 




• - ^ 





Support . jp . dell.com のデルサボートサイトでは、次のようなさまざまな情報 
が提供されています。 

• テクニカルサポー•卜： お使いの Dell 製品に関する最新のソリューション 
およびヘルプを調べることができます。 

• カスタマーサービス： Dell 製品に関するご注文状況や引き取りなどのオプ 
ションを検討できます。 

• 保証情報： Del I 製品の保証に関する情報があります。 

• 困ったときのデルフォーラム： ディスカッションのフォーラムゆ Dell 製品 
に関するサボートの情報があります。 

• お問い合わせ： デルへのお問い合わせに利用できる各種オプシヨンの情報が 
あります。 


テクニカルサポート 

• ドライパおよびダウン□ード 

• エンタープライズリソースセンター 

• エクスプレスサービスコードの確認 

• 製品マニュアル 

• マイシステムリスト 

• セキュリティセンター 
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• サボート履歴およびステータス 
• システム設定 

• テクニカルサブスクリプシヨン 
• トラプルシューティング検索 

• Windows Vista Center 

• Windows XP サポートセンター 

• ワイヤレスサボートセンター 

カスタ マーサー ビス 

• デルファイナンスサービス 

• FAQ 検索 

• 請求書 

• 欠品、誤品、破損（外損） 

• オーダーステータス（お届け予定案内) 
• 所有権の移転 

• 国際所有権の移転 

• 納品書 

• 引ぎ取り/再配達 

• Dell ドル/リペートセンター 
• システム盗難の報告 

• 返品 

• 請求書宛先の更新 


保証情報 

• 期限切れの保証サービス 

• 保証の延長とアップグレード 
• 所有権の移転 

• 国際所有権の移転 

• サービス契約および申し込み書 

• 保証ステータス 


困ったときのデルフォーラム 

• サポートフォーラム 

• ディスカッションフォーラム 
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お問い合わせ 

• カスタ マーサー ビス 

• ファイナンスサボート 

• セール スサ ポート 

• テクニカルサボート 

• 国際 ノー トプックサ ポー ト 


BIOS (セットアップューティリティ）設定 

BIOS とは、コンピュータのハードウェアとオペレーティングシステム間のインタ 
フェース機能を持つユーティリティです。一部のハードウェアコンポーネントで 
は取り外しおよび取り付けの際に、 BIOS 設定のアップデートが必要になる場合が 
あります。 

<5^ メモ： BIOS を使用してお使いのコンピュータの時間、日付、まだ;はパスワードを 
変更できますが、オペレーティングシステムが提供するオプションを使用すること 
をお勧めします。 

セットアップユーティリティを使用すると、以下の操作を行うことができます。 

• コンピュータにハードウェアの取り付け、変更、取り外しを行った後に、 
システム設定情報を変更する場合。 

• パスワードなどのユーザーが選択できるオプションを設定、または変更する 

+B-^S 
I 场 CD 〇 

• システムメモリ容量など、コンピュータの現在の設定についての情報の確認。 


@ 詳細情報： セットアップユーテイリテイへのアクセスおよびハード 
ウェアコンポーネントの構成の詳細に関しては、295ページの 
「セツトアップユーティリティ」を参照してください。 
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Microsoft Windows デスクトップ 



概要 

Microsoft ® Windows ® デスクトツプは、 Windows オペレーティングシステム 
が起動した後に表示されるディスプレイ画面領域です。デスクトツプのコンポー 
ネントには、背景、アイコン、ショートカツト、および通常画面の下部にある 
タスクパーが含まれます。 


: v 詳細情報： Windows デスクトップの詳細に関しては、 Windows ヘルプ 
とサポート （Start (スタート）^ または Help and Support 

(ヘルプとサポート）をクリック）で、 「Windows Basics (Windows 
入門)」を参照してください。 
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タスク バー 



概要 

Windows タスクパーは、通常デスクトップの下部にありますが、移動すること 
もできます。タスクパーでは、デスクトップで開いている最小化ウィンドウ、ま 
たはコンピュータ上にある頻繁に使用するプ□グラム、ファイル、まだはユー 
ティリテイにすばやくアクセスすることができます。 


タスクパーの基本構成は以下のとおりです。 


Start (スタート） 
ボタン 

Start (:スタート）メニューへアクセスします。これにより、 
お使いのコンピュータにインストールされているプ□グラムと 
システムユーティリティの一覧が表示されます 。 Start (スター 
卜）メニューを使用して、ソフトウェアアプリケーションを起 
動したり、コンピュータの設定を変更したりします。タスク 
パーの移動やサイズ変更をする場合は 、 Start (スタート）ポタン 
も一緒に移動、サイズ変更されます。 

Quick Launch 

(クイック起動） 

ツー ルバー 

プ□グラムにすばや< アクセスできるアイコンが表示されます。 

タスクバーのボタン 
領域 

開いているアプリケーションプ□グラムのウィンドウが最小化 
されたボタンが表示されます。 

タスクトレイ 

時計およびプ□グラムと関連付けられているアイコンが表示さ 
れます。 


V 詳細情報 ： Windows デスクトップの詳細に関しては、 Windows ヘルプ 
とサポート (Start (スタート）❼または — Help and Support 

(ヘルプとサポート）をクリック）で、 「Windows Basics (Windows 
入門)」を参照して<ださい。 
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タスク バーの 表示 

1タスクパーの何もない領域で右クリックします。 

2 Properties (プ□パテイ）をクリックして、 Taskbar and Start Menu Properties (夕 

スクパーと[スタート]メニューのプ□パティ）ウィンドウを開きます。 

3 Taskbar (タスクパー）タブで、 Keep the taskbar on top of other windows (タスク 
パーをほかのウィンドウの手前に表示する）を選択します。 

アプリケーションおよびファイルを開くと、デスクトップが見えなくなることが 
あります。開いているウィンドウをすべて一度に最小化してデスクトップを見え 
るよろにするには、次の手順に従ってくださし、。 

1タスク パーの 何もない領域に カーソルを 置きます。 

2右クリックして、ショートカットメニューを表示します。 

3 Show the Desktop (デスクトップを表示）をクリックします。 

タスクバーのカスタマイズ 

1タスクパーの何もない領域で右クリックします。 

2 Properties (プ□パテイ）をクリックして、 Taskbar and Start Menu Properties (夕 

スクパーと[スタート]メニューのプ□パティ）ウィンドウを開きます。 

3 Taskbar (タスクパー）タブで設定するボックスをチェックして、タスクパー 
をカスタマイズします。 


タスクトレイで非表示のアイコンの表示 

タスクトレイには、プ□グラムにすばやくアクセスできるアイコンが含まれてい 
ます。タスクトレイの近くにあるタスクパーの右側の矢印をクリックし、非表示 
のアイコンを一時的に表示します。必要なアイコンをクリックして、再び表示し 
ます。 


タスクトレイへのアイコンの追加 

表示まだは非表示にするアイコンを選択して、タスクパーをカスタマイズします。 
1タスクパーの何もない領域で右クリックします。 

2 プロパティ をクリックします。 Taskbar (タスクパー）タブがデフオルトで開 
くよろに設定されています。 

3 Windows Vista ® を実行しているコンピュータの揚合は 、 Notification Area 

(タスクトレイ）タブを選択します。 

Windows ® XP を室行している コン Ki の場合は 、次の手順に進みます。 
4 タスクトレイの カスタマイズ ボタンをクリックします。 

5 項目を選択してから、その動作を選択します。 
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6 OK をクリックします。 


デスクトップアイコンとシヨートカット 


アイコン 

Windows デスクトップに表示されるアイコンは、プ□グラム、ドキュメント、 
およびフォルダにすばやくアクセスできるリンクです。アイコンをダブルクリッ 
クして、ファイルゆフォルダを開いだり、プ□グラムを実行します。 

アイコンには、ショートカットのものと直接リンクのものがあります。 

• ショートカットのアイコンーアイコンに矢印が表示されていることで識別 
されます。ショートカットは、プ□グラム、ファイル、またはフォルダへの 
リンクです。ショートカットは、リンクしているアイテムに影響を及ぼすこ 
となく、安全に削除できます。 

• プ□グラムおよびファイルのアイコンープ□グラムファイル、ドキュメント、 
またはフォルダのアイコンには、矢印の絵は含まれません。 



ぐ..ヒント： お使いのコンピュータのパフォーマンスを改善するには、 
デスクトップにファイルおよびフォルダを配置するよりも、それら 
のショートカツトを作成します。 


デスクトップからのアイコンの削除 

1アイコンを右クリックし 、 Delete (削除）をクリックします。 
2 Yes (はい）をクリックします。 


r ヒント： 矢印が表示されているアイコンを削除すると、単にその 

リンクを削除したことになります。矢印が表示されていないアイコン 
を削除すると、単なるファイルへのリンクではなく、そのファイル 
ゆフォルダを削除しています。 
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: V 詳細情報： Windows デスクトップの詳細に関しては、 Windows ヘルプ 
とサボート （Start ( スタート） 〇 または Help and Support 

(ヘルプとサポート）をクリック）で、 「Windows Basics (Windows 
入門)」を参照してください。 


デスクトップ上のプログラムショートカットの作成と削除 

Windows エクスプローラまたはデスクトップを使用して、プログラム、ファイ 

ル、またはフォルダへのショートカットを作成できます。 

Windows エクスプローラを使用する揚合 

1 Start (スタート)ボタンを右クリックして、 Explore (エクスプローラ）を選 
択します。ショートカットを作成するフォルダ、まだはファイルに進みま 
す。 

2 アイテムを右クリックして、 Send to (送る）をハイライト表示してから、 
Desktop (create shortcut) (デスクトップ（ショートカットを作成））をクリッ 
クします。 

デスクトップを使用する場合 

1 デスクトップの何もない領域を右クリックして、 New (新規作成）をハイラ 
イトしてから、 Shortcut (ショートカット）をクリックします。 

2 Create Shortcut (ショートカットの作成）ウインドウで、 Browse (参照）をク 
リックし、ショートカットにリンクさせるアイテムの場所へ進みます。 

3 ファイルやフォルダをハイライト表示して、 0K をクリックします。 

4 Next (次へ）をクリックします。 

5 ショートカットに名前を指定してから、 Finish (完了）をクリックします。 

ショートカットメニュ _ 


シヨートカツトの 

作成 

削除 



ファイルやフォルダを含£>\ Windows デスクトップの多くのコンポーネントに 
対し、ショートカツトメニューを利用できます。これらメニューにより、アイテ 
厶の最ち一般的なコマンドにすばやくアクセスすることか'できます。 
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ショー トカット メニューに アクセスするには、アイテムの上にカーソルを配置し、 
右クリックします（右マウスボタンまだはタッチパッドの右ボタンをクリック)。 

デスクトップのデザインの変更 


□□□ 


〇 0 


-1H 



パネル （画面のプ□パティ） 

ウィンドウ 

さまざまなコンポーネントを変更して、デスクトップのデザインをカスタマイズ 
できます。これらコンポーネントのほとんどが Display Properties (画面のプ□パ 
ティ）ウィンドウからアクセスできます。 

コンピュータのデスクトップのテーマ、解像度、スクリーンセーバー、アイコン 
サイズとデザイン、およびモニタの設定を Display Properties Menu (画面のプ□パ 
ティメニュー）画面から管理できます。タブを使用して、調整するアイテムを選 
択します。 
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Windows Vista® 

デスクトップから、次の手順を実行します。 

1デスクトップの何もない領域で右クリックします。 

2 Personalize (カスタマイズ）をクリックすると 、 Personalize appearance and 
sounds (デザインとサウンドのカスタマイズ） 

ウィンドウが表示されます。 

3使用可能なオプションを確認して、画面の指示に従ってください。 

スタートメニューから、次の手順を実行します。 

1 Start (スタート） © Control Panel (コント□ールパネル ） Appearance 
and Personalization (デザインとカスタマイズ）の順にクリックします。 

2 Personalization (カスタマイズ）をクリックします 。 Personalize appearance and 
sounds (デザインとサウンドのカスタマイズ） 

ウィンドウが表示されます。 

3使用可能なオプションを確認して、画面の指示に従ってください。 

Windows® XP 

デスクトップから、次の手順を実行します。 

1デスクトップの何もなし〗領域で右クリックします。 

2 プロパティを クリックします。 

3 表示を クリックします。 画面のプロパティ ウィンドウが表示されます。 

4使用可能なオプションを確認して、画面の指示に従ってください。 

スタートメニューから、次の手順を実行します。 

1スタート4コントロールパネル4デスクトップの表示と 
テーマ の順にクリックします。 

2 デスクトップの表示とテーマ ウィンドウが表示されます。 

3使用可能なオプションを確認して、画面の指示に従ってください。 


, v 詳細情報： Windows デスクトップの詳細に関しては 、 Windows 
ヘルプとサポート (Start (スタート） ❹ または 4 Help 

and Support (ヘルプとサポート）をクリック）で 、 「Windows 
Basics ( Windows 入門)」を参照してください。 
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スクリ ーンセーバーの セツトアップ 


スクリーンセーパーの「 
プレピュ- 


スクリーンセーパーの 
一覧 


非アクティブな 
時間の設定- 



スクリーンセーパーは、コンピュータが特定の時間非アクティブな状態であると 
表示される動画グラフィックです。非アクティブな時間の長さを設定して、個人 
的なグラフィックを選択できます。 


Windows Vista 

1デスクトップの何もない領域で右クリックします。 

2 Personalize (カスタマイズ）をクリックします 。 Personalize appearance and 
sounds (デザインとサウンドのカスタマイズ） 

ウィンドウが表示されます。 

3 Screensaver (スクリーンセーパー）をクリックして、スクリーンセーパーを 
新しく選択します。 

4スクリーンセーパーが表示される前にコンピュータが非アクティブでいる 時 
間の長さを調整します。 

5 0 K をクリックします。 

^ メモ：スクリーンセーパーをアクティブにした後、コンピュータにアクセスするに 
は再度□グインが必要になる場合があります。 

Windows XP 

1デスクトップの何もない領域で右クリックします。 

2 プロパティ をクリックします。 画面のプロパティ ウィンドウか f 表示されます。 

3 スクリーンセーパータブを クリックして、スクリーン セーパーを 新しく選択し 
ます。 
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4 スクリーンセーパーが表示される前にコンピュータが非アクティブでいる時 
間の長さを調整します。 

5 0 K をクリックします。 

メモ：スクリーンセーパーをアクティブにした後、コンピュータにアクセスするに 
は□グインか!必要になる揚合があります。 

Start (スタート）ボタン（メニュー） 


〇 〇 


( 3 * 


□□□ 


V □ 



概要 

Start (スタート）ボタンを使用すると 、 Start (スタート）メニューが開き、 
以下の項目にアクセスできます。 

• Control Panel (コント □— ルパネル） 

• Programs (プ□グラム） 

• Files (ファイル) 

• Computer settings (コンピュータの設定） 

• Tools tnat monitor your computer's performance (お使いのコン 
ピュータのパフォーマンスを監視するツール） 

• Windows Help and Support (Windows ヘルプとサボート） 


Microsoft Windows デスクトップ I 39 












Start (スタート）メニューで利用できるプログラムは、お使いのコンピュータに 
インス I ■'ールされているソフトウェアによって変わります。 

Start (スタート）メニューを使用して、コンピュータの再起動ゆシャットダウンを 
実行できます。97ページの「コンピュータのシャットダウン」を参照してくださ 
し、。 


( g ) 詳細情報： Start (スタート）ボタンの詳細に関しては、21ページの 
「スタートポタン」を参照してください。 


Start (スタート）メニューのカスタマイズ 
Taskbar and Start Menu Properties (タスクパーと [ スタート] 

メニューのプ□パティ）ウィンドウで Start (スタート）メニューをカスタマイズ 
します。 

1タスクパーの何もない領域で右クリックします。 

2 Properties (プロ パティ）を選択します。 Taskbar and Start Menu Properties (タス 

クパーと [ スタート]メニューのプ□パティ）ウィンドウが開きます。 

3 Start (スタート）メニュータブで必要なオプションを選択して、 Start (ス 
タート）メニューをカスタマイズします。 


ぐ.，ヒント： プ□グラム、フォルダ、またはファイルから Start 

(スタート）ポタンにアイコンをドラッグすることにより、 Start (ス 
タート）メニューにショートカットを追加できます。 


. v 詳細情報： Windows デスクトップの詳細に関しては、 Windows ヘルプ 
とサポート （Start (スタート）！^または — Help and Support 

(ヘルプとサポート）をクリック）で 、 「Windows Basics (Windows 
入門)」を参照して<ださい。 


40 


Microsoft Windows デスクトップ 





コント ロール パネル 


□□□ 


t 


^ 0 ^ 

S ^ II 


Control Panel (コント□-ルパネル）には、お使いのコンピュータを維持しカスタ 
マイズするのに便利なプ□グラムとツールが'含まれています 。 Control Panel (コン 
卜□ールパネル）では、以下の操作を実行できます。 

• Add and monitor hardware (ハードウエアの追加および監視） 

• Add or remove programs (プ□グラムの追加と削除） 

• Change hardware settings (ハードウエアの設定の変更） 

• Set network and Internet preferences (ネツトワークおよびインター 

ネ ッ トオプションの設定） 

• Customize the appearance of your desktop Q 丁スクトツプの丁ザイン 

のカスタマイズ） ^ 

• Set up printers and other devices (プリンタおよびその他のデバイスの 
セットアップ） 

• Perform maintenance to enhance performance (ハノオーマンスの拡 
張を目的としたメンテナンスの実行） 
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r ヒント： カスタマイズ可能なアイテムは 、 Control Panel (コント□一 
ルパネル）画面に一覧表示されます。カーソルを各アイテムの上に 
配置すると、その機能を説明するポップアップテキストボックスが 
表示されます。 


コントロールパネルへのアクセスと使い方 


( g ) 詳細情報： Windows デスクトップの詳細に関しては、 Windows ヘルプ 
とサポート （Start (スタート） © または Help and 

Support (ヘルプとサポート）をクリック）で、 「 Windows 入門」 

を参照してください。 


コンピュータの設定のカスタマイズ 
1 Start (スタート）まだは — Control Panel (コント□-ルパネ 
ル）の順にクリックします。 

2カテゴリを選択します。必要なツールがどのカテゴリに含まれているかわか 
らない場合は、カテゴリの上にカーソルを配置するとそのポップアップテキ 
ストボックスが表示されます。 

コンピュータのパフォーマンスの管理 

Control Panel (コント□ールパネル）には、お使いのコンピュータのパフォーマン 
スを管理および改善するためのツールが提供されています。ハードディスクドラ 
イプ上のスペースを解放する、ハードディスクドライブ上のアイテムを並べ替え 
てプ□グラムを高速化する、などを目的としたオプションを使用して、お使いの 
コンピュータのパフォーマンスを向上させることか！できます。 

関連情報については、123ページの「メンテナンスタスク（パフォーマンスの改 
善およびセキュリティ保護)」を参照してください。 

Windows Vista 

1 Start (スタート）费^ — Control Panel (コント □— ルパネル ） System and 
Maintenance (システムと メンテナンス ） Performance Information and Tools 

(パフォーマンス情報およびツール）の順にクリックします。 

2 Task (タスク）領域で利用可能なオプションの1つを選択し、お使いのコン 
ピュータのパフォーマンスを監視したり、パフォーマンスが向上するように 
変更を加えたりします。 
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Windows XP 

i スタ-卜-. ヘ^®"^ コントロ-ルパネルパフォ-マンスとメンテナンスをク 

リックします。 

2システムパフォーマンスの評価、イベントの表示、パフォーマンス□グの監 
視、またはコンピュータ管理を実行するためのオプションを1つ選択します。 
お使し\のコンピュータに搭載されている、または取り付けられているデノ X イスを 
管理するには、デパイスマネージャを使用します。 


r. ヒント： 一般的に、デパイスマネージャにアクセスするには、以下の 
操作を実行します。 

Windows Vista 

Start (スタート） Control Panel (コント□ールパネル） — 

System and Maintenance (システムとメンテナンス ）— 
Administrative Tools (管理ツール） -> Computer 
Management (コンピュータの管理）の順にクリックします。 

Windows XP 

スタート—コントロールノ t ネル — パフオーマンスとメンテナンス — 
管理ツール — コンピュータの管理 の順にクリックします。 

または 

マイコンピュータ を右クリックして プロパティ を選択します。次に 
デパイスマネージャ をクリックします。 
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モニタおよびディスプレイ 


V 詳細情報： コンピュータのモニタ画面の詳細に関しては、コンピュー 
夕のマニュアルを参照してください。また、コンピュータで作業す 
るときの安全手順については、コンピュータに付属の安全に関する 
情報を参照してください。安全にお使いいただくためのベストブラ 
クティスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
( www . dell . com ¥ requlatory _ compliance ) をご覧ください。 


コンピュータのモニタ画面のクリーニング 

デスクトップコンピュータのディスプレイをクリーニングするには、水で湿らせ 
た柔らかし\布で画面を拭きます。 

ノートプックコンピュータのモニタ画面をクリーニングするには、水か LCD ク 
リーブのいずれかで湿らせた柔らかい布で画面を拭きます。 

(^' 警告：コンピュータのモニタ画面はモニタ用のものではない石鹸水または溶液を使 
用して拭かないでください。これら溶液により、モニタの反射防止コーティングが 
損傷する可能性があります。クリーナを直接画面にスプレーしないでください。 



画面解像度により、ディスプレイ上の画像の鮮明さが定義されます。解像度を上 
げると、画面上のアイテムの表示が小さくなります。解像度を下げると、テキス 
卜や画像がさらに大きくなります。 

ディスプレイ設定を変更する前に、必要な場合に元の設定に戻すことができるよ 
5に現在の設定を控えておし ) てください。 
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^ メモ：ビデオドライパには、お使いのコンピュータの性能を最大限に活用できるよ 
う設計されているデル推奨ビデオドライパのみをご使用<ださい。 


@ 詳細情報：画面解像度の詳細に関しては、235ページの「ペンダーの 
ビデオカードのコント□ールパネルで表示設定を調整」を参照して 
ください。また、 Windows ヘルプとサポート (Start (スタート） 
© または Help and Support (ヘルプとサポート） 
をクリック)票してください。 



スライドパ'一を使用して 
解像度を設定する^ 


r ヒント： 特定の解像度でプ□グラムを表示するには、ビデオカードと 
ディスプレイの両方がその解像度をサポートしていて、さらに、 
必要なビデオドライパがインス I 'ールされている必要があります。 


Windows Vista® 

1 デスクトップの何もない領域で右クリックします。 

2 Personalize ( カスタマイズ）をクリックします 。 Personalize 
appearance and sounds ( デザインとサウンドのカスタマイズ） 
ウィンドウが表示されます。 

3 Display Settings ( 表示設定）をクリックします。 

4 Display Settings ( 表示設定）ウィンドウの Resolution ( 解像度）で、 
スライドパーを左右に動かして、画面の解像度を上げたり下げたりします。 
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5 選択した解像度に問題がない場合は Apply (適用）をクリック、そうでな 
い場合は手順 4 の操作を繰り返してください。 

6 OK をクリックします。 

Windows ® XP 

1デスクトップの何もない領域で右クリックします。 

2プ〇パティ をクリックします。 画面のプロパティ ウィンドウが表示されます。 
3股定 タブを選択します。 

4 画面の解像度 セクションで、スライドパーを左右に動かして、画面の解像 
度を上げたり下げだりします。 

5 選択した解像度に問題がない場合は適用をクリック、そうでない場合は 
手順 4 の操作を繰り返してください。 

6 OK をクリックします。 

トラプルシューティング 

テキストがぼやける： 画面解像度を現在の設定からお使いのコンピュータおよび 
ディスプレイでサポートされてし ) ない設定に変更すると、画像がぼやけて表示さ 
れたり、テキストが読みにくくなることがあります。 

サポートされていない解像度や色の設定： お使いのコンピュータでサボートされ 
ているディスプレイより高い解像度ゆカラーパレットを選択すると、設定は自動 
的にサボートされている最も近し M 直へ調整されます。 

最適な表示設定の選択 

デフオルトの表示設定は、モニタやモニタ画面に基づいてお使いのコンピュータ 
に設定されます 。 Control Panel (コント ロール パネル）から Display 
Properties (画面のプ□パティ）ウィンドウにアクセスし、お使いのモニタの 
解像度を指定して変更します。 

外付けの LCD モニタの画面解像度の設定 

外付けの LCD モニタをそれらのネイティブな解像度、つまり最適な表示を行〇解 
像度に設定します。詳細については、製造元のマニュアルを参照してください。 

ネイティブな解像度を指定できない場合は、モニタを最高の解像度で実行するよ 
〇に設定します。お使いのモニタは低い解像度をサボートできたとしても、表示 
品質はあまり良いものではありません。 
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Windows Vista ® 

1 デスクトップの何もない領域で右クリックします。 

2 Personalize (カスタマイズ）をクリックします 。 Personalize 
appearance and sounds (デサインとサウンドのカスタマイズ）ウィン 
ドウが表示されます。 

3 Display Settings (表示設定）をクリックします。 

4ドロップダウンメニューで外付けの LCD モニタを選択します。 

5 Display Settings (表示設定）ウィンドウで Resolution (解像度） 
スライドパーを左右に動かして、外付け LCD モニタのネイティブな解像度 
に一致する画面解像度を選択します。 

6 OK をクリックします。 

Windows ® XP 

1デスクトップの何もない領域で右クリックします。 

2 プロパティ をクリックします。 画面のプロパティ ウィンドウが表示されます。 

3 設定 タブを選択します。 

4ディスプレイドロップダウンメニューで外付けの LCD モニタを選択します。 

5 画面解像度 セクションのスライドパーを左右に動かして、外付けの LCD モ 
ニタのネイティブな解像度に一致する画面解像度を選択します。 

6 OK をクリックします。 
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マルチモニタの表示設定 

デスクトップの規模を拡大して生産性を高めるために、コンピュータに複数のモ 
二夕をセットアップすることができます。そうすると、モニタから別のモニタへ 
アイテムを移動したり、複数のモニタにアイテムを拡張したりすることにより、 
一度に複数のタスクを処理で含ます。 


モニタアイコンをクリックして 
ドラッグし、モニタの配置に 
適合させる~ 


a a 



メモ： お使いのビデオカードは、マルチモニタをサポートしています。マルチモニ 
夕のセットアップの要件については、 Windows ヘルプとサボートを参照してくだ 
さし、。 

Windows Vista 

1デスクトップの何もない領域で右クリックします。 

2 Personalize (カスタマイズ）をクリックすると、 Personalize 
appearance and sounds (デザインとサウンドのカスタマイズ） 
ウィンドウが表示されます。 

3 Display Settings (表示設定）をクリックします。 

4 モニタアイコンをドラッグして、お使いのモニタの物理的な配置に適合させ 
ます。 

5 必要に®じて、次のチェックボックスのいずれか、または両方をオンにし 
ます。 

• This is my main Monitor (このモニタをメインにする）ーメイン 
モニタを設定できます。 

• Extend the desktop onto this monitor (Windows テスク 

トップをこのモニタ上で移動できるよ o にする）一画面上のアイテムを 
代替モニタにドラッグできます。 

6 OK をクリックします。 
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Windows XP 

1 デスクトップの何もない領域で右クリックします。 

2 プ□パティ をクリックすると、 画面のプロパティ ウィンドウが表示され 
ます。 

3 設定 タブを選択します。 

4モニタアイコンをドラッグして、お使いのモニタの物理的な配置に適合させ 
ます。 

5必要に応じて、次のチェックボックスのいずれか、まだは両方をオンにし 
ます。 

• このデパイスをプライマリモニタとして使用する ープライマリモニタ 
を設定できます。 

• Windows デスクトップをこのモニタ上で移動できるよ〇にする 一 

画面上のアイテムを代替モニタにドラッグできます。 

6 OK をクリックします。 


詳細情報 ： Display Properties (画面のプ□パテイ）ウインドウにア 
クセスし、マルチモニタを設定する方法の詳細に関しては、 

41ページの「コント□ールパネル」を参照してください 。 Control 
Panel (コント□ールパネル）の詳細に関しては、 Windows ヘルプ 
とサポート (Start (スタート） ❹ または Help and 

Support (ヘルプとサポート）をクリック）で 「Windows Basic 
( Windows 入門)」を参照してください。 


明る t \環境や光量の少な t \環境での環境照明 
センサーの使い方 

^ メモ： お使いのノートプックコンピュータには、環境照明センサーが装備されてい 
ない場合があります。 

^ メモ： 環境照明センサーは、お使いのノートプックコンピュータの画面輝度のみを 
調節します。外付けのモニタまだ;はプロジェクタの輝度は制御しません。 

環境照明センサーは、コンピュータのモニタの前部にあります。このセンサーは、 
利用可能な環境照明を検知し、モニタの背面ライトを自動的に增減して、環境照 
明の高低を補正します。 
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1 環境照明センサー 

< Fn > と左矢印キーを同時に押すと、環境照明センサーの機能を有効まだは無効 
にすることができます。 

^ メモ： 環堉照明センサーを粘着性のラペルで塞がないで<ださい。センサーが塞が 
れると、センサーが有効な揚合に自動的に最小レペルの輝度が設定されます。 

メモ： コンピュータをコンセントに接続すると、環境照明センターは無効になり 
ます。 

モニタの輝度を調節するキーの組み合わせを使用すると環境照明センサーが無効 
になり、モニタの輝度はキー操作に®じて增減されます。 

メモ： コンピュータを再起動すると、環境照明センサーは前の設定（有効または 
無効）に戻ります。 
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ケーブルと接続部 

どのモニタにも電源用とデータ用に最低2本のケープルが必要です。 Dell モニタ 
は、次のデータコネクタの1つまだは複数をサポートする場合があります。 




1 

2 

3 4 

5 6 7 


コネクタ 

信号のタイプオーディオ 

接続先 




サ ポー ト 


1 

VGA 

アブ□グ 

X 

モニタまたはプロジェクタ 

2 

DVI 

デジタル 

X 

モニタまたはプロジェクタ 

3 

コンポジット 

アブ□グ 

X 

ホームエンターテイメントシステム 

4 

コンポーネント 

アブ□グ 

X 

ホームエンターテイメントシステム 

5 

S ビデオ 

アブ□グ 

X 

• ホームエンターテイメントシステム 
• モニタ 
• プロジェクタ 

6 

HDMI 

デジタル 

〇 

• ホームエンターテイメントシステム 
• モニタ 
• プロジェクタ 

7 

DisplayPort 

デジタル 

〇 

• ホームエンターテイメントシステム 
• モニタ 
• プロジェクタ 


これらのポートのピン割り当てに関しては、301ページの「ポート」を参照して 
ください。 
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DisplayPort™ - 機能および利点 

デルは、大手の PC 、 グラフィックス、および半導体企業からなるグループと 
協力し、オープンスタンダードベースで使用料無料の拡張可能インタフェース 
DisplayPort を開発しました。このインタフェースは、外付けのデスクトップ 
モニタと内部のモニタインタフェースの両方に適しています。 

内部と外部の信号送信方法を統合することにより、 DisplayPort では「ダイレク 
トドライプ」デジタルモニタの導入が可能であるため、フラットパネルモニタテ 
クノ□ジを最も効率的にエンドユーザーに提供できます。 

DisplayPort は、光ディスクプレーヤー、モパイルデバイス、パーソナルビデオ 
レコーダー、およびテレビのようなハイ ■ ディフィニッションな内容のアプリ 
ケーション間の接続にも適しています。 

そのほか、次のよろな特徴があります。 

• WQXGA などの高い解像度 (2048 x 1536 ピクセル)。 

• 可変色深度（ピクセル当たりのビット数最大30 bpp )。 

•最大120 Hz のリフレッシュレート。 

• Blu - ray ディスクコンテンツ対®の HDCP vl .3 をサボート。 

• 最大ケープル長15 m をサボート。 

•内蔵まだは外付けスピーカ、マイク□フォン、およびカメラ付きのシステムの 
双方向オーディオおよびビデオに適庙する単一のインタフェースとケープル。 

• デュアルリンク DVI を超えるパフォーマンス（10.6 Gbps 対 9.6 Gbps ) 

•高帯域幅オーディオ。 

詳細に関しては、 www.displayport.org を参照してください。 

NVIDIASU テクノロジと ATI Crossfire テクノロジ 

一部のグラフィックス構成では、同一のグラフィックスカード2枚以上で構成し 
て、 NVIDIA スケーラプルリンクインタフェース ( SLI ) テクノロジまたは ATI 
Crossfire テクノロジを有効にすることができます。このようにすると、ゲームゆ 
3 D アプリケーションのパフォーマンスが向上します。 

これらの技術を使用する利点の詳細に関しては、 NVIDIA のウェブサイトおよび 
ATI のウェブサイトを参照してください。 
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ナビ ゲーシヨ ンデバイス（マウス、 
キーボード、タッチバッド） 


マウスゆキーボード、タッチパッド、およびポインティングスティック（トラッ 
クスティック）を使用して、 Microsoft ® Windows ® デスクトップで利用できる 
機能から移動および選択を行ろことができます。 



ゆ 詳細情報： これらのデパイスの詳細に関しては、コンピュータの 

マニュアルを参照してください。また、 Windows ヘルプとサポート 
(Start (スタート） e Help and Support (ヘルプとサポート） 
をクリック）を参照してください。 


マウス 
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マウスは、一般的に2つのボタンとスクロールホイールから構成されています。 

• 画面上のアイテムを選択、まだはクリックするには、左右のボタンを使用し 
ます。 

• 画面上のページやウィンドウ内をスクロールするには、スクロールホイール 
を使用します。スクロールダウンするには、ホイールを下の方向に（自分に 
向かって）転がします。スクロールアップするには、ホイールを前の方向に 
(自分と反対に）転がします。 

マウスボタンの速度のコントロール 
Windows Vista® 

1 Start (スタート）® — Control Panel (コント□ールパネル）-^ 

Hardware and Sound (ハードウェアとサウンド ） Mouse 
(マウス）の順にクリックします。 

2 Mouse Properties (マウスのプ□パテイ）ウィンドウの Button 
(ボタン）タブで、スライドパーを使用して適切な速度を選択します。 

3 OK をクリックします。 

Windows® XP 

1スタート 4 コント□ー ルパネル4プリンタとその他のハード 

ウェア—マウス の順にクリックします。 

2 マウスのプ□パテイ ウィンドウの ポタン タブで、スライドパーを使用して 
適切な速度を選択します。 

3 OK をクリックします。 

スクロールホイールの速度のコントロール 
Windows Vista® 

1 Start (スタート）〇 -> Control Panel (コント□-ルパネル） 
Hardware and Sound (ハードウェアとサウンド ） ->Mouse 
(マウス）の順にクリックします。 

2 Mouse Properties (マウスのプロパテイ）ウィンドウの Wheel 
(ホイール）タブで、マウスのスクロールホイールの動作オプションを設定 
します。 

3 OK をクリックします。 
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Windows® XP 

i スタートっコント□ールパネル — プリンタとその他のハード 

ウェア- > マウス の順にクリックします。 

2 ホイール タブの スクロールで、 ホイールの1 目盛りで スクロールする 行数 
を選択するか、1 画面ずつ スクロールするをクリックします。 

3 OK をクリックします。 

非オプティカルマウスのクリーニング 

画面のカーソル（マウスポインタ）が飛んだり、異常な動きをする場合は、マウ 
スをクリーニングします。 

i - ：' 注意： マウスのクリーニングを行う前に、コンピュータからマウスを取り外します。 



1薄めたクリーニング液で湿らせた布を使って、マウスの外側を拭き取ります。 
2マウスの底部にある固定リングを左に回し外します。ポールを取り出します。 
3清潔な、糸くずの出ない布でポールを拭き取ります。 

4ボールケージに軽く息を吹きかけるか、圧縮空気のスプレーを使用して、 
ほこりゆ糸くずを取り除きます。 

5ボールケージの中にある□ーラーが汚れている場合、消毒用アルコールを 
軽く浸した綿棒を使って、□ーラーの汚れを拭き取ります。 

6 □ーラーが溝からずれてしまった場合、中央に戻します。綿棒の綿毛が 
□ーラーに残っていなし\か確認します。 

7ボールと固定リングを取り付けます。カチッと所定の位置に収まるまで、 
固定リングを時計回りに回します。 

オプティカルマウスのクリーニング 

薄めだクリーニング液で湿らせた布を使って、マウスの外側を拭き取ります。 
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Bluetooth ® 対応ワイヤレスマウスの使い方 

Bluetooth 対®デパイスをセットアップする前に、以下の操作を行ってくだ 
さい。 

1 Bluetooth アダプタがお使いのコンピュータに既に組み込まれていない 
揚合は、 Bluetooth アダプタをお使いのコンピュータに取り付けます。 

2コンピュータが Bluetooth アダプタを検出（発見）できるようにデバイス 
をセットアップします。手順については、製造元のガイドまたはウェブサイ 
卜をチェックしてください。 

3 お使いのコンピュータにインス!''ールされているオペレーティングシステム 
に対®する次のセクションの手順を使用して、デパイスを取り付けます。 

Windows Vista 

1 Start (スタート ） 〇 — Control Panel (コント □— ルパネル）と 
クリックします。 

2 Hardware and Sound (ハードウェアとサウンド） Bluetooth 
Devices ( Bluet 00 th デバイス）とクリックします。 

3 変更するデバイスをクリックして、 Properties (プ□パティ）をクリック 
します。 

4 次のうちのいずれか 1 つを実行します。 

• デバイスの名前を変更するには、新しい名前を入力して、 General 
(一般）タブをクリックし、 OK をクリックします。 

• サービスを有効にするには、 Services (サービス）タブでサービスの 
隣にあるチェックボックスを選択して OK をクリックします。 

• サービスを無効にするには、 Services (サービス）タブでサービスの 
隣にあるチェックボックスの選択を外してから 0 K をクリックします。 

• お使いのコンピュータを Bluetooth 対応デバイスで検出可能にするに 

は、 Bluetooth Devices ( Bluet 00 th デパイス）ダイア□グボック 

スの Options (オプション）タブで、 Allow Bluetooth devices 
to find this computer ( Bluetooth デパイスによるこのコン 
ピュータの検索を許可する）チェックボックスを選択します。 

• コンピュータに接続しようとしている Bluetooth 対®デバイスがある 
時に通知を受けるようにするには、 Bluetooth Devices 
( Bluetooth デパイス）の Options (オプション）タブで、 Alert 
me when a new Bluetooth device wants to connect (新規 
の Bluetooth デパイスによる、接続試行時には警告する）チェック 
ボックスを選択します。 
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Windows® XP 

1 Bluetooth 対®アダプタを取り付けるか、 Bluetooth 対®アダプタの電源 
を入れます。 

2マウスの下部にあるボタンを押して、マウスを検出できるようにします。 

詳細に関しては、マウスのマニュアルを参照してください。 

3 スタート-> コントロールパネル- > Bluetooth デパイスとクリックします。 
4 デ/てイス タブで、 追加を クリックします。 

5 セットアップを完了し、デパイスは発見可能になりました チェックボック 

スを選択して、 次へ をクリックします。 

6 Bluetooth 対®マウスを示すアイコンをクリックして、 次へ をクリックし 
ます。 

7 スキーを使用しない次へ とクリックします。パスキー手順に関しては、 
マウスのマニュアルを確認してください。 

8ウイザードの残りの手順に従います。 


の' 詳細情報： デパイスの追加と設定の詳細に関しては、 Windows ヘルプ 
とサボート (Start (スタート） © または Help and 

Support (ヘルプとサポート）をクリック）を参照してください。 


タツチパッド 



タッチ入力に指を使用して（コンピュータによっては Tablet PC ペン)、カーソ 
ルを移動したり、画面上のオブジェクトを選択することか！できます。 
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• カーソルを移動するには、タッチパッド上で指ゆペンをそっとスライドさせ 
ます。 

• オブジェクトを選択するには、選択したいオブジェクトにカーソルを動かし 
てタッチパッドの表面を1回軽くたたくか、親指で左のタッチパッドポタン 
を押します。 

• オブジェクトを選択して移動（またはドラッグ）するには、選択しだいオプ 
ジ I クトにカーソルを合わせてタッチパッドを2回だだきます。2回目にた 
だし)たときにタッチパッドから指やペンを離さずに、そのままタッチパッド 
の表面で指やペンをスライドして選択しだオブジェクトを移動させます。 

• オブジェクトをダブルクリックするには、ダプルクリックするオブジェクト 
にカーソルを動かしてタッチパッドを2回だたくか、まだは親指で左のタッ 
チパットポタンを2回押します。 

回転スクロール 

4^' メモ：お使いのノートプックコンピュータは、回転スクロール機能をサポートして 
いない場合があります。 

回転スクロールを設定するには、デスクトップのタスクトレイで Dell Touch 
pad ( Dell タッチパッド）アイコンをダプルクリックします。 

スクロールタブでは、スクロールまたは回転スクロールを有効や無効にしたり、 
スクロールゾーンの幅およびスクロールスピードを選択できます。 

回転スクロールを有効にすると、タッチパッド上で指を反時計回りまだは時計回 
りに動かすことにより、上下にスクロールできます。 

フィンガーズーム 

4^' メモ：お使いのノートプックコンピュータは、フィンガーズーム機能がサポートさ 
れていな!/ U 昜合があります。 

ズーム設定を変更するには、デスクトップのタスクトレイで Dell Touch Pad 
( Dell タッチパッド）アイコンをダブルクリックします。 

ジェスチャ タブでは、フィンガーズーム（指を上下に動かすことでズームインお 
よびズームアウト）まだはピンチズーム（二本の指を開いたり閉じたりすること 
でズームインおよびズームアウト）を有効および無効にできます。 

タッチパッドのクリーニング 

1シャットダウンして、コンピュータの電源を切ります。 

2コンピュータに取り付けられているすべてのデパイスを取り外して、コンセン 
卜から抜きます。 

3取り付けられているパッテリを取り外します。 

4水で湿らせた柔らかく糸くずの出ない布で、タッチパッドの表面をそっと拭 
きます。布から水がにじみ出てタッチパッドゆパームレストにしみ込まない 
よ〇にしてください。 
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タッチポインタの使い方（トラックスティック 
または Tablet PC ペン） 

コントロールパネルでのタッチポインタのオンとオフの切リ替え 
Windows Vista® 

1 Start (スタート ） 〇 4 Control Panel (コント□—ルパネル）-> 

Hardware and Sound (ハードウェアとサウンド ）—Pen and Input 
Devices (ペンと入カデバイス）の順にクリックします。 

2 Touch Pointer (タッチポインタ）タブで 、 Show the touch pointer 
when I * m interactina with items on the screen (画面で項目を 
操作するときにタッチポインタを表示する）チェックボックスを選択また 
は選択を解除します。 

3 0 K をクリックします。 

Windows® XP 

1 スタ-卜 — コントロールパネル — プリンタとその他の 
ハードウェア- > ペンと入カデ/ゞイス の順にクリックします。 

2 タッチポインタ タブで、 画面で項目を操作するときにタッチポインタを 

表示する チェックボックスを選択または選択を解除します。 

3 OK をクリックします。 

タスクバーでのタッチポインタのオンとオフの切I)替え 

1指を使用してタスクパーをプレスアンドホールドします。 

2 Tool Bar (ツールパー）をポイントし 、 Touch Pointer (タッチポイン 
夕）をタップします。 

3タッチポインタをオンまだはオフにするには、タスクパーの 
Touch Pointer (タッチポインタ）アイコンをタップします。 
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USB ポインティングデバイスの使い方（マウス) 

お使いのコンピュータは通常、マウスを USB ポートに接続するとそのマウスを 
自動検出し、対®するドライパをインス!■'ールします。 

メモ： 一部のマウスはコンピュータによって自動検出されない場合があります。 
w その場合は、適切なドライパを手動でインス!'ールする必要があります。 


? 詳細情報 ： USB ボインティンク•デパイスの使し仿の詳細に関しては、 
W ポインティングデバイスの製造元のガイドを参照してください。 
また、 Windows ヘルプとサポート （Start (スタート）•または 

■ -> Help and Support (ヘルプとサポート） 

をク〇ック）を参照してください。 


USB ボインティングデバイスのトラプルシューティング 

次の問題のいずれかが発生した場合に、 USB ポインティングデバイスを再度有効 
に設定する必要がある場合があります。 

• ポインタが不規則に移動する 

• ポインティングデパイスを移動してもポインタが®答しない 

• ポインティングデパイスのボタンをクリックしても何も起こらない 
• 数分使用するとポインティングデパイスが動かなくなる 

USB ポインティングデパイスを再度有効にできない場合は、システムの復元を実 
行で含ます。 

システムの復元の詳細に関しては、255ページの 「 Microsoft ® Windows ® シ 
ステムの復元の使い方」を参照してください。 


Q ヒント： それでもポインティングデバイスに問題がある場合は、デバ 
イスのソフトウェアドライパをチェックしてください。ドライパを 
再インストールする必要がある場合もあります。77 ページの「デハ‘ 
イスの不具合の原因がデパイスドライパであるかどうかの確認」 を 

参照して < ださい。 
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キー ボード 



お使いのキーポードには、次のよ〇にさまざまな機能を実行する一連の異なる 
キーが提供されています。 

• 文字や数、句読点、および記号の入力を行〇英数字キー 

• 次のよ a な特定のアクションを実行するコント□ールキー： < Ctrl >、 

< Alt> x < Esc >、 および Windows □ゴキー 

• 特定のタスクを実行する、 < F 1>、< F 2>、< F 3> などのファンクションキー 

• 次のよろなドキュメントやウィンドウ内でカーソルを移動するナビゲージョン 

キ ー ： < Home >、< End>、<Page Up>、<Paae Down >、< Delete >、 
■dnsert >、および矢印キー 

• 計算機のように数字がまとめて配置されているテンキーパッド（ノー トプッ 
クコンピュータのテンキーパッドは、ほとんどの場合、アルファベットキー 
に統合されています） 


キーボー ドのカスタマイズ 

キーボード設定では、次のよ a に調整できます。 

• キーボードの文字が次に連続で表示されるまでの待ち時間の変更 
• キーボードの文字が連続で表示される時の速度の変更 
• カーソルの点滅速度の変更 
• 入力言語に関するキー操作のカスタマイズ 

Windows Vista 

1 Start (スタート）〇 Control Panel (コントロールパネル） 
Hardware and Sound (ハードウエアとサウンド） Kevboard 
(キーボード）とクリックします。 

2変更するキーボードの設定を調整して、 OK をクリックします。 
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Windows XP 

1 スタート^ 4 コント□ー ルパネル j プリンタとその他の 
ハードウエア—キーボード の順にクリックします。 

2 キーポードのプ□パティ ウィンドウで、変更するキーボードの設定を調整 
して、 OK をクリックします。 

バックライト付きキーボード 

メモ：コンピュータによっては、パックライト付きキーボード機能がサポートされ 
てし'!ない揚合があります。 



パックライト付きキーボードでは、キー上のすべての記号が照明されるので、暗 
い環境でもキーを確認できます。 

キーボード/タッチパッドの輝度の設定 一 < Fn > と右矢印キーを押して、3つの 
照明状態を所定の順序で切り替えます。 

照明状態は次の3つです。 

1 キーボード/タッチパッドのフル照明 
2 キーボード/タッチパッドの半照明 
3照明なし 

キーボードの入力言語の変更 
Windows Vista 

1 Start (スタート）® — Control Panel (コント □— ルパネル） — 
Clock, Language, and Region (時計、言語、および地域） — 
Regional and Language Options (地域と言語のオプション）の順に 
クリックします。 

2 Chanae keyboards or other input methods (キーボードまたは 

入力方法の変更）をクリックします。 

3 Keyboards and Languages (キーボードと言語）タブで、 Change 
keyboards (キーボードの変更）をクリックします。 
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4 Installed services (インス!—ルされているサービス）で、 Add 
(追加）をクリックします。 

5 追加する言語をクリックし、目的のテキストサービスを選択してから 0K を 
クリックします。 

メモ： Language bar (言語バー）が非表示の場合は、タスクバーを右クリックし 
て Toolbars (ツールバー）をポイントしてから Language bar (言語バー）を 
クリックします。 

6 language bar (言語パー ） (D Input language (入力言語）ボタンを 
クリックします。 

7 使用する入力言語を選択します。 

8 Keyboard layout (キーボードレイアウト）ボタンをクリックしてから、 
キーボードのレイアウトを選択します。 

Windows XP 

1 スタート—コント□ールパネル — 日付、畤刻、地域と言語の 
オプション—地域と言語のオプション の順にクリックします。 

2 地域と言語のオプション ウィンドウの 地域オプション タブで、言語を選択 
し、 OK をクリックします。 
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ノートプックコンピュータでのテンキーパッドの使い方 



ノートプックコンピュータでは、キーボードにテンキーパッドが統合されている 
揚合があります。このキーパッドは、拡張キーボードのキーパッドと対®してい 
ます。 

• 数字まだは記号を入力するには、 < Fn > を押したまま、目的のキーを押し 
ます。 

• テンキーパッドを有効にするには 、 <Num Lk > を押します。 g | のライトが 
点灯すると、キーパッドが有効であることを示しています。 

• テンキーパッドを無効にするには、もう一度 <Num Lk > を押します。 

一般的なキー■ボードショー 1 トカット 


< CtrlxShiftxEsc > タスクマネージャ ウィンドウを開きます。 

< FnxF 8> 現在使用可能なすべてのディスプレイオプション 

(たとえば、ディスプレイのみ、外付けモニタま 
たはプロジェクタのみ、ディスプレイとプロ 
ジェクタの両方など）を示すディスプレイアイ 
コンを表示します。目的のアイコンをハイライ 
卜表示して、画面をそのオプションに切り替え 
ます。 
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<Fn> と上矢印キー 
<Fn> と下矢印キー 

<FnxEsc> 


<F2> 

<F3> 

<F4> 

<F5> 

<F6> 

<F10> 

<Ctrlxc> 

<Ctrlxx> 

<Ctrlxv> 

<Ctrlxz> 

<Ctrlxa> 

<CtrlxF4> 


<Ctr IxAltxTa b> 

<AltxTab> 

<AltxEsc> 

<Delete> 

<ShiftxDelete> 

<Ctrl> と右矢印キー 


内蔵ディスプレイの輝度を上げます。 

内蔵ディスプレイのみの輝度を下げます 
(外付けモニタには適用されません)。 

省電カモードを起動します。 Power Options 
Properties (電源オプションのプ□パティ） 
ウィンドウの Advanced (詳細設定）タブを 
使って、異なる省電カモードを起動するために、 
ショートカットキーの設定を変更することがで 
含ます。 

選択したアイテムの名前を変更します。 

ファイルまたはフォルダを検索します。 

Windows エクスプローラの アドレス パーの 
リストを表示します。 

アクティブなウィンドウを更新します。 

ウィンドウ内の、またはデスクトップ上の画面 
構成要素を順に切り替えます。 

アクティブなプログラムのメニューノ \'一を 
アクティブにします。 

選択したアイテムをコピーします。 

選択したアイテムを切り取ります。 

選択したアイテムを貼り付けます。 

操作を元に戻します。 

ドキュメントまたはウィンドウ内のアイテムを 
すべて選択します。 

アクティブなウィンドウを閉じます（複数の 
ドキュメントを同時に開くことができるプ□グ 
ラム内で)。 

矢印キーを使用して、開いているアイテム間を 
切り替えます。 

開いているアイテム間を切り替えます。 

開いた順にアイテムが切り替わります。 

選択したアイテムを削除し、そのアイテムを 
ごみ箱へ移動します。 

選択したアイテムをごみ箱へ移動せずに削除し 
ます。 

カーソルを次の単語の最初に移動します。 
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< Ctrl > と左矢印キー カーソルを前の単語の最初に移動します。 

< Ctrl > と下矢印キー カーソルを次の段落の最初に移動します。 

< Ctrl > と上矢印キー カーソルを前の段落の最初に移動します。 

< CtrlxShift > と矢印キー テキストブロックを選択します。 

く Shift 〉 と矢印キー ウィンドウ内、またはデスクトップ上で複数の 

アイテムを選択します。または、ドキュメント 
内のテキストを選択します。 

Windows □ゴキーと < m > 開いているすべてのウィンドウを最小化します。 

Windows ロゴキーとく Shift >< m > 最小化されたウィンドウを元に戻します。この 

キーの組み合わせは 、 Windows □ゴキーと 
< m > キーの組み合わせを使用する度に、最小化 
されたウィンドウを元に戻すための切り替えと 
して作動します。 

Windows □ゴキーと < e > Windows エクスプローラが起動します。 

Windows □ゴキーと < r > ファイルを指定して実行 ダイアログボックスを 

開含ます。 

Windows ロゴキーと < f > 検索結果 ダイアログボックスを開きます。 

Windows □ゴキーとく Ctrl >< f > 挨索結果ーコンピュータ ダイアログボックスを 

開きます（ネットワークに接続している場合)。 

Windows □ゴキーとく Pause 〉 システムのプロパティ ダイアログボックスを 

開含ます。 
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プリンタ（設定およびドライバ) 


□□□ 


I 1 

〇 〇 

I- 1 - a 

( 里！ 蝥ゴ蚤 A 



プリンタ情報へのアクセス 

プリンタについての情報は、 Start (スタート）ボタンから参照できます。 

Start (スタート）メニューから、 Control Panel (コント□-ルパネル）を 
クリックして、お使いのコンピュータに接続されているプリンタの一覧を含 C、 
コンピュータ上のハードウェアにアクセスします。 

ハードウェア固有の情報については、プリンタの製造元のマニュアルを参照して 
ください。 


，'- ヒント ： Start (スタート）メニューに、フ「」ンタのシヨートカツトを 
X 追加します。詳細に関しては、 34 ページの「デスクトップアイコン 
とショートカット」を参照してください。また、 Microsoft® 
Windows® ヘルプとサポート （Start (スタート ） 0または 

Help and Support (ヘルプとサポート）をクリック） 
_を参照してください。_ 
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プリンタの設定の変更 

プリンタの設定によって、印刷の品質、仕上げのオプション（両面印刷など）、 
インクまだはトナーの使用、サボートされる用紙サイズなどが決定します。 

Windos Vista ® の場合 

1 Start (スタート）© Control Panel (コント□ールパネル）-> 
Hardware and Sound (ハードウェアとサウンド ） Printers and 
Faxes (プリンタと FAX) の順にクリックします。 

Windows ® XP の場合 

スタート — コントロールパネループリンタとその他のハード 
ウェアフリンタと FAX の順にクリックします。 

2 利用可能なプリンタの一覧に進み、設定を変更するプリンタを右クリックし 
ます。 

3 プ□パティ まだは 印刷オプションの いずれかをクリックします。お持ちの 
プリンタモデルにより、選択できるオプションのタイプは異なります。 

• 印刷オプションでは、 このウィンドウ内のタブを使用して、画像品質 
の選択や、色の管理、効果のセットアップを行います。 

• プ〇/ 1 ?テイでは、 このウィンドウ内のタブを使用して、現在の設定の 
表示やデパイスへの変更を行し ) ます。 


ウ) 例： デジタルカメラから写真用紙に写真を印刷する場合は 、 Quality 
Type (品質の種類）タブを使用して写真用紙の種類を選択します。 


I 
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プリンタのセットアップ 

1 台まだは複数のプリンタをお使いのコンピュータに接続したり、1台まだは 
複数のコンピュータをお使いのプリンタに追加しだりすることができます。 



例： ノー トプックコンピュータを仕事場と自宅で使用していると仮定 
します。兩方の場所で印刷を行う場合、コンピュータに兩方のプリン 
夕をインストールできます。 


プリンタの追加 

Windows Vista® 

1 Start (スタート）® — Control Panel (コント □— ルパネル）- > 

Hardware and Sound (ハードウエアとサウンド ） Printers 
(プリンタ）の順にクリックします。 

Windows XP の場合 

スタートつコント□ールパネル4プリンタとその他のハード 

ウエア-^フリンタこ FAX の順にクリックします。 

2プリンタの追加を クリックします。 

3 プリンタの追加ウイザード 画面の指示に従しほす。 
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デフオルトプリンタの設定 

最も頻繁に使用するプリンタをデフォルトプリンタとして設定します。特定の 
プリンタをデフォルトプリンタとして設定するには、プリンタアイコンを 
右クリックし 、 Set As Default Printer (通常使うプリンタに設定）を選択し 
ます。デフォルトとして選択したプリンタアイコンの上部にチェックマークが表 
示されます。 

ネットワークにおけるプリンタの共有 

共有プリンタでは、複数のコンピュータからの入力を受信します。まだ、共有プ 
リンタは、ネットワークプリンタとも呼ばれます。ネットワーク上の共有プリン 
夕に接続すると、そのプリンタがお使いのコンピュータに取り付けられているよ 
a に使用できます。 



ネットワーク上でプリンタを共有するには、まずお使いのコンピュータにネット 
ワークサービスを追加する必要があります。 

ネットワークサービスをインス!''ールする手順については、145ページの「ネッ 
トワーク （ LAN 、 ワイヤレス、モパイルプロードパンド）」を参照してください。 
お使いのコンピュータをネットワークに接続すると、その接続にプリンタを追加 
することができます。 



詳細情報 ：ネットワークへの接続の詳細に関しては、 Windows ヘル 
プとサポート (Start (スタート） ❹ または y Help and 
Support (ヘルプとサポート）をクリック）を参照してください。 
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プリンタドライバのインスI-ール 

产 \プリンタドライパ CD 



ドライパとは、プリンタなどのデバイスを制御するプ□グラムであり、お使いの 
コンピュータとプリンタを連動させることを可能にします。すべてのデパイスに 
ドライパプ□グラムが必要です。 

プリンタドライパは、プリンタと共に CD で出荷されます。 

以下の場合には、プリンタドライパのインス!■'ール、または再インス!'ールが必 
要な場合があります。 

• オペレーティングシステムのアップグレード 

• オペレーティングシステムの再インス!'ール 
• 新しいプリンタの接続まだは取り付け 

プリンタドライパをインス!''ールするには、以下の操作を行います。 

1 『Drivers and UtilitiesJ] メディアを挿入します。 

『Drivers and Utilities 』 メディアを初めてお使いになる場合は、手順 2 に 
進みます。それ以外の場合は、手順 5 に進みます。 

2 『Drivers and Utilities!] インス!—ルプログラムが起動したら、画面の指 
示に従います。 

饮 メモ： ほとんどの場合 、 『Drivers and Utilities 』 プ□グラムは自動的に起動します。 
自動的に起動されない場合は、 Windows エクスプローラを起動し、メディアドラ 
イプのディレクトリをクリックしてメディアの内容を表示し、次に autorcd.exe 
ファイルをダブルクリックします。 

3 InstallShield Wizard Complete (InstallShield ウィザードの完了） 
ウィンドウが表示されだら、 『Drivers and Utilities^ メディアを取り出し、 
Finish (完了）をクリックしてコンピュータを再起動します。 

4 Windows デスクトップが表示されだら、 『Drivers and UtilitiesJI メディ 

アをも〇—度挿入します。 
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5 Welcome Dell System Owner (Dell システムをお買い上げくださり、 
ありがとうございます。）画面が表示されたら、 Next (次へ）をクリックし 
ます。 

『Drivers and UtilitiesH プログラムがコンピュータのハードウエアを検出 
中であるというメッセージが表示されます。 


- ： " ； ヒント： お使いのコンピュータで使用されているドライパが、 Mv 

Drivers — The Resource CD has identified these components in 
your system (マイドライパー ResourceCD はシステム上でこれらの 
コンポーネントを検出しました）ウインドウに自動的に表示されます。 


メモ ： 『Drivers and Utilities 』 メニューでは、出荷時にお使いのコンピュータに取 
り付けられていたハードウェアのドライハみが表示され ます。 追加のハードウェ 
アを取り付けた場合、新しいハードウェアのドライノ ゞ は表示されな！/、ことがあり 
ます。 これらのドライパが表示されない場合、 『Drivers and Utilities 』 プ□グラム 
を終了して、 すぺ てのプログラムを終了し、コンピュータを再起動し ます。 デパイ 
スドライパの情報については、デパイスに付属のマニュアルを参照してください。 

6 再インストールするドライパをクリックし、画面の指示に従います。 

特定のドライパが一覧に表示されていない揚合は、オペレーティングシステ 
ムはそのドライパを必要としません。 
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ドライブおよびメディア 



ハードディスクドライブスペースの解放 

Microsoft® Windows Vista® では、オペレーティングシステム用として 
約1 GB のスペースをハードディスクドライプ上に確保し、残りのスペースを標 
準動作用としています。 

標準動作にどれだけのスペースを利用できるかを確認するには、 Start (スタート） 
— Computer (コンピュータ）の順にクリックします。ドライプおよび 
ストレージデパイスの一覧が表示されます。ドライブ C (ハードディスクドライ 
プ）の空きスペースが表示されます。 

Shadow Storage (シャドーコピー） 

Shadow Storage (シャドーコピー） 

は、システムの復元の実行用として 
ハードディスクドライブ上に予約され 
たスペースです (255 ページの_ 

「Microsoft® Windows® システムの 
復元の使い方」を参照)。 


Shadow Storage (シャドーコピー）に使用されるハードディスクドライブの 
スペース量を確認するには、次の手順を実行します。 

1 Start (スタート） © — AN Programs (すべてのプ□グラム） — 
Accessories (アクセサリ）の順にクリックします。 

2 Command Prompt (コマンドプロンプト）を右クリックします。 
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3 Run as administrator (システム管理者として実行）をクリックします。 
4 続行の許可を求めるウィンドウが表示されたら、 Continue (続行）を 
クリックします。 

5 次のよ〇に入力します。 

vssaamin list shadowstorage. 

6 < Enter > を押します。 

Command Prompt (コマンドプロンプト）に、 Shadow Storage 

(シャドーコピー）で使用されるスペース量が表示されます。 


Shadow Storage ( シャドーコピー）で使用されるハードディスクドラ 
イプスペースの削減 

1 Start (スタート） All Programs (すべてのプ□グラム）-> 
Accessories (アクセサリ）の順にクリックします。 

2 Command Prompt (コマンドプロンプト）を右クリックします。 

3 Run as administrator (システム管理者として実行）をクリックします。 

4 続行の許可を求めるウィンドウが表示されたら、 Continue (続行）を 
クリックします。 

5次のよ〇に入力します。 

vssadmin resize shadowstoraqe /On=C: /Maxsize=[Shadow 
Storage (シャドーコピー） 用に使用される通大スペース 

6 < Errter > を押します。 

7 Start (スタート） 0 Computer (コンピュータ）一> 

Local Disk (C:) (□一カルディスク （ C :)) の順にクリックして、 

Shadow Storage (シャドーコピー）に割り当てられたドライプスペース 
が少なくなっていることを確認します。 

<3^ メモ： この保存領域に最適なサイズおよび最小のサイズについては、 
Windows ヘルプとサポートを参照してください。 

ソリッドステートドライブ ( SSD ) 

ソリッドステートドライプ （ SSD ) は、ソリッドステートメモリを使用して永続 
データを保存するデータストレージデバイスです。ソリッドステートとは電気用 
語で、ハードディスクドライプが磁気メディアを使用するのに対し、完全に半導 
体から構築される電子回路を指します。 

フラッシュベースのメモリカードと異なり、 SSD はハードディスクドライプをエ 
5ュレートするので、ほとんどのアプリケーションで容易に置換することができ 
ます。フラッシュメモリの代わりにスタティックランダムアクセスメモリ 
( SRAM ) まだはダイナミックランダムアクセスメモリ （ DRAM ) を使用する 
SSD は、 RAM ドライプと呼ばれることもあります。 
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メディアドライブのドライバのインストール 

ドライパは、お使いのメディアドライプを制御するプ□グラムです。以下の場合 
には、ドライパをインストールする必要があります。 

• オペレーティングシステムのアップグレード 

• オペレーティングシステムの再インストール 
• 新しいデバイスの接続まだは取り付け 


ヒント： 本項で説明するタスクを実行するには、システム管理者権限 
で□グインする必要があります。 


デバイスの不具合の原因がデバイスドライバであるかどうかの確認 

1 Start (スタート ）0 をクリックして、 Computer (コンピュータ）を 
右クリックします。 

2 Properties (プロパティ） Device Manager (デバイスマネージャ） 
をクリックします。 

3続行の許可を求めるウィンドウが表示されたら、 Continue (続行）を 
クリックします。 

4 一覧をスクロールダウンし、デパイスアイコン上の感嘆符 （[!] の付いた黄 
色の円）の付いたデパイスを探します。 

感嘆符がデパイス名の横にある場合は、ドライパの再インストールまだは 
アップデートが必要とされる可能性があります。 

ドライバの以前のバージョンへの置き換え 

ドライプのインス!'ールまだはアップデート後にコンピュータに問題が発生した 
場合は、 Windows デ/ X イスドライパの口ールパックを使用してください。 

1 Start (スタート） をクリックして、 Computer (コンピュータ）を 
右クリックします。 

2 Properties (プ□パティ）-> Device Manager (デバイスマネージャ） 
をクリックします。 

3新しいドライバをインス! -- ルしたデバイスを右クリックし、 Properties 
(プロパティ）をクリックします。 

4 Drivers (ドライバ）タブ 4 Roll Back Driver (ドライバの□ールバッ 
ク）をクリックします。 

デバイスドライバの□-ルパックを使っても問題が解決しない場合は、システム 
の復元 （255 ページの 「 Microsoft ® Windows ® システムの復元の使い方」を 
参照）を使用して、新しいデバイスドライバをインス!-ールする前の状態にコン 
ピュータを戻します。 
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Drivers and Utilities メディアを使用したドライバの再インストール 

1 Windows デスクトップが表示されている状態で、 『Drivers and UtilitiesJI 

メディアを挿入します。 

『Drivers and Utilities! メディアを初めてお使いになる場合は、手順 2 に 
進みます。それ以外の場合は、手順 5 に進みます。 

2 『Drivers and Utilities^ メディアインストールプ□グラムが起動しだら、 
画面の指示に従し ) ます。 

3 InstallShield Wizard Complete (InstallShield ウィザードの完了） 

ウィンドウが表示されだら、 『Drivers and UtilitiesJ] メディアを取り出し、 
Finish (完了）をクリックしてコンピュータを再起動します。 

4 Windows デスクトップが表示されだら、 『Drivers and UtilitiesJ] メディ 
アをも〇—度挿入します。 

5 Welcome Dell System Owner (Dell システムをお買い上げくださ 
り、ありがとうございます）画面で 、 Next (次へ）をクリックします。 
コンピュータ上のハードウェアを 『Drivers and UtilitiesJ メディアが検出 
中であるというメッセージが表示されます。 

お使いのコンピュータで使用されているドライパが 、 My Drivers—The 
Drivers and Utilities media has identified these 
components in your system (マイドライパー 『Drivers and 

UtilitiesJ メディアはシステム上でこれらのコンポーネントを検出しまし 
7 c ) ウィンドウに自動的に表示されます。 


Q ヒント： 追加で取り付けたデパイスのドライパは 、 『Drivers and 
Utilities 』 メディアに含まれていない場合があります。デパイスのド 
ライパの詳細に関しては、そのデ/ ゞ イスに付属のマニュアルを参照 
してください。 


6再インス!'ールするドライパをクリックし、画面の指示に従います。 

手動でのドライバの再インストール 

1デパイスのドライパをハードディスクドライプにダウン□ードします。 

2 Start (スタート） ❻ をクリックして 、 Computer (コンピュータ）を 
右クリックします。 

3 Properties (プ□パティ ） Device Manager (デバイスマネージャ） 
をク U ックします。 

4インストールするドライパのデパイスのタイプをダプルクリックします 
(たとえば 、 Audio (オーディオ）または Video (ビデオ))。 
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5 インス I 'ールするドライパのデパイスの名前をダブルクリックします。 

6 Drivers (ドライパ）タブ-^ Update Driver (ドライパの更新）-> 

Browse my computer for driver software C コンピュータを参照 
してドライパソフトウエアを検索します）をクリックします。 

7 Browse (参照）をクリックして、あらかじめドライパファイルをコピー 
しておいた揚所を参照します。 

8該当するドライパの名前が表示されたら、ドライパの名前— OKo Next 
(次へ）をクリックします。 

9 Finish (完了）をクリックして、コンピュータを再起動します。 


，てヒント： デルサボートウエブサィト support . dell . com および 

『Drivers and Utilities !! メディアで、お使いの Dell コンピュータ用に 
承認されているドライバを提供しています。その他の媒体からのドラ 
イパをインストールすると、お使いのコンピュータが適切に動作し 
ない恐れがあります。 


ドライブの問題 

警告：本項の手順を開始する前に、お使いのコンピュータに付属の安全にお使いい 
ただくための注意に従ってください。 

Microsoft Windows がドライブを認識しているか確認します一 Start (スタート） 

My Computer (マイコンピュータ）の順にクリックします。ドライブがリストに表示 
されない場合は、デルにお問い合わせください （323 ページの「デルへのお問い合わせ」 
を参照)。 

ドライブをテストします一 

• 他の CD 、 DVD 、 または Blu-ray Disc ® ( BD ) を挿入して、オリジナルの 
メディアが破損していないことを確かめます。 

• 起動可能ディスクを挿入して、コンピュータを再起動します。 

ドライブ または ディスクをクリーニング しますーコンピュータに付属のユーザーマ 
ニュアルを参照してください。 

スピンドルおよび、またはトレイ付きのドライブの場合は、メディアがスピンドルにきちん 
とはまっていることを確認します 

スロットローディングを使用するドライブの場合は、メディアがスロットに完全に挿入さ 
れていることを確認します 
ケーブルの接続を確認します 
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ハードウェアに関するトラプルシューティングを実行します 一 270ページの 
「 Windows ハードウェアのトラプルシューティング」を参照してください。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムを実行します一 270ページの 「Dell 
Diagnostics (診断）プ□グラムの実行」を参照してください。 

光学ドライプの問題 

メモ： 高速光学ドライプの振動は一般的なちので、ノイズを引き起こすこともあり 
ますが、ドライブやメディアの異常ではありません。 

# メモ： 国や地域によってディスクフォーマットが異なるだ ; め、すべての DVD をお 
使いの DVD ドライプで再生できるわけではありません。 


メディアドライプへの書き込みに関する問題 
その他のプログラムを閉じます 

書き込み処理速度を低く設定します一 お使いの CD 、 DVD または BD ソフトウエア 

のヘルプファイルを参照してください。 

ドライプトレイを出すことができません（スロットローディングではないドライプ 
の場合） 

1コンピュータの電源が切れていることを確認します。 

2クリップをまっすぐに伸ばし、一方の端をドライプの前面にあるイジエクト 
穴に挿入します。トレイの一部が出てくるまでしっかりと押し込みます。 

3トレイが止まるまで、慎重に引き出します。 

ドライプから摩擦音またはきしむ音がします 

• 音の原因がプ□グラムであることを確認します。 

• ディスクが正しく挿入されていることを確認します。 

ハードディスクドライプの問題 

コンピュータが室温に戻るまで待ってから電源を入れますー ハードディスクドライブ 
が高温になっていると、オペレーティングシステムが起動しないことがあります。 
コンピュータか t 室温に戻るまで待ってから電源を入れます。 

チェックデイスクを実行します一 


Windows Vista® 

1 Start (スタート）© — Computer (コンピュータ）の順にクリックし 
ます。 

Windows ® XP の遢合： 

スタ-卜 ^ B — My マイコンピュータの順にクリックします。 
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2 ローカルディスク (C：) を右クリックします。 

3 Properties (プ□パティ） Tools (ツール） Check Now (チ ェッ 

クする）をクリックします。 

C ^ ] メモ： User Account Control (ユーザーアカウントコント□ール）ウイン 
ドウが表示される場合があります。コンピュータのシステム管理者の場合は、 
Continue (続行）をクリックします。そうでない場合は、目的の操作を続行 
するためシステム管理者に連絡します。 

4 Scan for and attempt recovery of bad sectors i 不良なセクタを 
スキャンし回復する）にチェックマークを付けてから Start (スタート） 

をクリックします。 

RAID を使用した作業 

独立ディスクの冗長アレイ （ RAID ) は、パフォーマンスとデータの冗長性を高め 
るディスクストレージ構成です。本項では、基本的な4つの RAID レベルについ 
て説明します。 

メモ： RAID には、複数のハードディスクドライブが必要です。必要なハードディ 
スクドライプの数は、 RAID 構成によって異なります。 

• RAID レベル0は、高いパフォーマンス（高速スループット）に推奨されます。 

• RAID レベル1は、高度なデータ保全性を求めるユーザーに推奨されます。 

• RAID レベル0+1は、高いパフォーマンスとデータの整合性に推奨されます。 

• RAID レベル5は、高いパフォーマンスとフォールトトレランスに推奨され 
ます。 


V :詳細情報： お使いのコンピュータは他の RAID レペル（5、10、 50) 
をサポートしている場合があります。これらのレペルの詳細に関し 

ては、 support . jp . dell . com を参照してください。 
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RAID レベル 0 

注意： RAID レベル 0 には冗長性はありません。したがって、1台のドライプに不 
具合が発生すると、すべてのデータが失われます。データを保護するため、定期的 
にパックアップを行ってください。 

RAID レベル0はデータ ストライピンヴ 存使用して.高速のデータアクセスを実 
現します。データストライビングは、連続するデータセグメント（ストライプ） 

を複数の物理ドライプに順次書ぎ込 C ことで、大容量の仮想ドライプを作成します。 
データストライビングを使うと、1つのドライプでデータを読み出している間に、 
別のドライプで次のプロックを探しながら読み出すことができます。 

RAIDO 



RA 旧0は、両方のドライプの全ストレージ容量を使用します。たとえば、 

120 GB のハードディスクドライプ2台を使用すれば、データの保存に合計 
240 GB のハードディスクドライプスペースが使えます。 

^ メモ： RAID 0構成の構成サイズは、最小ドライプサイズにその構成内のドライプ 
の台数を掛けた値になります。 
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RAID レベル 1 

RAID レベル 1 は、データ 5ラーリンヴ を使用してデータの整合件を高めます„ 
プライマリドライプに書き込まれたデータは、 RAID を構成する他のドライプに 
も複製、つまりミラーリングされます。 RAID 1ではデータアクセス速度が低下 
する代わりに、データの冗長性が提供されます。 

RAID 1 



ドライプが故障すると、読み取り/書き込み動作は残りのドライプに引き継がれ 
ます。交換用のドライプでは、残りのドライプを使ってデータを再構築すること 
ができます。 

@ メモ： RAID 1構成のサイズは、構成内の最小ドライブのサイズと等しくなります。 
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RAID Level 0+1 構成 

RAIDO +1 アレイでは、 2 台のドライブ間でデータをストライピングレ、そのスト 
ライビングされたデータを別の2台のドライブで構成されたもう1つのセツトに 
ミラーリングすることによって、 RAID レベル0アレイの高速データアクセスと 
RAID レベル1のミラーリングによるデータ保護（冗長性）の両方を実現します。 


RAID 0+1 


RAID0 


RAID0 



Disk 0 


Diski 


Disk 2 


Disk 3 


ドライブが故障すると、次の読み出し/書き込み動作は、正常に動作しているち 
51セツトのドライブで行われます。交換用のドライブは、正常に動作している 
ドライブのデータを使って再構築することができます。また、データはプライマ 
リドライブと追加のドライブで複製されるので、4台の120 GB ドライブを用い 
7c RAID レベル1構成では、データの保存に使用できるのは最大240 GB となり 
ます。 
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RAID レベル 5 構成 

RAID レベル5では、データのパリティを使用し ます。 RAID レベル5は、デー 
夕情報とパリティ情報の両方を3台以上のドライプでストライビングし ます。 こ 
れにより、データストライビングがパイトレべルで行われるほか、ストライピン 
グのエラー修正情報（循環パリティ）も提供され ます。 そのため、高性能と優れ 
たフォールトトレランス（耐故障性）が実現され ます。 


RAID 5 



ドライプが故障すると、次の読み出し/書き込み動作は、正常に動作しているも 
〇1セツトのドライプで行われます。交換用のドライプは、正常に動作している 
ドライプのデータを使って再構築することができます。まだ、データはプライマ 
リドライプと追加のドライプで複製されるので、4台の120 GB ドライプを用い 
た RAID レベル1構成では、データの保存に使用できるのは最大360 GB となり 
ます。 


コンピュータを RAID 有効モードに設定する方法 

RAID 構成を作成する前に、お使いのコンピュータを RAID 有効モードに設定す 
る必要があります。 

1セットアップユーティリティを起動します （295 ページの「セットアップ 
ユーティリティの起動」を参照)。 

2上下矢印キーを押して Drives (ドライプ）をハイライト表示し、 < Enter > 
を押します。 


3上下の矢印キーを押して適切なハードディスクドライプをハイライト表示 
し、 < Errter > を押します。 
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4 左右矢印キーを押して RAID On ( RAID オン）をハイライト表示し、 
< Enter > を押します。 

5各ハードディスクドライプに対し、必要に®じてこの手順を繰り返します。 

^ メモ： スペースの未割り当てを回避するため、 RAID 構成内のハードディスク 
ドライプは同じサイズにして <ださい。 


6 < Esc > を押し、左右矢印キーを押して Save/Exit をハイライト表示し、 
< Enter > を押してセットアップユーティリティを終了し、起動プロセスを 
再開します。 

RAID の 構成 

コンピュータの購入時に RAID 構成を選ばなかった場合でも、コンピュータを 
RA 旧 構成にすることができます。この操作は、オペレーティングシステムの 
インストール前まだはインス I ■'ール後に実行できます。 


お使いのコンピュータに®じて NVIDIA (86 ページの 「NV 旧 IA ユーティリティ 
の使用」を参照）まだは Intel (90 ページの nntel ® RAID ユーティリティの使 
用」を参照）プログラムを使用し、 RAID アレイの作成と管理を行います。 

MVIDIA ユーティ リ ティの 使用 

NVIDIA ユーティリティがシステムにインストールされている場合は、その使い 
方につし\て次の項を参照してください。 

• 86ページの「オペレーティングシステムインス!•'ール前の RAID アレイへ 
のドライプの割り当て」。 

• 87ページの「オペレーティングシステムをインス!■'ールした状態での 
RAID アレイへの新しいドライプの割り当て」。 

• 88ページの 「 RAID アレイの削除」。 

• 89ページの 「 RAID 構成の変換」。 

• 90ページの 「 RAID 構成の再構築 （ RAID 1のみ)」。 


オペレーティングシステムインス I ル前の RAID アレイへのドライブの割り当て 

^ 注意： 次の手順を実行すると、ハードディスクドライプ上のすべてのデータか’削除さ 
れます。続行する前に、必要なデータすぺてのパックアップを作成してください。 

1お使いのコンピュータ上の該当する各ハードディスクドライプで、 RAID を 
有効にします （85 ページの「コンピュータを RAID 有効モードに設定する 
方法」を参照)。 

2コンピュータを再起動します。 

3 RAID BIOS の起動を求めるプロンプトが表示されたら、 < Ctrl > と < n > を 
押します。 

Define a New Array (新しいアレイの定義）ウィンドウが表示されます。 
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メモ：オペレーティングシステムの□ゴか’表示された揚合は 、 Microsoft 
Windows のデスクトップが表示されるのを待って、コンピュータをシャット 
ダウンして、再度試みます。 


4 < Tab > を押して RAID Mode ( RAID モード）フイールドに移動します。 


RAID 0構成を作成するには、矢印キーを使用して Striping (ストライピン 
グ）を選択します。 

RAID 1構成を作成するには、矢印キーを使用して Mirroring (ミラーリン 
グ）を選択します。 

5 < Tab > を押して Free Disks (空きディスク）フィールドに移動します。 

6上下の矢印キーを使用して、 RAID アレイに含めるハードディスクドライプ 
を選択し、次に右矢印キーを使用して、選択したドライプを Free Disks 
(空きディスク）フィールドから Array Disks (アレイディスク）フィー 
ルドに移動します 。 RA 旧 アレイに含める各ディスクについて、これら手順 
を繰り返します。 

メモ：各 RAID アレイでサポートされるドライプの数は、使用するコン 
ピュータの種類によって変わります。 

7ハードディスクドライプをアレイに割り当てたら、 < F 9> を押します。 


Clear disk data (ディスクデータの消去）プロンプトが表示されます。 

t ：' 注意：次の手順で、選択したドライブ上のデータがすべて消去されます。続行する 
前に、必要なすぺてのデータのパックアップを作成してください。 

8選択したドライプからすべてのデータを消去するには、 < y > を押します。 
Array List (アレイの一覧）ウィンドウが表示されます。 

9セットアップしだアレイの詳細を確認するには、矢印キーを使用して 
Array Detail (アレイの詳細）ウィンドウ内のアレイをハイライト表示 
し、く Enter 〉 を押します。 

Array Detail (アレイの詳細）ウィンドウが表示されます。 

C ,' メモ：アレイを削除するには、矢印キーを使用してアレイを選択し、 < d > を 
押します。 

10 < Errter > を押すと、前の画面に戻ります。 

11 RAID BIOS を終了するには、 < Ctrl > と < x > を押します。 

オペレーティングシステムをインストールした状態での RAID アレイへの新しいドラ 

イプの割り当て 

1台まだは複数のハードディスクドライプを既存の（非 RAID ) シングルドライ 
プコンピュータに追加して、新しいドライプを RAID アレイ内に構成する場合に 
のみ 、 Nvidia MediaShield を使用して RAID 構成を作成してください。 

C 注意：次の手順を実行すると、ハードディスクドライプ上のすべてのデータが削除さ 
れます。続行する前に、必要なすべてのデータのパックアップを作成して<ださい。 
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1 ハードディスクドライプの RAID を有効にします （85 ページの「コン 
ピュータを RAID 有効モードに設定する方法」を参照)。 

2コンピュータを再起動しだ;後で 、 Nvidia MediaShield を起動します。 

3 System Tasks (システムタスク）で Create (作成）をクリックします。 

NVIDIA Create Array Wizard ( NVIDIA アレイ作成ウイザード）画面 
が表示され、構成に利用できるディスクが一覧表示されます。 

4 Next (次へ） Custom (カスタム） — Next (次へ）とクリックします。 

5 ドロップダウンボックスから、 RAID 0 の場合は Striping (ストライピン 
グ)、 RAID 1 の場合は Mirroring (ミラーリング）を選択します。 

6 Next (次へ）をクリックします。 

Free Disk Selection (空きディスクの選択）ウィンドウが表示されます。 

^ メモ： RAID が有効なハードディスクドライプのみが空きディスクとして表 
示されます。 

7 RAID を構成するドライプをクリックして選択し、 Next (次へ）をクリッ 
クし、もう一度 Next (次へ）をクリックします。 

メモ： 各 RAID アレイでサボートされるドライブの数は、使用するコン 
ピュータの種類によって変わります。 

Clearing System Data (システムデータの消去）ウィンドウが表示され 
ます。 

Q 注意 ： Clear System Data (システムデータの消去）オプションを選択すると、選 
択しだ;ドライブ上のすぺてのデータが削除されます。続行する前に、必要なすぺて 
のデータのパックアップを作成して<ださい。 

8 Next (次へ） — Finish (完了）をクリックすると、 RAID 構成が作成され 
ます。 

MediaShield RAID 管理ユーティリティのウィンドウが表示され、取り付け 
られている他のハードディスクドライプとともにアレイを一覧表示します。 

RAID アレイの削除 

RAID 1ボリュームを削除すると、そのボリュームは2つの非 RAID ハードディ 
スクドライプにパーティションで分けられ、既存のデータはそのまま残ります。 

Q 注意： RAID 0 ポリュームを削除すると、ポリューム上のすべてのデータが消去され 
ます。続行する前に、必要なすべてのデータのパックアップを作成してください。 

4^' 注意： コンピュータが現在 RAID から起動している場合は、 RAID ボリュームを削 
除すると起動できな < なります。 

1 Nvidia MediaShield を起動します。 

2削除するアレイをクリックして選択します。 
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3 System Tasks (システムタスク） ペインで Delete Array (アレイの削 
除）をクリックします。 

NVIDIA Delete Array Wizard ( NVIDIA アレイ削除ウィザード）画面 
が表示されます。 

4 Next (次へ）をクリックします。 

削除のマークを付けだアレイの名前とサイズを示す確認画面が表示されます。 

5 Finish (終了）をクリックすると、 RAID 構成が削除されます。 
MediaShield RAID 管理ユーティリティのウィンドウが表示され、取り付 
けられているその他のハードディスクドライプとともに残りのアレイを一覧 
表示しま"§。 

RAID 槿成の娈換 

データを失〇ことなく、ディスクまだはアレイの現在の状態を（たとえば、スト 
ライプからミラーへ）変更できます。まだ、既存のアレイにハードディスクドラ 
イプを追加することもできます。 

アレイが変換されるまでの時間は、プロセッサの速度、使用するハードディスク 
ドライプのタイプとサイズ、オペレーティングシステムなど、いくつかの要因に 
よって左右されます。 

C > 注意： アレイで使用する追加のハードディスクドライプは、現在の構成で使用して 
いるどのドライプよりも容量が大きいか、または等しいものを使用してください。 

1 RAID 構成で使用するすべてのドライプが RAID 対®モードになっているこ 
とを確認します （85 ページの「コンピュータを RAID 有効モードに設定す 
る方法」を参照)。 

2 Nvidia MediaShield を起動します。 

3 変換するアレイをクリックして選択します。 

4 System Tasks (システムタスク）ペインで Convert Array (アレイの 
変換）をクリックします。 


NVIDIA Convert Array Wizard (NVIDIA アレイ変換ウイザード）画 
面が表示されます。 

5 Next (次へ）をクリックします。 

6 RAID Mode Selection ( RAID モードの選択）で、ドロップダウンメ 
ニューから Mirroring (ミラーリング）まだ:は Striping (ストライピン 
グ）を選択します。 

7 Next (次へ）をクリックします。 

© 注意： 次の手順では、選択しだ;ドライプ上のデータがすぺて消去されます。続行す 
る前に、必要なすぺてのデータのパックアップを作成して < ださい。 
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8 Free Disk Selection (空きディスクの選択）で、アレイに含めるハード 
ディスクドライプの横のチェックボックスをオンにします。 

9 Finish (完了）をクリックします。 

MediaShield RAID 管理ユーティリティのウィンドウが表示され、取り付 
けられている他のハードディスクドライプとともに、アップグレードまたは 
移行プ□セスの状態が表示されます。 

RAID 槿成の再構築 （ RAID 1のみ） 

RAID 1 アレイ内のハードディスクドライプのいずれかに障害が発生した場合は、 
交換用ドライプにデータを復元することで、アレイを再構築できます。 

1 Nvidia MediaShield を起動します。 

2 管理ユーティリティウィンドウで、お使いの RAID 構成 （Mirroring 
(ミラーリング)）をクリックして選択します。 

3 System Tasks (システムタスク）ペインで、 Rebuild Arrav (アレイの 
再構築）を選択します。 

NVIDIA Rebuild Array (NVIDIA アレイ再構築ウイザード）画面が表示 
されます。 


4 Next (次へ）をクリックします。 

5横のチェックボックスをクリックして、再構築するハードディスクドライプ 
を選択します。 

6 Next (次へ） ->Finish (完了）をクリックします。 

MediaShield RAID 管理ユーティリティウィンドウが開き、再構築の状態 
を表示します。 

メモ： コンピュータはアレイの再構築中も使用できます。 

Intel ® RAID ユーティリティの使用 

Intel ユーティリティがシステムにインス!'ールされている場合は、その使い方に 

ついて次の項を参照してください。 

• 91ページの「オペレーティングシステムインス!•'ール前の RAID 0まだは 
RAID 1アレイの設定」。 

• 92ページの「オペレーティングシステムをインス!•'ールした状態での 
RAID レベル0構成の作成」。 

• 92ページの「オペレーティングシステムをインス!•'ールしだ状態での 
RAID レベル1構成の作成」。 

• 93ページの「1台のハードディスクドライプに発生しだ不具合の修復 
(RAID 1)」。 
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• 94 ページの 「 RAID レベル0構成への移行」。 

• 95ページの 「 RAID レベル1構成への移行」。 


オペレーティングシステムインス! -- ル前の RAID 0 または RAID 1 アレイの設定 

4^ ：| 注意：次の手順で RAID 構成を作成すると、ハードディスクドライプのすべてのデー 
夕を失います。続行する前に、必要なデータのパックアップを作成してください。 

^ 注意：次の手順は、オペレーティングシステムを再インストールする場合にのみ実 
行して < ださい。既存のストレージ構成を RAID レペル 0 構成に移行するときに 
は、この手順を使用しないでください。 

1コンピュータを RAID 対) IS モードに設定します （85 ページの「コンピュー 
夕を RAID 有効モードに設定する方法」を参照)。 

2プロンプトが表示されだら < Ctrl > と < i > を押して 、 Intel RAID Option 
ROM ユーティリティを起動します。 

3上下矢印キーを押して Create RAID Volume ( RAID ボリュームの作成） 
をハイライト表示し、く Enter > を押します。 

4 RAID ボリューム名を入力するかデフォルトのままにし、く Enter > を押し 
ます。 

RAID 0 の場合 

a 上下の矢印キーを押して RA 旧 0 (Stripe) (RAID 0 (ストライプ)） 
を選択します。 

メモ： RAID ポリュームに保存する平均ファイルサイズに最も近いストライプ 
サイズを選択します。平均ファイルサイズが分からない場合、ストライプサ 
イズとして128 KB を選択してください。 

b 上下矢印キーを押してストライプサイズを変更し、 < Enter > を押します。 

RAID 1 の場合 

上下の矢印キーを押して RAID1 (Mirror) ( RAID 1(ミラー))を選択し 
ます。 

5ボリュームの容量を選択して、 < Enter > を押します。 

デフォルト値は、使用可能な最大サイズです。 

6ボリュームを作成するには、 < Enter > を押します。 

7 RAID ボリュームの作成を確定するには、 < y > を押します。 

8 Intel RAID Option ROM ユーティリティのメイン画面に、正しいボリュー 
ム構成が表示されていることを確認します。 

9上下矢印キーを押して Exit を選択し、 < Enter > を押します。 

10オペレーティングシステムをインス!•'ールします （255 ページの「お使いの 
オペレーティングシステムの復元」を参照)。 
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オペレーティングシステムをインス I -ールした状態での RAID レベル 0 構成の作成 

參 メモ： この操作を行うと、その RAID ドライブ上のすべてのデータが失われます。 

1コンピュータを RAID 対 J ® モードに設定します （85 ページの「コンビュー 
夕を RAID 有効モードに設定する方法」を参照)。 

2 Start (スタート） -4 Programs (プ□グラム） — Intel(R) Matrix 
Storage Managers Intel Matrix Storage Console の順にクリッ 

クします。 

( I # メモ： Actoin (アクション）メニューオプションが表示されない場合、 
コンピュータは RAID 対)®モードに設定されていません。 

3 Action (アクション）メニューで Create RAID Volume (RAID ボ 

リュームの作成）を選択し、 RAID ボリュームの作成ウィザードを起動し 
て、 Next (次へ）をクリックします。 

4 Select Volume Location (ボリュー厶の揚所の選択）画面で、 RAID レ 
ベル0ボリュー厶に含める1台目のハードディスクドライブを選択してか 
ら、右矢印をクリックします。 

5 RAID レベル0ボリュームに含める2台目のハードディスクドライブを選択 
し、右矢印をクリックします。選択したハードディスクドライブが 
Selected (選択済み）ウィンドウに表示されます。 Next (次へ）をク 
リックします。 

# メモ： RAID レベル 0 ボリュー厶に 3 台目のハードディスクドライブを追加す 
るには、 3 台目のハードディスクドライブを選択してから上記の手順に従って 
ください。 

6 Specify Volume Size (ボリュームサイズの指定）ウィンドウで適切な 
Volume Size (ボリュームサイズ）をクリックして、 Next (次へ）をク 
リックします。 

7 Finish (完了）をクリックしてボリュームを作成するか、 Back (戻る）を 
クリックして変更を加えます。 

オペレーティングシステムをインス!-ールした状態での RAID レベル 1 構成の作成 

メモ： この操作を行うと、その RAID ドライブ上のすべてのデータが失われます。 

1コンピュータを RAID 対)®モードに設定します （85 ページの「コンビュー 
夕を RAID 有効モードに設定する方法」 を参照)。 

2 Start (スタート） Programs (プ□グラム） Intel(R) Matrix 
Storage Managers Intel Matrix Storage Console の順にク 1 J ッ 

クします。 

メモ： Action (アクション）メニューオプションが表示されない場合、 
コンピュータは RAID 対麻モードに設定されていません。 
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3 Action (アクション）メニューで Create RAID Volume ( RA 旧ポ 

リュームの作成）を選択し、 RAID ボリュームの作成ウイザードを起動し 
ます。 


4 最初の画面で Next (次へ）をクリックします。 

5ボリューム名を確認し、 RAID レベルとして RAID 1 を選択してから、 
Next (次へ）をクリックして続行します。 

6 Select Volume Location (ボリューム□ケーションの選択）画面で、 
使用する最初のハードディスクドライプをクリックし、右矢印をクリックし 
ます。 

7 2台のドライプが Selected (選択済み）ウィンドウに表示されるまで、 

2台目のハードディスクドライプをクリックして、 Next (次へ）をクリッ 
クします。 

8 Specify Volume Size (ボリュームサイズの指定）ウィンドウで適切な 
Volume Size (ボリュームサイズ）を選択して、 Next (次へ）をクリッ 
クします。 

9 Finish (完了）をクリックしてボリュームを作成するか、 Back (戻る）を 
クリックして変更を加えます。 

10 Microsoft Windows の新規 RAID ポリュームでのパーティション作成手 
順に従います。 

1台のハードディスクドライプに発生した不具合の修復 （ RAID 1) 

メモ：次の手順は、必ず不具合の発生したハードディスクドライブを置き換えた後 
に実行して<ださい（お使いのコンピュータで対)®する「ドライプ」の項を参照)。 

1コンピュータの電源を入れます（まだは再起動します)。 

2プロンプトが表示されたら < Ctrl > と < i > を押して 、 Intel RAID Option 
ROM ユーティリティを起動します。 

3 DEGRADED VOLUME DETECTED (劣化したボリュー厶が検知されま 
した）に、新しい（非 RAID ) ドライブが表示されていることを確認してか 
ら、く Enter 〉 を押します。 

4 Disk/Volume Information (ディスク/ボリュー厶の情報）で、ボ 
リュームの状態が Rebuild となっていることを確認します。 

メモ： Rebuild の状態になっているボリュームが、オペレーティングシステム 
内で再構築されます。 


5上下矢印キーを押して Exit (終了）を選択し、 < Enter > を押します。 


コンピュータでオペレーティングシステムが起動し、自動的に RAID ボ 
リュームの再構築が開始されます。 

メモ：コンピュータが RAID 1ボリュームを再構築している間も、コンピュー 
夕を使用できます。 
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RAID レベル 0 構成への移行 

1コンピュータを RAID 対 J ® モードに設定します （85 ページの「コンビュー 
夕を RAID 有効モードに設定する方法」を参照)。 

2 Start (スタート） — All Programs (すべてのプ□グラム） Intel ( R ) 
Matrix Storage Managers Intel Matrix Storage Console の順 

にクリックします。 ^ 

^ メモ： Action (アクション）メニューオプションが表示されない場合、コン 
ピュータは RAID 対麻モードに設定されていません。 

3 Action (アクション）メニューから Create RAID Volume From 
Existing Hard Drive (既存のハードディスクドライプからの RAID ポ 
リュームの作成）を選択して、移行ウィザードを起動します。 

4 Migration (移行）ウィザード画面で、 Next (次へ）をクリックします。 

5 RAID ボリューム名を入力するか、デフォルト値をそのまま使用します。 

6ドロップダウンボックスから、 RAID レベルとして RAID 0 を選択します。 
7 ドロップダウンボックスから適切なストライプサイズを選択して、 Next 
(次へ）をクリックします。 

ストライプサイズは、 RAID ボリュームに保存する平均ファイルサイズに最 
も近いサイズにしてください。平均ファイルサイズが分からない場合、スト 
ライプサイズとして128 KB を選択してください。 

8 Select Source Hard Drive (ソースハードディスクドライプの選択）画 
面で、移行するハードディスクドライプをダプルクリックして、 Next (次 
へ）をクリックします。 

このドライプは、 RAID ボリュームに保存するデータまだはオペレーティン 
グシステムファイルが格納されたハードディスクドライプにしてください。 


9 Select Source Hard Drive (メンバーハードディスクドライプの選択）画 
面で、ハードディスクドライプをダプルクリックし、ストライプアレイをス 
バニングするメンバードライプを選択して Next (次へ）をクリックします。 

10 Specify Volume Size (ボリュームサイズの指定）画面で、目的の 
Volume Size (ボリュームサイズ）を選択して、 Next (次へ）をクリッ 
クします。 

〇 注意： 次の手順では、メンバードライブに保存されたすぺてのデータが削除され 
ます。 

11 Finish (完了）をクリックして移行を開始するか、 Back (戻る)をクリッ 
クして変更を加えます。 

メモ： 移行プロセス中でも、コンピュータを通常通りに使用できます。 
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RAID レベル 1 構成への移行 

1コンピュータを RAID 対 J ® モードに設定します （85 ページの「コンピュー 
夕を RAID 有効モードに設定する方法」を参照)。 

2 Start (スタート） Program (プ□グラム） -> Intel(R) Matrix 
Storage Manager ^ Intel Matrix Storage Console とクリックし 

て 、 Intel Storage Utility を起動します。 

メモ ： Action (アクション）メニューオプションが表示されない場合、コン 
ピュータは RAID 対)®モードに設定されていません。 


3 Action (アクション）メニューから Create RAID Volume From 
Existing Hard Drive (既存のハードディスクドライブからの RAID ボ 
リュームの作成）を選択して、移行ウィザードを起動します。 

4 Migration (移行）ウィザード画面で、 Next (次へ）をクリックします。 

5 RAID ボリューム名を入力するか、デフォルト値をそのまま使用します。 

6ドロップダウンボックスから、 RAID レベルとして RAID 1 を選択します。 

メモ：ソースハードディスクドライブとして使用するハードディスクドライ 
プ (RAID ボリューム上に残したいデータまたはオペレーティングシステムの 
ファイルが含まれるハードディスクドライブ）を選択します。 


7 Select Source Hard Drive (ソースハードディスクドライプの選択） 
画面で、移行するハードディスクドライプをダプルクリックして、 Next 
(次へ）をクリックします。 

このドライプは、 RAID ボリュームに保存するデータまだはオペレーティン 
グシステムファイルが格納されたハードディスクドライプにしてください。 

8 Select Member Hard Drive (メンバーハードディスクドライプの選 
択）画面で、ハードディスクドライプをダプルクリックして、構成内で5 
ラーとして動作させるメンバードライプを選択し、 Next (次へ）をクリッ 
クします。 

9 Specify Volume Size (ボリュームサイズの指定）画面で、目的のボ 
リュームサイズを選択して、 Next (次へ）をクリックします。 

C ：' 注意：次の手順では、メンバードライプに保存されたすぺてのデータが削除され 
ます。 

10 Finish (完了）をクリックして移行を開始するか、 Back (戻る）をクリッ 
クして変更を加えます。 

メモ：移行プロセス中でも、コンピュータを通常通りに使用できます。 
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コンピュータのシャツトダウン 



コンピュータの電源を切る前に、必ず Microsoft ® Windows ® オペレーティン 
グシステムをシャットダウンしてください。 

Windows Vista® 

1開いているファイルをすべて保存して閉じ、プ□グラムをすべて終了します。 

2 Start (スタート）©をクリックして、□ックボタンの横の矢印にマウス 
のポインタを合わせます。 

3 Shut Down (シャットダウン）をクリックします。 


Windows® XF 

1開いているファイルをすべて保存して閉じ、プ□グラムをすべて終了します。 


2スタート 


§ファイル: 


をクリックし、 終了 オプションを選択します。 


コンピュータのシャットダウン I 97 














3 コンピュータの電源を切る ダイアログボックスが表示されます。 

4コンピュータをシャットダウンするには、 電源を切る ボタンをクリックし 
ます。 


ヒント： お使いのコンピュータが正常に動作しない場合、 Windows 
を再起動すると、問題が解決することがあります。 


1〇) 詳細情報 ： Windows でお使いのコンピュータの電源を正しく切る方 
法の詳細に関しては、 Windows ヘルプとサポート （Start 
(スタート） ❶ または Help and Support (ヘルプと 
サポート）をクリック）を参照してください。 


メモ：コンピュータの電源を入れると、 Windows オペレーティングシステムは、 
自動的に起動します。 

シャツトダウンの状態 

Microsoft® Windows Vista® 


スリープ スリープは省電力状態または省電カモードです。スリープでは、 

開いているドキュメントとプログラムをすべて保存し、再度作業 
を開始する際には、コンピュータをすばやく（一般的には数秒以 
内）フルパワーで復帰させることができます。 


シャツトダウン コンピュータの電源を切る必要がある場合に限り shut down 

(シャツトダウン）を使用します。例えば、メモリの追加や、 
コンピュータを数日使用しない場合などが挙げられます。 


Windows® XP 


スタンパイ スタンバイとは、ディスプレイおよびハードディスクドライブの電 

源が切れている状態です。これにより、コンピュータは少ない電力 
で稼動します。コンピュータを再び使用する場合には、スタンバイ 
状態からすばやく復帰し、デスクトップは、スタンバイになる前の 
状態と全く同じに復元されます。スタンバイでは、デスクトップの 
状態がディスクに保存されないため、スタンバイ時に停電が発生す 
ると、保存されていなし M 青報を失う可能性があります。 
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休止状態 休止状態とは、お使いのコンピュータが電源節約のためシャット 

ダウンする状態ですが、シャットダウン時点で、ハードディスク 
のメモリ内にすべてを保存します。コンピュータを再起動すると、 
デスクトップは、休止状態になる前の状態と全く同じに復元され 
ます。コンピュータでの作業中に、長時間コンピュータから離れ 
る場合は、休止状態を使用して電源を節約します。 

シャットダウン コンピュータの電源を切る必要がある場合にシャットダウンを使 
用します。この操作では、コンピュータの電源を安全に切るため 
に、 Windows をシャットダウンします。 


応答しないプログラムの終了 


Applications 

(アプリケ 
タブ 


麻答しない 
プ□グラム 



Ena lask 

C タスクの終了） 
ボタン 


お使いのコンピュータのプ□グラムが®答しなくなったり、フリーズしているよ 
うな場合は、 Windows は問題を発見し、自動的に修復を行おうとします。引き 
続き作業を行ろには、プ□グラムを終了する（終了させる）必要がある場合があ 


ります。 Task Manager (タスクマネージャ）ユーティリティを使用することに 
より、プ□グラムを終了させることが可能です。 


1タスクパーを右クリックして 、 Task Manager (タスクマネージャ）を 
クリックします。 

2 Task Manager (タスクマネージャ）ウインドウが開きます。 

3 Applications (アプリケーション）タブで、応答しないプ□グラムを選択 
し 、 End Task (タスクの終了）をクリックします。 

メモ：そのプログラムで保存されていない入カデータや変更内容は、消失します。 
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a 




応答しないプロセスの終了 

Processes 

(プ□セス）タブ. 


答しない 
プロセス 


End Process 

〔プ□セスの終了) 
ポタン 


疝答しなくなったプロセスを終了する（終了させる）には、 Task Manager 
(タスクマネージャ）を使用します。プロセスとは、 Windows エクスプローラの 
ようなプ□グラムであったり、 MSTask などのサービスである揚合があります。 

1タスクパーを右クリックして 、 Task Manager (タスクマネージャ ）— 
Processes (プ□セス）タブをクリックします。 

2 Process (プ□セス）タブで)15答しないプロセスを選択し 、 End Process 
(プ□セスの終了）をクリックします。 


r ，ヒント： プ□セスを終了させる際は注意してください。開いている 
プ□グラムに関連するプ□セスを終了させると、そのプ□グラムも 
閉じ、保存されていないデータをすべて失います。システムサーピ 
スに関連するプ□セスを終了させると、システムの一部が正常に機 
能しなくなる揚合があります。 


@ 詳細情報 ： Task Manager (タスクマネージャ）の詳細に関しては、 
Windows ヘルプとサポート (Start (スタート）•または 

Help and Support (ヘルプとサポート）をクリック) 
を参照してください。 
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V 詳細情報：プ□セスが答しなし〗場合に行う処置の詳細に関しては、 
Windows ヘルプとサポート （Start (スタート） • または 

Help and Support (ヘルプとサポート）をクリック） 
を参照してください。 


ノー トブックコンピュータのドッキングおよび 
ドッキングの解除 

コンピュータ実行中のドッキング解除（ホットアンドッキング） 
Advanced Configuration and Power Interface ( ACPI ) とは、電源管理の規 

格であり、これにより、オペレーティングシステムがコンピュータに取り付けら 
れている各デバイスの電源量を制御できるようになります。 

お使いのコンピュータが ACPI 対®である揚合、コンピュータが動作中でも、開 
いているアプリケーションやプ□グラムをシャットダウンせずに、ドッキングを 
解除することができます。 

コンピュータが ACPI 対®であるかを確認するには、以下の操作を行います。 

Windows Vista 

1 Start (スタート）© Control Panel (コント □— ルパネル） — 
System and Maintenance (システムとメンテナンス） System 
(システム） -> Device Manager (デバイスマネージャ ） （Tasks (タス 
ク）の下）の順にクリックします。 

2続行の許可を求めるウィンドウが表示されたら、 Continue (続行）をク 
リックします。 

3 System devices (システムデバイス）を探します。お使いのコンビュー 
夕が ACPI 対)®である場合は、デバイス名の隣に ACPI が表示されます。 

Windows XP 

1スタートコント□ールパネル-> パフオーマンスとメンテナン 

スの順にクリックします。 

2 管理ツール-> コンピュータの管理 4 デパイスマネージャ とクリックし 
ます。 

または 

システム — システムのプ□パティ—ハードウエア—デバイスマネージャ 

とクリックします。 

3システムデ八•イスを 探します。お使いのコンピュータが ACPI 対)®である 
場合は、デバイス名の隣に ACPI が表示されます。 
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( g ) 詳細情報： ノートプックコンピュータのドッキング解除の詳細に関し 
ては、コンピュータに付属のマニュアルと、ドッキングステーシヨ 
ンに付属のマニュアルを参照してください。 


シャットダウンを行わないドッキングの解除 

1開いているファイルをすべて保存します。 

2 Start (スタート ） Undock Computer (コンピュータのアン 
ドック）をクリックし、コンピュータをドッキング解除できることがシステ 
ムで確認されるまで待機します。 

3 コンピュータをドッキングステーションから取り外します。 


f レ、 〆 卜 ■ 

V 1) パッテリ電源が切れている状態でコンピュータをドッキング解除 
すると、コンピュータの電源はオフとなり、保存されていないデータ 
はすぺて消失します。 

2) 事前に準備をしない状態で、コンピュータのドッキングを解除し 
なし ) でください。コンピュータの準備を行う前にドッキングを解除し 
てしまうと、保存されていないデータを失い、コンピュータは数分 
間、通常の動作状態に戻らない場合があります。 

3) ホットアンドッキングが利用できるのは、 ACPI 対応のコン 
ピュータのみとなります。 


正常にシャツトダウンができなかったコン 
ピュータのシャツトダウン 

正常なシャットダウンができない場合があります。シャットダウンに失敗した際 
は、プ□グラムゆプ□セスがコンピュータをシャットタ'ウンさせないようにして 
いる場合があります。シャットダウンすると、 Windows はすべてのプ□グラム 
を終了させようとします。プ□グラムの終了が行われない場合 、 Task 
Manager (タスクマネージャ）を使用して手動でプ□グラムおよびプ□セスを 
終了させる必要があります。 
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停止しているコンピュータや「フリーズした」コンピュータのシャット 
ダウン 

Windows Vista 

シャットダウンを行おうとすると、画面が暗くなり、コンピュータのシャットダ 
ウンを防ぐプ□グラムが示されることがあります。また、それらプ□グラムがコン 
ピュータのシャットダウンを防いでいる理由を示す場合もあります。 

• すべてのプログラムを強制的に終了し、コンピュータのシャットダウンプロ 
セスを完了するには 、 Shut down now (すぐにシャットダウンする）を 
クリックします 。 Shut down now (すぐにシャットダウンする）をク 
リックすると、保存していなかったデータを損失する可能性があります。 

まだは 

• シャットダウンを実行しません 。 Cancel (キャンセル）をクリックして、 
Windows に戻ります。シャットダウンを防いでいるいずれかのプログラム 
に保存したし\データが含まれてし彳る揚合は、すぐにそのデータを保存します。 
その後で、コンピュータをシャツトダウンする処理を行います。 


發 詳細情報： コンピュータのシャツトダウンの詳細に関しては、 
Windows ヘルプとサポート (Start (スタート ） 〇 または 

• 〇 Help and Support (ヘルプとサポート）をクリック） 
を参照してください。 


Windows XP 

シャットダウンを実行しようとすると、 Windows では、 プ□グラムの終了 ダイ 
ア□グボックスが表示されることがあります。 

• プ□グラムを終了させるには、 すぐに終了す るをクリックします。プログ 
ラムを即座に終了させると、保存されていないデータは消失します。 

まだは 

• シャットダウンを実行しません。キャンセルをクリックして、 Windows 
に戻ります。シャットダウンを防いでいるいずれかのプログラムに、保存し 
たいデータが含まれている場合は、すぐにそのデータを保存します。その後 
で、コンピュータをシャツトダウンする処理を行います。 


コンピュータのシャツトダウン 
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コンピュータが応答せず画面が青色（ブルース 
クリーン）になった場合のシャットダウン 

オペレーティングシステムに回復不能なエラーが発生すると、コンピュータには 
エラーコードを示すブルースクリーンが表示され、コンピュータのすべての動作 
が停止します。この時点では、コンピュータの電源をオフにする必要があります。 

プルー プルー 

スクリーン ，/スクリーン 



電源ポタンを8秒以上押し続けます。まだ、ノートプックコンピュータのパッテ 
リを取り外し、再び取り付けることによって、確実に電源をオフにして、電源が 
戻ったときにコンポーネントがリセットされるようにすることもできます。 

139ページの「パッテリの交換」を参照してください。 


r ヒント：コンピュータが)®答せず、エラーメッセージが表示された揚 
^ 合は、そのメッセージを書き留めます。書き留めることにより、後で 
問題を解決するのに役立ちます。 


エラーレポートのダイアログボックスが、コンピュータを再スタートした後に表 
示されます。表示されたエラーメッセージはすべて書き留めてください。 

^ メモ：アクティブなプ□グラムに関連するデータのうち、保存されていないものは 
消失します。 


<(?) 詳細情報： コンピュータのシャットダウンの詳細に関しては、以下を 
^ 参照してください。 

• Windows ヘルプとサポート （Start (スタート ） 〇 または 

Help and Support (ヘルプとサボート）を 

クリッ_ク） 

• 123ページの「メンテナンスタスク（パフォーマンスの改善お 
よびセキュリティ保護)」 

• システム管理者 

• support . jp . dell.com 
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セーフモー ドでの コ ン ピュー タの起動 

セーフモードは、お使いのコンピュータを制限付きの状態で起動させる、 
Windows のトラプルシューティングオプションです。 Windows を実行するの 
に必要な基本のファイルとドライバだけが起動します。 

プルースクリーンでフリーズしている状態の時にシャットダウンを実行しだ場合、 
セーフモードでコンピュータを起動すればよい揚合があります。 

使用している Windows モードを識別するため 、 「Safe Mode 」 （セーフモード） 
という用語が、ディスプレイの隅に表示されます。セーフモードで起動しだ時に 
既存の問題が再び発生しない場合は、デフォルトの設定および基本のデパイスド 
ライパが原因ではないとわかります。 

セーフモードにアクセスするには、コンピュータが再起動している間に < F 8> 
キーを押し続けます。 

停電後のコンピュータの再起動 


詳細情報： セーフモードの詳細に関しては、 Windows ヘルプとサ 
ポート (Start (スタート） © または 圓 Help and 
Support (ヘルプとサポート）をクリック）を参照してください。 


停電が発生した場合、コンピュータが再起動し、一連のメッセージを表示する揚 
合があります。 

• アプリケーションで作業を行っていた場合は、保存するドキュメントのパー 
ジョンの選択を求めるメッセージが表示されることがあります。 

• アプリケーションやプ□グラムを開いていだ場合は、プ□グラムが適切に 
シャットダウンされなかったことを示すメッセージが表示されることもあり 
ます。プ□グラムをシャットダウンして、コンピュータを再起動しなければ 
ならなし U 昜合もあります。 


發 詳細情報： お使いのコンピュータの電源オプションを管理する方法の 
詳細に関しては、以下を参照してください。 

• Windows ヘルプとサポート (Start (スタート）嫌または 

議 4 Help and Support (ヘルプとサポート）を 
クリック） 

• 123ページの「メンテナンスタスク（パフォーマンスの改善お 
よびセキュリティ保護)」 

• 133ページの「電源（電源設定、電源保護装置およびパッテ 

リ）」。 
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ファイルおよびフォルダ 



ファイルとは、コンピュータ上に保存されている文書、写真、またはグラフィッ 
クスを指します。フォルダは、複数のファイルをグループ化したものです。 


V 詳細情報： ファイルおよびフォルダを開く、コピーする、および削除 
する方法の詳細に関しては、 Windows ヘルプとサボート (Start 
(スタート） 攀 または Help and Support (ヘルプと 
サポート）をクリック）を参照してください。 
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ファイルへの移動 







® I 尹 X *0 EH ， 


BIB 


ツールパー. 



アドレスバ- 


フ オルダ/ 


進©/民る 
ボタン 


4 


お使いのコンピュータで利用できるファイルおよびフォルダを表示、検索するに 
は、 Microsoft ® Windows ® エクスプローラを使用します。 


v 詳細情報： Windows エクスプローラユーティリティの 使い方の詳細 
に関しては、 Windows ヘルプとサポート (Start (スタート）〇 
または — Help and Support (ヘルプとサポート）をク 
リック）を参照してください。 


Windows エクスプローラで、以前に表示していたファイルへ移動するには、 
Address (アドレス）バーの上にある Forward (進および Back (戻る） 
ボタンを使用します。 




00§ 0000000音1 

-ran 


I 

0 

1 El 





0.0 M 




fl 
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選択したいファイルをクリックします。 < Ctrl > キーを押しなから、ファイルをそ 
れぞれクリックします。選択したファイルがすべてハイライト表示されます。 


フアイルの選択および開き方 

ファイルを開くには、まずファイルを選択する必要があります。ファイルを選択 
するには、ファイル名を一度クリックします。選択したファイルがハイライト表 
示されます。ファイルを開くには、選択したファイル名をダブルクリックします。 


ファイルのグループ選択 




Q 


^ X»9 


aalj 


グループに含める最初のファイルをクリックします。 < Shift > キーを押しなか 
ら、グループに含める最後のファイルをクリックします。グループ内のすべての 
ファイルがハイライト表示されます。 

複数のファイルのランダムな選択 



一一 11 一-^.‘ 一:~~麵 


V 



tf 

〇 

〇 


そ 


^^ 





Bn 




及 > 
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ファイルを開いて保存する 



開くファイルをダプルクリックします。ファイルでの操作が完了したら、 File 
(ファイル） — Save (保存）をクリックしてファイルを保存します。ファイルを 
閉じるには、右上の角にある X をクリックします。 

メモ：アプリケーションの特定のファイルではなく、アプリケーションの右上の角 
にある X をクリックすると、アプリケーションで開いているファイルがすべて閉じ 
られます。 


^ ヒント： ファイルに別の名前を付けて保存するには、 File (ファイル〕 
Save As (名前を付けて保存）をクリックします 。 File name 
(ファイル名）ボックスにファイルの名前を入力して 、 Save (保存） 
をクリックします。 


グラフィックイメージを開く（画像やアート) 


写真などのグラフィックをダプルクリックして開くと、そのグラフィックは 
Windows Picture and Fax Viewer (Windows 画像と FAX ビユーア）ウィン 
ドウに表示されます。グラフィックに変更を加えるには、そのグラフィックを作 
成するのに使用したプ□グラム内で、まだは他のグラフィック編集プログラムで 
グラフィックを開く必要があります。 

ファイルの検索 

ファイルの保存場所がわからない場合は、 Search (検索）オプションを使用で 
含ます。 
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ファイルの検索 
Windows Vista® 

1 Start (スタート）〇 — Search (検索）をクリックします。 

2 Search Results (検索結果）ウィンドウで、 All (すべて）をクリックし 
ます。 

3 Search (検索）ボックスにファイル名、またはファイル名の一部を入力し 
ます。 

4 Search (検索）ボックスに単語ゆ単語の一部を入力します。 

5 <Enter> を押すか、拡大鏡をクリックします。 

画像を検索するには、次の手順を実行します。 

1 Start (スタート）4 All Programs (すべてのプ□グラム）4 

Windows Photo Gallery とクリックします。 

Windows® XP 

1 スタート^^検索の 順にクリックします。 

2 検索コンパニオンで、 検索を行う項目の種類を選択します。 

3 名前を入力して検索をクリックします。 

ファイル名の変更 

オペレーティングシステムゆその他のプ□グラムで動作に必要なファイルの名前 
は変更できません。 

1名前を変更するファイルを右クリックします。 

2ドロップダウンメニューから Rename (名前の変更）をクリックします。 
3 ファイルの新しい名前を入力して、 < Enter > キーを押します。 

ファイルの印刷 

1印刷を行うファイルを開き、 File (ファイル） —Print (印刷）を選択し 
ます。 

2印刷の設定を指定して、 OK をクリックします。 

ファイルの削除 

1削除するファイルをクリックします。 

2 Delete (削除）キーを押します。 Confirm File Delete (ファイルの 
削除の確認）ダイア□グボックスが表示されます。 

3 選択したファイルが削除されます。 
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r. ヒント： ファイルを削除すると、 Windows では、そのファイルを元に 
戻す必要がある場合に備えて、ファイルをごみ箱に 置きます。 ファイル 
を永久に削除するには、ごみ箱を空に します。 ごみ箱を空にするには、 
Recycle Bin (ごみ箱）アイコンをダプルクリックして 、 File (ファイル) 
メニューから Empty Recycle Bin (ごみ箱を空にする）を選択し ます。 


ファイルの共有 




Windows Vista 

1 共有する1つまだは複数のファイルやフォルダをクリックして、 Share 

(共有）をクリックします。 

2 File Sharing (ファイルの共有）ダイアログボックスで、次のいずれかを 

クリックします。 

• On the same computer (同じコンピュータ上）：ファイルを共有 
するユーザーの名前を入力して、 Add (追加）をクリックします。 

• On a domain — individuals (ドメイン上一個人）：テキストボッ 
クスの右にある矢印をクリックして、 Find (検索）をクリックします。 
ファイルを共有するユーザーの名前を入力して、 Check Names (名 
前の確認）をクリックし、 OK をクリックします。 

• On a domain — everyone (ドメイン上一全員）：テキストボック 
スの右にある矢印をクリックして、 Everyone (全員）をクリックし、 
Add (追加）をクリックします。 

• On a workgroup (ワークグループ上）：テキストボックスの右にあ 
る矢印をクリックして、ユーザーの名前をクリックし、 Add (追加） 

をクリックします。 

複数のユーザーとファイルを共有するためには、ユーザーアカウントを新し 

<作成する必要がある場合があります。 
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3 Permission Level (許可レベル）で、 ユーザー やグループのそれぞれ瞵 
にある矢印をクリックし、次のよろな共有の許可を選択します。 

• Reader (閲覧者）では、共有ファイルを表示できますが、追加、変 
更、まだは削除はできません。 

• Contributor (投稿者）では、共有ファイルを表示、追加できますが、 
変更と削除ができるのは投稿したファイルのみとなります。 

• Co-owner (共同所有者）では、共有ファイルを表示、追加、変更、 
削除できます。 

4 Share (共有）をクリックします。管理者パスワードまたは確認を求められ 
た場合は、パスワードを入力するか、確認に®じます。 

5続行の許可を求めるウィンドウが表示されだら、 Continue (続行）をク 
リックします。 

6フォルダが共有されたとい〇確認を受けだら、共有ファイルへのリンクを共 
有 ユーザーに 通知します。 

7 Done (完了）をクリックします。 

^ メモ： 共有ファイルやフォルダの名前を変更する揚合は、そのファイルやフォルダ 
を共有しているユーザーに新しい場所へのリンクを通知します。 

Windows XP 

1 スタート L マイドキュメントの 順にクリックします。 

2共有するファイルゆフォルダを選択して、 その他 ボックスの 共有ドキュメン 
卜へ ドラッグします。 


r . ヒント： フォルダやドキュメントの共有の詳細に関しては 、 File and 
FolerTasks (ファイルとフォルダのタスク）ボックスの下にある 
Shared Documents (共有ドキュメント）オプションをクリック します。 
その後で、共有ドキュメントのプ□パティウィンドウで、共有とセキュ 
リティのリンクをクリック します。 この操作により、 Windows ヘルプ 
とサボート画面が表示され ます。 


パスワード保護されたファイルの共有 

お使いのコンピュータがワークグループに参加している場合、パスワード保護を 
オン、またはオフにするオプションが用意されています。 

パスワード保護をオンにすると、共有するユーザーは、共有ファイルやフォルダ 
にアクセスするだめに、お使いのコンピュータのユーザーアカウントおよびパス 
ワードが必要になります。 
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ファイルへのアクセス制限 

特定のファイルやフォルダに許可を設定して、フォルダやファイルにアクセスす 
る ユーザーを 制限できます。 

1許可を設定するフォルダやファイルを検索して、そのフォルダやファイル上 
で右クリックします。 

2 グループ や ユーザーから 許可を外すには、 Properties (プロパティ ）— 
Security (セキュリティ）をクリックして、目的の グループ ゆ ユーザーを 
クリックし、 Remove (外す） を クリックします。 


發 詳細情報： 許可設定の詳細に関しては、 241 ページの「システム管理者 
の権限」を参照して<ださい。 


新しいコンピュータへのファイルと設定の転送 



Windows XP コンピュータから Windows Vista コンピュータへの 
ファイルの転送 

1 Windows Vista DVD から Windows XP を実行しているコンピュータに 
Windows Easy Transfer (Windows 簡易転送）をインストールします。 
2 インストールが完了したら、 Start (スタート）つ Windows 
Easy Transfer (Windows 簡易転送）の順にクリックします。 
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3 User Account Control (ユーザーアカウントコント □— ル）ダイア□グ 

ボックスで Continue (続行）をクリックし、 Windows Easy 
Transfer (Windows 簡易転送）ウィザードの手順に従います。 
Windows Easy Transfer (Windows 簡易転送）が Start (スタート） 
メニューに表示されていない場合は、次のようにコント□ールパネルを使用して、 
Windows Easy Transfer (Windows 簡易転送）ウィザードにアクセスします。 

1 Start (スタート）©-^ Control Panel (コントロールパネル） — 
System and Maintenance (システムとメンテナンス）-> Welcome 
Center (ウエルカムセンター ） 4 Transfer files and settinas 
(ファイルと設定の転送）の順にクリックします。 

2 User Account Control (ユーザーアカウントコント □— ル）ダイア□グ 
ボックスで Continue (続行）をクリックし、 Windows Easy 
Transfer (Windows 簡易転送）ウィザードの手順に従います。 

WindowsXP コンピュータ間でのファイルの転送 

Windows XP で、 ファイルと設定の転送 ウィザードを使用して、元のコン 
ピュータから別のコンピュータへファイルやフォルダを転送するには、次の手順 
を実行します。 

1スタートすべてのプログラム 4 アクセサリ — システムツール 

の順にクリックします。 

2 ファイルと設定の転送ウィザードを 選択します。 

3ウイザードの手順に従います。 

ファイルのバックアップ 





コンピュータ全体を、まだは特定のファイルゆフオルタ'のみをノ ックアツプする 
ことができます。 
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Windows Vista 

1Start (スタート）®- > Control Panel (コント□ールパネル）- > 

System and Maintenance (システムとメンテナンス） Welcome 
Center (ウェルカムセンター） Transfer files and settings 

(ファイルと設定の転送）の順にクリックします。 

2 Back up files (ファイルのパックアップ）まだは Back up computer 

(コンピュータのパックアップ）をクリックします。 

3 User Account Control (ユーザーアカウントコント□ール）ダイアログ 
ボックスで Continue (続行）をクリックし、 Back up Files (ファイル 
のパックアップ）ウィザードの手順に従います。 

Windows XP 

1 スタートすべてのプ □ グラム — アクセサリシステムツール -> 

パックアップの 順にクリックします。 

2 パックアップまたは復元ウィザードで、詳細モードを クリックします。 

3 パックアップ タブ-> ジョブ -> 新規と クリックします。 

4 パックアップを行うドライプ、フォルダ、またはファイルのチェックボック 
スをクリックして選択しますで、 パックアップするファイルゆフォルダの 
左にあるチェックボックスを選択して、指定します。 

5 ノ ゞ ックアップ先で、 次の手順のいずれかを実行します。 

• ファイルおよびフォ ） レダを ファイルにパックアップする場合は、 
ファイルを クリックします。このオプションは、デフォルトで選択さ 
れています。 

• ファイルおよびフォルダをテープにパックアップする場合は、テープデ 
パイスをクリックします。 

6 パックアップを格納するメディア名またはファイル名で、 次の手順のいず 

れかを実行します。 

• ファイルおよびフォルダをファイルにパックアップする場合は、パック 
アップファイル （_bkf) のパスとファイル名を入力するか、 参照 ボタン 
をクリックしてファイルを検索します。 

• ファイルおよびフォルダをテープにパックアップする場合は、使用する 
テープをクリックします。 

7 ツール メニューをクリックしてから オプションを クリックして、パック 
アップタイプおよび□グファイルタイプなどの目的のノゞックアップオプション 
を 指定します。 

8パックアップオプションを指定したら、 OK をクリックします。 
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9 パックアップの開始を クリックして、 パックアップジョブ慵報 タイア□グ 

ボックスに変更を加えます。データ検証やハードウエア圧縮などの詳細な 
パックアップオプションを設定する場合は、 詳細設定 をクリックします。 
詳細なパックアップオプションを設定しだら、 OK をクリックします。 

10パックアップ 操作を 開始するには、 パックアップの開始を クリックします。 

事前に設定を行った場合のバックアップの実行 

パックアップの手順を事前に設定した場合、設定に変更を加えないのであれば、 

単に パックアップまたは復元ウイザード にアクセスして、 次へ をクリックして、 
完了をクリックします。ウイザードにより、オプションが表示された後で、パッ 
クアッププ□セスが開始します。 

非表示のドライブでのバックアップの実行 

メモ： 「非表示」のドライプでパックアップを実行することはできません。 

この状況でパックアップを行ろ場合は、まず最初に非表示のドライプを表示する 
必要があります。これには、ドライプを非表示にするときに使用したプ□グラム 
を開き、ドライプが表示されるようにします。 

ファイルの復元 

コンピュータ全体を、まだはコンピュータ上にあるファイルおよびフォルダだけ 
を復元することができます。 

Windows Vista 

1 Start (スタート ） Control Panel (コント□—ルパネル）-> 

System and Maintenance (システムとメンテナンス ） Backup 
and Restore Center (パックアップと復元センター）の順にクリックし 
ます。 


2 Restore files (ファイルの復元）、まだは Restore computer 

( コンピュータの復元）のし ) ずれかをクリックします。 

3 User Account Control (ユーザーアカウントコント□ール）ダイア□グ 
ボックスで Continue (続行）をクリックし 、 Restore Files (ファイル 
の復元）ウィザードの手順に従います。 

Windows XP 

1 スタート — すべてのプ □ グラム — アクセサリ — システムツール — 

パック; p ップの 順にクリックします。 

2 詳細モードを クリックします。 
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3 メディアの復元と管理 タブで、復元するファイルおよびフォルダを選択し 
ます。 

4パックアップファイ)レおよびフォルダを保存する場所を選択します。 

5既存のファイルを同じ名前で置き換えるかどうかを選択します。 

6 復元の開始を クリックします。 
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アプリケーションの管理 
(プログラム） 



お使いのコンピュータへのアプリケーションの 
インストール 



Microsoft ® Windows ® での CD または DVD からのアプリケーションの 
インストール 

1 CD まだは DVD をお使いのコンピュータに挿入します。 

2画面の手順に従し）ます。 

管理者パスワードまだは確認を求められだ場合は、パスワードを入力する 
か、確認に) iS じます。 

アプリケーションがインストールされない場合は、インストールディスクで 
アプリケーションのセットアップファイルを検索します。これらは、通常、 

setup . exe まだは install . exe という名前です。 

インターネットからのアプリケーシヨンのインストール（ダウンロード) 



1お使いのウェブブラウザで、アプリケーションへのリンクをクリックします。 

管理者パスワードまだは確認を求められた場合は、パスワードを入力する 
か、確認に®じます。 
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2 開 < または 実行を クリックして、画面の手順に従います。 


または 


保存 をクリックして、お使いのコンピュータにインスI'ールファイルをダウン 
□ードし、ウィルスをスキャンします。アプリケーションをインス!'ールす 
るには、該当のファイルをダプルクリックし、画面の手順に従います。 

Q 注意： インターネットからアプリケーションをダウンロードおよびインストールす 
る揚合は、アプリケーションの発行元やそのアプリケーションを提供してし ) るウェ 
プサイトが信用できることを確認してください。 

ネットワークからのアプリケーションのインス!•'ール 



このトピックは、お使いのコンピュータがネットワークに接続されている揚合の 
み適用されます。お使いのコンピュータがネットワークに接続されていない揚合 
は、 Get Programs Online (プ□グラムをオンラインで取得） (Windows 
Vista) などのように、選択するオプションが異なる場合があります。 

Windows Vista® 

1 Start (スタート）〇 — Control Panel (コント□—ルパネル）-^ 

Programs (プ□グラム）の順にクリックしてから、 Get Programs 

(プログラムをオンラインで取得）をクリックします。 

2 —覧からアプリケーションを選択して、 Install (インストール）をクリッ 
クします。 

3画面の手順に従し)ます。 

プ□ンプトが表示されだ場合は、システム管理者パスワードを入力するか、 
確認を行います。 

Windows® XP 

1 スタート — コントロ-ルパネル — プログラムの追加と 削除の 

順にクリックします。 


2 プ□グラムの追加を クリックします。 
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3 ネットワーク管理者により利用できるプ□グラムが項目ごとに分類されてい 
る場合は、追加したいプ□グラムを参照するために カテゴリ で他のオプ 
ションを選択する必要がある場合があります。 

4 —覧からアプリケーションを選択して、追加をクリックします。 

5画面の手順に従います。 

コンピュータからのアプリケーションの削除 



Windows Vista 

1 Start (スタート）©-> Control Panel (コント□—ルパネル）-^ 

Programs (プ□グラム ） Programs and Features (プ□グラムと 
機能）とクリックします。 

2削除するアプリケーションを選択し、 Uninstall (アンインス!■'ール）を 
クリックします。 

プ□ンプトが表示された場合は、システム管理者パスワードを入力するか、 
確認を行います。 

Windows XP 

1スタート C&fli 4コント□ールパネル4プログラムの追加と削除の 

順にクリックします。 
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2 プ□グラムの削除を クリックし、削除するアプリケーションを選択します。 
3 削除を クリックします。 


r.. ヒント： 単にプログラムを削除しても、お使いのコンピュータからそ 
のプ□グラムは完全に削除されません。プ□グラムの追加と削除 
ユーティリティを使用する以外の方法で、コンピュータからプ□グ 
ラムを削除すると、他のプログラムで必要なドライパを誤って削除 
する場合があります。 


応答しないアプリケーションの終了 



Applications 
(アプリケ ー i 

タブ ー ___ 


答しない 
プ□グラム 


Ena iask 

(タスクの終了） 
ポタン 


アプリケーションが J ® 笞しない場合、 Windows では自動的に問題を検出して修 
復を行います。 

また、次のようにタスクマネージャでアプリケーションを終了する（または閉じ 
る）ことち可能です。 

1タスクパーを右クリックして、 Task Manager (タスクマネージャ）を 
選択します。 

2 Windows Task Manager (Windows タスクマネージャ画面）の 
Applications (アプリケーション）タブで、笞しないアプリケーション 
をクリックしてから End Taks (タスクの終了）をクリックします。 
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10 

メンテナンスタスク（パフオーマン 
スの改善およびセキュリティ保護） 


メンテナンスタスクの実行によるコンピュータ 
の速度の向上およびセキュリティ保護 



コンピュータは、使用してし彳るうちに動作が遅くなりだす場合があります。 
パフォーマンスが遅くなる原因には、次のようなものが挙げられます。 

• 整理されていないファイル 

• 不必要なソフトウェア 

• 使用されていないネットワークドライブ 

• スタートアップ時に自動的に実行されるプ□グラムの過多 
さらに、ウィルスは深刻なダメージを引き起こし、コンピュータの 
パフォーマンスを著しく下げる可能性があります。 

次のよ〇な標準のメンテナンスタスクを実行すると、コンピュータを保護し、 
稼動年数を增やして、パフォーマンスを改善することができます。 

• コンピュータおよびコンポーネントのクリーニング 

• ディスクデフラグ 

• ウィルスおよびスパイウェアのスキャン 

コンピュータのオペレーティングシステムのツールを利用して、コンピュータの 
パフォーマンスを管理および改善することか！できます。このマニュアルは、提供 
されているオプシヨンの概要として使用してください。 
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( g ) 詳細情報： メンテナンスタスクの詳細に関しては、 Windows ヘルプ 
とサポート (Start (スタート） 〇 または ^ Help and 

Support (ヘルプとサポート）をクリック）を参照してください。 


コンピュータのクリーニング 

作業を開始する前に 

コンピュータに付属している DeN™ の安全情報にある、安全にお使いいだだくた 
めの注意をお読みください。 

コンピュータの電源を切り、コンセントからプラグを抜きます。ノートプックコン 
ピュータの揚合は、パッテリをすべて取り外します。 

コンピュータのクリーニング 

コンピュータをクリーニングするには、コンピュータ、キーボード、モニタのプ 
ラスチック部分を水で湿らせた柔らかし\布で拭きます。 

エアゾールの入ったクリープや可燃性の液体、まだはその他スプレー式クリーナ 
は使用しないでください。コンピュータまだはキーボード内部に水滴を落とさな 
いよ〇にしてください。 


v 詳細情報： お使いのコンピュータの個々のコンポーネントのクリーニ 
ングについては、 55 ページの「ナビゲーシヨンデパイス（マウス、 
キーボード、タッチパッド)」を参照してください。 


光学ドライプおよび光学ドライブメディアのクリーニング 

もノ 注意： 光学ドライプのレンズをクリーニングする揚合は、必ず圧縮空気を使用し、 
圧縮空気製品に同梱の手順に従つて<ださい。ドライプのレンズには絶対に触れな 
いでください。 

光学メディアでスキップが生じるなどの再生品質の不具合がある場合には、 
メディアを掃除します 

1ディスクの外側の縁を持ちます。中心の穴の縁にも触ることができます。 

注意： 円を描<よろにディスクを拭<と、ディスク表面に傷を付ける恐れがあり 
ます。 

2柔らかく、糸くずの出ない布でディスクの裏側（ラベルのない側）を中央か 
ら外側の縁に向かって放射状にそっと拭きます。 
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頑固な汚れは、水、または水と刺激性の少ない石験の希釈溶液で試して<だ 
さい。ディスクの汚れを落とし、ほこりや指紋、ひっかき傷などからディス 
クを保護する市販のディスククリーナーもあります。 CD 用のクリーナーは 
DVD にも使用できます。 

コンピュータのパフオーマンスの管理 


□□D 


_ ▽ B 

^ ^ ^ 


鑲 で) 


3 争馬 


# 0 


コントロールパネルでは、コンピュータのパフォーマンスを管理および改善する 
ツールが用意されています。 

Windows Vista® 

1 Start (スタート）〇 — Control Panel (コント□-ルパネル）を 
クリックします。 

2 System and Maintenance (システムとメンテナンス）-> 
Performance Information and Tools (パフォーマンス情報と 
ツール）とクリックします。 

3 Tasks (タスク）エリアから次のオプションを使用して、コンピュータの 
パフォーマンスを高めます。 

Manage startup programs (スタートアッププ□グラムの管理）一 
パフォーマンス改善のため、スタートアッププ□グラムのいくつかを無効に 
します。 

Adjust visual effects (視覚効果の調整）ーパフォーマンスを最適化す 
るため、メニューおよびウィンドウの表示方法を変更します。 
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Adjust indexing options (インデックスオプションの調整） ー コン 
ピュータ上で目的のものを発見しやすくするインデックスオプションです。 


Adjust power settings (電源設定の調整）一電源に関連する設定を変 
更して、コンピュータがさらに効率よく省電力設定から復帰するようにし 
ます。ノートプックコンピュータの場合は、パッテリの使用量を調整します。 

Open Disk Cleanup (ディスククリーンアップを開く）ーハードディス 
クドライブ上の不必要なファイルまだは一時ファイルを削除して、コン 
ピュータの保存領域を增やします。 

Advanced tools (アドパンスツール） 一 Event Viewer (イベント 
ビューアー）および System Information (システム情報）などの詳細な 
システムツールにアクセスします。 

Windows® XP 

1スタートコントロールパネル-> パフォーマンスとメンテナン 

ス — 管理ツール の順にクリックします。 

2次の中からいずれかのオプションを選択し、メンテナンスを実行して、コン 
ピュータのパフォーマンスを改善します。 

コンポーネントサービスー システムサービス、イベントビューアー、およ 
びお使いのコンピュータで実行しているその他の処理状況を監視するシステ 
ムツールです 


コンピュータの管理 ーデバイスマネージャ、ディスクデフラグ、ディスク 
の管理、およびその他ストレージなどのシステムツールや、サービスシステ 
ムユーティリティへのアクセスを提供します 

イペントビューア -セキュリティ、アプリケーション、およびシステム 

イベントを表示して、エラーや不具合の領域をチェックするアドパンスシス 
テムツールです 

□一カルセキュリティポリシ -パスワード' □一カルポリシー' □一力 

ルキーポリシー、ソフトウェア制限、および丨 P セキュリティポリシーに 
おけるシステムセキュリティの管理とアップデートを行うアドパンスセキュ 
リテイツールです 

ノてフォーマンス ーシステムパフォーマンスを監視して不具合を検出します。 


て詳細情報：使用していないアプリケーションを削除して、ハードディ 
スクドライブのスペースを管理する方法の詳細に関しては、 

121ページの「コンピュータからのアプリケーションの削除」を参 
照してください。 
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パフォーマンス調整 

セットアップユーティリティを使用したパフォーマンス調整 

-部の Dell システムでは、セットアップユーティリティの Advanced (詳細設 
定）ページにある設定から、コンピュータのパフォーマンスを手動で調整できる 
拡張オプションゆコント□ールにアクセスできます。 

C ： | 注意： パフォーマンスに関連するパラメータを設定する場合、セットアップユー 
ティリティのすぺてのパラメータを変更できるアクセス権を使用します。このよう 
な設定を不適切に変更したり、インストールされているコンポーネントの許容範囲 
外のオプションを選択すると、システムが不安定になったり、コンポーネントの寿 
命が短くなったり、コンポーネントが完全に損傷するおそれがあります。 

セットアップユーティリティにアクセスする方法については、295ページの 
「セットアップユーティリティ」を参照してください。 

ソフトウェアを使用したパフォーマンス調整 

NVIDIA Enthusiast System Architecture ( ESA ) は、リアルタイムの監視と、 
コンピュータの温度、電源、音響、および動作の特性を制御するための PC プロ 
トコルです。 

お使いのコンピュータに ESA と互換性のあるコンポーネントが装備されいる揚 
合、そのコンポーネントのパフォーマンスを監視し、カスタマイズするためのア 
プリケージョンが事前にインストールされています。 

ESA の詳細に関しては、 nvidia.com/object/nvidia_esa.html を参照して 
ください。 


NVIDIA Performance 


NVIDIA Performance アプリケーションは 、 NVIDIA nTune アプリケーション 
で以前提供されていだ;多くの機能を NVIDIA Control Panel の Performance セ 

クションに統合します。 

メモ： NVIDIA Control Panel の Performance セクションを使用する際は、エン 
ドユーザーライセンス契約への同意が必要な場合があります。 

Device Settings 

アプリケーションの起動時に、 CPU 、 ビデオカード、メモリ、システム基板、 
シャーシコンポーネントなどの、取り付けられている ESA 互換デバイスが検出さ 
れます。 
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Device Settings のインタフェースでコンポーネントを選択すると、そのコン 
ポーネントに利用できる設定ゆオプションが表示され ます。 上級ユーザーは、こ 
れらのオプションを手動で調整して、お使いのシステムのパフォーマンスをカス 
タマイズで きます。 これらの設定は、後で呼び出せるよ〇にプ□ファイルに保存 
できます。 

注意： パフォーマンスに関連するパラメータを設定する揚合、セットアップユー 
ティリティのすべてのノ\°ラメータを変更できるアクセス権を使用します。このよろ 
な設定を不適切に変更したり、インス I 'ールされているコンポーネントの許容範囲 
外のオプションを選択すると、システムが不安定になったり、コンポーネントの寿 
命が短<なったり、コンポーネントが完全に損傷するおそれがあります。 

Dynamic BIOS Access 

NVIDIA Control Panel のこのセクションでは、 Windows のユーザーインタ 
フェースを使用して利用可能な BIOS 設定を変更できます。オプションや設定に 
対する変更内容は、次回起動時に反映されます。 


View System Information 

NVIDIA Control Panel のこのセクションでは、システムとインス!■'ールされて 
いるドライパのパージョン情報を確認できます。この情報は、詳細な調査ゆテク 
ニカルサボートのだめに、ファイルに保存できます。 

Profile Policies 

Profile Policies セクションでは 、 Device Settings セクションで保存しだプ 
□ファイルを使用するタイ5ングと方法を定義できます。 

LED Control 

LED Control セクションでは、シャーシの LED の色と強さをカスタマイズでき 
ます。まだ、このインタフェースを使用して、 LED を作成および保存し、その力 
スタマイズした LED を適用することもできます。 


NVIDIA Monitor 

NVIDIA Monitor アプリケーションを使用して、お使いのコンピュータ内にある 
互換コンポーネントのパフォーマンスを監視、追跡、および記録できます。 
記録されだデータは、時系列的なシステムのパフォーマンスの追跡に使用できる 
よ〇になるほか、システム設定に加えられた変更の効果を評価するだめにも使用 
できます。 
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NVIDIA Monitor アプリケーションの起動時に、 CPU 、 ビデオカード、メモリ、 
システム基板、シャーシコンポーネントなどの、取り付けられている ESA 互換デ 
パイスが検出され ます。 インタフェースでコンポーネントを選択すると、そのコン 
ポーネントの動作特性についてリアルタイムのデータが表示され ます。 特性には、 
電圧、ファン速度、使用状況、温度などが あります。 

NVIDIA Monitor は次のようにカスタマイズできます。 

• モニタ、グラフ、ログの重要パフォーマンス特性を選択します。 

• 記録間隔とパフォーマンスのしきい値を設定します。 

• ユーザー定義のイベントを設定して記録します。 

• アプリケーションのキーストロークをカスタマイズします。 

ハードディスクドライブのクリーニング 



1 Start (スタート） All Programs (すべてのプ□グラム）-^ 

Accessories (アクセサリ） System Tools (システムツール）-> 
Disk Cleanup (ディスククリーンアップ）とクリックします。 

2 Disk Cleanup (ディスククリーンアップ）では、クリーンアップを実行 
した場合にドライブ上にどれだけの空き領域が作成されるかを計算します。 

3 OK をクリックします。 


メンテナンスタスク C パフォーマンスの改善およびセキュリティ保護 ）I 129 



ハードディスクドライブのデフラグ 



ハードディスクドライプのデフラグを実行して、コンピュータのパフォーマンス 
を改善することができます。この操作により、プ□グラムがより高速に実行され、 
ファイルはさらに素早く開けるようになります。 


C ヒント：ハードディスクドライブをデフラグする理由 

フラグメント化されたハードディスクドライブは、ディスク上の多 
くのさまざまな場所にファイルのフラグメントを保存します。コン 
ピュータは、ディスク中を検索して、完全なファイルを取得する必 
要があります。ディスクデフラグでは、フラグメント化されている 
ファイルすぺてのパーツをひとつの場所に統合します。これにより、 
コンピュータがファイルのすべてのパーツを検索して開くまでに費 
やす時間が減ります。 


Windows では、ハードディスクドライプのデフラグを実行する前に、ディスク 
を分析して、デフラグの必要があるかを決定します。この手順は、少なくとも 
1週間に1回実行する必要があります。 

^ メモ： この手順を定期的に実行すると、デフラグの処理はたった 5 分から 10 分で 
行えます。 

1 Start (スタート） All Programs (すべてのプ□グラム） — 

Accessories (アクセサリ） -> Svstem Tools (システムツール） — 
Disk Defragmenter (ディスクデフラグ）とクリックします。 


Disk Defragmenter (ディスクデフラグ）ウィンドウが開きます。この 
ウィンドウには、コンピュータ上のハードディスクドライブの一覧と共にス 
トレージ容量および空き領域の量が表示されます。 
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2 デフラグを行うドライプを選択し 、 Analyze (分析）をクリックして、 
ディスクをデフラグする必要があるか確認します 。 Defragment (最適 
化）をクリックして、処理を実行し、ディスクをデフラグします。 



_ メモ： デフラグ処理を行っている間は、コンピュータを使用しないで < ださい。 

ディスクエラーの検出および修復 

1 Start (スタート ） My Computer (マイコンピュータ）の順に 
クリックします。 


2 File (ファイル）メニューで 、 Properties (プ□パティ）を選択します。 

3 Tools (ツール）タブで 、 Check Now (チェックする）をクリックします。 
4実行する処置を選択したら 、 Start (開始）をクリックします。 

ウィルスおよびスパイウェアのスキヤン 

コンピュータウィルスおよびスパイウェアは、コンピュータ内部に潜んでファイ 
ルを壊し、ユーザーの気付かない間に、または同意を得ることなく、コンピュー 
夕から情報を収集するソフトウェアです。 

コンピュータウィルスはコンピュータのパフォーマンスに影響を与え、データを 
破壊する可能性があります。コンピュータがインターネットにアクセスする場合 
は、アンチウィルスプログラムおよびアンチスパイウェアプ□グラムをインス 
I ''ールします。 
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(g) 詳細情報： ウィルスからコンピュータを保護する詳細に関しては、 
173ページの「ウイルス」を参照してください。 


Windows Defender は以下の操作を行うアンチスパイウェアアプリケーション 
です。 

• コンピュータのハードディスクドライプでスパイウェアに感染している場所 
をチェックします 

• ハードディスクドライブ上の全ファイルでスパイウェアをチェックします 

• 現在実行している全プ□グラムでスパイウェアをチェックします 


v 詳細情報： Windows Defender の 詳細に 関しては、 Microsoft ウェブ 
サイト （ www . microsoft . com ) で 、 「Usina Windows Detender 
(Windows Defender の使い方)」を検索してください。アンチウィ 
ルスソフトウェアの 詳細に ついては、インターネットで「アンチ 
ウイルスソフトウェア」を検索してください。 


132 I メンテナンスタスク（パフオーマンスの改善およびセキュリティ保護) 




11 

電源（電源設定、電源保護装置 
およびバッテリ） 





電源オプションの設定 

Windows Vista® 

電源プランの使い方 

Windows Vista では、3つの電源プランを提供しています。これらのプランを使 
用するか、あるいは必要に応じて設定することも可能です。電源プランでは、エ 
ネルギーの節約やシステムパフォーマンスの最大化、まだはそれら両方の均衡を 
保つことによって、お使いのコンピュータの電源使用方法を管理します。あらか 
じめ設定されている電源プランは以下のとおりです。 

• Balanced (パランス）では、必要に®じてフルパフォーマンスを提供し、 
非アクティブな状態の間は電源を節約します。 

• Power saver (省電力）では、パッテリの寿命を最大化するため、システ 
ムパフォーマンスを下げることにより、電源を節約します。 

• High performance (高パフォーマンス）では、プロセッサの処理速度 
をアクティビティに合わせ、パフォーマンスを最大にすることで、最高レべ 
ルのパフォーマンスを実現します。 

電源プランを選択するには、以下の操作を行います。 

1 Start (スタート）〇 — Control Panel (コント □— ルパネル） — 
System and Maintenance (システムとメンテナンス） Power 
Options (電源オプション）の順にクリックします。 
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2 使用するオプションをクリックします。 


7 ， : 詳細情報： 電源プランの詳細こついては、 Windows ヘルプとサポート 
(Start (スタート） • または Help and Support 

(ヘルプとサポート）をクリック）を参照してください。 


電力管理の状態 
スリープ 

スリープでは、開いているドキュメントおよびプログラムを保存し、再度作業を 
開始する際にコンピュータをすばやく完全に復帰させるよ〇にして、電源を節約 
します。 

お使いのコンピュータをスリープに設定するには、以下の操作を行います。 

• Start (スタート）をクリックして 、 Lock (ロック）ポタンの矢印アイコン 
にポインタを移動します。次に Sleep (スリープ）をクリックします。 

または 


• 電源管理のオプションの設定内容に) iS じ、次の方法のいずれかを使用して 
コンピュータをスリープに設定することも可能です。 

• 電源ボタンを押します。 

• ノートプックコンピュータのディスプレイを閉じます。 

• < FnxEsc > を押します。 

コンピュータを復帰させる方法は、電源管理のオプションの設定内容に®じて、 
次の操作を行います。 

• 電源ボタンを押します。 


まだは 


• ノートプックコンピュータのディスプレイを開きます。 


休止状熊 


休止状態では、システム情報をハードディスクドライプの予約領域にコピーして 
から、コンピュータの電源を切ることによって電力を節約します。休止状態モー 
ドから復帰すると、コンピュータは休止状態モードに入る前と同じ動作状態に戻 
ります。 

注意： お使いのコンピュータが休止状態モードに入っている場合、コンピュータか 
らデパイスまたはドッキングデパイスを取り外すことはできません。 

パッテリの充電レベルが極端に低くなった場合、コンピュータは休止状態モード 
に入ります。 
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手動で休止状態モードを起動するには、以下の操作を行います。 

• Start (スタート）をクリックして 、 Lock (□ック）ポタンの矢印アイコン 
にポインタを移動します。次に Hibernate (休止状態）をクリックします。 


まだは 


• 電源管理のオプションの設定内容に)15じ、次の方法のいずれかを使用してコン 
ピュータをスリープに設定することも可能です。 

• 電源ボタンを押します。 

• ノートプックコンピュータのディスプレイを閉じます。 

• < FnxEsc > を押します。 

メモ： PC カードや ExpressCard によっては、休止状態から復帰した後、正常に動 
作しないものがあります。カードを外して取り付けなおすか、コンピュータを再ス 
タート（再起動）してください。 

休止状態モードから通常の動作状態に戻るには、電源ボタンを押します。コン 
ピュータが通常の動作状態に戻るのに、若干時間がかかることがあります。 


V 詳細情報：電源プランの詳細につし) 
卜 (Start (スタート ） 〇または 

ては、 Windows ヘルプとサボー 

_ — Help and Support 

(ヘルプとサポート）をクリック） 

を参照してください。 


Windows® XP 

電源設定の変更 

1スタート icfiriB — コント□ー ルパネル — パフォーマンスとメンテナン 

ス ー 電源オフション の順にクリックします。 

2電源オプションのプ□パティ ウィンドウで、次の情報を変更して、お使い 
のコンピュータに最適なサボートを行うことができます。 

• 電源設定 ーコンピュータにあらかじめ指定されている設定を選択し 
ます。 


• アラーム ーパッテリ電源が低下、まだは切れた場合のアラームを設定 
します（ノートプックコンピュータ）。 

• 電源メータ ——利用できるパッテリ電源を表示します（ノートプック 
コンピュータ）。 

• 詳細設定 一電源設定のオプシヨンを詳細に設定します。 

• 体止状態 一休止状態の有効化、無効化を選択します。 
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@ 詳細情報： Windows での電源オプションの設定の詳細に関しては、 
Windows ヘルプとサポート （スタート 〇または — 
ヘルプとサポートをクリック） を参照してください。 


省電カモード 

スタンバイモード 

スタンパイでは、あらかじめ設定した一定の時間コンピュータを操作しないでお 
くと（タイムアウト）、ディスプレイとハードディスクドライプの電源を切ること 
によって電力を節約します。スタンパイを終了すると、コンピュータはスタンパ 
イに入る前と同じ動作状態に戻ります。 

4^' 注意： スタンパイのときに AC 電源か切れたりパッテリを使い切ってしまうと、 
データを損失する恐れがあります。 

スタンパイに入るには、以下の操作を行います。 

• Start (スタート）-> Turn off computer (終了オプション）-> Stand 
by (スタンパイ）とクリックします。 

または 

• 電源管理オプションの設定内容に) iS じて、次の方法のいずれかを使用するこ 
とち可能です。 

• 電源ボタンを押します。 

• ノートプックコンピュータのディスプレイを閉じます。 

• < FnxEsc > を押します。 

スタンパイを終了するには、電源管理のオプションの設定内容に) iS じて、次の操 
作を行います。 

• 電源ボタンを押します。 

または 

• ノートプックコンピュータのディスプレイを開きます。 


休止状熊モード 


休止状態では、システム情報をハードディスクドライプの予約領域にコピーして 
から、コンピュータの電源を切ることによって電力を節約します。休止状態から 
復帰すると、コンピュータは休止状態に入る前と同じ動作状態に戻ります。 

^ 注意： お使いのコンピュータが休止状態モードに入っている場合、コンピュータか 
らデパイスまたはドッキングデパイスを取り外すことはできません。 

パッテリの充電レベルが極端に低くなった場合、コンピュータは休止状態に入り 
ます。 
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手動で休止状態に入るには、以下の操作を行います。 

• Start (スタート ）—Turn off computer (終了オプション）とクリッ 
クします。 < Shift > キーを押しながら 、 Hibernate (休止状態）をクリッ 
クします。 

または 

• 電源管理オプションの設定内容に)®じ、次の方法のいずれかを使用して、休 
止状態に入ることち可能です。 

• 電源ボタンを押します。 

• ノートブックコンピュータのディスプレイを閉じます。 

• < FnxEsc > を押します。 

メモ： PC カードや ExpressCard によっては、休止状態から復帰した後、正常に動 
作しないものがあります。カードを外して取り付けなおすか、コンピュータを再ス 
タート（再起動）してください。 

休止状態から通常の動作状態に戻るには、電源ボタンを押します。コンピュータ 
が通常の動作状態に戻るのに、若干時間がかかることがあります。 


電源保護装置 

お使いのコンピュータに供給される電源の障害、まだは変動により、コンピュー 
夕がクラッシュしだり、場合によっては、コンピュータに修復不可能な損傷を与 
える可能性があります。サージプ□テクタや、電源ラインコンディシヨナ（回線 
調整装置)、無停電電源装置を使用して、コンピュータを保護します。 



無停電電源装置 


サージプ□テクタ 電源ラインコンディシヨナ 

(回線調整装置） 


GE Cl CC C( CO 0C 

Cj (i 〇 

I t OC BO tt 00 DC 



サージ プロ テ クタ 

雷雨時や、停電後に発生する可能性がある電圧変動によるコンピュータへの損傷 
を避けるには、コンピュータの電源ラインをサージプ□テクタまだはサージプロ 
テクタを装備している電源タップに差し込みます。 
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サージプ□テクタの製造業者によっては、特定の種類の損傷に対して保証範囲を 
設けて います。 サージプ□テクタを選®際は、装置の保証書をよくお読みく ださい。 
ジュール定格が高いほど、 デ パイスをより保護で きます。 ほかの装置と比較して 
有効性を判断するには、ジュール定格を比較し ます。 

4^' 注意：ほとんどのサージプ□テクタには、電力の変動または落雷による電撃に対す 
る保護機能はありません。お住まいの地域で雷が発生した場合は、電話線を電話 
ジャックから抜いて、さらにコンピュータをコンセントから抜いてください。 

サージプ□テクタの多くは、モデムを保護するための電話ジャックを備えています。 
モデム接続の手順については、サージプ□テクタのマニュアルを参照してください。 

注意：すぺてのサージプ□テクタが、ネットワークアダプタを保護できるわけでは 
ありません。雷雨時は、必ずネットワークケープルを壁のネットワークジャックか 
ら抜いて < ださい。 

電源ラインコンデイショナ（回線調整装置） 

^ 注意：電源ラインコンディショナには、停電に対する保護機能はありません。 

電源ユニットにおける電圧の上昇および低下を補正し、コンピュータへの電力潮 
流のピークを減らすには、お使いのコンピュータの電源ラインを電源ラインコン 
ディショナ（回線調整装置）に差し込みます。電源ラインコンディショブ（回線 
調整装置）は、継続的にパッテリを充電し、装置にパッテリ電源を供給し続ける 
ことから、一般的な無停電電源装置とは異なります。 

無停電電源装置 (UPS) 

〇 注意：データをハードディスクドライブに保存している間に電力が低下すると、 
データを損失したりファイ）しが損傷しだ;りする恐れがあります。 

メモ：パッテリの最大駆動時間を確保するには、お使いのコンピュータのみを UPS 
に接続します。プリンタなどその他のデパイスは、サージプロテクションの付いだ; 
別の電源タップに接続します。 

無停電電源装置 （ UPS ) では、電源変動および電源障害に対する保護を行います。 
UPS 装置は、 AC 電源が切れた際に、接続されているデバイスへ一時的に電力を 
供給するパッテリを備えています。パッテリは AC 電源が利用できる間に充電さ 
れます。 


パッテリの駆動時間についての情報、および装置が UL (Underwriters 
Laboratories ) 規格に適合しているか確認するには、 UPS 製造業者のマニュアル 
を参照してください。 

ノートブックコンピュータのバッテリ 

コンピュータの性能を最大に保ち、 BIOS の設定を保持するため、ノー トプックコン 
ピュータは、常にメインパッテリを搭載した状態でお使いください。パッテリべ 
イにはパッテリが1つ、標準で搭載されています。 
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ノートプックコンピュータを始めて使用する場合 



コンピュータを初めて使用する時は、パッテリが十分に充電されていなし Ml 合に 
備えて、 AC アダプタを使用してコンピュータをコンセントに接続します。最良 
の結果を得るには、パッテリがフル充電されるまで、 AC アダプタを使ってコン 
ピュータを動作させます。パッテリの充電状態を表示するには、タスクパーの 
Power Meter (電源メーター）アイコンを確認します。 

& メモ：パッテリ電源を保持するために、 CD または DVD への書き込時にはコン 
ピュータをコンセントに接続します。 

バッテリ寿命の維持 

充電を保持できるパッテリの駆動時間は、ノー トプックコンピュータの使用方法 
によって異なります。パッテリの駆動時間が大幅に減少するのには、以下の要因 
が挙げられます。 

• 光学ドライプを使用している場合 

• ワイヤレス通信デパイス、 PC 力ード、 ExpressCard 、 メディアメモリカー 
ド、 または USB デパイスを使用している場合 

• ディスプレイの輝度を高く設定したり、 3 D スクリーンセーパー、または複 
雑な 3 D グラフィックスアプリケーションなどの電力を集中的に使用するプ 
□グラムを使用している場合 

• 最大のパフォーマンスモードでコンピュータを実行している場合（コン 
ピュータパフォーマンスを最適に調整する方法については 、 「Maintaining 
Your Computer 」 （コンピュータのメンテナンス）を参照)。 

パッテリの使用頻度や使用状況により、パッテリの寿命は時間と共に減少します。 
コンピュータの寿命がある間でも、新しいパッテリを購入する必要が発生する揚 
合もあります。 

ノートプックコンピュータのパッテリの寿命を維持する方法の詳細に関しては、 
143ページの 「 Dell TM ControlPoint Power Manager 」 を参照してくだ'さい。 

バッテリの交換 

警告：適合しないバッテリを使用すると、発火や爆発の危険が大きくなります。交 
換するバッテリは、必ずデルが販売している専用のものをお使いください。バッテ 
リはお使いの Dell コンピュータで動作するように設計されています。 

お使いのコンピュータに別のコンピュータのバッテリを使用しないでください。 
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Jv 警告：バッ テリを家庭用のごみと一緒に廃棄しないでください。不要になった バッ 
テリは、貴重な資源を守るために廃棄しないで、デル担当窓口：デル PC 
リサイクルデスク（個人のお客様： 044-556-4298、企業のお客様： 044-556-3481) 

へお問い合わせください。コンピュータに同梱されている安全に関する情報の 
「バッテリの廃棄」を参照してください。安全にお使いいただくためのベストプラク 
ティスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
( www . dell . com ¥ regulatory — compliance ) をご覧ください。 

^ 警告：バッテリの取リ扱いを誤ると、火災や化学燃焼を引き起こす可能性があり 
ます。バッテリに穴をあけたり、燃やしたり、分解したり、または温度が65でを 
超える場所に置いたりしないでください。バッテリはお子様の手の届かないところ 
に保管してください。損傷のあるバッテリ、または漏れているバッテリの取り扱い 
には、特に気を付けてください。バッテリが損傷していると、セルから電解液が漏 
れ出し、けがをしたり装置を損傷したリする恐れがあります。 

(© 警告：この手順を開始する前に、コンピュータの電源を切り、 AC アダプタを電源 
コンセントおよびコンピュータから取り外して、モデムを壁のコネクタおよびコン 
ピュータから取り外し、コンピュータからその他のすべての外付けケーブルを外し 
ます。 

4^' 注意：コネクタへの損傷を防ぐため、すべての外付けケーブルをコンピュータから 
外してください。 

バッテリは、ノートブックコンピュータによって異なります。ノートブックコン 

ピュータのバッテリを取り替える必要がある場合は、次の基本手順に従ってくだ 

さい。 

1コンピュータがドッキングデバイスに接続されている場合、ドッキングを解 
除します。 

2コンピュータの電源が切れていることを確認します。 

3 コンピュータ底部のパッテリベイラッチリリースをスライドさせ、ベイから 
パッテリをスライドさせて取り出します。 


]]] 


4 新しいパッテリを、カチッと音がして所定の位置に収まるまでスライドさせ 
て、ベイに差し込みます。 

バッテリの充電チェック 

次の方法のし ) ずれかを使つて、コンピュータのパッテリ充電をチェックできます。 

Microsoft Windows 電源メ ーター 

電源メーターは、パッテリの充電残量が示します。パッテリの電源残量をチェッ 
クするには、タスクパーの Power Meter (電源メーター）アイコンをダプルク 
リックします。 
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バッテリの充電量ゲージ 

パッテリの駆動時間は、その充電回数よって異なります。充放電を何百回も繰り 
返すと、パッテリの充電機能またはパッテリ性能は次第に低下します。つまり、 
パッテリに「充電済み」のステータスが表示されても、充電容量、すなわちパッ 
テリの性能は低下したままの場合があります。 

バッテリの充電量 


0 0 0 0 0 


⑧ 


バッテリの充電量をチェックするには、パッテリの充電ゲージにあるステータス 
ボタンを短く押して、充電レベルライトを点灯させます。各ランプはパッテリの 
総充電量の約20 %を表します。 


，'例：パッテリの充電残量が60 %なら、ランプが3個点灯します。 
どのライトも点灯していない場合、パッテリの充電残量は〇です。 


バッテリ性能のチェック 

パッテリ性能をチェックするには、パッテリ充電ゲージのステータスボタンを 
3秒以上押し続けます。 

どのライトも点灯しない場合、パッテリの機能は良好で、初期の充電容量の 
80 %以上を維持しています。各ライトは機能低下の割合を示します。 

ライトが5つ点灯した場合、パッテリの充電容量は60%以下になっていますの 
で、パッテリを交換することをお勧めします。 

バッテリの低下警告について 

(.し： 1 注意： データの損失およびデータ破損を防ぐため、パッテリの低下を知らせる警告 
が鳴ったら、すぐに作業中のファイルを保存して<ださい。コンピュータをコンセン 
卜に接続するか、 2 つ目のパッテリをメディアペイに取り付けます（オプションが 
ある場合)。パッテリの充電残量が完全にな<なると、自動的に休止状態モードに 
入ります。 

ノー トプックコンピュータでは、パッテリの全充電量の約90 %を消費した時点 
で警告が表示されます。パッテリを2つ使用している場合は、両方のパッテリを 
合わせだ充電量に対して警告が行われます。パッテリの充電残量が非常に少なく 
なると、コンピュータは自動的に休止状態モードに入ります。 
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( g ) 詳細情報 ： Windows の電源管理オプションでパッテリアラームの設 
定を変更する詳細に関しては、 Windows ヘルプとサポート (Start 
(スタート） a または 画 Help and Support (ヘルプと 
サポート）をクリック）を参照してください。133ページの「電源 
オプションの設定」も参照してください。 


Windows の電源管理オプションで、パッテリアラームの設定を変更できます 
(133 ページの「電源オプションの設定」を参照)。 

バッテリ電源の節約 

ノートプックコンピュータのパッテリ電源を節約するには、次の操作を行し彳ます。 

• 駆動時間は、パッテリが使用および充電される回数によって大きく異なるた 
め、コンピュータはできるだけコンセントに接続して使用します。 

• コンピュータの電力消費をカスタマイズする Microsoft Windows Power 
Options (電源オプション）を使用して、電源管理を設定し、電力消費を最 
適化します （133 ページの「電源オプションの設定」を参照)。 

• コンピュータを長い時間離れて操作を行わない場合は、スリープ電源状態を 
使用します。 

バッテリの充電 

コンピュータをコンセントに接続したり、コンセントに接続されているコン 
ピュータにパッテリを取り付けだりすると、コンピュータはパッテリの充電状態 
と温度をチェックします。その後、 AC アダプタは必要に®じてパッテリを充電 
し、その充電量を保持します。 

メモ： Dell™ ExpressCharge™ を使用して、完全に切れてしまっだパッテリを充電 
するには、コンピュータの電源が切れている場合で80 %の充電に約1時間、100 % 
の充電に約2時間かかります。コンピュータの電源が入っている場合は、充電時間 
は長<なります。パッテリを充電したまま、コンピュータをそのままにしておいて 
ち問題ありません。パッテリの内部回路によって過剰充電が防止されます。 

パッテリがコンピュータの使用中に高温になったり高温の環境に置かれたりする 
と、コンピュータをコンセントに接続してもパッテリが充電されなし U 昜合があり 
ます。 

® 緑色と橙色のライトが交互に点滅している場合は、パッテリが高温すぎて充 
電を開始できないことを示します（ライトの色はパッテリによって異なります)。 
コンピュータをコンセントから抜き、コンピュータとパッテリを室温に戻します。 
次に、コンピュータをコンセントに接続し、充電を継続します。 
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メモ：パッテリの充電中もコンピュータを操作できます。ただし、パッテリが十分 
に充電されるまではパッテリ電源を使用してコンピュータを操作しないでください。 

バッテリの保管 

長期間コンピュータを保管する場合は、パッテリを取り外してください。パッテ 
リは、長期間保管していると放電してしまいます。長期間保管後にコンピュータ 
をお使いになる際は、パッテリを完全に再充電してください。 

米国運輸省 (DOT ) によるノートブックのバッテリ規制 

2008 年 1 月 1 日付けで、米国 DOT では、予備（ばらの状態）のリチウムパッ 
テリを預け入れ荷物の中に入れることを禁じています。 Dell ノートプックにパッ 
テリを取り付け、ノートプックの電源をオフにしていれば、預け入れ荷物にパッ 
テリを入れることができます。 


r ヒント： パッテリの充電を無効にするには、 Dell ControlPoint の 
Battery Charge Disable (パッテリ充電の無効化）機能を使用してく 
ださい。この機能は、機内などのパッテリ充電が禁止されている揚 
所で役立ちます。 


Dell™ ControlPoint Power Manager 

ノートプックコンピュータ用の Dell ControlPoint Power Manager には、 Dell 
ControlPoint ( DCP ) アプリケーションからアクセスできます。 Dell 
ControlPoint アイコンはタスクパーに表示されます。 Dell ControlPoint のへ ル 
プおよび追加機能とオプションにアクセスするには、アイコンをクリックします。 
All Day Battery (全日パッテリ）モードまだは Extended Battery Life (拡張 
パッテリ駆動時間）モードで利用できるオプションを使用して、お使いのノート 
プックコンピュータのパッテリ駆動時間を最適化することができます。 


v 詳細情報 ： Dell ControlPoint アプリケーションの使い方については、 
ControlPoint のメイン両面から利用できる Help (ヘルプ）を参照し 
てください。 
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ネットワーク （ LAN 、 ワイヤレス、 
モバイルブロードバンド） 



LAN 



ワイヤレス LAN 


概要 

コンピュータネットワークにより、お使いのコンピュータとインターネット、そ 
の他のコンピュータ、まだはプリンタなどの周辺機器間が接続されます。たとえ 
ば、自宅まだは小規模オフィスでネットワークをセットアップすると、次の操作 
を行うことができます。 

• 共有プリンタへの印刷 

• その他のコンピュータ上のドライプおよびファイルへのアクセス 
• ファイルの共有 
• その他のネットワークの参照 
• インターネットへのアクセス 

プ□ー ドパンドモデムおよびネットワークケープルを使用して、□一カルエリア 
ネットワーク ( LAN ) をセットアップできます。まだは、ワイヤレスルーターま 
たはアクセスポイントを使用して、ワイヤレス LAN ( WLAN ) をセットアップす 
ることも可能です。 

ネットワーク接続ウィザードは、コンピュータネットワークのセットアップおよ 
びその他のネットワークへの接続処理をガイドします。 
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Intel ® Active Management Technology (Intel AMT または iAMT ®) では、 

ネットワーク化されたコンピュータの管理を行う拡張ツールを提供しています。 
この Intel AMT ソフトウェアは、一部の Dell コンピュータで利用できます。 

163ページの 「 Intel ® Active Management Technology を使用した:ネット 
ワークコンピュータの管理」を参照してください。 ' 


て詳細情報： ネットワークの詳細に関しては、 Windows ヘルプとサ 
ポート (Start (スタート）❶または Help and 
Support (ヘルプとサポート）をクリック）を参照してください。 


口ーカルエリアネットワーク （ LAIN !) 


1 ケープル 
3 モデム 



2 ルーター 

4 インターネット 


□-カルエリアネットワーク （ LAN ) では、互いに接続されているネットワーク 
ケープルを介して、2台以上のコンピュータを接続します。このタイプのコン 
ピュータネットワークは、一般的に狭い範囲に適用されます。 LAN は電話回線や 
電波を使って他の離れた LAN と接続し 、 WAN (ワイドエリアネットワーク）を 
構成できます。 

LAN のセットアップに必要なもの 

• インターネットアクセスが設定されているケープルまだは DSL プ□ー ドパン 
ドモデムブロードパンド接続の詳細については、147ページの「ブロード 
パンドアクセス」を参照してください。 
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• ルーターールーターは、ネットワーク上のコンピュータと周辺機器を互い 
に接続します。それにより、コンピュータでは、プ□ードパンドモデムを介 
してインターネットアクセスを共有することが可能です。ルーターには複数 
のボートが装備されており、コンピュータまだはプリンタなどの周辺機器 

1台に対し1つのボートを使用します。 

• ネットワークケープル ー CAT 5または CAT 5 e ケープルのいずれかを使用 
します。 

• ネットワークインタフェースカード 

プロー ドバンドアクセス 

プロー ドパンドアクセ;？では、ダイアルアップアクセスよりも非常に高速なデー 
夕転送率を提供します。ブロードパンドアクセスは、特に、大きなデジタル写真 
画像の電子メール送信や、音楽のダウン□ー ド、まだはストリー5ング映像の表 
示に適しています。 

ブロードバンドアクセスに必要なもの 

• ISP により提供されている特定の2種類のプ□ー ドパンドアクセス( ケーブ 
ルおよび^ L ) から選択を行うことができます。 DSL プ□ー ドパンドアク 
セスは、電話会社により提供されていますが、場所によっては利用できない 
こともあります。ケープルテレビを利用できる場合は、ケープルプ□パイタ' 
を介してケープルプ□ー ドパンドアクセスを利用できます。 

• ブロードパンドアクセスを利用するには、お使いのコンピュータゆコン 
ピュータネットワークをケープルモデムや DSL モデムに接続する必要があ 
ります。ブロードパンドモデムを各自で購入するか、月々のサービス料に設 
備費を追加して、 ISP のモデムを使用することもできます。 

• コンピュータに、ネットワークインタフェースカードを取り付ける必要があ 
ります。 


• 既存の電話線、またはケープルテレビの線を使用して、ブロードパンドサー 
ビスを利用します。新しい線を引く必要はありません。 

新しい LAN のセットアップ 

次の手順は、標準的な LAN をセットアップするための一般的なガイドラインです。 
特定の詳細については、ルーターに付属のマニュアルを参照してください。 

ハードウエアのセッ ト アップ 

1インターネットサービスプ□パイダ CISP ) に連絡して、お使いのプ□ード 
パンドモデムの接続要件に関する情報を入手します。 

2プ□ー ドパンドモデムを介してインターネットアクセスができるかを確認し 
ます。 
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3 お使いのルーターに必要なソフトウェアをインス!■'ールし ます。 ルーターに 
は、インス!■'ールメディアが同梱されている場合が あります。 そのメディア 
には、通常インス I 'ールおよびトラプルシューティングの情報が含まれてい 
ます。 ルーター製造元から提供される手順に従って、必要なソフトウェアを 
インス!•'ールし ます。 

ネットワークへの接続 

お使いのコンピュータの Control Panel (コント□-ルパネル）から、 

Network and Internet connections (ネットワークとインターネット接 
続）-^ Network and Sharing Center (ネットワーク共有センター）と 
クリックします。 

ネットワーク接続ウィザードが自動的に起動し ます。まだは、 接続やネットワー 
クをセットアッ プするオプ ションをクリック する 必要が ある 場合 もあります。 
実際の手順は、お使いのコンピュータにインス!■'ールされている オペ レーティン 
グシステムによって変わる可能性が あります。 画面の指示に 従います。 


ゆ 詳細情報： お使いのコンピュータをネットワークに接続する詳細に関 
しては、 Windows ヘルプとサポート （Start (スタート）•または 
^ ^ Help and Support (ヘルプとサポート）をクリック） 
を参照してください。 


ワイヤレス LAN (WLAN) 



1 ルーター ノ モデム 3 インターネット 
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ワイヤレス LAN ( WLAN ) では、ネットワークケープルを互いに接続するのでは 
なく電波を介して、複数のコンピュータ間とインターネットを接続します。 
ワイヤレス LAN では、無線通信デバイス（アクセスポイントまだはワイヤレス 
ルーター）により、ネットワークコンピュータおよび周辺機器を接続し、イン 
ターネットやネットワークへのアクセスを提供します。アクセスポイントまたは 
ワイヤレスルーターとコンピュータ内のワイヤレスネットワークカードは、電波 
を介して各自のアンテナからデータをブロードキャストして通信します。 


v 詳細情報： WWAN の詳細に関しては、 Windows ヘルプとサポート 
(Start (スタート） © または 圓 Help and Support 

(ヘルプとサボート）をクリック）を参照してください。また、お使 
いのコンピュータにワイヤレスカードが付属していた場合は、その 
ワイヤレスカードの『デパイスガイド』を参照してください。 


ワイヤレス LAN のセットアップに必要なもの 

• プ□ー ドパンドインターネットアクセス（ケープルまたは DSL など） 

• プ□ードパンドモデム 

• ワイヤレス ルーター 

• ワイヤレス LAN に接続させる各コンピュータに、ワイヤレスネットワーク 
カード、内蔵ワイヤレスアダプタ、まだはワイヤレス USB アダプタ 

149ページの「お使いのワイヤレスネットワークカードの確認」を参照して 
ください。 

• ネットワーク （ RJ -45) コネクタ搭載のネットワークケープル 

お使いのワイヤレスネットワークカードの確認 

お使いのコンピュータにワイヤレスネットワークカードが取り付けられているか、 
およびそのカードタイプを確認するには、コンピュータを注文した際に受け取つ 
た注文情報をチェックするか、デパイスマネージャを使用します （24 ページの 
「デパイスマネージャ」を参照)。 

Windows Vista 

1 Start (スタート） e をク ij ック し、 Computer (コンピュータ）を 
右クリックして、 Properties (プ□パティ）を選択します。 

2 Tasks (タスク）から Device Manager (デパイスマネージャ）を 
クリックします。 

3 Network Adapters (ネットワークアダプタ）をクリックします。 
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Windows XP 

i スター ト をクリックし' マイ コンピュータを右クリックして、 
プロパティを選択します。 

2ハードウェア タブをクリックします。 

3デノ ゞ イスマネージャ3ネットワークアダプタ とクリックします。 

ワイヤレスネットワークカードのソフトウェアおよびドライバの 
再インストール 

ソフトウェアが削除されているか破損している場合は、ワイヤレスネットワーク 
カードのユーザーマニュアルの手順に従ってください。 

お使いのコンピュータに取り付けられているワイヤレスネットワークカードの夕 
イプを確認してから、デルサボートサイト support . jp . dell . com で力ード名を 
検索します。 


v 詳細情報： お使いのコンピュータに取り付けられているワイヤレス 
ネットワークカードのタイプを確認する方法の詳細に関しては、 

149ページの「お使いのワイヤレスネットワークカードの確認」を 
参照してください。 


新しいワイヤレス LAN ( WLAN ) のセットアップ 

1インターネットサービスプ□パイダ CISP ) に連絡して、お使いのプ□ー ド 
パンドモデムの接続要件に関する情報を入手します。 

2ワイヤレスインターネット接続をセットアップする前に、プ□ードパンドモ 
デムを経由して有線でインターネットにアクセスできる状態にあることを確 
認してください。 

3 お使いのワイヤレスルーターに必要ないずれかのソフトウェアをインス I '一 
ルします。ワイヤレスルーターには、インス!■'ールメディアが同梱されてい 
る場合があります。そのメディアには通常、インス!•'ールおよびトラプル 
シューティングの情報が含まれています。ルーター製造元から提供される手 
順に従って、必要なソフトウェアをインス I ''ールします。 

ワイヤレス LAN への 接続 

メモ：次のネットワークについての手順は、 Bluetooth ® ワイヤレステクノロジ内 
蔵カードまたは携帯製品には適用されません。 

本項では、ワイヤレステクノロジを使用したネットワークへの接続に関する一般 
的な手順について説明します。特定のネットワーク名や設定の詳細は異なります。 
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@ 詳細情報： お使いのコンピュータをワイヤレス LAN に接続する方法 
の詳細に関しては、お使いのコンピュータに付属の『デパイスガイ 
ド』を参照するか、 Windows ヘルプとサポート (Start (スタート） 
または Help and Support (ヘルプとサポート） 

をクリック）を参照してください。 


Windows Vista ⑧ 

1 Start (スタート）〇 — Network (ネットワーク）とクリックします。 

2 Network (ネットワーク）フォルダの上部にあるナビゲージヨンパーで、 

Network and Sharing Center (ネットワークと共有センター）を 
クリックします。 

3 Task (タスク）で、 Connect to a network (ネットワークに接続）を 
クリックします。 

4 リストから目的のネットワークを選択し、接続をクリックします。 

Windows® XP 

1スタート UiSio ] ントロ-ルパネル — ネットワークと 
インターネット接級—ネットワーク接嫌 の順にクリックします。 

2ワイヤレスネットワーク接嫌->利用できるワイヤレスネットワークの表示 

とクリックします。 

3 リストから目的のネットワークを選択し、 接 嫌をクリックします。 

メモ： 利用できる選択の内容は、スタートメニューで行った設定や変更内容に 
よって異なる場合があります。 

メモ： セキュアパプリックネットワークを選択すると、プロンプトが表示された際 
にネットワークの WEP または WPA 暗号化キーを入力する必要力<あります。 

これ以降は、選択しだワイヤレスネットワークの範囲内でコンピュータに□グオン 
すると、常に同じポップアップが表示され、ワイヤレスネットワークで接続され 
ていることが通知されます。 

_ メモ： コンピュータか!ネットワークに接続するのに数分かかる揚合があります。 


ワイヤレス 
ネットワーク 
接続ポップアップ 
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セキュアワイヤレスネットワークへの接続 （ WEP または WPA キーの使用） 

セキュアネットワークを選択すると、プロンプトが表示されだ際に、ネットワー 
クの WEP キーまたは WPA キーを入力する必要があります。この値は、お使い 
のネットワーク固有であり、ワイヤレスルーターの設定時に設定されています。 
この情報は、ネットワーク管理者から取得することち可能です。 

パプリックワイヤレス LAN への接続（ホットスポット） 

パプリックワイヤレスネットワークに接続する場合は、150ページの「ワイヤレ 
ス LAN への接続」で説明されている手順に従ってください。このネットワークが 
セキュアなものである場合、利用可能なネットワークのリストに追加して、暗号 
化キーを入力します。 

コンピュータによっては、パプリックワイヤレス LAN がお使いのコンピュータの 
範囲内にあることを示すポップアップが表示される場合があります。 


I :て.ヒント： 1回目は、パブリックワイヤレスネットワークに接続する手 
順に従ってください。その後、同じワイヤレスネットワークの範囲 
内に入れば、常にお使いのコンピュータがそのネットワークを検出 
し、接続を行います。 


ワイヤレススイッチを備えたワイヤレスカードの有効化と無効化 


ノートプックコンピュータによっては、ワイヤレススイッチが装循されているも 
のもあります。このスイッチを使用して、ワイヤレスカードのオンとオフを切り 
替えることができます。 

メモ： コンピュータの出荷時に、ワイヤレススイッチはデフォルトでオフに設定さ 
れます。ワイヤレスネットワークを検出し、接続するには、ワイヤレススイッチを 
オンにする必要があります。 

コンピュータによっては、ワイヤレススイッチを使ってワイヤレスネットワーク 
を取り込 C ことも可能です。ワイヤレススイッチを適所にスライドさせて、その 
まま数秒間維持します。その他のコンピュータでは、取り込み用の別のボタン、ま 
たはスイッチを使用する場合があります。 


〇 
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0 詳細情報：お使いのコンピュータにワイヤレススイッチが装備されて 
いるか、およびスイッチがどこに配置されているかは、お使いのコ 
ンピュータのマニュアルを参照してください。 


アドホックネットワーク 


30 \ 




アドホックネットワークとは、近い距離にある2台以上のコンピュータをルー 
ターゆアクセスポイントを使用しないで接続するシンプルなネットワークです。 
アドホックネットワークは、一般的にファイルの共有やゲームに使用されます。 
Dell ワイヤレスプリンタでは、アドホックネットワークを使用して、プリンタ用 
にワイヤレスアダプタを設定するものもあります。 

Windows Vista オペレーティングシステムでは、ネットワークのセットアップ 
に便利な、使いやすいウィザードが提供されています。 

1 Network and Sharing Center (ネットワークと共有センター）から、 

Tasks (タスク）-> Setup a connection or network (接続まだ;は 

ネットワークのセットアップ）とクリックします。 

2 Set up a wireless ad hoc (computer-to-computer) network 

(ワイヤレスアドホック（コンピュータ相互）ネットワークを設定します）-^ 
Next (次へ）とクリックします。 

Set up a wireless ad hoc network information (ワイヤレスアド 
ホックネットワークをセットアップします）情報画面が表示されます。この 
画面では、アドホックネットワークについての説明と、お使いのコンピュー 
夕は、接続する他のコンピュータから約9 m 以内に配置する必要があるこ 
とを表示します。 

3 設定を開始するには、 Next (次へ）をクリックします。 

4 画面の指示に従います。 
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厂ヒント： アドホックネットワークは、ネットワークに別のコンピュー 
夕が少なくとも1台参加するまで、アクティブになりません。 


モバイルブロードバンド（またはワイヤレス 
ワイドエリアネットワーク）ネットワーク 




モパイルブロードバンドネットワークは、ワイヤレスワイドエリアネットワーク 
( WWAN ) とも呼ばれる高速デジタルセルラーネットワークで、一般的に 
100〜1000フイートまでの距離をカノ\'一し、ワイヤレス LAN よりちはるかに 
広い地理的範囲にインターネットアクセスを提供します。 

お使いのコンピュータが携帯電話データのサービスエリア内にある限り、モバイ 
ルブロードバンドネットワークへのアクセスを維持できます。サービスエリアの 
詳細に関しては、ご利用のサービスプ□バイダにお問い合わせください。 

_ メモ： お使いの携帯電話から電話をかけることができても、その場所が必ずしも携 
帯電話データのサービスエリア内にあるとは限りません。 


V 詳細情報： モパイルブロードバンドネットワーク（ワイヤレスワイド 
エリアネットワーク）の詳細に関しては、次のリソースを参照して 
ください。 

• Windows ヘルプとサポート (Start (スタート）®または 

■ -> Help and Support (ヘルプとサボート）を 
クリック） 

• お使いのコンピュータに付属していたモパイルブロードバンド 
カードの『デバイスガイド J 1 

• カードを別途購入した場合は、カードに付属していたメディアの 
『デバイスガイド J 1 
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モバイルブロードバンドネットワーク接続の設定 

メモ： お使いのコンピュータによって、モパイルプ□ー ドパンド ExpressCard 
または5ニカードのいずれかを使用してモパイルプ□ードパンドネットワーク接続 
を設定できます。ただし、両方のカードは使用できません。 

モパイルブロードパンドネットワーク接続をセットアップするには、次のものが 
必要です。 

• モパイルブロードパンド ExpressCard まだはミニカード（お使いのコン 
ピュータの構成による） 

• 有効なモパイルプ□ー ドパンド ExpressCard まだはご利用のサービスプロ 
パイダからの有効な加入者識別モジュール （ SIM ) 

• モパイルブロードパンドカードユーティリティ（コンピュータ購入時にカー 
ドも購入していれば、既にコンピュータにインストールされています。コン 
ピュータとは別にカードを購入した場合は、カードに付属のメディアに収録 
されています） 

このユーティリティが破損したり、コンピュータから削除されだ場合は、 
Windows ヘルプとサポート （Start (スタート）❾まだは 
Help and Support (ヘルプとサポート）をクリック）、ま/^13、刀ード 
を別に購入した場合は、そのカードに付属のメディアを参照してください。 

モ バイ ルブロー ドバンド カー ドの確認 
1 Start (スタート）©または123 Help and Support (ヘルプ 
とサポート）をクリックします。 

2 Computer Information (コンピュータの情報）を検索して 、 Tools 
(ツール）か System Information (システム情報）を使用して、お使い 
のコンピュータの情報を表示し、問題を診断します。 


r ヒント： モパイルブロードパンドカードは、通常、 Windows ヘルプ 
とサポートの Modems (モデム）の下に表示されます。 


モバイルブロードバンドネットワークへの接続 

メモ： 以下の手順は、モパイルプ□ー ドパンド ExpressCard またはミニカードの 
みに適用されます。ワイヤレステクノロジ搭載の内蔵カードには適用されません。 

モ バイル ブロー ドバンド サービスの 有効化 

インターネットに接続する前に、お使いのセルラーサービスプ□パイダを介して 
モパイルプ□ー ドパンドサービスを有効にする必要があります。 
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て詳細情報： Dell モパイルブロードパンドカードユーティリティの使い 
方の詳細に関しては、以下を参照してください。 

• 通常、 Windows ヘルプとサポート （Start (スタート）® 
または Help and Support (； ヘルプとサポート）を 
クリック）で利用できる ユーザーズ ガイド 

• デルサボートウエブサイト support . jp . deli . com から入手でき 

る ユーザーズ ガイド 

• カードをコンピュータと別に購入した場合は、お使いのモパイル 
ブ□ー ドパンドカードに含まれていたメディアで利用できるユー 
ザーズガイド 


Dell モバイルプロードバンドカードユーティリティを使用したネット 
ワークの管理 

1 Windows タスクトレイにある Dell Mobile Broadband Card Utility 
( Dell モパイルプロードパンドカードユーティリティ）アイコンを 
クリックしてユーティリティを実行します。 

2 Connect (接続）をクリックします。 

3 画面の手順に従って、ユーティリティでネットワーク接続を管理します。 


. ヒント：デルでは、モパイルプロードパンドをはじめる簡単な方法をご 
用意しています 。 Start (スタート ） All Programs (すべての 
プ□グラム） -4 Dell Wireless (Dell ワイヤレス） -> Dell Wireless 

Broadband (Dell ワイヤレスプ □- ドパンド）の順にクリックし、 
画面の手順に従います。 


WiMAX 

メモ： WiMAX は、一部のコンピュータではサポートされていません。 

WiMAX (Worldwide Interoperability for Microwave Access ) は、標準 

ベースの電気通信技術で、ワイヤレスデータを提供します。 
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WiMAX では、ケープルや DSL のような有線プロードパンドの代わりとして、ラ 
ストマイルプロードパンドアクセスの提供が可能です 。 IEEE 802.16標準に基づ 
く WiMAX は、 WirelessMAN とも呼ばれ、基地局との直接的な見通し内環境を 
必要とせずに固定接続およびポータブル接続を実現します。モパイルワイヤレス 
プ□ー ドパンドは、近い将来サボートされることが見込まれています。 

WPAN 

0 ! メモ： WPAN は、一部のコンピュータではサポートされていません。 

ワイヤレスパーソナルエリアネットワーク （ WPAN ) は、個人の作業場所を中心 
としたワイヤレスデパイスの相互接続に役立ちます。 

WPAN テクノロジは、短距離での通信をサポートします。新しい標準 IEEE 
802.15の基礎として使用されている Bluetooth は、 WPAN の一例です。 

ネットワークの管理 

ネットワークのセキュリティ保護 

ネットワークおよびコンピュータを外部の侵入から保護するには、ハッカーやス 
パイウェア、およびプライパシーの侵害からネットワークを保護するために利用 
できるインターネット対策をインス!■'ールします。 


ルーターのセキュリ ネットワークのルーターが保護されていないと、ハッカーはプ 
ティ保護 □ー ドパンドインターネット接続を介してお使いのコンピュー 

夕にアクセスすることができます。 

ネットワークのセキュリティを向上するには、ネットワークの 
名前とシステム管理者パスワードをルーター設定ソフトウェア 
で固有の値に変更し、システム管理者パスワードを定期的に変 
更します。 

ルーターをセットアップしたら、データの暗号化を有効にし 
ます。ルーターでデータの暗号化をセツトアップするには、お 
使いのルーターの設定用ソフトウェアを使用して<ださい。 
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フアイアウオールの 
セットアップ 

ファイアウォールは、ネットワークの外側からの不正アクセス 
からネットワーク内のコンピュータを保護するのに有用です。 
また、ファイアウォールによっては、スパイウェアソフトが 
インターネットを介して不正な第三者へ情報を送信する揚合に 
あるよ〇な、ネットワーク内部からの不正な情報の転送を制限 
するちのちあります。 

Windows Vista および Windows XP オペレーティングシス 
テムには、ファイアウォールが組み込まれています。 

Windows ファイアウォールが有効であることを確認するに 
は、次の操作に従って<ださい。 

1 Start (スタート）-^ Control Panel (コントロールパネ 
ノレ）一> Network and Internet connections (ネット 
ワークとインターネット接続）の順にクリックします。 

2 Windows Firewall ( Windows フアイアウオール）アイ 
コンを選択します。 

3 Firewall (ファイアウォール）オプションが無効となってい 
る揚合は、このオプションを選択してファイアウォールを有 
効にします。 

最新ソフトウェアの 
使用 

ソフトウェア会社では、各製品を定期的にアップデートして、 
セキュリティの修正を行います。お使いのインターネットプラ 
ウサおよびオペレーティングシステムの最新パージョンをネッ 
トワーク上のすべてのコンピュータにインストールして、定期 
的にアップデートを確認します。 


ワイヤレス LAN ( WLAN ) のセキュリティ保護 


デフオルトのルーターシステ 
厶管理者パスワード設定およ 
びデフオルトのワイヤレス 
ネットワーク名 （ SSID ) の 
変更 


お使いのワイヤレスルーターでは、システム管理者パ 
スワードおよびワイヤレスネットワーク名 (Service 
Set Identifier ( SSID )) を使用します。これらは、 
ルーターの製造元により初期値に設定されています。 


ワイヤレスネットワークのセキュリティを向上させる 
ために、ネットワークの名前とシステム管理者パス 
ワードをルーター設定ソフトウェアで固有の値に変更 
し、システム管理者パスワードを定期的に変更します。 
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暗号化のセットアップ 

ワイヤレスルーターのセットアップ時に、データの暗 
号化を有効にします。最も一般的な暗号化標準は以下 
のとおりです。 

• Wired Equivalency Privacy ( WEP ) 

• Wireless Protected Access ( WPA ) 

• Wireless Protected Access 2 ( WPA 2) 

WPA および WPA 2 暗号化は、暗号化キーが動的に変 
化するため、パスワード基準のシステムよりち安全性 
が高いです。 

ネットワーク上のハードウェアはすべて同じ暗号化基 
準をサボートする必要があります。 

ルーターでデータの暗号化をセットアップするには、 
お使いのルーターの設定用ソフトウェアを使用してく 
ださい。 

MAC フイルタの 
セットアップ 

MAC フィルタを使用するためにワイヤレスルーターを 
設定すると、ルーターは指定された MAC アドレスを 
持つワイヤレスアダプタへのアクセスを制限します。 

1 Command Prompt (コマンドプロンプト）ウィン 
ドウを開いて、 ipconfig/all と入力します。 

2 ワイヤレスネットワークの接続で、 12 文字の 16 進数 
で示されている Physical Address (物理アドレス） 
のメモをとります。この値がコンピュータのワイヤレ 
スアダプタに割り当てられている MAC アドレスです。 

3 ネットワーク内の各コンピュータに手順 1 および手 
順 2 を繰り返し、コンピュータ固有のワイヤレスアダ 
プタの MAC アドレスを取得します。 

4 ワイヤレスルーターの設定プログラムを実行して、 
MAC フィルタオプションを有効にします。（このオプ 
ションは、「アクセスコント□ール」といった用語で 
設定されてし\る場合ちあります。） 

5 手順 2 および手順 3 で取得した MAC アドレスを入 
力します。 


ワイヤレスネットワークをセットアップする際は、ネットワーク内の各ワイヤレ 
スデバイスに同じ暗号化タイプおよび暗号化キーを指定します。 

パプリック W 卜 Fi ネットワーク（ホットスポット）の使用時のセキュリ 
テイの確保 

お使いのコンピュータをパプリックワイヤレスネットワークに接続する前に、お 
使いのコンピュータのネットワーク設定を構成して、セキュリティリスクを減ら 
します。 
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ソフトウェアのアップ 
デート 

パプリックワイヤレスネットワークを使用する前に、お使いの 
オペレーティングシステムおよびセキュリティソフトウェァ 
を、最新のセキュリティパッチとウィルス情報でァップデート 
します。 

ファイアウォールの使 
用 

Windows Vista または Windows XP オペレーティングシステ 
厶を使用している場合は、 Windows ファイアウォール機能が 
有効になっているかを確認します。245ページの「ファイア 
ウォールを使用したコンピュータの保護」を参照してください。 

お使いのオペレーティングシステムにファイアウォールが含ま 
れていない場合は、統合インターネットセキュリティソフト 
ウェアパッケージ、または最低でも独立式のファイアウォール 
ソフトウェアを購入してインストールします。 

ファイルとプリンタの 
共有の無効化 

パプリック Wi-Fi ネットワーク接続を使用する前に、ファイル 
とプリンタの共有を無効にします。 

1 Start (スタート） Control Panel (コント□—ルパネ 
ル）をクリックします。 

2 Security Center (セキュリティセンター）アイコンをダ 
ブルクリックして、 Windows Firewall (Windows ファ 
イアウォール）オプションをクリックします。 

3 Windows Firewall Settings (Windows ファイア 
ウォール設定）ダイア□グボックスの Exceptions (例外） 
タブを選択します。 

4 File and Printer Sharing (ファイルとプリンタの共有） 

のチェックを外してから、 OK をクリックします。 

Windows ネットワー 
クセキュリティ 設定を 
公共の遢所向けに設定 

初めてワイヤレスネットワークへ接続する際に、お使いのコン 
ピュータにネットワークの種類を指定してから、それに ( S じて 
ファイァウォールの設定を行う必要があります。セキュァネッ 
トワークではない公共の場所の場合は、 Public Place (公共 
の場所）オプションを選択します。 

Virtual Private 
Network (VPN) 
または安全®ホットス 
ポットワイヤレスサー 
ビスプ□パイダと契約 

パプリックワイヤレスァクセスを頻繁に使用する場合は、 

Virtual Private Network ( VPN ) サービス、または安全な 
ホットスボットワイヤレスサービスを契約して<ださい。 

パプリックワイヤレス 
LAN からは、オンラ 
インの金 ® 関連ウェブ 
サイトにアクセスしない 

前述のガイドラインにしたがっている場合でも、パブリックワ 
イヤレス LAN の使用時に、オンラインの銀行や証券のウェブ 
サイトにアクセスしないでください。 
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Dell Wi-Fi Catcher ™ ネツトワークロケータで 
ネットワークを検出する 

コンピュータによっては、ワイヤレススイッチが装備されているものもあります。 
お使いのコンピュータにワイヤレススイッチが搭載されているかどうか、まだは 
その場所については、お手元のマニュアルの「お使いのコンピュータについて」 

を参照してください。 


ワイヤレススイッチでは、 Dell Wi-Fi Catcher ネットワークロケータを使用し 
て、特に近辺のワイヤレスネットワークを取り込みます。 

ワイヤレスネットワークの取 D 込み 

コンピュータによっては、ワイヤレススイッチを使用して、近辺のワイヤレス 
ネットワークを取り込 C ことか!できます。ワイヤレスネットワークを取り込 C に 
は、ワイヤレススイッチを適所にスライドさせて、そのまま数秒間維持します 
(152 ページの「ワイヤレススイッチを備えだワイヤレスカードの有効化と無効 
化」を参照)。 

その他のコンピュータでは、取り込み用の別のポタン、まだはスイッチを使用す 
る場合があります。ワイヤレススイッチやボタンの使い方に関しては、マニュア 
ルに記載されだ手順に従ってください。 

Wi-Fi Catcher ネットワークロケータは、スイッチが有効で、 Wi-Fi ネットワー 
ク接続の制御が設定されてる限り、コンピュータが電源が入っている入っていな 
い、またはスリープモードであるという状態に関係なく機能します。 

<5^ メモ： このライトはコンピュータの電源がオフのときだけ点灯します。 

ネットワークロケータの有効化 

コンピュータがお手元に届いたとき、 Wi-Fi Catcher ネットワークロケータは無 
効かつ設定されていない揚合があるだめ、まずスイッチを有効にし、 VVi-H ネッ 
トワーク接続を制御するよう設定する必要があります。このタスクには、以下を 
使用できます。 

• Dell ControlPoint Lonnection Manaaer 

• セットアップユーティリティから利用できるシステム BIOS (295 ページの 
「セツトアップユーティリティ」を参照） 
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Dell ControlPoint Connection Manager 

Dell ControlPoint Connection Manager には、 Dell ControlPoint (DCP) 

アプリケーションからアクセスできます。 



\ DCP ァィコン 

Dell ControlPoint Connection Manager とは、コンピュータ上のひとつの揚 
所から、ネットワーク全体を管理することができるネットワーク接続アブ 1 ^ケー 
シヨンです。 ControlPoint Connection Manager を使用して、次のような 
ネットワークタイプを管理できます。 

• Wi-Fi 

• モパイルブロードバンド 

• ダイヤルアップ 

• Ethernet (または「有線」） 

• Bluetooth および UWB 

• GPS 

ControlPoint Connection Manager にアクセスして、お使いのコンピュータ 
の Wi-Fi ネットワーク□ケータを有効にして、機能の設定を行うには、以下の操 
作を行います。 

1タスクバーの ControlPoint アイコン （DCP アイコン）をクリックします。 

Dell ControlPoint ウィンドウが表示されます。 

2 Connection Manager (接続マネージャ）をクリックします。 
Connection ManaaerOverview (接続マネージャの概要）ウィンド 
ウが表示されます。 

3 Connection Manager Overview (接続マネージャの概要）ウインドウか 
ら、 Manage Connections (接続の管理）を選択して、手順に従います。 

ヘルプを参照するには、 Connection Manager (接続マネージャ）のヘルプ？ 
(疑問符）をクリックします。 


v 詳細情報 ： Dell ControlPoint アプリケーションの使い方に関しては、 
ControlPoint のメイン画面から利用できるヘルプを参照してください。 
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Intel® Active Management Technology を使用 
したネットワークコンピュータの管理 

ネットワーク管理者がネットワークコンピュータの管理を行えるように、デルで 
は、特定のシステムに、 Intel® Active Management Technology (Intel 
AMT まだは iAMT®) を採用しています。システム管理者は、このテクノロジに 
よって次の操作を実行で含ます。 

• コンピュータの電源が入っているかどうかに関わらず、ネットワーク上のコン 
ピュータ資産を発見および管理する。 

• オペレーティングシステムに障害が発生した後でもシステムの修復をリモー 
卜で行う（ソフトウェアまだはオペレーティングシステムに不具合が発生し 
た場合に、 Intel AMT を使用して、コンピュータへ修復を目的としてリ 
モートアクセスで含ます)。 

• ネットワークでソフトウェアとウィルス保護を最新の状態に保ちながら、侵 
入しよ〇とする脅威からネットワークを保護する。 

Intel® Active Management Technology の使用方法の詳細に関しては、 
『 Dell TM システム管理者ガイド』を参照してください。このガイドは、デルサボー 

トサイト support.jp.dell.com から入手できます。 
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概要 

インターネットとは、世界中の（個人および組織ユーザーの両方に対する）コン 
ピュータネットワークを接続する電子通信ネットワークです。インターネットは、 
世界中に及 /S (広範囲なコンピュータおよびサーバーの集まりをサボートするもの 
であり' 八イパーテキストリンク 、またはと呼ばれるプロセスを 
通じて、相互にリンクするドキュメントゆ情報ページ（ウェブページ）が含まれ 
ています。 

世界中のコンピュータ上に保存され、インターネットを介してアクセスできるこれ 
ら電子ドキュメントにより、ウェブ (World Wide Web) が構成されています。 

インターネットへの接続に必要なもの 

@ メモ： ISP および ISP が提供するオプションは国によって異なります。 

インターネットに接続するには、モデムまたはネットワーク接続、およびイン 
ターネットサービスプ□パイタ' (ISP) が必要です。 ISP では、次のようなイン 
ターネット接続オプションを1つまだは複数提供します。 

• 既存の電話回線を経由して高速のインターネットアクセスを提供する DSL 
接続。 DSL 接続では、インターネットにアクセスしながら同時に同じ回線で 
電話を使用すること力<できます。 

• 既存のケープルテレビ回線を経由して高速のインターネットアクセスを提供 
するケープルモデム接続。 

• 衛星テレビシステムを通じて高速のインターネットアクセスを提供する衛星 
モデム接続。 
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• 電話回線を経由してインターネットにアクセスできるダイヤルアップ接続。 
ダイヤルアップ接続は、 DSL 、 ケープル、衛星モデム接続に比べて速度がか 
なり遅 < なります。 

• ワイヤレスワイドエリアネットワーク （ WWAN ) またはモパイルプロー ド 
パンドテクノロジでは、広帯域の携帯電話技術を使用してインターネットに 
接続します。 

• ワイヤレスローカルエリアネットワーク （ WLAN ) 接続では、通信に高周 
波電波を使用します。一般に、ワイヤレスルーターは、コンピュータにイン 
ターネット信号を送信するブロードパンドケープル、まだは DSL モデムに 
接続されます。 

ダイヤルアップ接続をお使いの場合は、インターネット接続をセットアップする 
前に、コンピュータのモデムコネクタおよび壁の電話コンセントに電話線を接続 
します。 

DSL 、 ケープル、まだは衛星モデム接続を使用している場合、セットアップの手 
順についてはご契約の ISP または携帯電話サービスにお問い合わせください。 

インターネットサイト表示のためのウェブブラウザ 

インターネットを表示するには、ウェブページを表示するソフトウェアアプリ 
ケージヨン（プログラム）のウェブブラウザが必要です。ウェブページには、ハ 
イパーテキストマークアップ言語 （ html ) を使用するテキスト、グラフィック 
ス、音、および映像が含まれています。ウェブページには、ドキュメントがイン 
ターネット上の別の場所に保存されていても、ドキュメント間を移動できるリン 
クが含まれています。 

ウェブサイトは、個人、または組織が保持するウェブページがまとめられたもの 
です。 

ハイパーリンクが設定されたウェプページは、ウェプブラウザで読おことができ 
ます。さまざまなウェブブラウザが利用可能です。一般に使用されているブラウ 

ザは 、 Internet Explorer です。 

1特定のウェブサイトを表示するには、 Irrternel : Explorer アイコンをクリッ 
クして 、 lirternet Explorer 色開きま" 5"。 

2ブラウザが開いたら、ブラウザウィンドウの上部にあるアドレスパーをク 
リックして、ウェブアドレスを入力します。 


ウェブアドレス 


ウェプアドレス、まだ;は uniform resource locator ( URL ) は、ウェブサイト 
の場所を示しています。インターネット上のウェブページはそれぞれに URL を 
持っています。ウェプアドレスは一般的に http :// www . dell.com のような形 
式をとります。 
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0 詳細情報： インターネットおよびさまざまなインターネット接続形式 
の詳細に関しては、デルサボートサイト support . jp . dell . com で情 
報を検索して < ださい。 


インターネット接続のセットアップ 

インターネットに接続するには、モデムまだはネットワーク接続、およびイン 
ターネットサービスプ□パイダ CISP) が必要です。 

デスクトップ上にある既存の ISP のショートカットを使用してインターネット接 
続をセットアップするには、次の手順を実行します。 

1開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプ□グラムをすべ 
て終了します。 

2 Microsoft® Windows® デスクトップで ISP のアイコンをダプルクリック 
します。 

3画面の手順に従ってセットアップを完了します。 

メモ：ご契約の ISP 情報をご用意ください。 ISP に登録していない場合は、イン 
ターネットに接続するウィザードを利用すると簡单に登録できます。 

デスクトップに ISP のアイコンがない場合、まだは別の ISP でインターネット接 
続をセットアップしたい場合は、次の手順を行います。 

Windows Vista ® 

1開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプ□グラムをすべ 
て終了します。 

2 Start (スタート）©-^ Control Panel (コント□—ルパネル）-> 
Network and Internet (ネットワークとインターネット）の順にク 
リックします。 

3 Network and Sharing Center (ネットワークと共有センター）の 
Connect to the Internet (インターネットに接続する）をクリックし 
ます。 

Connect to the Internet (インターネットに接続する）ウインドウが 
表示されます。 
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4 以下のように、希望する接続方法によって Broadband (ブロードパンド 
( PPPoE )、 Wireless (ワイヤレス)、または Dial-up (ダイヤルアップ） 

をクリックします。 

• DSL モデム、ケーブルテレビモデム、または衛星モデムを使用する場合 
は、 Broadband (ブロードバンド）を選択します。 

• ワイヤレス LAN カードを使用してワイヤレス接続を使用する場合は、 
Wireless (ワイヤレス）を選択します。 

• ダイヤルアップモデムや Integrated Services Digital Network 
( ISDN ) を使用する場合は、 Dial-up (ダイヤルアップ）を選択します。 

メモ：どの接続タイプを選択すべきか分からない揚合は、 Help me choose 
(選択についての説明を表示します）をクリックするか、ご契約の ISP にお問 
い合わせ < ださい。 

5画面の指示に従って、 ISP から提供されたセットアップ情報を使用してセッ 
トアップを完了します。 

Windows ® XP 

1開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプログラムをすべ 
て終了します。 

2 スタート4コント□ー ルパネル d ネットワークとインターネッ 

卜接縞 の順にクリックします。 

3 インターネット接統のセットアップや変更を行〇 をクリックします。 

4 設定を クリックします。 新しい接紙ウィザード ウィンドウが表示されます。 

5 次へ をクリックします。 インターネットに接鐃する を選択し、 次へ をク 
リックします。 

6 接嫌を手動でセットアップす るをクリックし、次へをクリックします。 

7以下のように、希望する接続方法によって プ□ー ドパンド （ PPPoE )、 
ワイヤレス、 または ダイヤルアップを クリックします。 

• DSL モデム、ケープルテレビモデム、または衛星モデムを使用する場合 
は、プ □ー ドパンドを選択します。 

• ワイヤレス LAN カードを使用してワイヤレス接続を使用する場合は、 
ワイヤレス を選択します。 

• ダイヤルアップモデムや Intea rated Services Digital Network 
( ISDN ) を使用する場合は、ダイヤルアップを選択します。 

0 ： メモ：どの接続タイプを選択すぺきか分からない場合は、選択についての説 
明を表示しますをクリックするか、ご契約の ISP にお問い合わせ<ださい。 

8画面の指示に従って、 ISP から提供されたセツトアップ情報を使用してセツ 
トアップを完了します。 
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インターネットへの接続に関する問題のトラブ 
ルシューティング 

インターネットへの接続において問題がある場合は、ご契約しているインター 
ネットサービスプロパイダの情報ゆ接続用ハードウェアに同梱されていた情報を 
参照してください。 

過去にインターネットに正常に接続できていたのに接続できなくなった揚合 、 ISP 
のサービスが停止している可能性があります。サービスの状態について ISP に確 
認するか、後でも〇_度接続してみてください。 

ウェブブラウザの設定 

ブラウザの設定を変更して、ウェブブラウザを便利に安全に調整することができ 
ます。だ;とえば、 Irrternel: Explorer の設定を変更するには、次の手順を実行し 
ます。 

• Irrternel: Explorer を開いて、 Tools (ツール）-> Internet Options 

(インターネットオプション）をクリックします。 


まだは 


• Start (スタート） — Control Panel (コント□ールパネル）-^ 

Network and Internet Connections (ネットワークとインターネッ 
卜接続）- ^Internet Options (インターネットオプション）とクリックし 
ます。 

Internet Options (インターネットオプション）ウィンドウが表示されます。 
このウィンドウを使用して、次のよろな特定の機能の設定を行います。 

• ブラウザのホームページ 

• ウェブページのデザイン 

• ブラウザ履歴 

• ユーザー 補助オプション 


ブラウザホームページの設定 

ブラウザのホームページ（最も頻繁に使用するページ）を設定すると、 Internet 
Explorer を開く度に同じページが表示されます。 

1 Start (スタート） Control Panel (コント□ールパネル） — 
Netowork and Internet Connection (ネットワークとインター 
ネ ッ 卜接続） -^Internet Options (インターネットオプション）とクリッ 
クします。 

2 Internet Explorer を使用する度に最初に開くサイトのウェプアドレスを入 
力します。 
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ブラウザにおけるウ X プページの表示方法の設定 

ウェブページの一般的なデザインは、色、言語、フォントおよびユーザー補助機 
能を使用して変更で含ます。 

1 Start (スタート）-^ Control Panel (コントロールパネル）-> Nework 
and Internet Connection (ネットワークとインターネット接続）- > 
Internet Option (インターネットオプション）とクリックします。 

2ウェブページのデザインを制御するボタンを探します。変更を行〇機能のボ 
タンをクリックします。 


色 

色の選択ウィンドウから、テキスト、背景、およびハイパーリンク 
を変更できます。デフォルトは、黒色のテキスト、白色の背景、青 
色のハイパーリンク（表示済みのものは紫色）のシンプルな 
Windows の色設定が指定されています。 

1 Use Windows Colors (Windows の色を使用する）のデフォ 
ルトチェックボックスのチェックを外すと、色のフィールドがグ 
レー表示でなくなります。 

2テキストカラーパレットをクリックすると、色のボックスが利用で 
きるよ5になります。 

3 OK をクリックします。 

メモ：テキストと背景の色を似たような色に変更すると、テキスト 
が大変読みづらくなります。 

メモ：ウェブぺージによっては、各ユーザーの設定よりも優先され 
る色設定が事前に設定されているものもあります。 

言語 

特定の文字を適切な言語で表示するために言語を設定できます。 

フオント 

フォントとは、テキストのサイズ、形式、およびスタイルを示します。 
目的のフォントを選択します。 

テキストサ 
イズ 

次のキーでテキストサイズを大吉<、または小さ<します。 

< Alt > と < v > を押します。 

Text Size (テキストサイズ）をクリックすると、サイドメニュー 
で最も大きいサイズから小さいサイズまで即座に調整できるよ5に 
なります。 

最も大きなサイズにテキストを変更してもウェプページ上のテキス 
卜が読みづらい場合は、ウィンドウの右側の下部にある Zoom 
(拡大）機能を試して<ださい。 
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拡大 

拡大機能を使用して、画面上のすべてのサイズを調整します。 


拡大するには、 < Ctrl > キーを押しながら、プラス （+) キーを押し 


ます。 


縮小するには、 < Ctrl > キーを押しながら、マイナス（-）キーを押 


します。 


ブラウザの表示履歴の記録方法を設定して領域を空ける 

Internet Explorer では、次に同じウェブページを訪問した際にグラフィックス 
のダウンロード処理を高速化するために、訪問したウェブサイトのログを保存し 
ます。その履歴ログが使用する領域の量を削除、まだは減らすことができます。 

1 Start (スタート） Control Panel (コント□ールパネル）-» 

Network and Internet Connections (ネッ トワークとインター 
ネッ 卜接続）-^ Internet Options (インターネットオプション）とク 
リックします。 

2 閲覧履歴のファイルを削除するには、 Delete (削除）をクリックします。 

または、領域の量を最小限にするには、 Settings (設定）をクリックします。 
3ファイルサイズ（メモリ内の MB 数）を減らすか、まだは閲覧履歴の情報 
保存日数を減らして、情報保存に使用する領域を制限します。 

インターネットウィンドウを開く数を制限してコンビュータの速度を上 
げる 

タブの使用により、同じブラウザウィンドウで同時に複数のウェブページを開く 
ことができます 。 Internet Explorer のインスタンスを複数同時に実行させる必 
要はありません。 

タプ機能で開くプ□グラムの数を制限することにより、コンピュータの処理の速 
度を上げます。 

1 Start (スタート） Control Panel (コント□ールパネル）-» 

Network and Internet Connection (ネットワークとインターネッ 
卜接続） -> Internet Option (インターネットオプション）とクリックし 
ます。 

2 Tabs (タブ）セクションで、 Settings (設定）をクリックします。 

3 Enable Tabbed Browsing (タブ閲覧の有効化）の隣にあるチェック 
ボックスをクリックして選択します。 

4 Enable Quick Tabs (クイックタブの有効化）チェックボックスをク 
リックして選択します。このオプションにより、開いているすべてのタブの 
画像が表示されます。 
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5 


Always open pop-ups in a new tab (ポップアップを常に新しい夕 
プで開く）をクリックします。 

この操作で、広告が新しいアドレスヘリダイレクトせずに現在使用している 
ウェブブラウザで開くようになります。 


6 Open links from other program (その他のプ□グラムから 1 」ンクを 
開く）セクションでは 、 A new tab in the current window (現在の 
ウィンドウに新しいタブを開く）をクリックします。この操作で、新しいプ 
ラウザを開かずに新しいタブにハイパーリンクが開きます。 

視力に障害がある方のためのューザー補助オプションの使い方 

視力に障害をお持ちの場合は、特定のウェブページ上の色やフォントを無視して、 
個人のウェブページの設定に優先するユーザー補助メニューを使用できます。 

いずれかのラジオボタンをクリックして、ユーザー補助機能を有効にするか、さ 
らに詳細なスタイルシート機能を使用します。スタイルシート機能では、ウェブ 
ページすべてに対して、事前に形式を設定したスタイルシートを使用できるよ a 
になります。 

インターネットセキュリティおよびプライバ 
シー 保護 

インターネットアクセス時のコンピュータのセキュリティの向上 

インターネットセキュリティを向上することはきますが、それにより利用できる 
すべての機能を参照することができなくなります。ただし、インターネットセ 
キュリティの設定を低くして、すべてを表示すると、コンピュータが危険にさら 
されます。 

1 Start (スタート ） Control Panel (コント□ールパネル）-> 

Network and Internet Connections (ネットワークとインター 
ネット接続）-> Internet Options (インターネットオプション）とク 
リックします。 

2 Security (セキュリティ）タブを開きます。 

3インターネットアイコンがハイライト表示されている状態で、このゾーンの 
セキュリティレベルを示す縦のスライドパーを使用して、インターネット 
ウェブサイトのセキュリティを上げたり、下げだりします。 
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セキュリティ ページでその他のアイコンをクリックすると、追加のセキュリティ 
オプションが開きます。 

1これら見出しのいずれかで Site (サイト）をクリックして、信用するサイ 
卜や制限するサイトを追加します。 

• 信用されたサイトはリストに追加されるため、それらサイトからの情報 
は安全であると判断されます。 

• 制限されたサイトでは、コンピュータに損害を与える可能性があるウェ 
プサイトを追加できます。 

2サイトのウェブアドレスを入力して、 OK をクリックします。 

インターネットアクセス時のプライバシー保護 

プライパシーは、他のウェブページがコンピュータにどのような影響を与えるの 
かに関係します。ウェブサイトを訪問する度に、ウェブページとコンピュータプ 
ラウザ間である量の相互作用が発生します。 

ウェブサイトによっては、その他のウィンドウにポップアップ広告が表示される 
こともがあります。ウェブサイトへの訪問により、 cookie がコンピュータに保存 
されて、トラックされることもあります。 

次の操作でセキュリティとプライパシーを保護します。 


アンチウィルスおよびアンチスパ 
ィウエア保護プログラムの使用 

174ページの「アンチウィルスプログラムの使 
い方」および176ページの「スパイウェアおよ 
びマルウェアの感染防止」を参照して<ださい。 

ファイアウォールのインストール 

174ページの「ファイアウォール」を参照して 
ください。 

スパ厶およびフィッシング詐欺 
からの保護 

177ページの「スバ厶」および177ページの 
「フィッシング詐欺」を参照してください。 

ポップアップおよび cookie の 
制御 

178ページの「ポップアップの制御」および 

183ページの 「 Cookie のプロックおよび削除に 
よるプライパシーの保護」を参照して<ださい。 

安全なシヨッビング技術の使用 

178ページの「インターネットでの安全な 
ショッピング」を参照してください。 


ウイルス 

ウィルスとは、データおよびシステムプログラムに損害を与え、安全情報を危険 
にさらしてコンピュータを攻撃するプログラムです。これらウィルスは、ダウン 
□ー ドしたファイルや、 E - メールの添付ファイルで受信したファイルに付属して 
くる場合があります。 
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アンチウィルスプログラムの使い方 

アンチウィルスプ□グラムを使用して、ウィルスからコンピュータを保護します。 
—般的なアンチウィルスプログラムは 、 Norton AntiVirus および McAfee 
VirusScan です。これらプログラムは両方とも、定期的にコンピュータのウィル 
スをチェックして、疑いのあるプログラムゆデータを隔離します。 

アンチウイルスプログラムは、 デルサポートサイト support.jp.dell.com から 
入手で含ます。 


アンチウィルスプログラムのアップデート 

新しいウィルスが毎日発見されているため、お使し UD アンチウィルスプログラム 
を最新の状態にしておきます。お使いのアンチウィルスプ□グラムのアップデー 
卜を定期的にチェックします。アンチウィルスプ□グラムによっては、インター 
ネットに接続すると自動的にアツプデートを行うことができるものがあります。 


ファイアウォール 

f 

ファイアウォールは、 Windows オペレーティングシステムにおける追加のセ 
キュリティ機能です。ファイアウォールは、さまざまな信用レベルを持つデータ 
がコンピュータネットワークを通過できるように設定されているソフトウエアデ 
パイスです。 

ファイアウォールの基本タスクは、さまざまな信用レベルのコンピュータネット 
ワーク間におけるトラフィックの流れを管理することです。 


例： コンピュータネットワークの一般例は以下の通りです。 
• インターネット（信用されていないゾーン） 

• 内部ネットワーク（信用が高いタイプのゾーン） 


ファイアウォールをセットアップするには、次の手順を実行します。 

1 Start (スタート） Control Panel (コント□—ルパネル）-^ 

Network and Internet Connections (ネットワークとインター 
ネット接続） Internet Options (インターネットオプション）と 
クリックします。 

または 

Start (スタート） -4 Control Panel (コント□—ルパネル）-^ 

Security Center (セキュリティセンター） -^Windows Firewall 

( Windows ファイアウォール）とクリックします。 
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2 Change Settings (設定の変更）をクリックします 。 Windows 

Firewall Settings (Windows ファイアウォール設定）ウインドウが表 
示されます。 

General (全般）タブには 、 On (有効）および Off (無効）の2つの 
設定が表示されます。左側のシールドには、 千 T ックマークが付いだ緑色 
のアイコン （On (有効)）が、まだは x が付いだ赤色 のアイコン (Off 
(無効)）が表示されます。 

Windows ファイアウォールを On (有効）（描奨）に設定すると、その他 
のオプションを選択できます。 Don ’ t allow exceptions (例外を許可 
しない）チェックボックスを使用できるよいになります。 

3セキュリティ設定を上げるには、 Don ' t allow exceptions (例外を許 
可しない）チェックボックスにチェックを入れます。 Windows ファイア 
ウォールは、プログラムをプロックする度にメッセージを通知します。 
Windows Fire Wall (Windows ファイアウオール）ウインドウには、セキュ 
リティ設定をカスタマイズできる複数のタブが提供されています。 


General 

(全般）タブ 

General (全般）タブには、 On (有効）および Off (無効）の 

2つの設定が'表示されます。 Windows ファイアウォールを On 

(有効）（推奨）に設定すると、 Don't allow exception (例外 

を許可しない）の選択ができるよろになります。 

Exception 

(例外）タブ 

Exception (例外）タブでは、 Windows ファイアウォールによ 
る干渉、またはプログラムをプロックしたメッセージの通知を行 
わずに、特定のプ□グラムの種類を操作できるよ〇にします。 

Advanced 

(詳細設定）タブ 

Advanced (詳細設定）タブでは、さらに特定の設定を行うこと 
ができます。 

• Network Connection Settings (ネットワーク接続の設 

定）タブでは、いずれかの、またはすぺての利用可能な接続タイ 
プに適用される Windows ファイアウォールのオプシヨンが提供 
されています。 

• Security Logging (セキュリティのログ）設定では、ド□ッ 
プされたパケットすベてのログや、成功した接続すぺてのログを 
指定したファイルに保存することができます。 

• Internet Control Message Protocol ( ICMP ) 設定では、 
ネットワーク上のコンピュータ間でエラーおよびステータス情報 
を相互に共有で巷ます。 

• Default Settings (規定の設定）では、 Windows ファイア 
ウォールの設定を完全に復元できます。このオプシヨンにより、 
ファイアウォールはデフォルト設定の状態に戻ります。 
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「 ' ヒント： Windows ファイアウォールをオンにするには、お使いのコン 
ピュータにシステム管理者として□グオンする必要があります。_ 


スパイウェアおよびマルウェア 

スパイウ T ア は.消費者をトラックして、特定のターゲットに狙いを定めた広告を 
行うのに使用される一種のコンピュータプログラムです。また、スパイウェアは、 

各コンピュータで保護されていない個人の情報を発見するのにち使用されます。 

マルウ T ア とは、コンピュータ上のデータやハードディスクドライプを破壊する 
ことを目的に作成されたソフトウェアです。マルウェアの中には、押したキーを 
すべて記録することによって、クレジットカードナンパーや銀行の取引情報を収 
集できるものもあります。 

スパイウェアおよびマルウェアは、コンピュータに害を与えたり、コンピュータ 
の情報を危険にさらす可能性があります。 

さまざまな症状により、スパイウェアの感染が示されます。次のような症状を 
チェックしま"§。 

• コンピュータのパフォーマンスが遅い 

• 通常のタスクが完了するのに時間がかかる 

• ウェブブラウザのホームページが変わる 

• インターネットに接続していなくてもポップアップが表示される 

スパイウェアおよびマルウェアの感染防止 

お使し彳のコンピュータがスパイウェアおよびマルウェアに感染することを防ぐさ 
まざまなオプションを利用できます。たとえば、アンチスパイウェアプログラム 
を使用して、コンピュータを保護し、チェックまだはクリーンアップを実行する 
ことができます。お使し ) のアンチスパイウエアプ□グラムが常に最新の状態であ 
ることを確認してください。 


ヒント： ファイルをダウン□ードする際は、信用できるウェブサイト 
を使用してください。インターネットで無償のファイルを取得する揚 
合は注意してください。 


て' 詳細情報： windows Vista に準拠したアンチスパイウェアおよびアン 
チマルウェアプログラムの詳細に関しては、 Microsoft ウェブサイト 
(microsoft.com) で Microsoft カタ□グを参照してくだ'さい。 
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( g ) 詳細情報：スパイウェアおよびマルウェアの詳細に関しては、 
Windows ヘルプとサポート （Start (スタート ） 〇 または 

Help and Support (ヘルプとサポート）をクリック） 
で次のトピックを参照してください。 

• 「Remove spyware Trom your computer」U ン ヒュー タから 

スパイウェアを削除する） 

• 「Using anti-malware software to help protect your 
computer (アンチマルウェアソフトを使用してコンピュータを 
保護する)」 

• 「When to trust a website 」 （ウェブサイトの信用条件） 


スパム 

スパムとは、チェーンレターや広告などを含£>\迷惑メールメッセージを示します。 
アンチスパ厶プ□グラムを入手して、受信するスパムの数を減らすことができます。 
ただし、これらプ□グラムは完全ではないため、通常の E - メールメッセージをブ 
□ックしてしまう可能性があります。 

アンチスパ厶プ□グラムはデルのウェブページから入手してください。 

フィッシング詐欺 

フィッシング とは.信頼できる企業から送信されたよ〇な、一見合法的な 
E - メールやテキストメッセージで情報を盗も a とする詐欺行為を示す用語です。 

クレジットカード番号などの個人情報を要求する E - メールやウェブサイトには注 
意してください。 

フィッシングフィルタを設定して、フィッシング詐欺から保護してください。 

メモ：この フィ ルタを使用するには 、 Internet Explorer のパージ ョン 7が必要と 
なります。 

1 Irrternel : Explorer を開いて、 Tools (ツール） Phishing Filter 
(フィッシングフィルタ）とクリックします。 

2 Turn on the Automatic Website Check (ウェブサイトの自動 
チェックを設定）をクリックして選択します。 

3 Phishing Filter Settings (フィッシングフィルタの設定）をクリック 
します。フィルタにより、インターネットオプションの Advanced (詳細 
設定）タブが開き、選択可能な設定を行います。 
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インターネットでの安全なショッビング 

詐欺行為の危険性を回避したり、簡単にアイテムを交換まだは返品するには、信 

頼できるオンラインストアと取引をすることが重要です。そのオンラインストア 

について詳しくない場合は、他のカスタマによるストアの評判や批評を読みます。 

オンラインショッピングを安全で確実なちのにするには、次の予防措置をとります。 

• 小売店のウ I ブサイトの信頼度を検証する 

• 有名なショッビングサイトかど〇か 

• そのウェブサイトがインターネットの信用組織に属しているか 

• そのウ I プサイトに関係のある人物と電話やその実際のメールアドレスで連 
絡をとることができるか 

• 製品情報や可用性が率直および誠実に表示されているか 

• 注文はどのくらい早く処理されるか 

• 送料は妥当か 

• 適切な返品まだは交換条件を提示しているか 

• ウェブサイトはユーザーおよび支払いデータに関して暗号化を使用して 
いるか 

• ウェブサイトに品質シールがあるかこれらシールは、セキュリティ基準に 
おいて外部評価が実施されていることを示します。 

ポップアップの制御 

1 Internet Options (インターネットオプション）ウィンドウで、 

Privacy (プライバシー)タブをクリックします。 

2 Pop-up blocker (ボップアップをプロックする）の隣のボックスにチェッ 
クが入っていない場合、ポップアップブロッカーは無効となっています。 

ボックスにチェックが入っている場合は、ポップアップブロッカーが有効に 
なっており、 Settings (設定）をクリックして、ボップアップブロッカー 
の詳細機能にアクセスできます。 

3 Settings (設定）をクリックします。 

4 特定のウェブサイトのポップアップを許可する例外領域にウェプアドレスを 
入力します。 

5 Notifications and Filter level (通知とフィルタレペル）セクション 
で、ポップアップがプロックされた際に音を出したし U 嘉合ゆ情報/一を表示 
させたし Ml 合に、2つのボックスにチェックを入れます。 

6 Filter level (フィルタレベル）ドロップダウンメニューで、 Low (低)、 
Medium (中)、まだは High (高）設定を選択して、プライパシーの程度 
を制御します。 
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不要な ツールバーの 制御 


ツールパー 



ツールパーは、ブラウザの上部に配置されており、ウェブページ間を移動するの 
に役立ちます。これらツールパーの多くは便利ですが、多数表示すると 、ウェブ 
サイトを表示するのに使用するブラウサの実サイズが小さくなってしまろ場合が 
あります。 

1 View (表示）をクリックします。 

2 Toolbars (ツールパー）をクリックします。その他のメニューが表示さ 
れ、ブラウザで利用できるツールパーがすべて示されます。ツールパーの隣 
のチェックは、そのツール/一が現在有効になっていることを示します。 

3ツールパーをクリックして、有効まだは無効にします。 

コンテンツアドバイザおよびペアレンタルコン 
トロ ール 

Internet Explorer では、インターネットからのコンテンツをプロックする機能 
があります。 

1 Start (スタート） Control Panel (コント□ールパネル）-^ 

Network and Internet Connections (ネットワークとインター 
ネット接続）-> Internet Options (インターネットオプション）とク 
リックします。 

2 Contents (コンテンツ）タブを開きます。 

3タブの一部にある Content Advisory (コンテンツアドパイザ）で、 
Enable (有効にする）をクリックします。 

ウェブサイトにアクセスするのにパスワードを要求することによって、特定のコン 
テンツタイプをプロックすることができます。選択を行う前にオプションの下に 
ある説明を参照してください。 


お気に入りウェブサイトのブックマークの作成 

頻繁に訪れるウェブサイトのプックマークを作成することによって、後でまた訪 
問する場合のだめにそのアドレスを保存します。 
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Irrternel : Explorer で、 Favorites (お気に入り）メニューを使用し、頻繁に訪 
れるウェブサイトのプックマークを作成します。追加するウ I プページで、 
Favorites (お気に入り） Add to Favorites (お気に入りに追加）とク 
リックします。 

お気に入りのプックマークのリストをフォルダに整理するには、次の手順を実行 
します。 

1 Favorites (お気に入り） -> Organize Favorites (お気に入りの整理） 
とクリックします。 

2新しいフォルダを作成するには、 Create Folder (フォルダの作成）を 
クリックします。 

3お気に入りリストの表示を変更するには、フォルダゆページをハイライト表 
示させて、 Rename (名前の変更）をクリックします。 

4ページをフォルダに移動するには、フォルダやページをハイライト表示させ 
て、 Move to Folder (フォルダへ移動）をクリックします。 

5お気に入りをリストから削除するには、フォルダゆページをハイライト表示 
させて、 Delete (削除）をクリックします。 

お気に入りリストを表示するには、 Favorites (お気に入り）メニューをクリッ 
クすると、ドロップダウンリストに以前に選択したお気に入りがすべて表示され 
ます。まだ、この機能は、 < Alt > と < a > キーを一緒に押しても実行できます。 

インターネットで情報の検索 

インターネット上で、ウェブアドレスがわからない状態で、情報（ウェブページ） 
を検索する必要がある場合は、検索エンジンを使用して情報の検索を行ろことが 
できます。 

検索エンジンは多くの中から選択できます。検索エンジンは、それぞれに特色を 
持っています。各検索エンジンの使い方については、その検索エンジンのヘルプ 
セクションを参照してください。 

1一般的な検索エンジンにアクセスして、検索を行ろ用語や用語の組み合わせ 
を Search (検索）フィールドに入力します。 

2 < Enter > を押すか、 Go (開始）まだは Search (検索）（検索エンジンに 
よって異なります）をクリックします。 

関連するウ I プページの一覧が検索フィールドの下に表示されます。 


r ヒント： 情報を検索する際は、検索を絞り込みできるように、$鼓りが 
^ 正確であるか、および関連する具体的な用語を使用しているかを確認 
します。多くの検索エンジンでは、検索の絞込みのために詳細検索機 
能が提供されています。 
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インターネット通信プロトコル （TCP/IP) の 
設定の変更 

インターネットでは、特定の通信プ□トコルを使用して情報を共有します。選択 
したウェブサイトを（ウェブページにアクセスするために）クリックすると、次 
のよ a な通信プロトコルを通じてお使いのコンピュータに情報が送信（ダウン 
□ー ド）されます。 

TCP/IP (Transmission Control Protocol ( TCP ) および Internet Protocol 
( IP )) TCP / IP 用にお使いのコンピュータの設定を変更する必要がある場合があり 
ます。 


v 詳細情報： TCP/IP の設定の詳細に関しては、ご契約しているインター 
ネ ッ トサービスプ□パイダから配市されたマニユア)しを参照して < だ 
さい。また、インターネットの設定の詳細に関しては、 Windows ヘル 
プとサポート (Start (スタート） 〇 または^隱 —Help and 
Support (ヘルプとサポート）をクリック）を参照してください。 


ウェブページの印刷 

多くのウェブサイトでは、印刷がしやすいよ〇に印刷用のページが用意されてし、 
ます。ページを利用で含ない場合は、次の手順を実行します。 

1 File (ファイル）クリックします。 

2 Print Preview (印刷プレビュー）をクリックして、印刷物の表示と確認 
を行います。現在表示されているページの形式と、実際に印刷されるものが 
異なる場合があります。 

Print Preview (印刷プレビュー）画面では、次のようなその他の機能を利用で 
きます。 

• 同時に複数のページを表示させるには、最初のドロップダウンメニューをク 
リックします。 

• フレームからフレームに移動するには、2 つ 目のドロップダウン メニューを 
クリックします。多くのウィンドウが別のセクション（フレーム）に分割さ 
れているので、印刷されるセクションが、その他のブラウザから離れたフ 
レームに配置されることがあります。 

• 特定のページを拡大、まだは縮小するには、3つ目のドロップダウンメ 
ニューをクリックします。 
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空き容量の作成とコンピュータの保護 

ブラウザ履歴の削除 

ブラウザでは、訪問したウェブサイトをすべて記録しています。この機能は、同 
じウェブサイトへ移動する時間を少な<することを目的としています。ただし、 
これにより、セキュリティが危険にさらされたり、コンピュータのパフォーマン 
スにさえ影響を及ぼす可能性があります。ブラウサ履歴を削除することにより、 
その危険性を低下させ、コンピュータ上の履歴ファイルのサイズを減らすことが 
で含ます。 

1 Start (スタート） Control Panel (コント□ールパネル）4 
Network and Internet Connections (ネットワークとインター 

ネ ッ 卜接続）-^ Internet Options (インターネットオプション）とク 
リックします。 

2 ブラウザ履歴セクションで、 Delete (削除）をクリックします。 

インターネットー時ファイルの削除 

ファイルをコンピュータにダウン□ー ドすると、一時ファイルのスペースへ保存 
されます。これらファイルが大量に保存されると、コンピュータのリソースに損 
失を与える可能性があります。一時ファイルを定期的に削除することにより、 
コンピュータのパフォーマンスと速度を向上することができます。 

1 ウIププラウザを開き、 Internet Options (インターネットオプション） 
のタブを指定します。 

2 Temporary Internet Files (インターネットー時ファイル）セクション 
で、 Delete Files (ファイルの削除）ボタンをクリックします。 

一時ファイルフォルダのサイズの縮小 

Internet Explorer では、訪問した;ウェブサイトの□グと、インターネットー時 
ファイルの保存スペースが確保されています。その履歴ログが使用する一時ファ 
イルの領域の量を削除、まだは減らすことができます。 

1 Irrternel: Explorer で、 Internet Option (インターネットオプション） 
タブをクリックします。 

2 閲覧履歴のファイルを削除し、 Settings (設定）をクリックして、スペー 
スを最小化します。 

3 メモリ内の MB 数を減らすか、または閲覧履歴の情報保存日数を減らして、 
情報保存に使用する領域を制限します。 


182 I インターネットへの接続 



Cookie のプロックおよび削除によるプライバ 
シーの 保護 

Cookie とは、ウェブサイトを訪問した際にコンピュータ上へ保存される小さな 
マーカー（コードの一部）です。インターネット上の企業は、 cookie を使用し 
て、各社ウェブサイトへのアクセスをトラックします。 


Cookie によっては、単にウェブサイトを使し)ゆすくするだけのものもあります。 
たとえば、 cookie では、ウェブサイトのパスワード情報を保存することができる 
ため、パスワードを入力する必要があるのは、そのウェブサイトに初めて訪れた 
時だけとなります。一方で、 cookie を介して個人情報が営利目的に利用され、 
ユーザーのプライパシーが侵害される可能性があります。 

インターネットブラウザを開いて、 Options (オプション）タブをクリックし、 
ウェブブラウザの履歴で cookie を削除します。 Delete Cookies (Cookie の 
削除）ボタンを探して、クリックします。 

たとえば、 Internet Explorer で cookie を削除するには、次の手順を実行します。 

1 Internet Explorer を開きます。 

2 Tools (ツール）タブ-^ Internet Options (インターネットオプション） 
とクリックします。 

3 Temporary Internet Files (インターネットー時ファイル）セクション 
で、 Delete Cookies (Cookie の削除）ポタンをクリックします。 

まだ、次のようにプライパシーの設定を上げて、コンピュータに保存される 
cookie の数を制限することち可能です。 

1 Internet Options (インターネットオプション）ウィンドウで、 

Privacy (プライパシー）タブをクリックします。 

2 プライパシーの設定を上げて、許可する cookie の数を減らすには、縦のス 
ライドパーを上に移動します。または、プライパシーの設定を下げて、 
cookie がウェブページとインターネットブラウザ間を自由に通過できるよ 
うにするには、縦のスライドパーを： E に移動します。 

3すべての cookie をプロックするには、スライドパーを一番上に移動して、 
OK をクリックします。 


r \ ' ヒント： cookie をプロックすると、一部のウェブページが正しく表 
示されなくなる可能性が あります。 一部の Web サイトでは、ユー 
サー名、 パスワードなどの情報が cookie に格納され ます。 その 
cookie を削除した場合、そのサイトに次回アクセスしたときに、個 
人情報を再入力する必要が 生じます。 
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E - メ ール 
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新しい E - メールアカウントのセットアップ 

インターネット接続および E- メールサービスを使って、インターネット上で 
家族、友達、および同僚と E- メールメッセージを交換することができます。 
ほとんどのサービスプ□パイダの E- メールソフトウエアには、インターネットに 
接続して、 E- メールアカウントをセットアップできるインターネット接続ウィ 
サードが提供されています。 

インターネットサービスプ□パイダ （ISP)、 または□一カルエリアネットワーク 
(LAN) 管理者からの次の情報が必要となります。 

• アカウント名およびパスワード 
• 受信および送信 E - メールサーバーの 名前 

メモ： Windows Mail および Out 10 ok Express は、それぞれ Windows Vista® 

および Windows® XP のデフオルトの E- メールアプリケーションです。 


v 詳細情報： E- メールの使い方の詳細に関しては、 Windows ヘルプと 
サポート （Start (スタート） 攣 または Help and 

Support (ヘルプとサポート）をクリック）で、 I Getting started 
with e-mail ( E - メールをはじめるには)」を参照してください。 
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Windows Vista® 

Windows Mail (Windows メール）のアカウントを追加または削除するには、 
次の手順を実行します。 

1 Start (スタート） All Programs (すべてのプ□グラム ）4 

Windows Mail とクリックします。 


2 Tools (ツール） Accounts (アカウント）をクリックします。 

3 Add (追加）または Remove (削除）をクリックして、追加または削除す 
るアカウントのタイプを選択し、 Next (次へ）をクリックしてからオンラ 
インの手順に従います。 

Windows® XP 

Outlook Express で E - メールのアカウントを追加まだは削除するには、次の手 
順を実行します。 

1 スタート 4 すべてのプ □ グラム 4 Outlook Express の順に 

クリックします。 

2 ツール -^: P カウントを クリックします。 

3 インターネットアカウント ダイアログボックスで、 追加 または 削除を 
クリックします。 

4 メール を選択してインターネット接続ウィサードを開き、手順に従って 
E - メール、まだはニュースサーパーの接続を構築します。 

E - メールメッセー ジの管理と整理 

E - メールメッセージの管理および整理には、多くのオプションを利用できます。 
たとえば、複数の E - メールフォルダをセットアップしたり、 E - メールのルール 
およびフィルタを設定したり、迷惑メールを削除できます。 

Windows Vista 

E - メールフォルダを追加するには、次の手順を実行します。 

1 Start (スタート） All Programs (すべてのプ□グラム） — 

Windows Mail とクリックします。 

2 File (ファイル） -> Folder (フォルダ） — New (新規）とクリックします。 

3 Folder name (フォルダ名）ボックスにフォルダの名前を入力します。 

4 Select the Tolder in which to create the new folder Q ノ オルク 

を新規作成するフォルダの選択）リストで、新しいフォルダを保存するフォ 
ルダをクリックします。 
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@ 詳細情報： フォルダの削除ゆ切り替えの詳細こ関しては 、 Windows 
ヘルプとサポ-卜 (Start (スタ-卜 ） 〇 または Help 
and Support (ヘルプとサポート）をクリック）を参照してください。 


E- メールのルールを作成するには、次の手順を実行します。 

1 Start (スタート） All Programs (すべてのプ□グラム）-> 

Windows Mail とクリックします。 


2 ルールのペースとするメッセージをクリックします。 

3 Messaae (メッセージ ） Create Rule from Message (メッセージ 
からルールの作成）とクリックします。 

その後で、多くのオプション（「ルール」）から選択を行〇ことができます。 
これにより、今後、ルールのベースとして使用した E - メールに適合する 
「状態」の E - メールを新しく受信した場合にその E - メールをどのよ〇に処 
置するかを管理で含ます。 


6 、，例 ： Where the from line contains (差出人にユーザーが含まれて 
いる場合）条性を使用して、特定のエンティティから受信した 
(または From (差出人）フィールドに指定した言葉が含まれる） 

メッセージすぺ てを指定した E - メール フォルダに自動的に ソート 
および保存できるよラに、ルールを設定できます。 


詳細情報： E - メールのルールの 変更、またはダウン □ー ドした 
E - メールメッセージにルールを 適用する方法の詳細に関しては、 
Windows ヘルプとサポート (Start (スタート） P または 

• 4 Help and Support (ヘルプとサポート）をクリック） 
で 、 「Organize e-mail using rules and tolders (ノレーノレとフォノレタ''を 
使用した E - メールの整理)」を参照してください。 
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E - メールのメッセージを削除するには、次の手順を実行します。 

1 削除するメッセージを選択し、 Delete (削除）をクリックします。 

2複数のメッセージを選択する場合は、 < Ctrl > キーを押したまま削除する各 
メッセージをクリックします。次に、 Delete (削除）をクリックします。 

Windows XP 

E - メールフォルダを追加するには、次の手順を実行します。 

1 スタート j プ □ グラム -^ Outlook Express の順にクリック 
します。 

2 ファイル — フォルダ -> 新規作成と クリックします。 

3 フォルダ 名のテキストボックスに名前を入力し、新しいフォルダの場所を 
選択します。 

E - メールのルールを作成するには、次の手順を実行します。 

1 スタート i ワプ □ グラム -> Outlook Express の順にクリック 
します。 

2 メインウインドウで E - メールメッセージを選択します。 

3 メッセージ ウインドウで、 メッセージからルールの 作成をクリックします。 
これにより、差出人のユーザー名をベースにしだ単純な E - メールルールが 
作成されます。ただし、メッセージからのその他の情報は、ルールに含まれ 
ません。 

E - メールのメッセージを削除するには、次の手順を実行します。 

1 スタート 1 — プ □ グラム -^ Outlook Express の順にクリック 
します。 

2 メッセージリストで、メッセージをクリックしてハイライト表示します。 

3ツールパーで、 削除を クリックします。 


v 詳細情報： Outlook Express の詳■に関しては 、 Outlook Express ヘル 

プを参照してください。 


E - メールのセキュリティ保護 

受信した E - メールメッセージか f 安全であるかを確認する以下のオプションを利用 
できます。 

• E - メールサービスで、適切なセキュリティレベルを設定する （172 ページの 
「インターネットアクセス時のコンピュータのセキュリティの向上」を参照)。 

• スパムの削除。 
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• ウィルスおよびフィッシングに対する保護。 

• E - メールの添付ファイルを開封しない。 


V 詳細情報： E - メールメッセージのセキュリティ保護の詳細に関して 
は、 E - メールサービスプ□バイダのマニュアルを参照してください。 


スパムの削減 

受信する E - メールをソートするには、 E - メールソフトウェア （Windows Vista 
の揚合は Windows Mail ' まだは Windows XP の揚合は Outlook Express ) 

のセキュリティレベルを適切に設定します。 

Windows Vista 

1 Start (スタート）〇 All Programs (すべてのプ□グラム）-^ 

Windows Mail とクリックします。 


2 Tools ( ツール ） Junk e-mail Options ( ジャンク E - メールオプショ 

ン）とクリックします。 

3次の中から、目的の保護レベルを選択します。 

• No Automatic Filterina (自動フィルタなし)。ジャンク E- メール 
メッセージを完全にプロックしたくない揚合にこのオプションをクリッ 
クします。だ;だし 、 Windows Mail では、 Blocked Senders (プ 
□ックする差出人）リスト内のドメイン名や E - メールアドレスのメッ 
セージは引き続きプロックします。 

• Low (低)。ジャンク E- メールメッセージの受信が少ないため、最も 
明白なジャンク E - メールメッセージだけをプロックしたい揚合にこの 
オプションをクリックします。 

• High (高)。大量のジャンク E- メールメッセージを受信しているため、 
できるだけそれらをプロックしたし U 昜合にこのオプションをクリックし 
ます。ただし、ジャンク E - メールフォルダのメッセージを定期的に 
チェックして、一緒に移動しだ可能性がある正当な E - メールメッセー 
ジがないことを確認します。 

• Safe List Only (安全リストのみ)。 Safe Senders (安全な差出人) 
リストのユーザー、またはドメイン名からのメッセージだけを受信した 
し、揚合にこのオプションをクリックします。 Safe Senders (安全な 
差出人）リストに存在しないユーザーやドメイン名からの E - メール 
メッセージは、ジャンク E - メールメッセージとして扱われるため、 
メッセージを受信しだいユーザーとドメイン名がすべて Safe 
Senders (安全な差出人）リストに含まれていることを確認している 
揚合にのみこのオプシヨンを選択します。 
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.っ:.: 詳細情報： E - メールメッセージのスパムの削減の詳■に関しては、 
Windows ヘルプとサポート (Start (スタート）〇または 

動 — Help and Support (ヘルプとサポート）をクリック） 
で 、 「Block spam and other unwanted e - mail 」 （スパムおよびその 
他の迷惑 E - メールのブロック）を参照してください。 


Windows XP 

1 スタート Ifi / プ□グラム 4 Outlook Express の順にクリック 

します。 

2 ツール4オプションセキュリティ タブをクリックします。 

3 イメージのダウンロードで、 HTML E •メール内の画像およびその他外部 
コンテンツをプ□ックする をクリックします。 


V 詳細情報： E - メールメッセージのスパムの削減の詳細に関しては、 

Outlook Express へノレプの 「Viewing e-mail imaaes that are blocked 」 

(プロックされた E - メール画像の表示）を参照してください。 


ウイルスとフイッシング 

次のオプションから選択して、 E - メールメッセージをウイルスおよびフイッシン 
グから保護することができます。 

• アンチウイルスプログラムのインス!'ール。 

• E- メールメッセージをプレーンテキストで読 C 。 

• 添付ファイルが安全なソースから送信されたものであるかを確認する。 

• 拡張子 . exe の添付ファイルを開かない。 


<〇) 詳細情報： ウイルス保護の詳細こ関しては、246ページの「アンチウ 
イルスソフトウエアの使い方」を参照してください。 
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E - メールの添付ファイルのプロック 

E - メールサービスには、一般的に E - メールウィルスを広めるファイルタイプを 
自動的にプロックするものもあります。添付ファイルがプロックされると、それ 
を知らせる Information (情報）パーが表示され、プロックされた添付ファイ 
ルが一覧で表示されます。 

その他の E - メールサービスでは、プロックするファイルタイプを選択できます。 


0 詳細情報： E - メールの 添付 ファイルの 詳細に関しては、 E - メール サー 
ピスプ□パイダのヘルプ情報を参照してください。 


E - メールメツセージの表示 

1 デスクトップのアイコンをクリックするか、 Start (スタート）© All 
Programs (すべてのプログラム）とクリックして、 E - メール サービスの 
名前（だ;とえば 、 Windows Mail まだは Outlook Express など）をク 
リックして、 E - メール サービスを開きます。 

2 目的のメッセージが含まれているメールフォルダ (Inbox (受信トレイ） 
など）をクリックします。 

3 メッセージを表示するには、メッセージリスト内のメッセージをクリックし 
ます。 


v 詳細情報： Windows Mail で E - メールを表示する詳細こ関しては、 
Windows ヘルプとサポート (Start (スタート）•または 

■ Help and Support (ヘルプとサポート）をクリック） 
で 、 I View e-mail messages in Windows Mail (Windows Mail での 
E - メールメッセージの表示)」を参照してください。 


E - メ ールの送信 

E - メールメッセージを作成したら、その E - メールメッセージを受取人に送信す 
る準備をします。 

Windows Vista 

1 Start (スタート） ❹ All Proarams (すべてのプ□グラム）-^ 

Windows Mail とクリックします。 

2 File (ファイル） New (新規） Mail Message (メールメッセー 
ジ）とクリックし、新しいメッセージの作成ウィンドウを開きます。 
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3 To (宛先）ボックスで、主要な受取人それぞれの E - メールアドレスを入力 
します。 

4 Subject (件名）ボックスに、メッセージの件名を入力します。 

5 メインメッセージウインドウ内でクリックして、メッセージを入力します。 

6 メッセージをすぐに送信するには 、 Send (送信）をクリックします。 


v 詳細情報： Windows Mail で E - メールを送信する方法の詳細に関して 
は、ヘルプとサポート (Start (スタート） 搴 または mm — 
Help and Support (ヘルプとサポート）をクリック）で 、 「Write an 
e-mail message ( E - メールメッセージを書く）」を参照してください。 


Windows XP 

1 スタート Li/ プログラム — Outlook Express の順にクリック 

します。 

2 ツールバーで、 メールの作成と クリックします。 

3 宛先 ボックスで、受取人の E - メール名を入力します。 

4 件名 ボックスで、メッセージのタイトルを入力します。 

5 メッセージを入力してから、ツールバーの送信をクリックします。 


v 詳細情報： Outlook Express で E - メールを送信する詳細に関しては、 
Outlook Express へノレプで 「To send an e-mail message ( E - メ——ノレ 

メッセージを送信するには)」を参照してください。 


連絡先グループの作成（メーリングリスト） 

E - メールを複数の受取人に送信する揚合には、連絡先グループ（メーリングリス 
卜）が便利です。連絡先グループとは、 E - メールアドレスの一覧です。連絡先グ 
ループを作成することにより、 E - メールを1つ作成して、それを複数の受取人に 
送信することができます。 
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Windows Vista 

1Start (スタート） ❶ — All Programs (すべてのプ□グラム） — 

Windows Contacts とクリックします。 

2 ツールパーで、 New Contact Group (新しい連絡先グループ）をクリッ 
クして、 Group Name (グループ名）ボックスに名前を入力してから、 
Contact Group (連絡先グループ）タブおよび Contact Group 
Details (連絡先グループの詳細）タブのボックスに入力します。すべての 
ボックスに入力する必要はありません。作成する新しい連絡先グループにつ 
いて、必要な情報だけを入力します。 

3次のいずれかの方法で、連絡先を連絡先グループに追加します。 

• 既存の連絡先からグループにそれぞれ連絡先を追加するには、 Add to 
Contact Group (連絡先グループに追加）をクリックします。 

• 連絡先を新しく作成して、連絡先グループに追加するには、 Create 
New Contact (連絡先の新規作成）をクリックします。 

• 新しいユーザーを個別の連絡先には追加せずに、連絡先グループに追加 
するには、 Contact Name (連絡先名）および E-Mail ( E - メール） 
ボックスに適切な情報を入力してから、 Create for Group Only 

(グループだけに作成）をクリックします。 

4 連絡先グループの作成が完了したら、 OK をクリックします。 


v 詳細情報： E - メールメッセージの作成の詳細に関しては、ヘルプとサ 
ポート (Start (スタート） © または Help and 

Support (ヘルプとサポート）をクリック）で 、 「Create contact 
groups (mailing lists ) (連絡先グループ(メーリングリスト）の作 
成)」を参照してください。 


Windows XP 

1 スタートプ □ グラム — Outlook Express の順にクリック 
します。 

2 アドレスプックで、 グループを作成するフォルダを選択します。ツール 
ノ K 一の新規をクリックしてから、新しい グループ をクリックします。 

3 プ□パティ ダイア□グボックスが開きます。 グループ名 ボックスに、グ 
ループの名前を入力します。 
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4 次のいずれかの方法で、連絡先を連絡先グループに追加します。 

• アドレス プックの一覧からユーザーを追加するには、 メンバーの選択 
をクリックし、 アドレス プックの一覧から名前をクリックします。 

• アドレスプックに名前を追加せずに、ユーザーをグループへ直接追加す 
るには、 プ□パティ ダイアログボックスの下半分の箇所にユーザー名 
および E - メールアドレスを入力してから、 追加 をクリックします。 

• グループおよびアドレスプックの両方にユーザーを追加するには、 新し 
い連絡先 をクリックして、適切な情報を入力します。 

• ディレクトリサービスを使用するには、 メンバーの選択を クリックし 
てから、 検索を クリックします。ドロップダウンリストから、テキス 
トボックスの最後にある、ディレクトリサービスを選択します。 
アドレスを検索して選択すると、自動的にアドレスプックに追加され 
ます。 

5グループが定義されるまで、追加操作をそれぞれ繰り返します。 

E - メールメッセージのバックアップ 

ディスクスペースが增大する（まだは空き容量を增ゆす）場合に保護として、 

E - メールメッセージやその他のファイルをパックアップすることができます。 

Windows Vista 

1 Start (スタート） 〇 -> System and Maintenance (システムとメンテ 
ナンス ） Backup and Restore Center (バックアップと復元セン 
ター）とクリックします。 

2 Back up files (ファイルのパックアップ）をクリックしてから、ウィザー 
ドの手順に従います。管理者パスワードまだは確認を求められた場合は、パ 
スワードを入力するか、確認に®じます。 


v 詳細情報： E - メールメッセージのパックアップの詳細に関 4 ては、 
ヘルプとサポート (Start (スタート） a または ^ Help 

and Support (ヘルプとサポート）で 、 「Back up your files 
(ファイルのパックアップ)」を参照してください。 
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Windows XP 

1 スタートプ □ グラム — Outlook Express の順にクリック 
します。 

2 E - メールフォルダを選択します。 

3 ファイル — フォルダ 4 圧縮と クリックします。 

4フォルダをバックアップするには、フォルダをバックアップフォルダ、光学 
メディア、またはネットワークドライブにコピーします 。 Outlook Express 
の E - メールフォルダには、 .dbx の拡張子が付きます（たとえば、 Sent 
■tems.dbx )。 


( g ) 詳細情報： E - メールメッセージのバックアップの詳細こ関しては、 

Outlook Express へノレプ C 「To compact and back up e-mail rolders 

( E - メールフオルタ''の圧縮およびバックアップ)」を参照してください。 


E - メ ール 
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マルチメディア （ CD / DVD 、 

5.1 オーディオ、 MP 3、テレビ、 
デジタルカメラ、およびプロジェ 
クタ） 



概要 

ほとんどの Dell コンピュータには、データ、音楽、まだはビデオに使用できる 
CD / DVD プレーヤーまたはレコーダーが搭載されています。コンピュータによつ 
ては、デジタルカメラ、プロジェクタ、 MP 3 プレーヤー、およびテレビなどのそ 
の他のメディアデパイスにも接続できます。デジタル写真の表示および印刷 、 CD 
や DVD の再生、オリジナル CD の作成、ラジオの視聴、および MP 3 などのポー 
タプルメディアデパイスへのファイルのコピーを行うことができます。 


■ v 詳細情報： コンピュータをテレビに接続し、接続タイプに基づいた表 
示設定の調整を行ラ方法の詳細に関しては、209ページの「コン 
ピュータのテレピへの接続と表示設定の調整」を参照して< ださい。 
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CD 、 DVD 、 および Blu - rayDisc ™ メディア 

一部のコンピュータには、次の操作用のメディアボタンが装備されています。 

• さまざまなメディアの再生 
• データの転送およびパックアップ 
• エンターテイメント 

これらのボタンの使用方法に関しては、コンピュータに付属のマニュアルを参照 
してください。 

CD 、 DVD 、 または Blu-ray Disc メディアの再生 



スピンドルおよび（または）トレイ付きのドライプの場合 

1 ドライプの取り出しボタンを押します。 

2 トレイの中心にラベルの貼られている側を上にしてメディアを置き、スピン 
ドルにカチッとはめます。またはスピンドルがなし Ml 合はメディアをトレイ 
の上にのせます。 

3トレイをドライプに押し戻します。 

4マルチメディアボタンが装摘されているコンピュータの場合は、 再生 ボタン 
を押します。 

コンピュータによっては、自動再生選択ウィンドウが起動します。開いて表 
示する、まだは開いてデータの転送を行〇など、実行するタスクに対®する 
機能を選択します。 
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スロット付きのドライプの場合 



ドライプ開□部 


Q ) 注意： サイズや形状が標準外のディスク C ミニ CD やミニ DVD を含 C ) は、ドラ 
イプ損傷の原因となるので使用しないで<ださい。 



メモ： CD や DVD の再生まだ;は記録中は、コンピュータを動かさないで < ださい。 

1 プリインス!•'ールされた CD を取り出すには、取り出しポタンを押してくだ 
さい。取り出しポタンを場所は、コンピュータに付属のマニュアルで確認し 
てください。 

2 ラベル側を上にして、ディスクをドライプのス□ットに挿入します。 

3マルチメディアボタンが装備されているコンピュータの場合は、 再生 ボタン 
を押します。 

コンピュータによっては、自動再生選択ウィンドウが起動します。開いて表 
示する、まだは開いてデータの転送を行ろなど、実行するタスクに対®する 
機能を選択します。 

データを保存まだはコピーするメディアをフォーマットするには、お使いのコン 
ピュータに付属のメディアのソフトウェアを参照してください。 

@ メモ： メディアをコピーする際は、著作権法に基づいていることを確認して<だ 
さし、。 

CD 、 DVD 、 または Blu-ray Disc メディアのコピー 

1 Start (スタート） -> All Programs (すべてのプ□グラム） -» <vour 
CD/DVD software 〉 (お使いの CD/DVD ソフトウェア）-^ Projects 
(プロジェクト）4 Copy (コピー）とクリックします。 

2 ディスクをコピーします。 
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シングルディスクドライプの遢合は、次の手順を実行します。 

a ソースディスクをドライプに挿入します。 

b 設定が正しいことを確認してから、オンラインの手順に従います。 

コンピュータがソースディスクを読み取り、ハードディスクドライプの 
—時フオルダにそのデータをコピーします。 


c プロンプトが表示されたら、ドライプに未使用のディスクを挿入して、 
OK をクリックします。コンピュータが、一時フォルダのデータを未使 
用のディスクにコピーします。 

デュアルディスクドライプの遢合は、次の手順を実行します。 

a ソースディスクのドライプを選択します（その後、ディスクを挿入し 
ます)。 


b 2つ目のディスクドライプに未使用のディスクを挿入して、ディスクを 
コピーする手順に従います。 

コンピュータが、ソースディスクのデータを未使用のディスクにコピー 
します。ソースディスクのコピーが完了しだら、自動的にイジェクトさ 
れます。 


r ，ヒント： お使いの CD / DVD 作成ソフトウェアを起動して 、 〈create 
CD / DVD > ( CD / DVD の作成）プロジェクトを開き、 Microsoft ® 
Windows ® エクスプローラを使用してファイルをディスクへドラッ 
グ&ドロップします。 

• 記録の練習には、未使用のディスクを使用してください。 

• お使いの CD / DVD ソフトウェアではオーディオ DVD を作成で 
きない場合があります。お使いのコンピュータにインストール 
されているメディアソフトウェアについては、製造元の手順を 
ウェブサイトで参照してください。 

• Roxio ソフトウェアをインストールしている場合は、 
www . sonicjapan て o . jp の Roxio ウェブサイトを参照してくだ' 
さい。また、その他の情報については、 blu - raydisccom の 
Blu-ray Disc ™ Association ウェブサイトを参照してくだ'さし、。 
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5.1 オーディオ 

メモ： 5.1 オーディオは、一部のコンピュータではサポートされていません。 

5_1 は、多くのサラウンドサウンド構成におけるオーディオチャネルの数を表し 
ています。 5 は、5つの主要オーディオチャネル、すなわちレフトフロント、 
センターフロント、ライトフロント、レフトサラウンド、およびライトサラウン 
ドを表し、1は□ーフリケンシーエフェクト （ LFE ) チャネルを表しています。 
5.1 信号は、光学メディアまたは衛星テレビチャネルで使用されます。 

5.1 オーディオ接続のセットアップ 

5.1 オーディオ接続をセットアップするには、次の手順を実行します。 

Start (スタート）〇 — Control Panel (コント□—ルパネル）-> 
Additional Options (その他のオプション）の順にクリックします。 IDT 
Audio Control Panel ( IDT オーディオコント□ールパネル）を実行します。 
Jacks (ジャック）タブには、3つのコネクタアイコンがあります。指示に従つ 
て、セットアップを完了させてくださし、。 

1 マイク□フォンアイコンをクリックして、 Device: Rear Speakers 
(デパイス：背面スピーカ）を選択し、背面スピーカケープルをオーディオ 
入力/マイク□フォンコネクタに差し込みます。 

2中央のヘッドフォンアイコンをクリックして、 Device: Center/LFE 
Speaker (デバイス：センター / LFE スピーカ）を選択し、センター/ 

ウーハースピーカケープルを中央のオーディオ出力/へッドフォンコネクタ 
に差し込みます。 

3 右側のへッドフォンアイコンをクリックして、 Device: Front Speaker 
(デパイス：フロントスピーカ）を選択し、フロントスピーカケープルを右 
側のオーディオ出力/へッドフォンコネクタに差し込みます。 


ポータブルメディアデバイス （ MP 3 プレーヤー) 
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て' 詳細情報：お使いのコンピュータへのポータブルメディアデパイスの 
接続、およびポータブルメディアデパイス （ MP 3 プレーヤー）の再 
生の詳細に関しては、デバイスに付属のマニュアルを参照してくだ 
さい。また、 Windows ヘルプとサポート (Start (スタート ） 〇 
または Help and Support (ヘルプとサポート）を 

クリック）で 、 rilsing Windows Media Player (Windows Media 
Player の使い方)」を参照してください。 


コンピュータへのポータブルメディアデバイス （MP3 プレーヤー）の 
接続 

メディアデパイスをコンピュータに接続するには、メディアデパイスに付属の手 
順に従ってください。 

お使いのポータブルメディアデパイスとメディアプレイヤーの互換性を確認する 
には、お使いのメディアデパイスに付属の手順を参照してください。また、 
windowsmedia . com ウェブサイトも参照してください。 


ポータブルメディアデバイスと Windows Media Player の同期化セット 
ァップ 

Windows Media Player を使用して、お使いのメディアライブラリからポータ 
プルメディアデバイスへデジタルメディアファイルを同期させます。 

ポータブルメディアデバイスにコピーするファイルを保持するための十分な空き 
容量がある場合は、メディアプレイヤーは塵動お使いのメディアライプラリ 
と同期します。その後は、ポータブルメディアデパイスをお使いのコンピュータ 
に接続すると、メディアプレイヤーによってデパイスがアップデートされます。 
ポータブルメディアデバイスの記憶容量がコピーするファイルを保持するのに十 
分なサイズではない場合、メディアプレイヤーは手動同期にデフォルト設定され 
ます。この時点で、ファイルをデバイスから手動で削除し、選択したコピーする 
ファイルを変更する必要があります。 

メディアプレイヤーでは、同期操作を自動と手動に切り替えることができます。 

ポータブルメディアデバイスの初めてのセットアップ 

メディアデパイスを初めて接続する際は、メディアデパイスの記憶容量によって、 
メディアプレイヤーでデバイスが最適に動作する同期機能を選択します。 


202 I マルチメディア 





1 ポータブルメディアデパイスを起動してから、デパイスをコンピュータに接 
続します。プロンプトが表示されたら 、 Windows Media Player を使用し 
て、デバイスを同期するオプションを選択します。 

2次の a ちのいずれか1つを実行します。 

• メディアプレイヤーが自動的にデパイスを同期するよう選択した場合 
は、 Finish (完了）をクリックします。 Finish (完了）をクリックす 
ると、メディアプレイヤーはライブラリ全体とポータブルメディアデパ 
イスを同期化します。その後は、ポータブルメディアデバイスをコン 
ピュータに接続するたびに、自動的に同期します。 

• メディアプレイヤーが自動的にデパイスを同期するよう選択した場合 
は、 Finish (完了）をクリックします。次に、 Sync (同期）タブで 
ファイルを選択し、同期をとるリストを再生します。 


オーディオおよびビデオファイルのポータブルメディアデバイスへの 
コピー 

Copy to CD or Device ( CD またはデバイスにコピー）機能を使用して、オー 
ディオおよびビデオファイルを Media Library (メディアライプラリ）から 
ポータブルメディアデパイス、まだはスト レー ジカードにコピーします。 

まだ、インターネットからダウン□ー ドした、まだは CD からポータブルメディ 
アデバイスにコピーしたライセンス付きファイルをコピーすることも可能です。 
ライセンス付きファイルをコピーするには、ポータブルメディアデバイスで、 

ハードウエアのシリアルナンパーが必要となる場合があります。コンテンツプロ 
パイダではファイルの所有権と再生権を定めており、ファイルによってはポータ 
プルデバイスにコピーしだ後で再生できなし U 昜合があります。 

ファイルをポータブルメディアデバイスにコピーすると、 Items to Copy (コ 
ピーするアイテム）ウィンドウの Status (ステータス）列に、 Inspecting 
(検査中)、 Converting/Converted (変換中/変換終了)、 Copying (コピー 
中）、 Complete (完了）などのステータス情報が表示されます。 

Dell Travel Remote を使用したメディアの再生 
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Dell Travel Remote は 、 Windows Vista Media Center の制御を目的として 
おり、特定のコンピュータでのみ利用できます。 

1コイン型電池をリモートコント□ールに取り付けます。 

2 Windows Vista Media Center を起動します。 

3リモートコント□ールボタンを使用して、メディアを再生します。 


て詳細情報： Dell Travel Remote の詳細に関しては、デルサボートサイ 
卜 support.jp.deM.com を参照してください。また 、 Dell Travel 
Remote に付属の手順を参照してください。 


コンピュータの音量の調整 

1 タスクパーの Volume (音量）アイコンを右クリックします。 

2 Open Volume Mixer (ボリュームミキサーを開く）をクリックします。 
3スライドパーをクリックして上下にドラッグし、音量を上げたり、下げたり 
します。 

メディアソフトウェアからの S/PDIF デジタル 
オーディオの有効化 

コンピュータに DVD ドライプが搭載されており、デジタルオーディオ （ S / PDIF ) 
を利用で含る場合は、 DVD 再生用のデジタルオーディオを有効にできます。 

1 Start (スタート） All Programs (すべてのプ□グラム）をクリック 
して、 DVD プレーヤーのリンクをクリックします。 

2 DVD ドライプに DVD を挿入します。 

DVD の再生が始まった場合は、停止ボタンを押します。 

3 Settings (設定）-^ DVD ^ DVD Audio Setting (DVD オーディオ 

設定）とクリックします。 

4 Speaker Configuration (スピーカ設定）設定の横にある矢印をクリッ 

クしてオプションをスクロールし、 SPDIF オプションを選択します。 

5 Back (戻る）ボタンを一度クリックし、もう一度 Back (戻る）ボタンを 
クリックしてメインメニュー画面に戻ります。 
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Windows オーディオドライバでの S/PDIF 
デジタルオーディオの有効化 

1 タスクバーの Volume ( 音量）アイコンを右クリックします。 

2 Volume Control ( ボリュー厶コント □— ル）ウインドウで 、 Options 
( オプション ） Advanced Controls (I — ン調整 ） Advanced 

( 詳細設定）とクリックします。 

3チェックボックスをクリックして S/PmF Interface ( S/PDIF インタ 
フェース）を有効にします。 

4 Close ( 閉じる ） — 0K をクリックします。 

Cvberlink (CL) ヘッドフォンのセットアップ 

メモ： CL ヘッドフォン機能は、お使いのコンピュータに DVD ドライプが搭載さ 
れている場合にのみ有効です。 

お使いのコンピュータに DVD ドライプが搭載されている場合、 DVD 再生用へッ 
ドフォンでデジタルオーディオを有効にできます。 

1 Start ( スタート ） —All Programs ( すべてのプ □ グラム）をクリック 
して、お使いのコンピュータの DVD プレーヤーのオプションをクリックし 
ます。 

2 DVD ドライプに DVD を挿入します。 

DVD の再生が始まった場合は、停止ポタンを押します。 

3 Settings ( 設定 ）— DVD DVD Audio Settina (DVD オーディオ 

設定）とクリックします。 

4 Speaker Configuration ( スピーカ設定）設定の横にある矢印をクリッ 

クしてオプションをスクロールし 、 Headphones ( ヘッドフォン）を選択 
します。 

5 Audio listening mode ( サラウンド）設定の横にある矢印をクリック 
してオプションをスクロールし 、 CL Headphone (CL ヘッドフォン）を 
クリックします。 

6 Dynamic range compression ( ダイナミックレンジ圧縮）オプション 
の横にある矢印をクリックし、最適なオプションを選択します。 

7 Back ( 戻る）ボタンを一度クリックし、もう一度 Back ( 戻る）ボタンを 
クリックしてメインメニュー画面に戻ります。 
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コンピュータでのデジタルカメラの使い方 



デジタルカメラをコンピュータで使用する揚合には、次の中から1つまたは複数 
のタスクを実行できます。 

• カメラのピクチャの表示およびダウン□ー ド 

• ピクチャの修正および特殊効果の追加 

• ピクチャの印刷 

• ピクチャの整理 

• スライドショーの作成 


V 詳細情報： お使いのコンピュータでデジタルカメラを使用する方法の 
詳細に関しては、カメラに付属のマニュアルを参照してください。 
また、 Windows ヘルプとサポート (Start (スタート）〇または 
Help and Support (ヘルプとサポート）をクリック） 
で、デジタルカメラのトピックを検索して<ださい。 
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Windows Media Player の使い方 

Windows Media Player は、マルチメディアファイルの再生、記録、管理を行 
う Microsoft 社製のソフトウェアです 。 Windows Media Player は、以下の操 
作を含 S さまざまなアクティビティに使用できます。 

• オーディオファイルおよ:びビデオファイルを含 S デジタルメディアファイ 
ル、 CD 、 DVD 、 その他のメディアファイルおよび形式の再生 

• CD から音楽をコピーするのと同様に、独自の CD および DVD を焼く 
(作成） 

• ラジオの視聴 

• デジタルメディアファイルの検索および管理 

• ポータブルデバイスへのファイルのコピーと同期化 

• デジタルメディアオンラインのショッピング 


你 詳細情報： Windows Media Player の使い方の詳細に関しては、 
Windows ヘルプとサポート (Start (スタート ） 〇 または 

• j Help and Support (ヘルプとサポート）をクリック） 
を参照してください。 
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コンピュータのテレビへの接続と 
表示設定の調整 



TV チューナーカードを使用した、コンピュータ 
からテレビへのアクセス 

TV チューブーカード（専用のビデオアダプタ）を使用して、お使いのコンピュー 
夕でテレビを表示および録画することができます。 TV チューナーカードは、お使 
いのビデオカードの代わりに使用するか、ビデオカードと一緒に使用します。 
お使いのコンピュータでのテレビの視聴と録画の詳細については、 TV チューナー 
カードに付属のマニュアルを参照してください。 

テレビまたはオーディオデバイスへのコン 
ピュータの i 妾続 

コンピュータをテレビに接続するにはさまざまな方法があります。以下の方法で 
接続できます。 

• VGA 

• 同軸ケープル 

• S ビデオ、 S ビデオ/コンポジット、 S ビデオ/コンポーネント 

• DisplayPort ™ 

• デジタルビデオインタフェース （ DVI ) またはハイデフィニションマルチメ 
デイアインタフエース （ HDMI ) 


コンピュータのテレビへの接続と表示設定の調整 I 209 






さらに、ビデオ接続を可能にするオーディオ接続方法は、標準のアナログ RCA 
ジャックと光ケーブルを使用した S / PDIF デジタルオーディオやマルチチャネルデ 
ジタルオーディオでは異なります。 

これらビデオおよびオーディオの接続オプションはコンピュータとテレビによつ 
て異なります。お使いのコンピュータとテレビの背面と側面をそれぞれ確認し、 
利用できるオプションタイプを決定します。 



S ビデオ 



コンポジットビデオ 


コンポーネントビデオ 


DVI デジタルビデオ 




〇 ==^=< H 


HDMI ビデオ/オーディオ 



DVI / HDMI コンバータ 



これらビデオやオーディオの接続で使用できる選択肢を理解するには、非常に多 
<の情報を検索する必要がある場合があります。 

お使いのコンピュータやテレビに付属のマニュアルを参照してください。イン 
ターネットで参照できるチュートリアルを利用することも可能です。 
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既に所有しているものと必要なものの確認 

お使し\のコンピュータをテレビやスピーカに接続する前に、以下を確認する必要 
があります。 

• コンピュータやテレビで利用できるコネクタのタイプ 

• 専用アダプタの有無（コンポジット、コンポーネント） 

• 接続に必要なケープルのタイプ 
• 実行する作業の内容 

この情報を用意しておくことにより、正しいコネクタゆアダプタ、およびケープ 
ルを使用して、正確に接続することができます。 


コンピュータのコネクタの識別 

お使いのコンピュータには、さまざまなビデオ出カコネクタや TV 出カコネクタ 
が装備されている場合があります。_ 

コネクタ 説明/機能 



S ビデオコネクタでは、テレビ/デジタルオーディオ 
アダプタケープルを使用して、デジタル/オーディオ 
対)6デパイスを接続できます。 


ErFFrEEp — 

0 


DVI コネクタでは、フラットパネルモニタやテレビ 
など、外付けの DVI 互換モニタを接続できます。 
DVI コネクタは、 DVI-D (デジタル専用）、 DVI-A 
(高解像度アナログ)、 DVI-I (デジタルとアナログ） 
に利用で含ます。 


メモ： DVI - A 、 DVI - D 、 および DVI - I コネクタは、互 
換性がありません。ケープルはそれぞれ専用のもの 
を使用します。お使いのコンピュータでサポートさ 
れている形式を確認して<ださい。 



DisplayPort を使用して、コンピュータとホームシ 
ァターシステムを接続することができます。詳細に 
関しては、53ページの 「 DisplayPort ™ - 機能およ 
び利点」および314ページの 「 DisplayPort ™」 を参 
照して < ださい。 
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コネクタ 


説明/機能 




0 


HDMI コネクタでは、外付けの HDMI 互換モニタや 
テレビを接続できます。 HDMI は、1本のケーブル 
で非圧縮のビデオとマルチチャネルオーディオを伝 
送します。 

メモ： DVI と HDMI は互換性があり、コンバータケー 
ブルを利用できます。お使いのコンピュータに HDMI 
コネクタが装備されておらず、テレビに DVI コネクタ 
がない揚合は、お使いのコンピュータの DVI コネクタ 
に DVI / HDMI コンバータケーブルを使用して、テレビ 
の HDMI ポートのコネクタに接続します。 

DVI コネクタはオーディオ信号を伝送しないため、 
オーディオ用のケーブルを別に接続する必要があり 
ます。 


VGA コネクタでは、外付けの VGA 互換モニタを接 
続できます。 


⑥ 


オーディオコネクタは、標準オーディオや S/PDIF デ 
ジタルオーデイオ、またはマルチチャネルアナログ 
オーディオへ接続できます。 

ヘッドフォン/ライン入カコネクタでは、ヘッド 
フォンをお使いのコンピュータへ接続できます。ま 
た、このコネクタで標準 オーデ イオをスピーカに接 
続することも可能です。 


ぐヒント：オーデイオを確認してください。お使いのコンピュータのス 
ピーカ以外で音を出す場合は、オーディオケーブルを接続します。 

S ビデオケープルは、通常映像のみを伝送します。ただし、 S ビデオ 
TV 出カコネクタで接続する特定のコンポーネントアダプタにスピー 
力接続用のオーディオポートが含まれている場合があります。 
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テレビのコネクタの識別 

テレビには、 S ビデオコネクタ、 DVI コネクタ、 HDMI コネクタ、まだは VGA 
コネクタなど各種の入力接続が装備されているものがあります。さらに、これら 
の各接続タイプに対し、複数のアクセスポートを持っているテレビもあります。 

メモ： お使いのテレビで利用できる接続タイプを確認するには、テレビに付属のマ 
ニュアルを参照して < ださい。 

お使し\のコンピュータをテレビに接続するには、選択したコンピュータのビデオ 
出カポート （ S ビデオ、 VGA 、 DVI まだは HDMI ) と対®するテレビのビデオ 
入カコネクタを接続する必要があります。 

詳細に関しては、テレビに付属のマニュアルを参照してください。 

ケープルとアダプタの適切な組み合わせの確認 

お使いのコンピュータとテレビで利用できるポートを確認したら、ケープルと 
アダプタの適切な組み合わせを決定します。 

• ビデオアダプタとケープル 

- VGA コネクタと VGA ケープル 

- 標準の S ビデオコネクタと S ビデオケープル 

- コンポジットビデオケープル付属のコンポジットアダプタ 

- コンポーネントビデオケープル付属のコンポーネントアダプタ 

- DVI ケープルまだは DVI / HDMI コンバータケープル付属の DVI 
コネクタ 

- HDMI ケープルまたは DVI / HDMI コンバータケープル付属の HDMI 
コネクタ 

- DisplayPort ケープルまたは DisplayPort / DVI コンパータケープル付 
属の DisplayPort コネクタ 

• オーディオアダプタとケープル 

- 標準アナログオーディオ 

- S / PDIF デジタルオーディオ 

- マルチチャネルアナログオーディオ 

お使いのコンピュータおよびテレビで利用できるコネクタによって、さまざまな 
構成でコンピュータをテレビに接続できます。 

メモ ：テレビまたはその他のオーディオデパイスとコンピュータを接続するビデオ 
ケープルとオーディオケープルは、お使いのコンピュータには付属していない場合 
があります。ケープルおよびテレビ/デジタルオーディオアダプタは、デルから購 
入できます。 

メモ： ビデオまだ;はオーディオアダプタやケープルがお使いのコンピュータに同梱 
されていた場合は、それらを使用して<ださい。アダプタやケープルは他のコン 
ピュータのちのと入れ替えたりしないで<ださい。 
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標準 S ビデオアダプタ 



マルチポートコンポジットアダプタ 



コンボジツ I 
アダプタ 


シングルポートコンポジットアダプタ 



コンポジット 

アダプタ 


コンポーネントアダプタ 


S ビデオ TV 出力 



コンポーネント 

アダプタ 
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ケーブル 


S ビデオ TV 出カコネクタケーブル 




HDMI ビデオケーブル 


DVI/HDMI コンバータケーブル 



テレビまたはオーディオデバイスへの 
コンピュータの物理的な接続 

コンピュータをテレビやオーディオデノ ゞ イスに接続する場合は、次のし\ずれかの 
組み合わせでビデオケープルとオーディオケープルをコンピュータに接続するこ 
とをお勧めします。 
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可能な構成に関するクイ ッ クリフアレンス 

メモ： これら構成はお使いのコンピュータゆテレビでサポートされているものとされ 
ていないものがあります。 

メモ： お使いのコンピュータやテレビに付属のマニュアルを参照して<ださい。 

Configuration 

備考 

S ビデォ 

• 標準オーディオ搭載の S ビデオ 
アダプタ 

• S ビデオアダプタおよびマルチチャネ 
ルアナ□グオーディオアダプタ 

標準 

一般に利用が可能で、接続が容易 

コンポジットビデオ 

• 標準オーディオ搭載のコンポジット 
アダプタ 

• S/PDIF デジタルオーディオ搭載の 
コンポジットアダプタ 

• マルチチャネルアブ□グオーディオ 
アダプタ付属のコンポジットアダプタ 

可能 

コンポーネントビデオや S ビデオよ 
り画質が悪い可能性がある 

コンポーネントビデオ 

• 標準オーディオ搭載のコンポーネン 
トアダプタ 

• S/PDIF デジタルオーディオ搭載の 
コンポーネントアダプタ 

• マルチチャネルアナログオーディオ 
アダプタ付属のコンポーネントアダ 
プタ 

推奨 


DVI ビデオ（デジタルビデオインタフェース） 

• 標準オーディオ搭載の D VI アダプタ 

可能 

コンポーネントビデオより画質が悪 
い可能性がある 

DisplayPort 

• 標準オーディオ搭載の 

DisplayPort/DVI コンパータ 

推奨 


HDMI ビデオ 

• 標準オーディオ搭載の HDMI/DVI 
コンパ ータ 

最適 

利用できない場合がある 
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基本の接続手順の実行 

1使用する接続タイプを決定します。 

2ビデオとオーディオの正しいアダプタとケープルを持っているか確認します。 
3テレビ、オーディオデバイス、コンピュータの電源を切ります。 

4選択した接続タイプに基づいて、ビデオのアダプタとケープルを接続します。 
5選択したビデオ接続に適切なオーディオケープルを接続します。 

6テレビと接続したいずれのオーディオデバイス（該当する場合）の電源を 
入れます。 

7コンボーネントドングルの AV 5や AV 6などテレビの入カビデオ信号モー 
ドを適切に選択します。入カビデオモードは接続タイプと適合させます。 
219ページの「テレビメニューから正しい入力信号の選択」を参照してくだ 
さい。まだ、テレビに付属のマニュアルも参照してください。 

8コンピュータの電源を入れます。 

9コンピュータとテレビをビデオケープルとオーディオケープルで接続する 
と、コンピュータでテレビを操作することが可能になります。 

表示の設定には以下のよろにさまざまな方法を利用で含ます。 

• ペンダーのビデオカードコント□ールパネルー推奨 

オペレーティングシステムのコント□ールパネルから、 Display 
(画面 ） Settings (設定 ） Advanced (詳細設定）とクリック 
します。 

次に、ビデオカードベンダーのタブを選択します。表示されるビデオ 
カードのコントロールパネルを使用して、表示設定を選択します。 

• フアンクシヨンキーの組み合わせ一 表示設定の選択に使用できますが、 

表示設定を行った後で表示を切り替えるのに最適です。 

目的の表示設定を選択するには、 < Fn > と < F 8> を押します。 

• オペレーティングシステムの画面のプ□パティメニュ -表示設定の 

選択に使用できますが、ビデオカードのペンダー設定とコンフリクトを 
起こす場合があります。 

Control Panel (コント □— ルパネル）から、 Display 
Properties (画面のプ□パティ ） Settings (設定）とクリック 
します。 

ベンダービデオカードのコントロールパネルによっては、テレビの表示設定 
を調整できる TV セツトアップウイザードが提供されているものがあります。 
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コンピュータがテレビを認識し、正常に動作していることを確認するには、 
以下の項目を参照してください。 

• 219ページの「テレビメニューから正しい入力信号の選択」 

• 229ページの「コンピュータとテレビの画面表示の有効化」 


10テレビ （画面のプ□パテイ メニューでは2番目のモニタとして表示）を以 
下のように機能するようにセットアップします。 

• クローン（コンピュータモニタと同じディスプレイとして表示） 

• 拡張画面（コンピュータモニタの表示領域を拡大） 

• プライマリモニタ（場合によってこのオプションの選択は不可） 

11テレビメニューにアクセスして、セットアップした物理的な接続に対®する 
入力信号を選択します。219ページの「テレビメニューから正しい入力信号 
の選択」を参照してください。 

12 S/PDIF デジタルオーディオを使用している場合は、コンピュータで S/PDIF 
デジタルオーディオを操作できるようにします （204 ページの「メディアソ 
フトウェアからの S/PDIF デジタルオーディオの有効化」と205ページの 
「Windows オーディオドライパでの S/PDIF デジタルオーディオの有効化」 

を参照)。 


ヒント 


処置 

注意 

表示設定の調整 

ビデオカードベンダーのコントロールパネルを使用して、 
表示設定を行います。これは、ビデオカードやテレビの画 
面解像度の調整に最も良い方法です。 

テレビとコンピュータの 
電源が切れている間の接縞 

1コンピュータおよびテレビの電源を切ります。 

2コンピュータとテレビを接続します。 

3テレビの電源を入れます。 

4次に、テレビとの接続を検出できるように、コンピュータ 
の電源を入れます。コンピュータはテレビを利用可能な外 
付けのディスプレイとして認識します。 

S/PDIF — お使いのコン 
ピュータがサポートしてい 
るかを確認 

S/PDIF デジタルオーディオを選択する前に、お使いのコン 
ピュータで S/PDIF を使用できるかを確認します。 
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複数の コネクター 
オーディオとビデオをまと 
める 


複数のビデオコネクタとオーディオコネクタを利用できる 
テレビに接続する場合、オーディオケープルをビデオケー 
プルと同じコネクタの列に接続します。 


たとえば、テレビの AV5 にビデオコネクタとオーディオコ 
ネクタの列があり、 AV6 にも同じ列がある場合、ビデオと 
オーディオの両方が AV5 または AV6 のどちらかに (AV5 
と AV6 の両方ではな <) 接続されていることを確認します。 



テレビに複数の入カコネクタがある場合は、通常テレビメニューでは、以下の操 
作が可能です。 

• 物理的な接続タイプに対®する入カソースの選択 
• イメージおよびオーディオ設定の調整 

• その他のオプシヨンの選択 


0 詳細情報： 入力設定の詳細に関しては、利用できる設定について、 
テレビに付属のマニュアルを参照して<ださい。 


テレビのメニューにアクセスし、テレビとコンピュータの接続方法によって、 
入力信号に対庙するソースを選べるオプションを選択します。 

メモ： テレビのリモートコント□ールからテレビメニューにアクセスできる揚合も 
あります。「メニュー」とラペルされたボタンでリモートコント□ールが使えるか 
確認します。 メニュー ポタンを押し、テレビの入力信号を指定できる機能を選択し 
ます。 


コンピュータからテレビに接続した入力方式に対®する入力信号のソースを選択 
します。たとえば、テレビメニューでは画面に次のよ〇に表示されます。 
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テレビメニューの例 


入力選択 


背面 

1. VGA 

2. HDMI 1 

3. HDMI 2 

4. テレビ 

5. デジタルテレビ 

6. AVI (コンポジット 1) 

7. AV2( コンポジット 2) 

8. AV3(S ビデオ 1) 

9. AV4(S ビデオ 2) 

10. AV5( コンポーネント 1) 

11. AV6( コンポーネント 2) 

12. AV7( コンポーネント 3) 

13. AV8(S ビデオ 3) 

入力表示 <-- すべて利用可能--> 


例： S ビデオケーブルをコンピュータからテレビに接続している揚 
合、 S ビデオケーブルをテレビの背面にある S ビデオ1 とラベルさ 
れた S ビデオ接続に挿入してから、8番の AV 3 オプション （ S ビデ 
才 1) を選択します。 


テレビが信号を認識しない場合の処置 

1テレビの電源を切ります。 

2 S ビデオケープルをテレビから外します。 

3 テレビの背面にある S ビデオ 1の接続を確認します。 

4 S ビデオケープルを S ビデオ 1の正しい場所へ再度接続します。 

5テレビの電源を入れます。 

6 テレビメニューにアクセスし、 8 番の AV 3 オプション （S ビデオ 1) を 
選択します。 
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7 コンピュータの Display Properties Menu (画面のプロパティ） 
メニューにアクセスします。 

8ベンダーのビデオカードのタブを選択します。 

9ベンダーのビデオカードのコントロールパネルを使用して、対応する表示設 
定を選択します。 


v 詳細情報： ビデオカードのコント□ールパネルの使い方の詳細に関し 
ては、237ページの「ビデオカードウイザードを使用した表示設定」 
を参照してください。 


推奨される接続設定の評価 


S ビデオと標準オーディオ 
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^ メモ：お使いのテレビまたはオーディオデパイスが S ビデオ対應で、 S/PDIF 

デジタルオーディオ対麻ではない場合、 S ビデオケープルを直接、コンピュータの 
S ビデオ TV 出カコネクタに C テレビ/デジタルオーディオアダプタケープルを 
使用しないで）接続できます。 

1 S ビデオケープルの一端をコンピュータの S ビデオ出カコネクタに差し込み 
ます。 

2 S ビデオケープルのもう一方の端を、テレビの S ビデオ入カコネクタに差し 
込みます。 

3コネクタが1つ付いている方のオーディオケープルの端を、コンピュータの 
へッドフォンコネクタに差し込みます。 

4もう一方のオーディオケープルの端にある2つの RCA コネクタを、テレビ 
または他のオーディオデバイスのオーディオ入カコネクタに差し込みます。 

コンポジットビデオと標準オーディオ 
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メモ：コンポジットビデオアダプタは、コンピュータによってシングルポート、ま 
だ;はマルチポートドングルのどちらかになります。コンピュータに付属のマニュア 
ルを参照してください。 

1コンポジットビデオアダプタを、コンピュータの S ビデオ TV 出カコネクタ 
に接続します。 

2コンポジットビデオケープルの一方の端を、コンポジットビデオアダプタの 
コンポジットビデオ出カコネクタに差し込みます。 

3コンポジットビデオケープルのもろ一方の端を、テレビのコンポジットビデ 
才入カコネクタに差し込みます。 

4コネクタが1つ付いている方のオーディオケープルの端を、コンピュータの 
へッドフォンコネクタに差し込みます。 

5も方のオーディオケープルの端にある2つの RCA コネクタを、テレビ 
まだは他のオーディオデパイスのオーディオ入カコネクタに差し込みます。 

コンポジットビデオと S / PDIF デジタルオーディオ 
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^ メモ：コンポジット s ビデオアダプタは、コンピュータによってシングルポート、 
またはマルチポートドングルのどちらかになります。詳細に関しては、コンピュー 
夕に付属のマニュアルを参照してください。 

1コンポジット S ビデオアダプタを、コンピュータの S ビデオ TV 出カコネク 
夕に接続します。 

2コンポジットビデオケープルの一方の端を、コンポジットビデオアダプタの 
コンポジットビデオ入カコネクタに差し込みます。 

3コンポジットビデオケープルのもろ一方の端を、テレビのコンポジットビデ 
才入カコネクタに差し込みます。 

4 S/PDIF デジタルオーディオケープルの一方の端を、コンポジットビデオア 
ダプタの S/PDIF オーディオコネクタに差し込みます。 

5デジタルオーディオケープルのもろ_方の端を、テレビまだは他のオーディ 
オデバイスの S/PDIF 入カコネクタに差し込みます。 

コンポジットビデオおよびマルチチャネルアナログオーディオ 



マルチチャネル 

アナログ 

アダプタ 


コンポジットビデオ 
アダプタ 


S ビデオ TV 出力 
コネクタ 


224 I コンピュータのテレビへの接続と表示設定の調整 





































メモ：以下のよろに、特定のコンピュータのみ(こ、マルチチャネルアナログオー 
ディオアダプタドングルが装備されています。お使いのコンピュータで利用できるコ 
ネクタのタイプに関しては、コンピュータに付属のマニュアルを参照して<ださい。 

メモ：コンポジット S ビデオアダプタは、コンピュータによってシングルポート、 
またはマルチポートドングルのどちらかになります。詳細に関しては、コンピュー 
夕に付属のマニュアルを参照して<ださい。 

1コンポジットビデオアダプタを、コンピュータの S ビデオ TV 出カコネクタ 
に接続します。 

2コンポジットビデオケープルの一方の端を、コンポジットビデオアダプタの 
コンポジットビデオ入カコネクタに差し込みます。 

3コンポジットビデオケープルのもう一方の端を、テレビのコンポジットビデ 
才入カコネクタに差し込みます。 

4マルチチャネルアブ□グオーディオアダプタの一方の端を、コンピュータの 
オーディオコネクタに差し込みます。 


5マルチチャネルアブ□グオーディオアダプタケープルのも方の端を、 
テレビまだは他のオーディオデパイスのオーディオ入カコネクタに差し込み 
ます。 
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コンポーネント S ビデオおよび標準オーディオ 



1コンポーネント S ビデオアダプタを、コンピュータの S ビデオ TV 出カコネ 
クタに接続します。 

2コンポーネントビデオケープルの3つの端すべてを、コンポーネントビデオ 
アダプタのコンポーネントビデオ出カコネクタに差し込みます。ケープルの 
色（赤、緑、青）が対®するアダプタポートと一致していることを確認して 
ください。 

3コンポーネントビデオケープルのも方の端にある3つのコネクタすべて 
を、テレビのコンポーネントビデオ入カコネクタに差し込みます。ケープル 
の色（赤、緑、青）が、テレビの入カコネクタの色と一致していることを確 
認してください。 
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4 コネクタが 1 つ付いている方のオーディオケープルの端を、コンピュータの 
へッドフォンコネクタに差し込みます。 

5もろ一方のオーディオケープルの端にある2つの RCA コネクタを、テレビ 
またはオーディオデパイスのオーディオ入カコネクタに差し込みます。 

コンポーネントビデオと S / PDIF デジタルオーディオ 



コンポーネント 
ビデオアダプタ 


1コンポーネントビデオアダプタを、コンピュータの S ビデオ TV 出カコネク 
夕に接続します。 

2コンポーネントビデオケープルの3つの端すべてを、コンポーネントビデオ 
アダプタのコンポーネントビデオ出カコネクタに差し込みます。ケープルの 
色（赤、緑、青）が対®するアダプタポートと一致していることを確認して 
ください。 
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3 コンポーネントビデオケープルのも〇_方の端にある3つのコネクタすべて 
を、テレビのコンポーネントビデオ入カコネクタに差し込みます。ケープル 
の色（赤、緑、青）が、テレビの入カコネクタの色と一致していることを確 
認してください。 

4 S/PDIF デジタルオーディオケープルの一方の端を、コンポーネントビデオ 
アダプタの S/PDIF オーディオコネクタに差し込みます。 

5デジタルオーディオケープルのもろ一方の端を、テレビまだは他のオーディ 
オデパイスの S / PDIF 入カコネクタに差し込みます。 


DVI コネクタ 


DVI 


コネクタ 



標準オーディオ 
コネクタ 


1 DVI ビデオアダプタをコンピュータの DVI コネクタに接続します。 

2 DVI ビデオケープルのもう一方の端を、テレビの DVI ビデオ入カコネクタ 
に差し込みます。 
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3 コネクタが 1 つ付いている方のオーディオケープルの端を、コンピュータの 
へッドフォンコネクタに差し込みます。 

4も方のオーディオケープルの端にある2つの RCA コネクタを、テレビ 
まだはオーディオデパイスのオーディオ入カコネクタに差し込みます。 

コンピュータとテレビの画面表示の有効化 

テレビへの接続の確認 

画面オプションが適切に表示されていることを確認するには、 TV をコンピュータ 
に接続してから画面設定を有効にします。 

物理的な接続の詳細については、215ページの「テレビまだはオーディオデパイ 
スへのコンピュータの物理的な接続」を参照してくださし、。 



テレビの入力信号の確認 

テレビがコンピュータからの入力信号を認識しない場合、テレビメニューにアク 
セスして、正しい入力信号の設定を選択します。219ページの「テレビメニュー 
から正しい入力信号の選択」を参照してください。 


ディスプレイデバイスとしてのテレビのセツトアップ 


テレビを次のように機能するモニタとして使用できます。 

• 拡張デスクトップ 

• デスクトップのクローン（プライマリディスプレイの完全コピー） 

• プライマリディスプレイ 
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ディスプレイ表示の設定 

お使し彳のコンピュータをテレビゆプ□ジェクタに正確に接続したら、以下を使用 
してコンピュータやテレビまだはプ□ジェクタの表示を設定できます。 

• Windows の 画面のプロパティの投定 

• ビデオカードの表示コント□ールメニュー 

• テレビやプ□ジ I クタの表示コント□ールウイザード 



画面のプ□パテイ メニューを使用して、テレビモニタをお使いのコンピュータの 
ディスプレイデパイスとして有効にします。 

1 Start (スタート）-> Control Panel (コント□ールパネル）をクリック 
します。 

2デザインとテーマのカテゴリをクリックします（このオプションの名前は、 
オペレーティングシステムのパージョンによって変化する場合があります)。 
3 Display (画面）をダプルクリックします。 Display Properties (画面 

のプロパティ）メニューが表示されます。 

このメニューに以下のタブが含まれていることを確認します。 

• Themes (テーマ） 

• Screen Saver (スクリーンセーパー） 

• Settings (設定） 

• Desktop (デスクトップ） 

• Desian (デザイン） 
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4 Settings (設定）をクリックします。 

Settings (設定）画面には、1と2とラペルされた2つのディスプレイモニ 
夕が表示されます。テレビとコンピュータが正常に接続されていない場合 
は、一方のモニタはグレー表示され、選択することはできません。コン 
ピュータとテレビの接続を再確認します。 

5 Display (画面）：の項で、シングルディスプレイまだはマルチディスプレ 
イのいずれを使用するか、該当するオプションを選択し、表示設定が選択内 
容に対して正しいことを確認します。 


デュアルディスプレイモード 

外付けモニタやプロジェクタは、コンピュータに取り付けたり、お使いのディス 
プレイの拡張として使用できます（「デュアディスプレイ」まだは「拡張デスク 
トップ」モードとも呼ばれます)。 

このモードでは、両方の画面を独立して使用することか！でき、1つの画面からも 
う一方の画面へオブジェクトをドラッグできます。視覚作業スペースが事実上二 
倍になります。 

1外付けモニター、 TV 、 まだはプロジェクタをコンピュータに接続します。 

2 Control Panel (コント□—ルパネル）から Display Prooerties (画 

面のプロパティ）ウィンドウにアクセスします。 

3 Display Properties (画面のプロパティ）ウィンドウで Settinas (設 

定）タブをクリックします。 

メモ：ディスプレイでサポートされる範囲よりも高い解像度またはカラーパレット 
を選択した場合、サポートされている値の中で最も近いものに自動的に調整されます。 
詳細については、オペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。 

4 モニタ2のアイコンをクリックし、 Extend my Windows desktop 
onto this monitor ( Windows デスクトップをこのモニタ上で移動でき 
るようにする）チェックボックスを選択し、 Apply (適用）をクリックし 
ます。 


5 両方の画面を適切なサイズにするだ;めに、 Screen Area (画像の領域）を 
変更して、 Apply (適用）をクリックします。 

6 コンピュータを再起動するよう指示された;揚合、 Apply the new color 
setting without restarting (再起動せずに新しい表示設定を適用す 

る）をクリックし、 OK をクリックします。 

7 必要に®じて、 OK をクリックし、デスクトップのサイズを変更します。 

8 必要に®じて、 Yes (はい）をクリックし、設定を保存します。 

9 OK をクリックして、 Display Properties (画面のプ□パテイ）ウイン 
ドウを閉じます。 
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デュアルディスプレイモードを無効にする方法 

1 Display Properties (画面のプ□パティ）ウィンドウの Settinas (設 

定）タブをクリックします。 

2モニタ2のアイコンをクリックし、 Extend my Windows desktop 
onto this monitor ( Windows デスクトップをこのモニタ上で移動でき 
るようにする）チェックボックスを選択し、 Apply (適用）をクリックし 
ます。 

必要に®じて < FnxF 8> を押し、コンピュータの元の画面に戻します。 


プライマリデイスプレイおよびセカンダリデイスプレイの交換 


プライマリディスプレイとセカンダリディスプレイの指定を入れ替えるには（た 
とえば、外付けモニタをドッキングした後にプライマリディスプレイとして使用 
する場合)、以下の手順を実行します。 

1 Display Properties (画面のプ□パティ）ウィンドウにアクセスし、 
Settings (設定）タブをクリックします。 

2 Advanced (詳細設定） Display (モニタ）タブをクリックします。 

詳細は、ビデオカードに付属のマニュアルか、235ページの「ベンダーのビデオ 
カードのコント□ールパネルで表示設定を調整」を参照してください。 


ディスプレイ画像の切リ替え 


外付けデパイス（外付けモニタまだはプロジェクタなど）でコンピュータを起動 
すると、設定に) iS じてコンピュータのディスプレイまだは外付けデパイスのいず 
れかに画像が表示されます。 


ディスプレイ画像の表示をディスプレイのみ、外付けデバイスのみ、またはディ 
スプレイと外付けデパイスの同時表示に切り替えるには、 < Fn > と < F 8> を押し 
ます。 

表示設定の変更 

コンピュータをテレビに接続したら 、 Windows 0 Display Properties (画面 
のプロパティ）メニューを使用して、画面の設定をセットアップおよび表示設定 
を調整できます。 


v 詳細情報： 表示設定の詳細に関しては、233ページの 「 Windows の 
画面のプ□パティメニューを使用した画面解像度の設定」を参照して 
ください。 
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r ヒント： テレビを 2 台目のディスプレイデパイスとして使用する揚合 
は、お使いのコンピュータに搭載されているビデオカードのコント 
□ールパネ)レで画面解像度を設定する方法が最適です。 


お使いのコンピュータには、搭載されているビデオカードによって、広範囲なへ 
ルプ情報を備えた特殊なコントロールパネルを使用できる場合があります。また、 
ビデオカードのコント□ールパネルによっては、テレビ表示オプションゆカスタ 
ム表示設定を有効にする特殊なウィザードソフトウエアを利用できます。 

Windows の画面のプロパティメニューを使用した画面解像度の設定 

Windows の Display Properties (画面のプ□パティ）メニューを使用して、 
コンピュータディスプレイの画面解像度を調整します。 

メモ： また、 Display Properties (画面のプ□パティ） メニューで利用できるビデオ 
力ードのコント□ールパネルを使用することもできます。 Display Properties (画 
面のプ□パティ）ウィンドウから、 Settings (設定 ） Advanced (詳細設定） 
とクリックします。次に、ビデオカードベンダーのタブを選択します。詳細に関し 
ては、 235 ページの「ベンダーのビデオカードのコント□ールパネルで表示設定を 
調整」を参照してください。 

_ メモ： 特定の解像度でプ□グラムを表示するには、ビデオカードとディスプレイデ 
ノ\'イスの両方がプ□グラムをサボートしていて、必要なビデオドライパがインス 
卜ールされている必要があります。 

Display Properties (画面のプロパティ）メニューの Settings (設定） 
タブへのアクセス 



I 設定タブ 


スライド, 
使用して丨 
設定する 



画面の色の選択 
メニュー 


画面の色< 
メニュー 
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Windows Vista 

1 デスクトップの何もない領域で右クリックします。 

2 Personalize (カスタマイズ）をクリックします。 Personalize 
appearance and sounds (デザインとサウンドのカスタマイズ） 
ウィンドウが表示されます。 

3 Display Settings (表示設定）をクリックします。 

4 Display Settings (表示設定）ウィンドウの Resolution (解像度）で、 
スライドパーを左右に移動して、画面の解像度を上げだり下げたりします。 

5 OK をクリックします。 

Windows XP 

1 コント □ ールパネルから、画面のプ□パティ メニューにアクセスします。 

2 画面のプ □ パティから、投定 タブを選択します。 投定 タブでは、画面の解 
像度および画面の色を調整できます。まだ、 設定 タブでは、 Windows へ 
ルプとサボートを起動する トラプルシューティング ボタンを利用できます。 
3 画面の色 および 画面の解像度 を別の設定にしてみます。 

メモ：解像度を上げると、画面上でより小さくアイコンやテキストが表示されます。 


c ヒント： 画面の解像度をどれだけ変更できるかは、お使いのディスプ 
レイとビデオカードの処理能力によって決まります。特定のレペル 
以上は解像度を上げることはできない場合があります。推奨される 
画面の解像度のみが一覧で表示されます。 


追加の設定については、 Settings (設定）タブの Advanced (詳細設定） 
ボタンをクリックし、 Adapter (アダプタ）タブをクリックしてから、 List of 
Modes (モードの一覧）をクリックします。解像度、色のレベル、リフレッ 
シュレートを選択します。 

詳細設定ボタンを使用した追加機能へのアクセス 
Display Properties (画面のプ□パティ）ウィンドウの Settings (設定） 
タブにある Advanced (詳細設定）ボタンでは、コンピュータディスプレイを調 
整するさまざまな追加のコントロール機能にアクセスできます。まだ、 
Troubleshoot (トラプルシューティング）ボタンをクリックして、ディスプレ 
イの特定の問題を解決することもできます。 
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ビデオカードのコントロール機能へのアクセス 

その他の機能と設定については 、 Advanced (詳細設定）をクリックしてくださ 
い 。 Advanced (詳細設定）タブから、お使いのコンピュータに搭載されている 
ビデオカード固有のタブを選択します。 

ビデオ解像度の設定か t 画面のサボートする範囲よりも高い場合、コンピュータは 
パンモードに入ります。パンモードでは、画面全体を一度に表示できません。た 
とえば、通常デスクトップの下に表示されているタスクパーが見えないことがあ 
ります。画面の見えない部分を表示するには、タッチパッドまたはトラックス 
ティックを使用して、パンを上下左右に動かします。 

W 注意：外付けモニターでサポートされていないリフレッシュレートを使用すると、 
モニターに損傷を与える恐れがあります。外付けモニタのリフレッシュレートを調 
整する前に、モニタの『ユーザーズガイド』を参照してください。 

ビデオの画面解像度の不具合に関するヘルプの表示 

Windows の Dispaly Properties (画面のプ□パティ）メニューの設定の詳細 
については、 Windows ヘルプとサボートを参照してください。 

特定の不具合にヘルプを利用するには 、 Settings (設定）タブで 
Troubleshoot (トラプルシューティングボタンをクリックします。これによ 
り、 Windows ヘルプとサボートのビデオディスプレイに関するトラプルシュー 
ティングにアクセスできます。 

お使いのコンピュータには、搭載されているビデオカードによって、広範囲なへ 
ルプ情報を備えだ特殊なコントロールパネルを使用できる場合があります。また、 
ビデオカードのコント□ールパネルによっては、テレビ表示オプションやカスタ 
ム表示設定を有効にする特殊なウィザードソフトウエアを利用できます。 

ビデオカードベンダーによっては、以下の機能を利用できます。 

• ビデオカードのコント□ールパネル 

• 詳細なヘルプガイド 

• コンテキスト対®のヘルプ 
• 表示設定のウィザード 

• テレビ設定のウィザード 

ベンダーのビデオカードのコントロールパネル 
で表示設定を調整 

画面の解像度および色などのよ〇な表示設定を調整するには、ビデオカードの 
コント□ールパネルで行 a のが適切な方法です。コント□ールパネルでは、 
ベンダーにより推奨されている設定を利用できます。 
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メモ： 表示設定の調整に Windows の Display Properties (画面のプ□パティ） 
メニューを使用すると、これら設定がペンダーのデフォルト設定とコンフリクトを 
起こし、予期しない結果を引き起こす可能性があります。 

Windows Vista 

1デスクトップの何もない領域で右クリックします。 

2 Personalize (カスタマイズ）をクリックします 。 Personalize 
appearance and sounds (デザインとサウンドのカスタマイズ） 
ウィンドウが表示されます。 

3 Display Settings (表示設定）-> Advanced Settings (詳細設定）の 

順にクリックします。 

4お使いのコンピュータに搭載されているビデオカードのタブをクリックし 
ます。このタブには、ビデオカードの製造元の名前が表示されます。 

Windows XP 

1 コント □ ールパネルから画面のプ□パティ メニューにアクセスします。 

2 股定タブを クリックします。 

3詳細をクリックします。 

4お使いのコンピュータに搭載されているビデオカードのタブをクリックし 
ます。このタブには、ビデオカードの製造元の名前が表示されます。 


@ 詳細情報： お使いのコンピュータに搭載されているビデオカードの 
詳細に関しては、 Windows ヘルプとサポート （Start (スタート） 
n または Help and Support (ヘルプとサボート） 
をクリック）を参照してください。 


特定のビデオカードのタブをクリックすると、該当のビデオカードのコント□一 
ルパネルが表示されます。たとえば、コンピュータに Nvidia ビデオカードが搭 
載されている揚合は、 Nvidia Control Panel (Nvidia コント□ールパネル）が 
表示されます。 

ビデオカードコント □_ ルパネル 画面の左側には、コントロール/ネルの機能の 
使い方に関する詳細なヘルプ情報が表示されます。 
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ウィザードの使い方 

テレビまだはビデオカードのコント□ールパネルでは、テレビをディスプレイデ 
パイスとして有効にし、表示オプションを設定できる、次のような専用のウィ 
サードを利用できます。 

• テレビウィザード 
• ビデオカードウイザード 


ビデオカードウィザードを使用した表示設定 

お使いのコンピュータに搭載されているビデオカードによっては、ビデオカード 
のコント□ールパネルで、テレビ表示オプションやカスタム表示設定を有効にす 
る専用のディスプレイウィザードを利用できます。たとえば、 Nvidia の 
Multiple Displays Wizard (複数ディスプレイウィザード）にアクセスするに 
は、次の手順を実行します。 

Windows Vista 

1デスクトップの何もない領域で右クリックします。 

2 Personalize (カスタマイズ）をクリックします 。 Personalize 
appearance and sounds (デザインとサウンドのカスタマイズ） 
ウィンドウが表示されます。 

3 Display Settings (表示設定）-> Advanced Settinas (詳細設定）の 

順にクリックします。 

4 Navidia Video Card (Nvidia ビデオカード）のタブをクリックします。 

5 Nvidia Control Panel (Nvidia コント □— ルパネル）が起動します。 

6 Select a Task (タスクの選択）メニューから 、 Display (ディスプレイ） 
カテゴリを選択します。 

Windows XP 

1コン ト□ー ルパネルから画面のディスプレイプ□パティメニューにアクセ 
スします。 

2設定タブをクリックします。 

3 詳細 設定をクリックします。 

4 Nvidia ビデオカードのタブをクリックします。 

5 Nvidia コントロールパネルが起動します。 

6タスクの 選択 メニューから、ディスプレイを選択します。 

Nvidia コントロールパネルにディスプレイメニューが表示されます。テレビへ 
正常に接続している場合は、 複数 ディスプレイのウイザードを利用できます。 
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複数ディスプレイのウィザードを実行オプションを選択し、希望するコンピュー 
夕とテレビの表示設定を行し彳ます。 

ビデオカードのウイザードに関する詳細は、ビデオカードのコントロールパネル 
で利用で含るヘルプ情報を参照してください。 


例： Nvidia 複数ディスプレイセットアップウィザードでは、解像度 
とデスクトップのセツトアップを選択できます。 Nvidia コント□一 
ルパネルから利用できる詳細なヘルプ情報を参照してください。 


テレビウイザードを使用した表示設定 

ビデオカードのコントロールパネルでは、テレビを設定できるテレビウイザード 
を利用できる場合があります。 


③例： Nvidia コント □— ルパネルには 、 Television Setup Wizard (テレ 
ピセットアップウィザード）が提供されています。テレビセット 
アップウイザードの詳■については、コント□ール/ネルヘルプを 
参照して < ださい。 


多くのテレビでは、テレピが追加のディスプレイデバイスとして正しく検出され 
ると自動的に実行するウィザードが提供されています。テレビウィザードの詳細 
については、テレビに付属のマニユアルを参照してください。 

ビデオカードのコントロールパネルのヘルプを利用する 

お使いのコンピュータには、搭載されているビデオカードによって、広範囲なへ 
ルプ情報を備えた専用のコント□ールパネルを使用できる場合があります。 


③例： Nvidia Control Panel ( Nvidia コント □— ルパネル）では、利用 
できるヘルプの例が提供されています。表示されるトピックの詳細 
に関しては、画面の左に表示されている Help Contents (ヘルプ目 
次）をクリックします。また、カテゴリを選択して、そのカテゴリ 
の Help Contents (ヘルプ目次）をクリックすることもできます。 


詳細は、 Windows ヘルプとサポートのセクションで、『ユーザーズガイド JI およ 
び『デバイスガイド』を参照してください。 
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表示設定のトラプルシューティング 


ヘルプの場所 

コンピュータやテレビに何も表示されない、またはその他の表示の問題が発生し 
た場合に、次のよろなさまざまなソースからヘルプ情報を取得で含ます。 

• テレビの『ユーザーズカ'イド』 

• テレビメニューのヘルプ 

• コンピュータに付属のマニュアル 

• Display Properties (画面のプ□パティ）に関する Microsoft Windows 
ヘルプとサボート 

• ビデオカードのコントロールパネルのトラプルシューティング 

お使いのコンピュータには、搭載されているビデオカードによって、広範囲 
なヘルプ情報を備えた専用のコントロールパネルを使用できる場合があり 
ます。 


一般的な不具合の解決 

コンピュータがテレビをディスプレイデバイスとして認識しない 

1テレビの電源を切ります。 

2コンピュータの電源を切ります。 

3テレビおよびコンピュータからビデオケープルを外します。 

4テレビとコンピュータの背面のコネクタが正確に配線されてし ) ることを確認 
したら、コンピュータおよびテレビにビデオケープルを再び接続します。 

5テレビおよびコンピュータの電源を入れます。 

Display Properties (画面のプ□パティ）メニューで、テレビがディスプレイ 
デノ V イスとして表示されます。 

テレビの解像度がぼやける 

ビデオカードベンダーのコントロールパネルを使用して、画面解像度を設定します。 
これは、ビデオカードやテレビの画面解像度の調整に最も良い方法です。 

テレビの色が正確ではない 

ビデオカードベンダーのコントロールパネルを使用して、カラー設定を調整します。 
これは、ビデオカードやテレビの画面の調整に最も良い方法です。 

同じコントロールパネルを使用して、画面解像度を調整します。 
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17 

セキュリテイとプライバシー 



コンビュータの保護 ー システム管理者権限、 
ユーザー グループおよびパスワードの使い方 

Microsoft ® Windows ® オペレーテイングシステムには、お使いのコンピュータ 
およびそのコンピュータに保存されている情報へのアクセスを制御で含るシステ 
ム管理者パスワードやユーザーパスワードなどのセキュリティ機能が備わってい 
ます。 


システム管理者の権限 

システム管理者は、コンピュータのシステム全体への変更や、セキュリティ設定 
の変更、ソフトウェアのインス!■'ール、コンピュータ上の全ファイルへのアクセ 
スができます。コンピュータのシステム管理者アカウントを持つユーザーは、同 
じコンピュータ上のその他のユーザーアカウントすべてにアクセスできます。 


^ 例：オフィスのコンピュータを複数の人が使用する場合、システム 
管理者権限により、セキュリティとその他コンピュータの設定を 
同じ状態に保ち、機密のデータにアクセスさせないようにできます。 
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@ 例： 子供を含む家族で自宅のコンピュータを共有する場合は、システ 
ム管理者権限として、子供がアクセスできる情報および家族のメン 
パーがインス!'ールできるプ□グラムを制限することができます。 


て-' 詳細情報：管理者権限の詳細に関しては、 Windows ヘルプとサボー 

卜 (Start (スタート）〇または 
(ヘルプとサポート）をクリック） 

■ -> Help and Support 

を参照してください。 


フォルダやファイルへのアクセス許可の設定 

1お使いのコンピュータにシステム管理者として□グインします。 

2許可を設定するフォルダやファイルを検索して、そのフォルダやファイル上 
で右クリックします。 

3 Properties (プ□パティ ） Security (セキュリティ）とクリックし 
ます。 

4 Security (セキュリティ）タブで、グループゆユーザーを追加するか、 
既存のグループから許可を変更、または削除します。 

ューザー グループ 

システム管理者として、 ユーザーの グループを制限付きの ユーザー グループに変 
更することにより、お使いのコンピュータへのアクセスを制限できます。 

制限付き ユーザー グループの一員である ユーザーは、 コンピュータの操作とド 
キュメントの保存は可能ですが、プログラムのインス I •'ールやシステム設定の変 
更を行ろことはできません。 


例：オフィスのコンピュータを複数の人が共有している場合は、ユー 
ザー許可を持つアカウントを各ユーザーごとに割り当てることがで 
きます。 


例：家族で自宅のコンピュータを共有している場合は、家族メンバー 
ごとにアクセスできる情報を制限し、各自にアカウントを割り当て 
ることができます。 
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ユーザーアカウントまたはグ^^—プの変更 

ユーザーをグループに割り当てたり、ユーザーのグループを変更する場合は、 
システム管理者として□グインし 、 Control Panel (コントロールパネル）から 
User Account (ユーザーアカウント）にアクセスします。 


狡' 詳細情報： ユーザーをグループに割り当てる方法の詳細に関しては、 
Windows ヘルプとサポート (Start (スタート） ❹ または 

■ 4 Help and Support (ヘルプとサポート）をクリック） 
を参照してください。 


饮 メモ：オペレーティングシステムによっては、曜日ごとに時間を設定し、それ以外 
はプロックすることによって、子供がコンピュータを使用できる時間を選択できる 
ものちあります。また、各ユーザーのコンピュータの使用頻度を確認するために、 
活動レポートを参照することも可能です。お使いのオペレーティングシステムにぺ 
アレンタルコント□ールデパイスが含まれているかを確認するには、 Control Panel 
C コント□ールパネル）でフォルダゆリンクを確認するか、 Windows ヘルプとサ 
ポートで検索を行います。 

パスワード 

パスワードでの保護を設定しないと、誰でもお使いのコンピュータにログオンし 
て、ファイルにアクセスすることができます。システム管理者としてコンピュー 
夕に□グオンすると、すべてのユーザーアカウントにパスワードを作成すること 
ができます。 

パスワードを使用すると、さまざまな方法と保護レベルでお使いのコンピュータ 
を保護できます。ファイルにパスワードを適用できるように、お使いのコン 
ピュータにもパスワードを設定できます。 

パスワードに、少なくとも10文字のアルファベット、数字および特殊文字の組 
み合わせを設定することで、お使いのコンピュータのセキュリティレベルが上昇 
します。 


安全なパスワードの使い方 


安全なパスワードは、悪意のあるソフトウェアをインス!■'ールしだり、お使いの 
コンピュータの機密ファイルにアクセスする可能性のある非認証ユーザーからコ 
ンピュータを保護する重要な方法です。パスワードが強いほど、お使いのコン 
ピュータを攻撃から防ぎやすくなります。 

強いパスワードとは、以下の条件を満だすパスワードです。 

• 大文字と小文字の両方を含 C 
• 数字、用語、および記号の組み合わせを含 C 
• 定期的に変更される 
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..り. 詳細情報： 安全なパスワードの作成の詳細に関しては、 Windows ヘル 
プとサポート (Start (スタート ） 〇または — Help and 
Support (ヘルプとサポート）をクリック）を参照してください。 


スマートカード 

^ メモ：スマートカードの機能は、お使いのコンピュータで使用できない揚合があり 
ます。 

スマートカードは集積回路が内蔵され、持ち運びのできる、クレジットカード型 
のデバイスです。スマートカードを使って、ユーザーが持っているもの（スマー 
トカード）とユーザーが知っているもの（暗証番号）を組み合わせて、パスワー 
ドだけの場合よりも確実なユーザー認証を提供し、システムの安全性を向上する 
ことができます。スマートカードには、大きく分けて次の2つがあります。 

• 接触型スマートカード ーこれらのカードには、多数の金メッキ接続パッド 
を備えだ接触エリアがあります。カードリーダーに挿入すると、チップから 
の情報を読み書含で含ます。 

• 非接触型スマートカードー これらの力ードは、リーターとの物理的な接触 
は必要ありません。チップは、 RRD 誘導テクノロジを使用してカードリー 
ダーと通信します。これらのカードで取引を行うには、唯一、カードリー 
ダーのアンテナの近くであることが必要です。 


指紋リーダー 

^ メモ：指紋リーダーは、お使いのコンピュータでは利用できない揚合があります。 

指紋リーダーは、ストリップセンサを使用するコンピュータの周辺デバイスです。 
指をリーダーに入れると、リーダーはその固有の指紋を使用してユーザー本人で 
あることを確認します。これにより、 Dell コンピュータの安全を確保できます。 

顔認識ソフトウェア 

メモ：顔認識ソフトウェアは、お使いのコンピュータでは使用できない揚合があり 
ます。 

カメラからのデジタル画像をコンピュータで使用することで、顔認識ソフトウェ 
アはユーザーの顔を識別まだは検証できます。識別まだは検証は、画像から抜粋 
した顔の特徴と顔面データベースとの比較によって行われます。本人であること 
が実証されると、パスワードを入力せずにコンピュータにアクセスすることがで 
含ます。 
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ファイアウォールを使用したコンピュータの保護 

ファイアウォールを使用して、認証されていないユーザー（ハッカー）や、ウィ 
ルスやワームなどの悪意のあるプログラムから、コンピュータを保護します。ま 
た、ファイアウォールは、お使いのコンピュータからその他のコンピュータに悪 
意のあるプ□グラムを広めることも防ぎます。 

Windows ファイアウォールの有効化 
Windows Vista ® の場合 

1 Start (スタート ） 〇 — Control Panel (コント□ールパネル） — 
Security (セキュリティ ） Windows Firewall (Windows ファイア 
ウォール）の順にクリックします。 

Windows ® XP の場合 

スタート QIB ー コント □ ールパネル 4 セキュリティセンタ — — 
Windows ファイアウォール の順にクリックします。 

2 Windows ファイア ウォールを有効または無効にします。管理者パスワード 
または確認を求められた場合は、パスワードを入力するか、確認に疝じます。 
3 有効（推奨） をクリックし、 OK をクリツクします。 


r ヒント： Windows ファイアウォールを有効にするには、お使いのコン 
ピュータに管理者としてログオンする必要があります。 


v 詳細情報：ファイアウォールの詳細に関しては、 Windows ヘルプと 
サポート （Start (スタート） © または Help and 
Support (ヘルプとサポート）をクリック）を参照してください。 
174ページの「ファイアウォール」も参照してください。 


ファイルとフォルダの暗号化 

暗号化は、ファイルやフォルダを保護する方法の1つです。適切な権限を持つ 
ユーザーにのみが、暗号化されたファイルおよびフォルダの表示やアクセスが行 
ぇます。 

1暗号化するファイルまたはフォルダを右クリックし、 プ □パティをクリッ 
クします。 

2全般タブで、詳細設定をクリックします。 
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3 内容を暗号化してデータをセキュリティで保護する チIックボックスを 
オンにし、 OK をクリックします。 


_て ： 詳細情報：暗号化の詳細に関しては、 Windows ヘルプとサポート 
(Start (スタート） ❹ または -> Help and Support 

(ヘルプとサポート）をクリック）で、 「Encryption: recommended 
links」 （暗号化の推奨リンク）を参照してください。 


アンチウイルスソフトウェアの使い方 

アンチウイルスソフトウェアを使うと、お使いのコンピュータをコンピュータウ 
イルスから保護できます。コンピュータウイルスは、お使いのコンピュータに感 
染して、ファイルを壊したり、コンピュータをさらに攻撃されゆすくしたり、他 
のコンピュータにウイルスをまき散らしたりします。コンピュータウイルスは、 
電子メー)レやダウン□ー ドしたプログラムから送信される場合があります。 

互換性のあるアンチウイルスソフトウェアプ□グラムの一覧は、 Microsoft ウェ 
プサイト （ microsoft.com/japan/) で、 「Microsoft Catalog」（Microsoft 

カタログ）を参照してください。 

パプリックワイヤレスネットワーク使用時のセ 
キュリティの保護 

一般に、パプリックワイヤレスネットワークには、次の2種類のセキュリティが 
使用されます。 

• Security-enabled (セキュリティ有効）ーセキュリティ有効接続により、 
お使いのコンピュータとそのコンピュータに含まれている情報に対し、いく 
らかの保護が提供されます。 

• Unsecured (保護なし）ーネットワークを保護しないでおくと、お使いの 
コンピュータは攻撃やその他セキュリティリスクにさらされます。 

—般的に、保護されていないパプリックワイヤレスネットワークを使用すること 
は避けるべきです。 

選択したワイヤレスパプリックネットワークで、ネットワークキーを要求されれ 
ば、そのネットワークは保護されているといえます。選択したネットワークのセ 
キュリティが、セキュリティ有効である場合、次のいずれかが発生します。 

• システム管理者からネットワークキーが自動的に提供されている場合、自動 
接続が行われています。 

• ネットワークキーが自動的に提供されなければ、キーを取得して、ネット 
ワークキーデータボックスに入力します。 
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V 詳細情報： パブリックワイヤレスネットワークの使い方の詳細に関し 
ては、」/ Vindows ヘルプとサポート (Start (スタート ）0 または 
■ ] Help and Support (ヘルプとサポート）をクリック） 
で、次のトピックを参照してください。 

• 「To find a public wireless networK location」 （ハ。ブリックワ 
イヤレスネットワークの場所を検索するには） 

• 「Manually add a wireless networK to the Prererred 
Networks list」 （ワイヤレスネットワークを Preferred 
Networks (優先するネットワーク）リストに手動で追加する） 

• rConnect to an available wireless network」 （利用できるワ 
イヤレスネットワークに接続する） 

• 「To determine if your computer has a firewall」 (お使し、の 
コンピュータでファイアウォールを利用できるか確認する） 

• 「Help protect your computer」 （コンピュータ保護のヘルプ） 


コンピュータウイルス感染リスクの低減 

• アンチウィルスプ□グラムをインスI-ールする 

• 疑いのある電子メール、または電子メールの添付ファイルを開かないよ5に 
する 

• Windows のアップデートを定期的に行う 
• ファイアウォールを使用する 


詳細情報： ウィルスとウィルス対策の詳細に関しては、 Windows へ 
ルプとサポート (Start (スタート） または 61 ^ 1 ^ — Help 
and Support (ヘルプとサポート）をクリック）で次のトピックを 
参照してください。 

• How do I remove a computer virus? (コンピュータ 1 ノィルス 
を削除するには） 

• How can I tell if my computer has a virus? (コンピュータが 
ウィルスに感染している症状について） 
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Cookie の対処 

Cookie は、 Web サイトに表示されるコンテンツゆ操作を、ユーザーごとにカス 
タマイズするために使用されます。たとえば、 Web サイトに初めてアクセスした 
ときに入力したパスワード情報を保存して、次回からは入力を省略することがで 
含ます。 

一方で、 Cookie を介して個人情報がその他の理由で利用され、ユーザーのブラ 
イパシーが侵害される可能性があります。 


' ; ；詳細情報： Cookie の詳細に関しては、183ページの 「 Cookie のブ 
□ ックおよび削除によるプライパシーの保護」を参照してください。 


すべての Cookie のプロック 

1 Internet Explorer ® を開きます。 

2 Tools (ツール）メニュー、 Internet Options (インターネットオプ 
シヨン）の順にクリックします。 

3 プライ /T シー タブをクリックしてから、 股定 で、スライドパーを目的の 
セキュリティ設定に移動し、 OK をクリックします。 


广.ヒント： Cookie をプロックすると、一部の Web ページが正しく表示 
されなくなる可能性があります。一部の Web サイトでは、ユーザー 
名、パスワードなどの情報が Cookie に格納されます。その Cookie 
を削除した場合、そのサイトに次回アクセスしたときに、個人情報 
を再入力する必要が生じます。 


スパイウェアおよびマルウェアの回避 

スパイウェアとマルウェアとは、コンピュータに損害を与えたり、含まれている 
情報のセキュリティリスクを大きくしたりする可能性があるコンピュータプ□グ 
ラムです。お使いのコンピュータがスパイウェアおよびマルウェアに感染しない 
よ a にする方法はた<さんあります。たとえば、アンチウィルスソフトウェアを 
使用して、これら悪意あるソフトウェアからコンピュータを保護し、検出および 
(または）駆除することか！できます。 

互換性のあるアンチスノ \°イウェアおよびアンチマルウェアソフトウェアプ□グラ 

ムの一覧は 、 Microsoft ウェブサイト （ microsoft.com/japan/) で、 
「Microsoft Catalog 」（ Microsoft カタログ）を参照してくだ'さい。 
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(g) 詳細情報： スパイウェアおよびマルウェアの詳細に関しては、 

176ページの「スパイウェアおよびマルウェア」を参照してください。 
また、 Windows ヘルプとサポート (Start (スタート）嫌 
または — 他… anc * S u PP ort (ヘルプとサポート）を 
クリック）で次のトピックを参照して<ださい。 

• Remove spyware from your computer 1 」ンヒュータか匕 

スパイウェアを削除する） 

• Using anti-malware software to help protect your 
computer (アンチマルウェアソフトを使用してコンピュータを 
保護する） 

• When to trust a website (ウェブサイトの信用条件） 
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Microsoft® Windows® XP Pro 
リモートデスクトップ 



リモートデスクトップでは、遠隔地から Microsoft Windows XP Professional 
オペレーテイングシステムを実行するコンピュータへのアクセスを提供し、いつ 
でもどこからでもお使いのコンピュータでの作業を行うことができます。 


ホストコンピュータ上でのリモートデスクトッ 
プの有効化 


リモートデスクトップを使用する前に、ホストコンピュータ上でリモートデスク 
トップ機能を有効にする必要があります。これにより、ホストコンピュータを他 
のコンピュータからリモートで制御することが可能になります。 

リモートデスクトップを有効にするには、システム管理者として□グオンする必 
要があります。 
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ホストコンピュータをセットアップするには、以下が必要となります。 

• リモートコンピュータからアクセスするファイルおよびプ□グラムを含 C 
コンピュータ上に 、 Microsoft Windows XP Professional がインス!— 
ルされている。 

• ホストコンピュータがリモートデスクトップが許可されているネットワーク 
の一部である。 

• リモートコンピュータが Microsoft Windows の互換パージョンを実行し、 
インターネットや□一カルエリアネットワークに接続してし、る。 

• リモートコンピュータに、リモートデスクトップ接続クライアントソフト 
ウェアがインストールされている。リモートコンピュータはクライアントと 
呼ばれます。 

• どちらのコンピュータも 、 Virtual Private Network ( VPN ) を介してイン 
ターネットに接続すること 

• リモートアクセスを許可するた;めに、リモート Windows XP Professional 
ホストに適切なユーザーアカウントおよび許可を設定する。 

クライアントコンピュータが VPN 経由でホストコンピュータと接続されていない 
揚合、コンピュータ名の代わりに、ホストコンピュータの実際の IP アドレスを使 
用する必要があります。 

リモートデスクトップクライアントソフトウェ 
アのインス!-ール 

リモートデスクトップクライアントソフトウェアは 、 Windows XP を実行する 
コンピュータ上にデフォルトでインストールされています。 

リモートでの呼び出し 

1 ISP により割り当てられているパプリック IP アドレスやコンピュータの完全 
修飾ドメイン名、またはルーター、 NAT 、 ファイアウォールを使用します。 
ファイアウォール、 NAT 、 ルーターを正しく設定すると、適切なコンピュー 
夕を呼び出すことができます。 

2 ISP がダイナミック IP アドレスを割り当てている場合は、完全修飾ドメイン 
名を IP にマップする動的なネーミングサービスを利用して、アカウントを 
セツトアップすることによっても、コンピュータを呼び出すことができます。 
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ラへ例： No - IP . com の無償 サービスを 利用するリ モー ト ユーザー もいます。 

No - IP . com ソフトウェアは、クライアントコンピュータ上で動作し、 
タイムスケジュールを基にして No - IP . com サーバーとコンタクトをと 
ります。 No - IP . com サーバーでは、 IP アドレスを認識して、そのアド 
レスを完全修飾ドメイン名にマップします。 

この情報は、パプリックインターネットを介して伝達されます。その 
後で、リモートユーザーは、完全修飾ドメイン名を使って、リモート 
デスクトップホストコンピュータを呼び出します。 


ろ詳細情報： リモートデスクトップ機能の詳細に関しては 、 『Windows 
XP Professional リソースキット』で 、 「Windows XP Pro リモートデ 
スクトップの設定、使用およびトラブルシューティングのヒント」 

を参照してください。 
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お使いのオペレーテイングシステ 
厶の復元 


次の方法で、お使いのオペレーティングシステムを復元することができます。 

• システムの復元は、データファイルに影響を与えることなく、コンピュータを 
以前の動作状態に戻します。オペレーティングシステムを復元し、データファ 
イルを保持する最初の解決策として、システムの復元を使用してください。 

• シマンテック製の Dell PC リストア (Windows XP で利用可能）および 
Dell Factory Image Restore (Windows Vista で利用可能）によって、 
お使いのハードディスクドライプはコンピュータの工場出荷時の動作状態に 
戻ります。どちらのアプリケーションでも、ハードディスクドライプ内の全 
データが永久に削除され、またコンピュータを受け取った後にインス!'ール 
したプログラムはすべて削除されます。 Dell PC リストアまたは Dell 
Factory Image Restore は、システムの復元でオペレーティングシステム 
の問題を解決で含なかった場合にのみ使用してください。 

• コンピュータに『オペレーティングシステム』ディスクが付属している場合 
は、この CD を使用してオペレーティングシステムを復元できます。ただ 
し、『オペレーティングシステム』ディスクを使用した場合も、ハードディ 
スクドライブディスクドライブ上のデータはすべて削除されます。このディ 
スクは、システムの復元を実行してもオペレーティングシステムの問題が解 
決しなかった場合にのみ使用してくださし、。 

Microsoft ® Windows ® システムの復元の使い方 

ハードウェア、ソフトウェア、まだはその他のシステム設定を変更しただめに、 
コンピュータが正常に動作しなくなってしまった場合は、 Windows オペレー 
ティ ングシステムのシステムの復元オプションを使用して、コンピュータを以前 
の動作状態に復元することができます（データファイルへの影響はありません)。 
システムの復元オプションによってコンピュータに行われる変更は、完全に元に 
戻すことが可能です。 

t 注意：データファイルのパックアップを定期的に作成してくださし)。システムの復 
元は、データファイルの監視や、データファイルの復元は行いません。 

メモ：このマニュアルの手順は、 Windows のデフォルト表示用ですので、お使い 
の Dell ™ コンピュータを Windows クラシック表示に設定していると、動作しな 
い揚合があります。 


お使いのオペレーティングシステムの復元 I 255 




システムの復元の開始 

〇 注意：コンピュータを以前の動作状態に復元する前に、開いているファイルをすぺ 
て保存してから閉じ、実行中のプログラムをすぺて終了します。システムの復元が 
完了するまで、いかなるファイルまたはプ□グラムも変更したり、開いたり、削除 
したりしないで < ださい。 

Windows Vista® 

1 Start (スタートをクリックします。 

2 start Search (検索の開始）ボックスに System Restore (システムの 
復元）と入力し、 < Enter > を押します。 

メモ ： User Account Control (ユーザーアカウントコント□—ル）ウイン 
ドウが表示される場合があります。コンピュータのシステム管理者の場合は、 
Continue 〔続行）をクリックします。そうでない場合は、目的の操作を続行 
するためシステム管理者に連絡します。 

3 Next (次へ）をクリックして、画面に表示される指示に従います。 

システムの復元を実行しても問題が解決しなかつた場合は、最後に行つたシステ 
ムの復元を取り消すことができます。 

Windows® XP 

1スタートすべてのプ□グラム4アクセサリ — 

システムツール—システムの復元 の順にクリックします。 

2コンピュータを以前の状態に復元する、 まだは 復元ポイントの 作成の 

いずれかをクリックします。 

3次へ をクリックし、その後の画面の指示に従います。 

最後のシステムの復元を元に戻す 

注意：以前のシステムの復元を取り消す前に、開いているファイルをすぺて保存し 
て閉じ、実行中のプログラムをすぺて終了します。システムの復元が完了するま 
で、いかなるファイルまだ;はプ□グラムも変更したり、開いたり、削除しだ;りしな 
いでください。 


Windows Vista 

1 Start (スタート）©をクリックします。 

2 start Search (検索の開始）ボックスに System Restore (システムの 
復元）と入力し、 < Enter > を押します。 

3 Undo my last restoration (以前の復元を取り消す）をクリックして、 
Next (次へ）をクリックします。 
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Windows XP 

i スター トつすべてのプログラム — アクセサリ 4 
システムツール -> システムの復元 の順にクリックします。 

2 以前の復元を取り消す をクリックして、 次へ をクリックします。 


システムの復元の有効化 

メモ： Windows Vista では、ディスク領域が少ない場合でも、システムの復元は 
無効になりません。したがって、次の手順は Windows XP のみに適用されます。 

空き容量が200 MB 未満の ハー ド デイ スクに Windows XP を 再 インス I ルし 
た場合、システムの復元は自動的に無効に設定されます。 

システムの復元が有効になっているか確認するには、次の手順を実行します。 


Windows Vista 

1 Start (スタート）〇-> Control Panel (コント □— ルパネル）4 

System and Maintenance (システムとメンテナンス） System 
(システム）の順にクリックします。 

2左側のペインで、 System Protection (システムの保護）をクリック 
します。 


3 System Protection (システムの保護）タブをクリックします。 

Automatic restore points (自動復元ポイント）で、ハードディスク 
に対する System Protection (システムの保護）チェックボックスが才 
フであることを確認してください。 

Windows XP 


スタート ® — コント□ールパネル — パフォーマンスとメンテナン 
ス — システム の順にクリックします。 


2 システムの復元 タブをクリックし、 システムの復元を無効にする のチエッ 

クマークが'付いていないことを確認します。 


Dell™ PC リストアおよび Dell Factory Image 
Restore の使い方 

C - 1 注意： Dell PC リストア、 Dell Factory Image Restore のいずれを使用しても、 J \— 
ドディスクドライブ上の全データが永久に削除され、まだ;コンピュータを受け取っ 
た後にインス I '■ールしたプ□グラムはすぺて削除されます。 Dell Factory Image 
Restore を使用する前にデータをパックアップして<ださい。 Dell PC リストアまた 
は Dell Factory Image Restore は、システムの復元でオペレーティングシステムの 
問題を解決できなかった場合にのみ使用してください。 

メモ：シマンテック製の Dell PC リストアおよび Dell Factory Image Restore は、 

国またはコンピュータによってはご利用になれない揚合があります。 
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Dell Factory Image Restore (Windows Vista ) また;は Dell PC Restore 
(Windows XP ) は、オペレーティングシステムを復元する最後の手段としての 
み、ご利用くださし、。 

これらのオプションにより、ハードディスクドライブはコンピュータの工場出荷 
時の動作状態に戻ります。コンピュータを受け取られてから追加された、データ 
ファイルを含 S どのようなプ□グラムやファイルも永久にハードディスクドライ 
ブから削除されます。データファイルには、コンピュータ上の文書、表計算、 
メールメッセージ、デジタル写真、ミュージックファイルなどが含まれます。 PC 
Restore まだ:は Factory Image Restore を使用する前にすベてのデータをバッ 
クアップするよ〇にしてください。 

Windows Vista : Dell Factory Image Restore 

1 コンピュータの電源を入れます。 Dell の□ゴが表示されたら、 < F 8> を数回 

押して Vista Advanced Boot Options ( 詳細ブートオプション） 
ウィンドウにアクセスします。 

2 Repair Your Computer (コンピュータの修復）を選択します。 

System Recovery Options (システム回復オプション）ウィンドウが 
表示されます。 

3 キーボードレイアウトを選択して、 Next (次へ）をクリックします。 

4 回復オプションにアクセスするために、□一カルユーザーとして□グオンし 
ます。コマンドプ□ンプトにアクセスするために、ユーザー名フィールドで 
administrator と入力し、 OK をクリックします。 

5 Dell Factory Image Restore をクリックします。 

メモ：使用する構成によっては 、 Dell Factory Tools、Dell Factory Image 
Restore の順序で選択しなければならない揚合もあります。 ' 

Dell Factory Image Restore (デル出荷時のイメージの復元）の初期 

画面が表示されます。 

6 Next (次へ）をクリックします。 

Confirm Data Deletion (データ削除の確認）画面が表示されます。 

( C - 1 注意： Factory Image Restore をこれ以上進めだ;くない場合は 、 Cancel (キャンセ 
ル）をクリックします。 

7 ハードディスクドライプの再フォーマットおよびシステムソフトウェアをエ 
揚出荷時の状態に復元する作業を続行することを確認するだめのチ I ック 
ボックスをオンにして、 Next (次へ）をクリックします。 

復元処理が開始されます。復元処理が完了するまで5分以上かかる場合があ 
ります。 0 S および工場出荷時にインス!'ールされたアプリケーションがエ 
揚出荷時の状態に戻ると、メッセージが表示されます。 

8 Finish (完了）をクリックして、システムを再起動します。 
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オペレーティングシステムメディアの使い方 

作業を開始する前に 

新しくインストールしたドライパの問題を解消するだめに Windows オペレー 
ティングシステムを再インストールする場合は、 Windows のデバイスドライパ 
の□ールパックを試してみます。77ページの「デバイスの不具合の原因がデパイ 
スドライパであるかどうかの確認」を参照してください。その後で 、 Device 
Driver Rollback (デバイスドライパの口ールパック）を試します （77 ページの 
「ドライパの以前のパージヨンへの置き換え」を参照)。 

デパイスドライパの□ールパックを実行しても問題が解決されなし Ml 合は、シス 
テムの復元 （255 ページの 「 Microsoft ® Windows ® システムの復元の使い方」 
を参照）を使用して、オペレーティングシステムを新しいドライパがインス!■'一 
ルされる前の動作状態に戻します。 

W 注意：インス!'ールを実行する前に、お使いのプライマリハードディスクドライプ 
上のすべてのデータファイルのパックアップを作成します。標準的なノ\ードディス 
クドライブ構成において、コンピュータによって1番目に認識されるドライプがプ 
ライマリハードディスクドライプです。 

Windows を再インス!''ールするには、以下のアイテムが必要です。 

• Dell ™ 『オペレーティングシステム H メディア 


• Dell『Drivers and Utilities 』 メディア 

_ メモ ： Dell『Drivers and Utilities 』 メディアには、コンピュータの製造工程でプリ 
インス!'ールされたドライパが収録されています。 Dell『Driversand Utilities 』 メ 
ディアを使用して、必要なドライパを□ードします。お使いのコンピュータを購入 
しだ;地域、またはメディアの注文の有無によっては、 Dell『Drivers and Utilities 』 
メディアおよび『オペレーティングシステム』メディアがコンピュータに付属して 
いない場合があります。 

Windows XP または Windows Vista の再インストール 

再インス!■'ール処理を完了するには、1〜2時間かかることがあります。オペ 

レーティングシステムを再インス!•'ールした後、デバイスドライパ、アンチウイ 

ルスプログラム、およびその他のソフトウエアを再インストールする必要があり 

ます。 

Q 1 注意：『オペレーティングシステム』メディアには、 WindowsXP の再インス!'一 
ル用のオプションが収録されています。オプションはファイルを上書きして、ハー 
ドディスクドライプにインス!'ールされているプ□グラムに影響を与える可能性が 
あります。このような理由から、デルのテクニカルサポート担当者の指示がない限 
り、 Windows XP を再インス!'ールしないでください。 

1開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプ□グラムをすべ 
て終了します。 

2『オペレーティングシステム』ディスクを挿入します。 
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3 install windows (Windows のインストール）というメッセージが表 
示されたら 、 Exit (終了）をクリックします。 

4コンピュータを再起動します。 

DELL □ゴ^ 1 '表示されたら、すぐに < F 12> を押します。 

<5^ メモ： キーを押すタイミングが遅れて、 os のロゴが表示されてしまったら、 
Microsoft ® Windows ® デスクトップが表示されるのを待ち、コンピュータを 
シャットダ ウンして 再度試します。 

Cf メモ： 次の手順は、起動順序を1回だけ変更します。次回の起動時には、コン 
ピュータは セッ トアップユーティリティで指定したデパイスから起動します。 

5起動デパイスの一覧が表示されたら、 CD / DVD / CD-RW Drive をハイライ 
卜表示して < Enter > を押します。 

6 CD から起動するには、いずれかのキーを押します。 

7画面の指示に従ってインス!■'ールを完了します。 
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トラブ^/シューティング 



ぺヒント： お使いのコンピュータのトラブルシューティングを行う際 
は、これらの基本的なヒントに従い、時間を節約してください。 

1部品を追加したり取り外した後に問題が発生した場合は、取り付け 
手順を見直して、部品が正し < 取り付けられているか確認します。 

2周辺機器が機能しない場合、デバイスが適切に接続されているか 
確認します。 

3画面にエラーメッセージが表示される場合は、メッセージを正確 
にメモします。このメッセージは、サポート担当者が問題を診断 
および解決するのに役立つ揚合があります。 

4プ□グラムの実行中にエラーメッセージが表示される場合、その 
プ□グラムのマニュアルを参照してください。 


^ メモ：このマニュアルの手順は、 Windows のデフォルト表示用に記載されていま 
すので、お使いの Dell コンピュータを Windows クラシック表示に設定している揚 
合には適用されなし U ■合があります。 
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トラプルシューティングツール 

お使いのコンピュータにおける問題の診断および解決に必要となるトラプル 
シューティングツールを以下に示します。 


ツール 

機能 

電源ライト 

電源ポタンのライトが点灯したり、点滅、または点灯したまま 
になることで、電源が入っている、電源が切れている、または 
スタンパイなどさまざまな電源状態を示します。また、このラ 
イトは、内部の電源の問題を示すことちあります。 


電源ライトの詳細については、『サービスマニュアル』を参照し 
て < ださい。 

デスクトップコン 
ピュータの診断ラ 
イト 

デスクトップコンピュータには、診断ライトが'装備されている 
ものがあります。これらのライトは、電源ライトと関連して機 
能します。これらのライトは、ステータスおよび問題を示すの 
に、特定の順番で点灯したり、消えたりします。 


診断ライトの詳細については、『サービスマニュアル J 1 を参照し 
てください。 

ノートブックコン 
ピュータの診断ラ 
仆 

キーボードのステータスライトにより、ステータスおよび問題 
が示されます。 

診断ライトおよびステータスライトの詳細については、『サービ 
スマニュアル』を参照してください。 

システムメッセージ 

お使いのデスクトップコンピュータやノー トブックコンピュー 
夕では、解決の必要があるエラーや問題を示すメッセージが表 
示されることがあります。画面に表示された情報を書き留め、 
「システムメッセージ」リストや、お使いの『サービスマニュア 
ル』から、問題の解決方法について、該当するメッセージを検 
索します。 

Windows ハード 
ウェアのトラブル 
シューティング 

ハードウェアのトラブルシューティングを使用して、デバイス 
構成、互換性の問題、または動作ステータスを解決します。 


262 I トラプルシューティング 






Dell Diagnostics 

(診断）プ□グラム 

コンピュータでは 、 Dell Diagnostics (診断）プ□グラムを使 
用して、起動前システムアセスメント （ PSA ) や、システ厶基 
板、キーボード、ディスプレイ、メモリ、ハードディスクドラ 
イブなどの一連の初期テストを実行します。また 、 Dell 
Diagnostics (診断）プ□グラムは、コンピュータの評価のた 
め、さらに完全なシステムテストを実行するのに使用すること 
ち可能です。 

デルサポートユー 
テイリテイ 

このサポートユーティリティは、セルフサポート情報、ソフト 
ウェアのアップデート、およびお使いのコンピュータ環境の状 
態をスキャンする場合に使用します。 


デスクトップコンピュータの電源ライト 

(^1 警告：本項の手順を開始する前に、お使いのコンピュータに同梱の、安全にお使い 
いただくための注意に従ってください。安全にお使いいただくためのベストプラク 
ティスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
( www . dell . com ¥ regulatory _ compliance ) をご覧ください。 



コンピュータの前面にある電源ボタンライトは、点滅しだり点灯することで以下 
のさまざまな動作状態を示します。 

• 電源ライトが青色になっており、コンピュータが疝答しなし Ml 合は、お使い 
のコンピュータの『サービスマニュアル JI を参照してください。 

メモ：一部のシステムでは、電源ライトは緑色です。 

• 電源ライトが青色に点滅している場合、コンピュータはスタンパイモードに 
入っています。キーボードのキーを押したり、マウスを動かしたり、電源ポ 
タンを押したりすると、通常の動作が再開されます。 

メモ：一部のシステムでは、電源ライトは緑色です。 
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• 電源ライトが消灯している場合は、コンピュータの電源が切れているか、電 
力が供給されていません。 

- 電源ケープルをコンピュータ背面の電源コネクタとコンセントの両方に 
しっかりと装着しなおします。 

- コンピュータが電源タップに接続されている揚合、電源タップがコンセン 
卜に接続されてし\て電源が入っていることを確認します。 

- 電源保護デパイス、電源タップ、および電源延長ケープルを動作状況の 
明らかな類似製品と交換し、コンピュータへの電源投入が正常に行われ 
ることを確認します。 

- 電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが機能している 
か確認します。 

- 主電源ケープルおよび前面パネルのケープルがシステム基板にしっかり 
と接続されているか確認します（お使いのコンピュータの『サービスマ 
ニュアル』を参照)。 

• 電源ライトが橙色で点滅している場合は、コンピュータに電力は供給されて 
いますが、内部で電源の問題が発生している可能性があります。 

- 該当する場合、電圧切り替えスイッチの設定が、ご使用の地域の AC 電 
源に一致しているか確認します。 

- プロセッサの電源ケープルがシステム基板にしっかりと接続されている 
かを確認します（お使いのコンピュータの『サービスマニュアル JI を参 

B 召、） 

• 電源ライトが橙色に点灯している場合は、デパイスが誤動作しているか正し 
く取り付けられていなし ) 可能性があります。 

-メモリモジュールを取り外し、再び取り付けます（コンピュータ同梱の 
マニュアルを参照)。 


- すべてのカードを取り外し、再び取り付けます（コンピュータ同梱のマ 
ニュアルを参照)。 

• 電気的な妨害を解消します。電気的な妨害の原因には、次のものがあります。 

- 電源、キーボード、およびマウスの延長ケープルが使用されている 

- 電源タップにあまりに多くのデパイスが接続されている 

- 同じコンセントに複数の電源タップが接続されている 

デスクトップコンピュータの診断ライト 

デスクトップコンピュータの中には、前面パネルに番号のついたライトが装備さ 
れているものがあります。コンピュータが正常に起動している場合、ライトは点 
減してから消灯します。 

コンピュータが誤作動している場合、ライトの組み合わせ順によって問題を識別 
で含ます。 
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V 詳細情報： 表示されるさまざまな診断ライトの意味に関しては、お使 
いのコンピュータの『サービスマニュアル』を参照するか、 Dell サ 
ポートサイト ( support . jp . dell . com ) でトピックを検索してくださ 
い。 


ノー トプックコンピュータの診断ライト 

通常、ノートプックコンピュータには、キーボードの上部にキーボードステータ 
スライトが装備されています。詳細に関しては、コンピュータに付属のマニュア 
ルを参照してください。 

通常の操作を行っている間に、キーボードステータスライトでは、特定の機能に 
ついての現在のステータスを表示します。コンピュータが誤作動している場合、 
ライトのステータスで問題を識別すること； V できます。 


V 詳細情報： 表示されるさまざまな キー ポードステータスライトの意味 
に関しては、お使いのコンピュータの『サービスマニュアル』を参 
照するか、 Dell サポートサイト ( support . jp . dell . com ) でトピック 
を検索して < ださい。 


デスクトップコンピュータのシステムメッセージ 

^ メモ：受け取ったメッセージがリストにない場合は、メッセージが表示されたとき 
に実行されていたオペレーティングシステムまたは、プ□グラムのマニュアルを参 
照して < ださい。 

警告！このシステムの前回の起動時に，チェックポイント [ NNNN ] で障害が発生しました。 
この問題を解決するには、このチェックポイントをメモしてデルテクニカルサポートにお 
問い合わせください 一 3回連続して起動ルーチンを最後まで処理しよ5としましたが、 
毎回同じエラーが発生して失敗しました（サポートに連絡する場合は323ページの「デ 
ルへのお問い合わせ」を参照)。 

CMOS チェックサムエラ ——マザーポードに障害が発生しているか、または RTC パッ 
テリの残量が低下している可能性があります。パッテリを交換します（詳細に関しては、 
コンピュータ同梱のマニュアルまたは323ページの「デルへのお問い合わせ」を参照し 
て < ださい)。 

CPU フアン障害 一 CPU フアン障害 CPU フアンを交換します（お使いのコンピュータの 
『サービスマニュアル i を参照）。 

ハードディスクドライプ読み取り障害ー ハードディスクドライプ起動テスト中にハード 
ディスクドライプ障害が発生した可能性があります（サポートを受けるには323ページ 
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の「デルへのお問い合わせ」を参照)。 

キーボード障害 ー キーボードに障害があるか、またはキーボードケーブルが緩んでいる 
可能性があります (281 ページの「外付けのキーボードにおけるキーボードの問題」を 
参照)。 

起動デバイスがありませんー システムが、起動可能なデバイスまたはパーティションを 
見つけられません。 

•光学ドライブが起動デパイスの場合、ケーブルが接続されていて、起動用光学メディ 
アがドライブに挿入されていることを確認します。 

• ハードディスクドライプが起動デパイスの場合、ケーブルがドライブに適切に取り付 
けられていて、起動デパイスとしてパーティション分割されていることを確認します。 

•セットアップユーティリティを起動して、起動順序の情報が正しいか確認します 
(295 ページの「セットアップユーティリティ」を参照)。 

タイマーチック割り込み信号がありませんー システム基板上のチップが誤動作を起こし 
ているか、システム基板そのものに障害が発生している可能性があります（サボートを受 
けるには、323ページの「デルへのお問い合わせ」を参照)。 

注意-ハードディスクドライプセルフモニタリングシステムで、パラメータが通常の動作 
範囲を超えていることが報告されました。定期的にデータのバックアップを行うことをお 
勧めします。範囲外のパラメータは、ハードディスクドライプに問題があることを示す場 
合、または示さない場合もあります 一 S . M . A . R . T エラーです。 HDD に障害か'発生して 
いる可能性があります。この障害により、 BIOS 設定で有効とされたり無効とされたりす 
る可能性があります。 

ノ _ ト ブックコン ピュータのシステムメ ッ セージ 

_ メモ：受け取ったメッセージがリストにない場合は、メッセージが表示されたとき 
に実行されていたオペレーティングシステムまたは、プ□グラムのマニュアルを参 
照してください。 

使用可能メモリが減少しています 一 281ページの「フリーズおよびソフトウェアの問 
題」を参照してください。 

エラー 8602 -補助デバイス障害。マウスとキーボードが正しいコネクタにしっかりと取 
り付けられているか確認してください 

フラッシュ部書き込み保護ェラ ——デルにお問い合わせください （323 ページの「デル 
へのお問い合わせ」を参照)。 

ゲート A 20 障害一 281ページの「フリーズおよびソフトウェアの問題」を参照してくだ 
さし、。 

無効な設定情報-セットアップユーティリティを実行してくださいー セットアップ 

ユーティリティを起動し（295ページの「セットアップユーティリティの起動」を参 
照)、セットアップユーティリティオプションを変更して （296 ページの「セットアップ 
ユーティリティ画面のオプション操作」を参照)、設定エラーを修正します。 

キーボード障害ー キー ポー ドに障害があるか、またはキー ポー ドケープルが緩んでいる 
可能性があります (281 ページの「外付けのキーボードにおけるキーボードの問題」を 
参照)。 
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アドレス、読み取り値、期待値におけるメモリアドレスラインエラ ——281ページの 
「フリーズおよびソフトウェアの問題」を参照してください。 

アドレス、読み取り値、期待値におけるメモリダブルワードロジックエラ—— 

281ページの「フリーズおよびソフトウェアの問題」を参照してください。 

アドレス、読み取り値、期待値におけるメモリ奇数/偶数ロジックエラ—— 

281ページの「フリーズおよびソフトウェアの問題」を参照してください。 

アドレス、読み取り値の予想値におけるメモリ書き込み/読み取リエラ—— 

281ページの「フリーズおよびソフトウェアの問題」を参照してください。 

CMOS のメモリサイズが無効です一 281ページの「フリーズおよびソフトウェアの問 
題」を参照して<ださい。 

利用可能な起動デバイスがありません。 F1 キーを押して起動を再試行するか、 F2 キーを 
押してセットアップユーティリティを実行してください。オンボード診断を実行する場合 
は F 5 キーを押します。 ー システムが、起動可能なデバイスまたはパーティションを見つ 
けられません。 

•光学ドライブが起動デバイスの場合、ケーブルが接続されていて、起動用光学メディ 
アがドライブに挿入されていることを確認します。 

• ハードディスクドライプが起動デバイスの場合、ドライブが適切に取り付けられてい 
て、起動デ/ V イスとして/\°ーティション分割されているか確認します。 

•セットアップユーティリティを起動して、起動順序の情報が正しいか確認します 
(295 ページの「セットアップユーティリティの起動」を参照)。 

ハードディスクドライプに起動セクタがありませんー セットアップユーティリティを起 

動し、ハードディスクドライブの設定情報が正しいか確認します （295 ページの「セット 
アップユーティリティの起動」を参照)。 

タイマーチック割り込み信号があリません一 Dell Diagnostics (診断）プ□グラムを実 
行します （270 ページの 「Dell Diagnostics (診断）プ□グラムの実行」を参照)。 

電源の警告メッセージが無効になっていますセットアップユーティリティを実行し、 
これらのメッセージを有効にしてください。 一295ページの「セットアップユー 
ティリティの起動」を参照してください。 

内蔵ハードディスクドライブの読み取り障害一 276ページの「ドライブの問題」を参照 
してください。 

2 台目の内蔵ハードディスクドライブの読み取り障害一 このメッセージは、複数のハー 
ドディスクドライブをサポートするノートブックコンピュータに適用されます。 

276ページの「ドライブの問題」を参照してください。 

RTC モード修正-時間と日付が間違っていますー セットアップユーティリティを起動 
し、日付や時刻を修正してください （295 ページの「セットアップユーティリティの起動」 
を参照)。問題が解決しない場合、 CMOS バッテリを交換します。 

シャットダウンェラ —— Dell Diagnostics (診断）プログラムを実行します (270 ベー 
ジの 「Dell Diagnostics (診断）プ□グラムの実行」を参照)。 

内部時計が'停止しました。 

セットアップユーティリティを実行してくださいー セットアップユーティリティを起動 

し、日付や時刻を修正してください （295 ページの「セットアップユーティリティの起動」 
を参照)。問題が解決しない場合、 CMOS バッテリを交換します。 
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時刻が設定されていません。セットアップユーティリティを実行してくださいー セット 

アップユーティリティを起動し、日付や時刻を修正してください （295 ページの「セット 
アップユーティリティの起動」を参照)。問題が解決しない場合、 CMOS パッテリを交換 
します。 

タイマーチップカウンタ2が失敗しました一 Dell Diagnostics (診断）プログラムを実 
行します （270 ページの 「Dell Diagnostics (診断）プログラムの実行」を参照)。 

AC 電源アダプタのタイプを決定できません。システムでは130ワット以上の電源アダプ 
夕のみを起動できます。シャットダウンするには F1 キーを押します 一 130ワット以上 

の AC アダプタをコンピュータかドッキングステーションに接続します。 

& メモ：130ワット以上の AC 電源アダプタタイプの要件に関するこのメッセージ 
は、130ワット以上の AC アダプタを必要とするノートブックコンピュータに適用 
されます。 

AC 電源アダプタのワット数およびタイプを決定できません。バッテリが充電されない場 
合があります。システムは利用可能な電源に適合するようにパフォーマンスを調整します。 
最善のシステムパフォーマンスが得られるように、デル xxx-W 以上の AC アダプタを接続 
してください。電源の警告メッセージを表示したくない場合は、 （F1 キーまたは F2 キー 
の前に） F3 キーを押します。続行するには F1 キーを、セットアップユーティリティを実 
行するには F2 を押してください 一 適切な AC アダプタをコンピュータまたはドッキン 
グステーションに接続します。 

コンピュータがドッキングされているが、バッテリ電源だけが検出される。これは、電源 
アダプタが見つからない場合、電源コードがコンセントから外れている場合、またはコン 
ピュータがドッキングステーションに適切に接続されていない場合に起こる場合があり 
ます。アンドックしてからドッキングを行い、電源アダプタを接続するか、または電源 
コードをコンセントに接続してください。シャットダウンするには F1 キーを押します。 

システムメモリの容量が変わりました。メモリを変更していない場合、この問題を解決す 
るには、メモリを装着しなおします。続行するには F1 キーを、セットアップユーティリ 
ティを実行するには F2 を押してください。オンボード診断を実行する場合は F5 キーを押 
します一 

• メモリを取り付けなおします（手順については、お使いのコンピュータの『サービス 
マニュアル』を参照)。 

• メモリの取り外しまたは取り付けを行っていない場合、メモリモジュール障害または 
システム基板障害が発生している可能性があります。デルに連絡してサボートを受け 
てください （323 ページの「デルへのお問い合わせ」を参照)。 

サポートされていないメモリです。 シャッ トダウンするには F1 キーを押します。 一 使用 

しているメモリが、お使いのコンピュータでサポートされているかを確認します（コン 
ピュータに付属のマニュアルを参照)。 

警告： xxx-WAC アダプタが検出されました。これはコンピュータ出荷時に同梱されてい 
た推奨の xxx-WAC アダプタよりも容量が低いものです。これにより、バッテリの充電時 
間が長くなリます。システムは利用可能な電源に適合するようにパフォーマンスを調整し 
ます。最善のシステムパフォーマンスが得られるように、デル xxx-W 以上の AC アダプタ 
を接続してください。電源の警告メッセージを表示したくない場合は、 （F1 キーまたは F2 
キーの前に） F3 キーを押します。続行するには F1 キーを、セットアップユーティリティ 
を実行するには F2 を押してください 一 適切な AC アダプタをコンピュータまたはドッ 
キングステーションに接続します。 
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警告：プライマリバッテリを識別できません。このバッテリを取り外すまで、このシステ 
厶ではバッテリバッテリの充電ができません 一 2個のバッテリバッテリを装備したコン 
ピュータの場合、プライマリパッテリパッテリが正しく取り付けられていないか、または 
パッテリまたはシステム基板に欠陥がある可能性があります。 

警告：セカンドバッテリを識別できません。このバッテリを取り外すまで、このシステム 
ではバッテリの充電ができません 一 2個のパッテリを装備したコンピュータの場合、セ 
カンドパッテリが正しく取り付けられていないか、またはバッテリまたはシステム基板に 
欠陥がある可能性があります。 

警告：バッテリを識別できません。このバッテリを取り外すまで、このシステムではバッ 
テリの充電ができません 一 2個のバッテリを装備したコンピュータの場合、いずれか1 
つまたは両方のパッテリが正しく取り付けられていないか、またはパッテリまたはシステ 
ム基板に欠陥がある可能性があります。 

警告：バッテリを識別できません。このシステムではこのバッテリの充電ができま 
せんーパ ッテリが正しく取り付けられていないか、または パッ テリまたはシステム基板 
に欠陥がある可能性があります。 

警告：取り付けられたバッテリはシステムに電源を供給できません。このバッテリが接続 
されている状態ではシステムは起動しません。システムをシャツトダウンするには F1 
キーを押します。 


警告！バッテリの充電量が不足しています。続行するには F1 キーを押します。 

警告： TPM が初期化されませんでした ー システム基板のエラーが発生しました。デルに 
連絡してサボートを受けてください （323 ページの「デルへのお問い合わせ」を参照)。 

警告メッセージが無効になっています。セットアップユーティリティを実行し、これらの 
メッセージを有効にしてください 一 295ページの「セットアップユーティリティ」を参 
照して < ださい。 

警告：[プライマリ/セカンダリ] EIDE コントローラ上のドライブ [0/1] が、通常の仕様外 
の環境で動作していることを、デルのディスクモニタシステムが検知しました。すぐに 
データをバックアップし、サポートデスクまたはデルに問い合わせてハードディスクドラ 
イブを交換することをお勧めしますー デルに連絡してサボートを受けて<ださい 
(323 ページの「デルへのお問い合わせ」を参照)。 

お使いの電源アダプタは、取り付けられたドッキングステーションを実行するだけの電力 
を供給できません。アンドックするか、または適切なアダプタを挿入してください。 
シャットダウンするには F1 キーを押します 一 適切な AC アダプタを接続します。 

お使いのシステムはドッキングされていますが、 AC アダプタのタイプを決定できません。 
アンドックするか、または適切なアダプタを挿入してください。シャットダウンするには 
F1 キーを押します 一 AC アダプタが正しく取り付けられていないか、または AC アダプ 
夕またはドッキングステーションに欠陥がある可能性があります。 

システムは予想以上に熱くなっているため、システムの電源が自動的に切れます。このよ 
うな事態が発生する要因としては次のことが考えられます。室内温度が過度に高い環境で 
システムを動作または保管しているか、またはシステムの通気孔の通気を妨げている。こ 
の問題が繰り返し起こる場合は、デルに電話してエラーコード #M1004 でサボートを受け 

てくださいー デルに連絡してサボートを受けてください （323 ページの「デルへのお問 
い合わせ」を参照)。 
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*** プロセッサ SSDT データが見つかりません***マルチコアプロセッサに対するオペ 
レーティングシステムの電力管理が無効になっています一 

回路がトリップしました*** UL トリップ数は F3 キーメッセージの下に表示されます。 
UL カウンタをクリアするには F3 キーを押します。操作を続行するにはその他のキーを押 
します一 Dell Diagnostics (診断）プ□グラムを実行します （270 ページの 「Dell 
Diagnostics (診断）プ□グラムの実行」を参照)。 

*** プロセッサマイクロコードの更新障害***このシステムではプロセッサのリビジョン 
はサポートされていません一 使用しているプロセッサが、お使いのコンピュータでサ 
ポートされているか確認します（コンピュータのマニュアルを参照)。 

Windows ハードウェアのトラブルシューティング 

デバイスが OS のセットアップ中に検知されない、または、検知されても設定が 
正しくない場合は、ハードウェアに関するトラブルシューティングを利用して OS 
とハードウェアの不適合の問題を解決できます。 

1 Start (スタート ） Help and Support (ヘルプとサポート）をクリッ 
クします。 

2検索フィ ー ルドに Hardware troubleshooter (ハ ー ドウェアに関する 
トラブルシューティング）と入力し、 < Enter > を押して検索を開始します。 

3ヘルプとサポートウィンドウに 、 Fix a Problem (問題の修正）セクション 
が表示されたら 、 Hardware Troubleshooter (ハードウェアのトラブ 
ルシューティング）をクリックします。次に、問題を最もうまく説明してい 
るオプションを選択します。 

また;は 

4検索結果のうち、問題を最もよく表しているオプションを選択し、残りの卜 
ラフ''ルシューティング手順に従います。 

Dell Diagnostics ( 診断）プログラムの実行 

^警告：本項の手順を開始する前に.お使いのコンピュータに同梱の、安全にお使い 
いただくための注意に従ってください。安全にお使いいただくためのベストプラク 
ティスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
(www.dell.com¥regulatory_compliance) をご覧ください。 

^ 注意： Dell Diagnostics (診断）プログラムは、 Dell ™ コンピュータ上でのみ機能 
します。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムを使用する場合 

コンピュータに問題が発生した場合、デルに連絡してテクニカルサボートを受け 
る前に、261ページの「トラブルシューティング」を参照するか、 Dell 
Diagnostics (診断）プ□グラムを実行します。 

作業を始める前に、これらの手順を印刷しておくことをお勧めします。 


270 I トラブルシューティング 


295 ページの「セットアップユーティリティ」を参照して、コンピュータの設定 
情報を閲覧して、テストするデパイスがセットアップユーティリティに表示され、 
アクティブであることを確認します。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムは、ハードディスクドライプまたはお使い 
のコンピュータに付属する 『Drivers and UtilitiesH メディアから起動します。 

^ メモ： 『Drivers and Utilities 』 メディアはオプションなので、出荷時にすぺてのコン 
ピュータに付属しているわけではありません。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムのハードディスクドライプからの起動 
Dell Diagnostics (診断）プログラムは、ハードディスクドライプの診断ユー 
ティリティ用隠しパーティションに格納されています。 

ノートプックコンピュータでの Dell Diagnostics (診断）の開始 

メモ：コンピュータに画面イメージが表示されない場合は、コンピュータに付属の 
マニュアルで「デルへのお問い合わせ」を参照してください。 

メモ：コンピュータがドッキングデパイスに接続されている揚合、ドッキングを解 
除します。手順については、ドッキングデバイスに付属のマニュアルを参照してく 
ださい。 

1コンピュータが、正確に動作することが確認されているコンセントに接続さ 
れていることを確かめます。 

2コンピュータの電源を入れます（まだは再起動します)。 

3 Dell Diagnostics (診断）プ□グラムを次の2つの方法のいずれかで開始 
します。 

• DELL TM の□ゴが表示されだら、すぐに < F 12> を押します。起動 
メニューから Diagnostics (診断）を選択し、 < Errter > を押します。 

<5^ メモ：キーを押すタイミングが遅れて、 0 S のロゴが表示されてしまったら、 
Microsoft ® Windows ® デスクトップが表示されるのを待ち、コンピュータを 
シャツトダウンして再度試します。 


まだ;は 

• コンピュータの電源が完全に切れた後で、コンピュータの起動中に、 

< Fn > キーを押し続けます。 

@ メモ：診断ユーティリィティノ \°ーティシヨンが見つからないことを知らせる 
メッセージが表示された場合は 、 『Drivers and Utilities 』 メディアから Dell 
Diagnostics (診断）プ□グラムを実行します。 

起動前システムアセスメント （ PSA ) が実行されます。 PSA は、システム基 
板、キーボード、ディスプレイ、メモリ、ハードディスクドライプなどを対 
象とした初期テストを連続して実行します。 
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• 確認メッセージが表示されたら、応答を入力します。 

• 問題が検出された場合は、エラーコードを書き留め、323ページの「デ 
ルへのお問い合わせ」を参照してください。 

PSA が正常に終了すると、 Booting Dell Diagnostic Utility 
Partition. Press any key to continue (Dell 診断- L — 丁 イリ 丁ィ 
パーティションの起動中。いずれかのキーを押すと続行します）というメッ 
セージが表示されます。 

4任意のキーを押すと、ハードディスクドライブ上の診断プ□グラムユーティ 
リィティパーティションから Dell Diagnostics (診断）プ□グラムが起動 
します。 

5 Dell Diagnostics (診断）プ□グラムの Main Menu (メインメニュー） 

が表示されたら、実行するテストを選びます。 

6 273ページの 「Dell Diaanostics (診断）プ□グラムのメインメニューの使 
い方」を参照して、作業を継続してください。 


デスクトップコンピュータでの Dell Diagnostics (診断）の開始 

メモ：コンピュータの画面に画像か’表示されない場合は、323ページの「デルへ 
のお問い合わせ」を参照して<ださい。 

1コンピュータが、正確に動作することが確認されているコンセントに接続さ 
れていることを確かめます。 

2コンピュータの電源を入れます（まだは再起動します)。 

3 DELL ™ の□ゴが表示されたら、すぐに < F 12> を押します。起動メニュー 
から Diagnostics (診断）を選択し、 < Errter > を押します。 

メモ：キーを押すタイミングが遅れてオペレーティングシステムのロゴが表 
示されてしまったら、 Microsoft Windows デスクトップが表示されるまでそ 
のまま待機し、コンピュータをシャットダウンして操作をやりなおしてくだ 
さし、。 

# メモ：診断ユーティリィティパーティションが見つからなし ） ことを知らせる 
メッセージが表示された場合は、 『Drivers and Utilities 』 メディアから Dell 
Diagnostics (診断） プ □ グラムを実行します。 

4任意のキーを押すと、ハードディスクドライブ上の診断プ□グラムユーティ 
リィティパーティションから Dell Diagnostics (診断）プ□グラムが起動 
します。 

5 Dell Diagnostics (診断）プ□グラムの Main Menu (メインメニュー） 

が表示されたら、実行するテストを選びます。273ページの 「Dell 
Diagnostics (診断）プ□グラムのメインメニューの使い方」を参照してく 
ださし、。 

6 273ページの 「Dell Diaanostics (診断）プ□グラムのメインメニューの使 
い方」を参照して、作業を継続してください。 
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Dell Diagnostics (診断)プログラムを 『Driversand Utilities 』 メディアから起動す 
る場合 

1 Drivers and Utilities メディアを挿入します。 

2コンピュータをシャットダウンして、再起動します。 

DELL ロゴが表示されたら、すぐに < F 12> を押します。 

メモ：キーを押すタイミングが遅れてオペレーティングシステムのロゴが表 
示されてしまったら 、 Microsoft Windows デスクトップが表示されるまでそ 
のまま待機し、コンピュータをシャットダウンして操作をやりなおしてくだ 
さし、。 

メモ：次の手順は、起動順序を1回だけ変更します。次回の起動時には、コン 
ピュータはセットアップユーティリティで指定したデパイスから起動します。 

3起動デバイスの一覧が表示されたら、 CD/DVD/CD-RW をハイライト表示 
して < Errter > を押します。 

4 表示されたメニューから Boot from CD-ROM オプションを選択し、 
< Enter > を押します。 

51を入力して、 CD のメニューを開始し、 < Enter > を押して続行します。 

6番号の付いだ;リストから Run the 32 Bit Dell Diagnostics を選択します。 

複数のパージョンがリストにある場合は、お使いのコンピュータにとって適 
切なパージョンを選択します。 

7 Dell Diagnostics (診断）プログラムの Main Menu が表示されたら、実 
行するテストを選びます。 

8 273ページの 「Dell Diaanostics (診断）プ□グラムのメインメニューの使 
い方」を参照して、作業を継続してください。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムのメインメニューの使い方 
1 Dell Diagnostics (診断）プログラムが□—ドされ Main Menu 画面が表 
示されたら、希望のオプションのボタンをクリックします。 

メモ：お使いのコンピュータで完全なテストを実行するには、 Test System を選 
択します。 


オプション 

機能 

Test Memory 

スタンドア□ンメモリのテストを実行します。 

Test system 

システムの Diagnostics (診断）を実行 

Exit 

Diagnostics (診断)の終了 


2 メインメニューから Test System オプションを選択すると、次のメ 
ニューが表示されます。 
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^ メモ： コンピュータのデパイスでさらに詳細なチェックを実行する場合は、以下の 
メニューから Extended Test を選択することをお勧めします。 


オプション 

機能 

Express Test 

システムデバイスのクイックテストを実行します。このテ 
ストは通常10〜20分かかります。 

Extended Test 

システムデバイスの完全なチェックを実行します。このテ 
ストは通常1時間以上かかる可能性があります。 

Custom Test 

特定のデバイスをテストしたり、実行するテストをカスタ 


マイズする場合に使用します。 

Symptom Tree 問題の症状に基づいたテストを選択することができます。 

このオプションは、最も一般的な症状を一覧表示します。 


テスト実行中に問題が検出されると、エラーコードと問題の説明を示した 
メッセージが表示されます。エラーコードと問題の説明を書き留め、 

323ページの「デルへのお問い合わせ」を参照してください。 

メモ： お使いのコンピュータのサービスタグは、各テスト画面の上部にあり 
ます。デルにお問い合わせになった際に、テクニカルサポート担当者か’サー 
ビスタグをお伺いいたします。 

Custom Test または Symptom Tree オプシヨンからテストを実行する 

場合、適切なタブをクリックします（詳細については、以下の表を参照)。 


タブ 

機能 

Results 

テストの結果、および発生したすべてのエラーの状態を表 

7J\ します。 

Errors 

検出されたエラー状態、エラーコード、問題の説明が表示 
されます。 

Help 

テストについて説明します。また、テストを実行するため 
の要件を示す場合ちあります。 

confiquration 

選択したデバイスのハードウェア構成を表示します。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムは、セットアップ 
ユーティリティ、メモリ、およびさまざまな内部テストか 
らすべてのデパイスの設定情報を入手し、画面の左側ペイン 
のデバイスー覧に表示します。デバイスー覧には、コン 
ピュータに取り付けられたすべてのコンポーネント名、ま 
たはコンピュータに接続されたすベてのデパイス名が表示 
されるとは限りません。 

Parameters 

テストの設定を変更して、テストをカスタマイズすること 
ができます。 
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5 テストが完了したら、テスト画面を閉じて Main Menu 画面に戻ります。 
Dell Diagnostics (診断）プログラムを終了しコンピュータを再起動するに 
は 、 Main Menu 画面を閉じます。 

6必要に応じて、 Dell『Drivers and Utilities 』 メディアを取り出します。 

デルサポートセンター 

Dell Support Center (デルサポートセンター)は、お使いのコンピュータに 
インス!ルされており、タスクパーの Dell Support Center (デルサポート 
センター）アイコン^?まだは Start (スタート）ボタンから使用できます。 
このソフトウェアは自動的にサービスタグ番号、 PC モデル番号、エクスプレス 
サービスコード、保証情報を識別し、ドライパとダウンロード、トレーニング、 
チュートリアル、およびブレッジベース文書など、お使いのコンピュータのサ 
ポートオプションを提供します。まだ、ライプチャット、電話、および E - メール 
を含 C 、 デルテクニカルサポートへの問い合わせのだめのオプションを示します。 

デルサボートセンターへのアクセス 

デルサポートセンターは、タスクパーの^?アイコンまだは Start (スタート） 
メニューからアクセスできます。 

_ メモ： デルサポートセンターが Start (:スタート）メニューから利用できない場合 
は、 support . jp . dell.com からソフトウェアをダウン □— ドしてください。 

デルサボートセンターは、お使いのコンピュータ環境にカスタマイズされています。 
タスクパーの^ 2 アイコンは、アイコンをクリック、ダブルクリック、まだは右 
クリックする場合でそれぞれ機能が異なります。 

デルサポートセンターアイコンのクリック 

p アイコンをクリックまだは右クリックして、次の機能にアクセスします。 

• デルサボートセンター 

• デルサボートセンターの警告 

• デルサポートセンターのユーザー設定 

• デルサボートセンターの詳細の表示 

デルサポートセンターアイコンのダプルクリック 

^ アイコンをダプルクリックすると、ホームページが開き、次の機能にアクセ 
スで含ます。 

• ヘルプークリックすると、お使いのコンピュータの問題を識別し、解決す 
ることができます。 

• デルによるサポート ークリックすると、コンピュータの問題ゆオーダース 
テータスについてデルに問い合わせることができます。 
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• 警含ークリックすると、お使いのコンピュータに関するデルからの警告を 
表示できま¥。 

• お使いのシステムについてークリックすると、お使いのコンピュータの情 
報およびマニュアルにアクセスで含ます。 

• ドラ イノ ダウン□ー ドークリックすると、お使いのコンピュータに適し 

たドライバおよびダウン□ー ドにアクセスできます。 

• Dell Datasafe™ Online Backup (Dell Datasafe オンラインパック 
アップ）ークリックすると、お使いのコンピュータ用にデ」レが提供している 
オンラインパックアップおよびリカパリサービスにアクセできます。 

• デルへのお問い合わせークリックすると、デルに問い合わせるための複数 
のオプシヨンにアクセスできます。 

• フィードパック ークリックすると、 Dell Support Center (デルサポート 
センター）に対するフィードパックが表示されます。 

問題の解決 

バッテリの問題 

(P 警告：新しいバッテリの取り付け方が間違っていると、破裂する危険があリます。 
バッテリは、同じタイプ、または製造元が推奨する同等タイプのバッテリとのみ交 
換してください。使用済みのバッテリは.製造元の指示に従って廃棄してください。 

P) 警告：本項の手順を開始する前に.お使いのコンピュータに同梱の、安全にお使い 
いただくための注意に従ってください。安全にお使いいただくためのベストプラク 
ティスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
(www.dell.com¥regulatory_compliance) をご覧ください。 

バッテリを交換しますーコンピュータの電源を入れた後、時間と日付の情報を繰り返し 

再設定する必要があったり、起動時に間違った時間や日付が表示される場合は、バッテリ 

を交換します（お使いのコンピュータに付属の手順を参照)。それでもバッテリパッテリ 

が正常に機能しない場合は、デルにお問い合わせください （323 ページの「デルへのお 

問い合わせ」を参照)。 

ドライプの問題 

警告：本項の手順を開始する前に、お使いのコンビュータに同梱の、安全にお使い 
いただくための注意に従ってください。安全にお使いいただくためのベストプラク 
ティスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
(www.dell.com¥regulatory_compliance) をご覧ください。 

Microsoft ® Windows ® がドライブを認識しているかを確認します一 

Windows Vista® 

• Start (スタート） Computer (コンピュータ）の順にクリックします。 

ドライプが一覧に表示されない場合は、『サービスマニュアル』を参照するか、デルにお 
問い合わせ<ださい （323 ページの「デルへのお問い合わせ」を参照)。 
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Windows ® XP の揚合 

• スタートマイコンピュータ の順にクリックします。 

ドライプをテストします一 

• 元のドライプに欠陥がないことを確認するために、別のディスクを入れます。 

ドライプまたはディスクをクリーニングします 一 123ページの「メンテナンスタスク 
(パフォーマンスの改善およびセキュリティ保護)」を参照して < ださい。 

ケープルの接続を確認します 

スピンドルおよび（または）トレイ付きのドライプの場合は、メディアがスピンドルに力 
チッとはまっているか確認します 

スロットローディングタイプのドライプの場合は、メディアが完全にスロットに挿入され 
ているか確認します 

Dell Diagnostics (診断）プログラムを実行します 一 お使いのコンピュータの マニュア 
ルおよび270ページの 「Dell Diagnostics (診断）プログラムの実行」を参照してくだ 
さし、 。 

光学ドライプの問題 

ハードウェアに関するトラプルシューティングを実行します 一270ページの 
「 Windows ハードウェアのトラプルシューティング」を参照して<ださい。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムを実行します一 270ページの 「Dell Diagnostics 

(診断）プログラムの実行」を参照して<ださい。 

光学ドライプの問題 

メモ： 高速光学ドライブの振動は一般的なもので、ノイズを引き起こすこともあり 
ますが、ドライブやメディアの異常ではありません。 

メモ： 国によってリージヨンが違ったり、ディスクフォーマットにも各種あるた 
め、 DVD ドライプで再生できない DVD もあります。 

Windows の音量を調整します一 

• 画面右下隅にあるスピーカのアイコンをクリックします。 

• スライドバーをクリックして上にドラッグし、音量が上がることを確認します。 

• チェックマークの付いたボックスをクリックして、サウンドがミュートに設定されてい 
ないか確認します。 

スピーカと サブ ウーハーを 確認し ます 一 288 ページの 「サウンドと スピーカの 問題」を 
参照してください。 

光学ドライブへの書き込みの問題 

その他のプログラムを閉じます 一光学ドライブは、データの書き込み中、一定したデー 
夕の流れを必要とします。データの流れが中断されるとエラーが発生します。光学ドライ 
ブへの書き込みを開始する前に、すべてのプログラムを終了して<ださい。 

ディスクに書き込む前に、 Windows のスタンバイモードをオフにします一 省電カモード 

については、135ページの「電源設定の変更」を参照するか、 Windows のヘルプとサボー 
卜で「スタンバイ」というキーワードで検索して該当するトピックを参照してください。 
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ハードディスクドライブの問題 
チェックディスクを実行します一 
Windows Vista 

1 Start (スター ト）© をクリックして、 Computer (コンピュータ）をクリックします。 

2 Local Disk C: (□一カルディスク C:) を右クリックします。 

3 Properties (プ□パティ） Tools (ツール） Check Now (チェックする）を 
クリックします。 

User Account Control (ユーザーアカウントコント□ール）ウィンドウが表示され 
る場合があります。コンピュータのシステム管理者の場合は、 統 行をクリックします。 
そろでない場合は、目的の操作を続行するためシステム管理者に連絡します。 

4 画面の指示に従います。 

Windows XP 

1 スタート をクリックして、 マイコンピュータ をクリックします。 

2 □—カルティスク (C:) を右クリックします。 

3 プロパティ -^ ツール—チェックする をクリックします。 

4 不良なセクタをスキャンし回復す るをクリックし、 スター トをクリックします。 

E- メール、モデム、およびインターネットの問題 

(^) 警告：本項の手順を開始する前に、お使いのコンピュータに同梱の、安全にお使い 
いただくための注意に従ってください。安全にお使いいただくためのベストプラク 
ティスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
( www . dell . com ¥ regulatory _ compliance ) をご覧ください。 

^ メモ：お使いのコンピュータにモデムが取り付けられている場合、モデムをアナロ 
グ電話ジャックのみに接続します。デジタル電話回線 ( ISDN ) に接続した場合、モ 
デムは動作しません。 

饮 メモ：ネットワークアダプタコネクタに電話ケープルを接続しないでください。 
コンピュータに付属のマニュアルを参照してください。 

Microsoft Outlook ® Express のセキュリティ設定を確認します 一 E - メールの添付フアイ 
ルが開けない場合、次の手順を実行します。 

1 Outlook Express で Tools (ツール）— Options (オプション）-^ Security 
(セキュリティ）をクリックします。 

2 必要に麻じて Do not allow attachments (添付ファイルを許可しない）をクリッ 
ク して チェックマークを 外します。 

電話線の接続を確認します 

電話ジャックを確認します 

モデムを壁の電話ジャックに直接接続します 

他の電話線を使用してみます一 

• 電話回線ケーブルがモデムのジャックに接続されていることを確認します（ジャックに 
は緑色のラベルが付いているか、または隣にコネクタ形のアイコンが付いています)。 

• 電話線のコネクタをモデムに接続する際に、カチッと感触があることを確認します。 
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• モデムから電話線を外して、電話に接続します。電話の発信音を聞きます。 

•留守番電話、ファックス、サージプ□テクタ、および電話線分岐タップなど同じ回線 
に接続されている電話機器を取り外し、電話を使ってモデムを直接壁の電話ジャック 
に接続します。 3 m 以内の電話線を使用します。 

コンピュータにモデムが取 y 付けられている場合は、モデム診断ツールを実行します一 
1 Start (スタート） — All Programs (すべてのプ□グラム）一> Modem Helper 

(モデムヘルパー）または Modem Diagnostic Tool (モデム診断ツール）とクリッ 
クします。 

2画面の指示に従って、モデムの問題を識別し、その問題を解決します一部のコンピュー 
夕では、 Modem Helper を利用できない揚合があります。 

モデムが Windows と通信しているか確認します一 
Windows Vista 

1 Start (スタート） (^-4 Control Panel (コント□ールパネル） 4 Hardware 
and Sound (プリンタとサウンド）-^ Phone and Modem Options (電話とモデ 
厶のオプション） — Modem (モデム）をクリックします。 

2 Windows がモデムを検出したか確認するため、 COM port for your modem (モデム 
の COM ポート） — Properties (プ□パティ）— Diagnostics (診断） 4 Query 
Modem (モデムの照会）をクリックします。 

すべてのコマンドに廂笞が表示されている場合、モデムに問題はありません。 

Windows XP 

1 スタート — コントロールパネル — プリンタとその他のハードウエア 4 電話とモデムの 
オプション — モデム をクリックします。 

2 Windows がモデムを検出したか確認するため、モデムの COM ポート 4 プロパティ — 
診断 - > モデムの 照会をクリックします。 

すべてのコマンドに応答が表示されている場合、モデムに問題はありません。 

インターネットへの接続を確認します 一 ISP (インターネットサービスプ□バイダ）と 
の契約が済んでいることを確認します。 E - メールプ□グラム Outlook Express を起動 
し、ファイルをクリックします。オフライン作業の横にチェックマークが付いている場 
合、チェックマークをクリックし、マークを外して、インターネットに接続します。問題 
がある場合、ご利用のインターネットサービスプ□バイダにお問い合わせください。 

エラーメッセージ 

⑫ 警告：本項の手順を開始する前に、お使いのコンピュータに同梱の、安全にお使い 
いただくための注意に従ってください。安全にお使いいただくためのベストプラク 
ティスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
( www . dell . com ¥ regulatory _ compliance ) をご覧ください。 

該当するエラーメッセージの記述がない場合、オペレーティングシステムまたは 
メッセージが表示された際に実行していたプ□グラムのマニュアルを参照してく 
ださい。 

ファイル名には、 ¥/:*? “<>| 一 これらの記号をファイル名に使用しないでください。 
必要な .DLL ファイルが見つかりません一 実行しようとしているプログラムに必要なファ 
イルがありません。次の操作を行い、プログラムを削除して再インストールします。 
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Windows Vista 

iStart (スタート） © Control Panle (コント□ールパネル）一> Program 
(プ□グラム） Programs and Features (プ□グラムと機能）をクリックします。 

2削除するプログラムを選択します。 

3 Uninstall (アンインストール）をクリックします。 

4 インストール手順については、プ□グラムのマニュアルを参照してください。 

Windows XP 

1 スタート — コントロールパネルプログラムの追加と削除—プログラムと機能を 

クリックします。 

2削除するプログラムを選択します。 

3 アンインス!-ールを クリックします。 

4 インストール手順については、プ□グラムのマニュアルを参照してください。 

ドライブ文字:¥にアクセスできません。ドライブの準備ができていませんードライブが 
ディスクを読み取ることができません。ドライブにディスクを入れ、再試行して<ださい。 
起動可能なメディアを挿入してください一起動可能な CD または DVD を挿入します。 
メモリまたはリソースが不足しています。プログラムをいくつか閉じてから再試行してく 

ださい一すベてのウィンドウを閉じ、使用するプ□グラムのみを開きます。場合によっ 
ては、コンピュータを再起動してコンピュータリソースを復元する必要があります。その 
場合、使用するプログラムを最初に開きます。 

オペレーティングシステムが見つかりませんーデルにお問い合わせください （323 ペー 
ジの「デルへのお問い合わせ」を参照)。 

IEEE 1394 デバイスの問題 

警告：本項の手順を開始する前に、お使いのコンピュータに同梱の、安全にお使い 
いただくための注意に従ってください。安全にお使いいただくためのベストプラク 
ティスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
( www . dell . com ¥ regulatory _ compliance ) をご覧ください。 

# メモ：お使いのコンピュータがサポートしているのは、 IEEE 1394a 規格のみです。 

デバイスおよびコンピュータのコネクタに IEEE 1394デバイスのケーブルが適切に挿入さ 
れていることを確認します 

セットアップューティリティで IEEE 1394デバイスが有効になっていることを確認します_ 

296ページの「セットアップユーティリティ画面のオプション操作」を参照してください。 

IEEE 1394デバイスが Windows によって認識されているか確認します 一 
Windows Vista 

1 Start (スタート） Control Panel (コント□一 J レノ\°ネノレ）— Hardware and 
Sound (ハードウェアとサウンド）をクリックします。 

2 Device Manager (デパイスマネージャ）をクリックします。 

IEEE 1394デバイスが一覧に表示されている場合、 Windows はデバイスを認識してい 
ます。 
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Windows XP 

1 スタート^を クリックし、 コントロールパネルを クリックします。 

2 作業する分野を S ひます で、 パフォーマンスとメンテナンス ^ システム 4 システムの 
プロパティ 4 ハードウェア 4 デパイスマネージャ とクリックします。 

Dell IEEE 1394デバイスに問題が発生している場合ー デルにお問い合わせください 
(323 ページの「デルへのお問い合わせ」を参照)。 

デル以外から購入した IEEE 1394デバイスに問題がある場合一 IEEE 1394デバイスの製 
造元にお問い合わせください。 

外付けの キーボー ドにおける キーボー ドの問題 

® 警告：本項の手順を開始する前に、お使いのコンピュータに同梱の、安全にお使い 
いただくための注意に従ってください。安全にお使いいただくためのベストプラク 
ティスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
(www.dell.com¥regulatory_compliance) をご覧ください。 

キ ーポー ドケープルを確認します一 

• キーボードケープルがコンピュータにしっかりと接続されているか確認します。 

• コンピュータをシャットダウンし（コンピュータに付属のマニュアルを参照)、お使いの 
コンピュータのセットアップ図で示されているとおりにキーポードのケープルを再接続 
してから、コンピュータを再起動します。 

• ケープルに損*がないか、擦り切れていないか、ケープルコネクタのピンが曲がったり 
壊れていたりしないかを確認します。曲がったピンがあれば、まっすぐにします。 

• キーボード延長ケープルがあればそれを外し、キーポードを直接コンピュータに接続し 
ます。 

キーボードを確認します 一正常に機能している別のキーポードをコンピュータに接続し 
て、使用してみます。 


ハードウエアに関するトラプルシューティングを実行します 一270ページの 
「 Windows ハードウエアのトラプルシューティング」を参照して<ださい。 

フリーズおよびソフトウエアの問題 

警告：本項の手順を開始する前に、お使いのコンピュータに同梱の、安全にお使い 
いただくための注意に従ってください。安全にお使いいただくためのベストプラク 
ティスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
(www.dell.com¥regulatory_compliance) をご覧ください。 

コンピュータが起動しない 

診断ライトを確認します 一 263ページの「デスクトップコンピュータの電源ライト」、 
264ページの「デスクトップコンピュータの診断ライト」または265ページの「ノー ト 
ブックコンピュータの診断ライト」を参照してください。 

電源ケープルがコンピュータとコンセントにしっかりと接続されているか確認します 
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コンピュータが応答しない 

Q 注意：オペレーティングシステムのシャットダウンが実行できない場合、データを 
損失する恐れがあります。 

コンピュータの鼋源を切リます ー キーポードのキーを押したり、マウスを動かしてちコン 
ピュータが)6笞しない場合、電源ポタンを8〜10秒以上押し続けてコンピュータの電源 
を切ったあと、コンピュータを再起動します。 

プログラムが応答しない 
プログラムを終了します 一 

1 <CtrlxShiftxEsc> を同時に押してタスクマネージャを開きます。 

2アプリケーションタブをクリックします。 

3® 笞しな<なったプログラムをクリックして選択します。 

4タスクの終了をクリックします。 


プログラムが繰り返しクラッシュする 

メモ：ほとんどのソフトウェアのインス!'ールの手順は、ソフトウェアのマニュア 
ルに記載されているか、 CD または DVD に収録されています。 

ソフトウェアのマニュアルを参照します一必要に廂じて、プログラムをアンインストー 
ルしてから再インストールします。 


プログラムが以前の Windows オペレーティングシステム向けに設計されている 


プログラム互換性ウイザードを実行します一 
Windows Vista 


Windows Vista には、 Windows Vista オペレーティングシステムとは異なるオペレー 
ティングシステムに近い環境で、プ□グラムが動作するよう設定できるプログラム互換性 
ウィザードがあります。 

1 Start (スタート） Control Panel (コントロールパネル） 4 Programs 
(プ□グラム）-^ Programs and Features (プ□グラムと機能） — Use an older 
program with this version of Windows (古いプ□グラムをこのパージョンの 
Windows で使用）の順にクリックします。 

2 プログラム互換性ウィザードの開始画面で、 Next (次へ）をクリックします。 

3画面の指示に従います。 

Windows XP 


Windows XP には、 Windows XP オペレーテイングシステムとは異なるオペレーテイング 
システムに近い環境で、プ□グラムが動作するよう設定できるプログラム互換性ウイザー 
ドがあります。 

1スタート^すべてのプログラム^アクセサリ^プログラム互換性ウイ 


ザード4次への順にクリックします。 
2画面の指示に従います。 


3画面が青色（ブルースクリーン）になります 
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コンピュータの電源を切りますーキーボードのキーを押したり、マウスを動かしてもコン 
ピュータが麻笞しない場合、電源ボタンを8〜10秒以上押し続けてコンピュータの電源 
を切ったあと、コンピュータを再起動します。323ページの「デルへのお問い合わせ」 

を参照して < ださい。 

その他のソフトウェアの問題 

トラプルシューティング情報については、ソフトウェアのマニュアルを確認するかソフト 
ウェアの製造元に問い合わせます一 

• プ□グラムがお使いのコンピュータにインストールされている OS と互換性があるか確 
吾忍します。 

• お使いのコンピュータがソフトウェアを実行するのに最低限度必要なハードウェア要件 
を満たしていることを確認します。情報に関しては、ソフトウェアのマニュアルを参照 
して < ださい。 

• プログラムが正し<インストールおよび設定されているか確認します。 

• デバイスドライパがプログラムと競合していないか確認します。 

• 必要に応じて、プログラムをアンインス!'ールしてから再インス!'ールします。 

すぐにお使いのファイルのバックアップを作成します 

ウイルススキャンプログラムを使用して，ハードディスクドライプ、 CD , または DVD を 
調べます 


開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプログラムをすべて終了して、 
スタートメニューからコンピュータをシャツトダウンします 


メモリの問題 

警告：本項の手順を開始する前に、お使いのコンピュータに同梱の、安全にお使い 
いただくための注意に従ってください。安全にお使いいただくためのベストプラク 
テイスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
( www . dell . com ¥ regulatory _ compliance ) をご覧ください。 

メモリが不足しているというメッセージが表示される場合一 

• 開いているファイルをすべて保存してから閉じ、使用していない実行中のプ□グラムを 
すべて終了して、問題が解決するか調べます。 

•メモリの最小要件については、ソフトウェアのマニュアルを参照してください。必要に 
麻じて、追加のメモリを取り付けます（コンピュータに付属のマニュアルを参照)。 

• メモリモジュールを取り付けなおし（コンピュータに付属のマニュアルを参照)、コン 
ピュータがメモリと正常に通信しているか確認します。 

• Dell Diagnostics (診断)プ□グラムを実行します （270 ページの 「Dell Diagnostics 
(診断）プ□グラムの実行」を参照)。 

メモリにその他の問題がある場合一 

• メモリモジュールを取り付けなおし（コンピュータに付属のマニュアルを参照)、コン 
ピュータがメモリと正常に通信しているか確認します。 
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• メモリの取り付けのガイドラインに従っているか確認します（コンピュータに付属のマ 
ニュアルを参照)。 

• 使用するメモリがお使いのコンピュータでサポートされていることを確認します。お使 
いのコンピュータでサボートされているメモリのタイプに関しては、コンピュータに付 
属のマニュアルを参照して<ださい。 

• Dell Diagnostics (診断）プ□グラムを実行します (270 ページの 「Dell Diagnostics 

(診断）プログラムの実行」を参照)。 

マウスの問題 

^ 警告：本項の手順を開始する前に.お使いのコンピュータに同梱の、安全にお使い 
いただくための注意に従ってください。安全にお使いいただくためのベストプラク 
テイスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
( www . dell . com ¥ regulatory _ compliance ) をご覧ください。 

マウスケーブルを確認します一 

• ケーブルに損傷がないか、擦り切れていないか、ケーブルコネクタのピンが曲がったり 
壊れていたりしないかを確認します。曲がったピンがあれば、まっすぐにします。 

• 使用しているマウス延長ケーブルをすべて取り外し、マウスをコンピュータに直接接続 
します。 


• マウスケーブルが、コンピュータに付属のセットアップ図のとおりに接続されているこ 
とを確認します。 

コンピュータを再起動します一 

1 <CtrlxEsc> を同時に押して、 スタート メニューを表示します。 

2 <u> を押し、上下矢印キーを押して シャットダウン または 電源を切る をハイライト表 
示し、く Enter〉 を押します。 

3コンピュータの電源を切った後、セットアップ図のとおりにマウスケーブルを接続しな 
おします。 

4コンピュータの電源を入れます。 

マウスを確認します一正常に機能している別のマウスをコンピュータに接続して、使用 
してみます。 


マウスの設定を確認します一 
Windows Vista 

1 Start (スタート） Control Panel (コント□一 J レノ\°不ノレ）一4 Hardware and 
Sound (ハードウェアとサウンド） 4 Mouse (マウス）の順にクリックします。 

2必要に疝じて設定を調整します。 

Windows XP 

1 スタートコント □- ルパネル — プリンタとその他のハードウェア — 

マウス の順にクリックします。 

2必要に)じて設定を調整します。 

マウスドライバを再インストールします 一 77ページの「メディアドライプのドライバ 
のインス!•'ール」を参照して<ださい。 

ハードウェアに関するトラプ^/シューテイングを実行します 一270ページの 
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「Windows ハードウエアのトラブルシューティング」を参照してください。 


ネットワークの問題 

警告：本項の手順を開始する前に、お使いのコンピュータに同梱の、安全にお使い 
いただくための注意に従ってください。安全にお使いいただくためのベストプラク 
ティスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
( www . dell . com ¥ regulatory _ compliance ) をご覧ください。 

ネットワークケープルのコネクタを確認しますーネットワークケーブルがコンピュータ 
背面のネットワークコネクタおよびネットワークジャックの両方に、しっかりと差し込ま 
れているか確認します。 

コンピュータ背面のネットワークインジケータを確認しますーリンク保全ライトが消灯 

している場合（お使いのコンピュータの『サービスマニュアル<0か265ページの「ノー 
トブックコンピュータの診断ライト」を参照)、ネットワークと通信していません。ネッ 
トワークケーブルを取り替えます。 

コンピュータを再起動して、ネットワークにログインしなおしてみます 

ネットワークの設定を確認しますーネットワーク管理者、またはお使いのネットワーク 
を設定した方にお問い合わせになり、ネットワークへの接続設定が正しくて、ネットワー 
クが正常に機能しているか確認します。 

ハードウェアに関するトラブルシューティングを実行します 一 270ページの 
「Windows ハードウェアのトラブルシューティング」を参照してください。 

電源の問題 

◎ 警告：本項の手順を開始する前に、お使いのコンピュータに同梱の.安全にお使い 
いただくための注意に従ってください。安全にお使いいただくためのベストプラク 
ティスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
( www . dell . com ¥ regulatory _ compliance ) をご覧ください。 

電源ライトが青色に点灯していて、コンピュータの応答が停止した場合 一 263ページの 
「デスクトップコンピュータの電源ライト」または265ページの「ノー トブックコン 
ピュータの診断ライト」を参照してください。 

@ メモ：一部のシステムでは、電源ライトは緑色です。 

電源ライトが青色に点滅している場合ーコンピュータはスタンパイモードになっています。 
キーボードのキーを押したり、マウスを動かしたり、電源ポタンを押したりすると、通常 
の動作が再開されます。 

@ メモ：一部のシステムでは、電源ライトは緑色です。 

電源ライトが消灯している場合ーコンピュータの電源が切れているか、またはコン 
ピュータに電力が供給されていません。 

• 電源ケープルをコンピュータ背面の電源コネクタとコンセントに装着しなおします。 

• 電源タップ、電源延長ケープル、およびその他の電源保護装置を動作状況の明らかな類 
似製品と交換して、コンピュータへの電源投入が正常に行われることを確認します。 
•使用している電源タップがあれば、電源コンセントに接続され、オンになっていること 
を確認します。 

• 電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが機能しているか確認します。 
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• 主電源ケープルおよび前面パネルのケープルがシステム基板にしっかりと接続されてい 
るか確認します（お使いのコンピュータの『サービスマニュアル』を参照)。 

電源ライトが橙色に点滅している場合ーコンピュータに電力は供給されていますが、内 
部で電源の問題が発生している可能性があります。 

• 電圧切り替えスイッチの設定が、ご使用の地域の AC 電源に一致しているか確認します。 
• コンポーネントおよびケープルがすぺて適切に取り付けられ、システム基板にしっかり 
と接続されているか確認します（お使いのコンピュータの『サービスマニュアル』を 
参照)。 

電源ライトが橙色に点灯している場合ーデバイスが故障しているか、または正しく取り 
付けられていない可能性があります。 

• プロセッサの電源ケープルがシステム基板の電源コネクタにしっかりと接続されている 
か確認します（お使いのコンピュータの『サービスマニュアル』を参照)。 

• メモ 1 」モジュールを取り外してから、再度取り付けます（コンピュータに付属のマニュ 
アルを参照してください)。 

• グラフィックスカードを含む拡張カードをすぺて取り外してから、再度取り付けます 
(コンピュータに付属のマニュアルを参照)。 

電気的な妨害を解消します一電気的な妨害の原因には、次のものがあります。 

•電源、キーボード、およびマウスの延長ケープルが使用されている 
•同じ電源タップに接続されているデパイスが多すぎる 
• 同じコンセントに複数の電源タップが接続されている 

プリンタの問題 

警告：本項の手順を開始する前に.お使いのコンピュータに同梱の、安全にお使い 
いただくための注意に従ってください。安全にお使いいただくためのベストプラク 
ティスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
( www . dell . com ¥ regulatory _ compliance ) をご覧ください。 

メモ：プリンタのテクニカルサボートが必要な場合、プリンタの製造元にお問い合 
わせください。 

プリンタのマニュアルを確認しますープリンタのセットアップおよびトラブルシュー 
ティングの詳細に関しては、プリンタのマニュアルを参照して<ださい。 

プリンタの電源が入っているかどうか確認します 
プリンタケーブルの接続を確認します一 

• ケーブル接続については、プリンタのマニュアルを参照してください。 

• プリンタケーブルがプリンタとコンピュータにしっかりと接続されているか確認します。 
コンセントをテストします一電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが 
機能しているか確認します。 


Windows でプリンタを検出します一 


Windows Vista 

1 Start (スタート ） Control Panel (コント□一レノ'^レ ）— Hardware and 
Sound (ハードウェアとサウンド ）^ Printers (プリンタ）の順にクリックします。 
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2 プリンタが表示されたら、プリンタのアイコンを右クリックします。 

3 Properties (プ□パティ）をクリックし、 Ports (ポート）をクリックします。 

4 必要に) S じて設定を調整します。 

Windows XP 

1スタート L _ L ^| — コントロールパネル — プリンタとその他のハードウ: lP — 
プリンタこその他のハードウエアの順にクリックします。 

2プリンタが表示されたら、プリンタのアイコンを右クリックします。 

3 プロパティ4ポートをクリックします。パラレルプリンタの場合、印刷するポートが 
LPT1 (プリンタポート）に設定されているか確認します。 USB プリンタの場合は、印刷 
するポートが USB に設定されているか確認します。 

プリンタドライバを再インストールしますープリンタドライバを再インストールする手 
順については.プリンタのマニュアルを参照してください 一 


スキヤナの問題 

( E ) 警告：本項の手順を開始する前に、お使いのコンピュータに同梱の.安全にお使い 
いただくための注意に従ってください。安全にお使いいただくためのベストプラク 
テイスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
( www . dell . com ¥ regulatory _ compliance ) をご覧ください。 

メモ：スキャナのテクニカルサポートについては、スキャナの製造元にお問い合わ 
せください。 

スキャナのマニュアルを確認しますースキャナのセットアップおよびトラプルシュー 
ティングの詳細に関しては、スキャナのマニュアルを参照して<ださい。 

スキャナのロックを解除します ーロックが解除されているか確認します（スキャナに 
ロックタプやポタンがある場合)。 

コンピュータを再起動して、もう一度スキャナを実行してみます 
ケープルの接続を確認します一 

• ケープルの接続については、スキャナのマニュアルを参照して<ださい。 

• スキャナのケープルがスキャナとコンピュータにしっかりと接続されているか確認します。 

Microsoft Windows がスキャナを認識しているか確認します一 
Windows Vista 

1 Start (スタート ） Control Panel (コント□一 J レノ\°不ノレ ）— Hardware and 
Sound (ハードウェアとサウンド ） Scanners and Cameras (スキャナとカメ 
ラ）の順にクリックします。 

2 お使いのスキャナが一覧に表示されている場合、 Windows はスキャナを認識しています。 

Windows XP 

1スタ-卜 KKfll — コント□-ルパネル — プリンタとその他のハ-ド — 

スキャナとカメラの順にクリックします。 

2 お使いのスキャナが一覧に表示されている場合、 Windows はスキャナを認識しています。 
スキャナドライバを再インストールします一手順については、スキャナのマニュアルを 
参照して < ださい。 
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サウンドとスピーカの問題 

警告：本項の手順を開始する前に.お使いのコンビュータに同梱の、安全にお使い 
いただくための注意に従ってください。安全にお使いいただくためのベストプラク 
ティスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
( www . dell . com ¥ regulatory _ compliance ) をご覧ください。 

スピーカから音が出ない 

メモ： MP3 およびその他のメディアプレーヤーのボリュー厶調節が Windows の 
ボリューム設定より優先されることがあります。メディアプレーヤーのボリューム 
が低く調節されていたり、オフになっていないかを常に確認してください。 

スピーカケーブルの接続を確認しますースピーカスピーカのセットアップ図の指示通り 
にスピーカが接続されているか確認してください。サウンドカードをご購入された場合、 
スピーカがカードに接続されているか確認します。 

サブウーハーおよびスピーカの電源が入っているか確認しますースピーカに付属してい 
るセットアップ図を参照してください。スピーカにボリュー厶コント□ールが付いている 
場合、音量、低音、または高音を調整して音の歪みを解消します。 

Windows の音量を調整します一画面右下隅にあるスピーカのアイコンをクリックまた 
はダブルクリックします。音量が上げてあり、サウンドがミュートに設定されていないか 
確認します。 

へッドフォンをへッドフォンコネクタから取り外しますーコンピュータの前面パネルに 
あるへッドフォンコネクタにへッドフォンを接続すると、自動的にスピーカからの音声は 
聞こえなくなります。 

コンセントをテストします一電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが 
機能しているか確認します。 

電気的な妨害を解消しますーコンピュータの近くで使用している扇風機、蛍光灯、また 
はハ□ゲンランプの電源を切ってみます。 


スピーカの診断プログラムを実行します 

サウンドドライバを再インストールします 一 77ページの「メディアドライブのドライ 
パのインストール」を参照してください。 

ハードウェアに関するトラブルシューティングを実行します 一 270ページの 
「 Windows ハードウェアのトラブルシューティング」を参照してください。 

へッドフォンから音が出ない 

へッドフォンのケープル接続を確認します一へッドフォンケーブルがへッドフォンコネ 
クタにしっかりと接続されていることを確認します（コンピュータに付属のマニュアルを 
参照)。 

Windows の音量を調整します一画面右下隅にあるスピーカのアイコンをクリックまた 
はダブルクリックします。音量が上げてあり、サウンドがミュートに設定されていないか 
確認します。 
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ノー トプックコンピュータのタッチパッドまたはマウスの問題 

タッチパッドの設定を確認します一 

1 Start (スタート ） —Control Panel (コント□ールパネル）-> 

Printers and Otner Hardware (プリンタとその他のハードウエア）-^ 
Mouse (マウス）をクリックします。 


2設定を調整してみます。 

マウスケープルを確認しますーコンピュータをシャットダウンします。マウスケープル 
を取り外し、損傷していないか確認して、ケープルをしっかりと接続しなおします。 
マウス延長ケープルを使用している場合、延長ケープルを外してマウスを直接コンピュー 
夕に接続します。 

マウスによる問題であることを確認するため、タッチパッドを確認します 一 

1コンピュータをシャットダウンします。 

2マウスを外します。 

3コンピュータの電源を入れます。 

4 Windows デスクトップで、タッチパッドを使用してカーソルを動かし、 
アイコンを選択して開きます。 

タッチパッドが正常に動作する場合、マウスが不良の可能性があります。 

セットアップューティリティの設定をチェックしますーセットアップユーティリティ 
で、ポインティングデバイスオプションに正しいデバイスが表示されていることを確認し 
ます。（コンピュータは設定を調整しな<ても自動的に USB マウスを認識します。）セッ 
トアップユーティリティの使い方については、295ページの「セットアップユーティリ 
ティ」を参照して<ださい。 

マウスコントローラをテストします ー マウスコントローラ（ポインタの動きに影響します） 
およびタッチパッドまたはマウスポタンの動作を確認するには 、 Dell Diagnostics (診 
断）プログラムの Pointing Devices テストグループの Mouse テストを実行します 
(270 ページの 「Dell Diagnostics (診断）プログラムの実行」を参照)。 

タッチパッドドライバを再インストールします 一 77ページの「メディアドライプのド 
ライパのインストール」を参照して<ださい。 

ビデオおよび モニター の問題 

警告：本項の手順を開始する前に、お使いのコンピュータに同梱の、安全にお使い 
いただくための注意に従ってください。安全にお使いいただくためのベストプラク 
ティスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
( www . dell . com ¥ regulatory _ aompliance ) をご覧ください。 

4^ 注意：エ揚出荷時に PCI グラフィックカードが取り付けられていた場合は、追加の 
グラフィックカードを取り付ける際にそのカードを取り外す必要はありません。そ 
のカードはトラブルシューティングの際に必要になります。カードを取り外した揚 
合は、安全な場所に保管してください。グラフィックカードの詳細については、 

support.jp.dell.com にアクセスしてください。 
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画面に何も表示されない 

^ メモ： トラブルシューティングの手順については、モニタのマニュアルを参照して 
ください。 

画面が見づらい 

モニタのケーブル接続を確認します 一 

• モニタケーブルが正しいグラフィックカードに接続されていることを確認します（デュ 
アルグラフィックカード構成の場合)。 

• オプションの DVI-VGA アダプタを使用している場合は、アダプタがグラフィックカー 
ドとモニタに正しく接続されていることを確認します。 

• モニタケーブルが、コンピュータに付属のセットアップ図に示されているように接続さ 
れていることを確認します。 

• ビデオ延長ケーブルがあればそれを外し、モニタを直接コンピュータに接続します。 

• コンピュータおよびモニタの電源ケーブルを交換して、モニタの電源ケーブルに問題が 
ないか確認します。 

• コネクタが曲がっていないか、ピンが壊れていないか確認します。モニタのケーブルコ 
ネクタは一部欠けていますが、これは破損ではありません。 

モニタの電源ライトを確認します 一 

• 電源ライトが点灯または点滅している場合、モニタには電力が供給されています。 

•電源ライトが消灯している場合、ボタンをしっかり押して、モニタの電源が入っている 
か確認します。 

•電源ライトが点滅している場合、キーボードのキーを押したり、マウスを動かしたりす 
ると、通常の動作が再開されます。 

コンセントをテストします一電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが 
機能しているか確認します。 

診断ライトを確認します 一 263ページの「デスクトップコンピュータの電源ライト」を 
参照してください。 

モニタの設定を確認します ー モニタのコントラストと輝度の調整、モニタの消磁、およ 
びモニタのセルフテストを実行する手順については、モニタのマニュアルを参照してくだ 
さし、。 

サブ ウーハーを モニタから離します ー スピーカシステムにサブウーハーが含まれている 
場合は、サブウーハーがモニタから60 cm 以上離れていることを確認します。 

外部電源をモニタから離します一扇風機、蛍光灯、ハ□ゲンライト、およびその他の電 
化製品によって画面が「ぶれる」ことがあります。近くのデバイスの電源を切って干渉が 
発生しているか調べます。 


モニターを 回転させ、直射日光や干渉を減らします 
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Windows の画面設定を調整します一 
Windows Vista 

1 Start (スタート）〇—> Control Panel (コント□一 J レノ \°不 ノレ）一> Hardware and 
Sound (ハードウェアとサウンド） Personalization (個人設定） Display 
Settings (表示設定）の順にクリックします。 

2必要に疝じて Resolution (解像度）および Color settings (色の設定）を調整し 

ます。 

3 3 D イメージの品質が良くない場合 

Windows XP 

1 スタートコント □ ールパネル—デスクトップの表示とテーマ の順にク 

リックしま T 。 

2実行するタスクを選択するか、 ディスプレイ アイコンをクリックします。 

3 画面の色 および 画面の解像度 を別の設定にしてみます。 

グラフィックカードの電源ケープルの接続を確認しますーグラフィックカードの電源 
ケーブルがカードに正しく接続されていることを確認します。 

モニタの設定を確認します ー モニタのコントラストと輝度の調整、モニタの消磁、およ 
びモニタのセルフテストを実行する手順については、モニタのマニュアルを参照してくだ 
さし、。 

画面の一部しか表示されない 
外付けモニタを接続します一 

1コンピュータをシャットダウンして、外付けモニターをコンピュータに取り 
付けます。 

2コンピュータおよびモニターの電源を入れ、モニターの輝度およびコントラ 
ストを調整します。 

外付けモニタが動作する場合、コンピュータのモニタまたはビデオコント□ーラが不良の 
可能性があります。デルにお問い合わせください （323 ページの「デルへのお問い合わせ」 
を参照)。 

電源ライト 

警告：本項の手順を開始する前に、お使いのコンピュータに同梱の、安全にお使い 
いただくための注意に従ってください。安全にお使いいただくためのベストプラク 
ティスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
( www . dell . com ¥ regulatory _ compliance ) をご覧ください。 

コンピュータの前面にある電源ボタンライトは、点滅しだり点灯することで以下 
のさまざまな動作状態を示します。 

• 電源ライトが青色に点灯していて、コンピュータの反®が停止した場合は、 
263ページの「デスクトップコンピュータの電源ライト」を参照してくだ 
さい。 

メモ： 一部のシステムでは、電源ライトは緑色です。 
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• 電源ライトが青色に点滅している場合、コンピュータはスタンパイモードに 
入っています。キーボードのキーを押したり、マウスを動かしたり、電源ボ 
タンを押したりすると、通常の動作が再開されます。 

メモ：一 部のシステムでは、電源ライトは緑色です。 

• 電源ライトが消灯している場合は、コンピュータの電源が切れているか、電 
力が供給されていません。 

- 電源ケープルをコンピュータ背面の電源コネクタとコンセントの両方に 
しっかりと装着しなおします。 

- コンピュータが電源タップに接続されている揚合、電源タップがコンセ 
ントに接続されていて電源が入っていることを確認します。 

- 電源保護デバイス、電源タップ、および電源延長ケープルを動作状況の 
明らかな類似製品と交換し、コンピュータへの電源投入が正常に行われ 
ることを確認します。 

- 電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが機能している 
か確認します。 

- 主電源ケープルおよび前面パネルのケープルがシステム基板にしっかり 
と接続されているか確認します（お使いのコンピュータの『サービスマ 
ニュアル』を参照)。 

• 電源ライトが橙色に点灯している場合は、コンピュータに電力は供給されて 
し、るが、内部電力に問題がある可能性があります。 

- 該当する場合、電圧切り替えスイッチの設定が、ご使用の地域の AC 電 
源に一致しているか確認します。 

- プロセッサの電源ケープルがシステム基板にしっかりと接続されている 
か確認します（お使いのコンピュータの『サービスマニュアル H を参 

B 召、） 

• 電源ライトが橙色に点灯している場合は、デパイスが誤動作しているか正し 
く取り付けられていなし ) 可能性があります。 

-メモリモジュールを取り外し、再度取り付けます（コンピュータに付属 
のマニュアルを参照してください)。 

- すべてのカードを取り外し、再度取り付けます（コンピュータのマニュ 
アルを参照)。 

• 電気的な妨害を解消します。電気的な妨害の原因には、次のちのがあります。 

- 電源、キーボード、およびマウスの延長ケープルが使用されている 

- 電源タップにあまりに多くのデバイスが接続されている 

- 同じコンセントに複数の電源タップが接続されている 
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デルテクニカルアップデートサービス 

Dell テクニカル Update Service は、お使いのコンピュータに関するソフトウエ 
アおよび ハー ドウエアのアップ デー トを E- メールに て事前に通知するサービスで 
す。このサービスは無償で提供され、内容、フォーマット、および通知を受け取 
る頻度をカスタマイズすることができます。 

Dell テクニカル Update Service に登録するには、 

support.dell.com¥technicalupdate (英語）にアクセスしてください。 
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セットアップユーティリティ 

セットアップユーティリティを使用したシステ 
ム設定の表示 

セットアップユーティリティで使用可能なオプションのほとんどは、オペレー 
ティングシステムによって自動的に設定され、ご自身がセットアップユーティリ 
ティで設定したオプションを無効にします。 

External Hot Key (外部ホットキー)オプションは例外で、セットアップユー 
ティリティからのみ有効まだは無効に設定で含ます。 


V 詳細情報：オペレーティングシステムの機能（システム設定）を設定 
する方法の詳細に関しては、 Windows ヘルプとサボート （Start 
(スタート） まだは Help and Support (ヘルプと 
サポート）をクリック）を参照してください。 


セットアップユーティリティを使用すると、以下の操作を行うことができます。 

• お使いのコンピュータにハードウェアの追加、変更、または取り外しを行っ 
た後のシステム設定情報の変更 

• パスワードなどのユーザーが選択できるオプションの設定や変更 

• システムメモリ容量など、コンピュータの現在の設定についての情報の確認 
セットアップユーティリティを実行して、システム設定情報およびオプション設 
定を確認してください。その後の参照のために、情報を書含留めます。 

(0^ メモ：熟練したコンピュータのユーザーであるか、またはデルテクニカルサポート 
から指示された場合を除き、セットアップユーティリティの設定を変更しないで< 
ださい。設定を間違えるとコンピュータが正常に動作しな<なる可能性があります。 

セットアップユーテイリテイの起動 

1コンピュータの電源を入れます（まだは再起動します)。 

2 DELL TM のロゴが表示されたら、すぐに < F 2> を押します。 

3ここで時間をおきすぎてオペレーティングシステムの□ゴが表示された揚 
合、 Microsoft ® Windows ® デスクトップが表示されるまで待ちます。 

次に、コンピュータをシャットダウンして、もう一度ゆり直します。 
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セツトアップユーテイリテイ画面のオプシヨン操作 


詳細情報：セツトアツプユーティリティ画面上の特定のアイテムの詳 
細に関しては、そのアイテムをハイライト表示して、画面の Help 
(ヘルプ）領域を参照してください。 


各画面では、セットアップユーティリティのオプションが左側に一覧表示されます。 
各オプションの右側には、そのオプションの設定状態または値が表示されます。 

画面の明るい色で表示されているオプションの設定は、変更することか！できます。 
コンピュータで自動設定され、変更できないオプションまたは値は、明るさを抑 
えた色で表示されています。 

画面の右上角には、現在ハイライト表示されているオプションのヘルプ情報が表 
示されます。画面の右下角には、コンピュータについての情報^!表示されます。 
画面の下部には、セットアップユーティリティで使用できるキーの機能が表示さ 
れています。 

セットアップユーティリティ画面では、以下のよ a な現在のコンピュータのセッ 
トアップ情報や設定が表示されます。 

• システム設定 
• 起動順序 

• 起動（スタートアップ）設定 
• 基本デパイス構成の設定 

• システムセキュリティおよびハードディスクドライプのパスワード設定 

起動順序の変更 

起動順序は、オペレーティングシステムを起動するのに必要なソフトウェアが 
どこにあるかをコンピュータに知らせます。セットアップユーティリティの 
Boot Order ページを使って、起動順序を管理し、デパイスを有効まだは無効に 
できます。 

# メモ：一回のみ起動順序を変更するには、 297 ページの「一回のみの起動の実行」 
を参照してください。 

Boot Order ページでは、お使いのコンピュータに搭載されている起動可能なデ 
パイスの全般的なリストが表示されます。以下のよ a な項目がありますが、これ 
以外の項目が表示されることもあります。 

• Diskette Drive 

• Internal HDD 

• USB Storage Device 
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• CD/DVD/CD-RW drive 

• Modular Bay HDD 

メモ： 前に番号が付いているデバイスだけが起動可能です。 

起動ルーチン中に、コンピュータは有効なデパイスをリストの先頭からスキャン 
し、オペレーティングシステムのスタートアップファイルを検索します。コン 
ピュータがファイルを検出すると、検索を終了してオペレーティングシステムを 
起動します。 

起動デノイスを制御するには、上矢印キーまたは下矢印キーを押してデ/\イスを 
選び（ハイライト表示し）ます。これでデバイスを有効まだは無効にしだり、一 
覧の順序を変更したりで含ます。 

1セットアップユーティリティを起動します。 

2左右矢印キーを押して、 Boot tab をハイライト表示します。 

3上下矢印キーを押して、 Boot Device Property をハイライト表示して 
から、 < Enter > を押します。 

4上下矢印キーを押して、変更する起動デバイスを選択してから、 < Enter > 

を押します。 

5 < F 10> を押してから、 < Enter > を押し、セットアップユーティリティを終 
了して、起動プロセスを再開します。 

新しい起動順序は、変更を保存し、セットアップユーティリティを終了するとす 
ぐに有効になります。 

一回のみの起動の実行 

セットアップユーティリティを起動せずに一回だけの起動順序が設定できます。 

1 Start (スタート）メニューから、コンピュータをシャットダウンします。 

2コンピュータの電源を入れます 。 DELL □ゴが表示されたら、すぐに < F 12> 
を押します。 

キーを押すタイミングが遅れて Windows の□ゴが表示されてしまったら、 
Windows デスクトップが表示されるまでそのまま待機し、コンピュータを 
シャットタ'ウンして操作をゆりなおしてくださし、。 

3起動デバイスー覧が表示された場合は、起動したいデパイスをハイライト表 
示して、 < Enter > を押します。 

コンピュータは選択されたデパイスを起動します。 

次回コンピュータを再起動するときは、以前の起動順序に戻ります。 


USB デバイスの起動順序の変更 

1 USB デパイスを USB コネクタに接続します。 

2コンピュータの電源を入れます（まだは再起動します)。 

3画面の右上角に F2 = Setup, F12 = Boot Menu と表示されだら、 
< F 12> を押します。 
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キーを押すタイ 5 ングが遅れてオペレーティングシステムのロゴが表示され 
てしまったら、 Windows デスクトップが表示されるまでそのまま待機し、 
コンピュータをシャットタ'ウンして操作をやりなおしてください。 

4 使用可能な起動デパイスをすべて一覧表示した、 Boot Menu が表示され 
ます。 


5 矢印キーを使用して、適切なデバイスを選択します（現在の起動用のみ)。 

メモ： USB デパイスから起動するには、そのデパイスが起動可能でなければなり 
ません。デハ"イスが起動可能であるかを確認するには、デパイスのマニュアルを 
チェックしてください。 


BIOS 設定の変更 

BIOS とは、コンピュータのハードウェアとオペレーティングシステム間のインタ 
フェース機能を持つユーティリティです。 BIOS 設定は、特定のハードウェアを交 
換するとアップデートが必要になる場合があります。 

セットアップユーティリティは BIOS で日時ゆシステムパスワードなどのような 
ユーザーが選択可能なオプションの設定ができます。詳細に関しては、295ベー 
ジの 「セットアップユーティリティを使用したシステム設定の表示」を参照して 
ください。 

メモ：設定がコンピュータにどのような影響を与えるのか理解できていない場合 
は、このプログラムの設定を変更しないで<ださい。 


BIOS 設定の表示 

1 Start (スタート）ボタンをクリックして、 All Programs (すべてのプロ 
グラム）を選択し、 System Information (システム情報）を開きます。 

2 Accessories (アクセサリ） -> System Tools (システムツール） — 
System Information (システム情報）とクリックします。 

3 System Summary (システムの概要）で、 BIOS Version/Date 

( BIOS バージョン/日付）の項目を確認します。 

この BIOS Version/Date ( BIOS バージヨン/日付）の項目では 、 BIOS 
のバージョンと日付が表示されます。 

BIOS のアップグレード （ BIOS のフラッシュ） 

BIOS は、アップデートが利用可能な場合やシステム基板を交換する場合にフラッ 
シュを行う必要があります。 

メモ： BIOS のアップデートがお使いのシステムに適用されるかどうかについてに 
は、 BIOS のアップデートについての詳細を参照することをお勧めします。アップ 
デ ー トの中には、特定の設定にだけ影響を与えたり、お使いの環境に適用される 
(されない）新しい機能を提供する変更が含まれます。 


298 I セットアップユーティリティ 


1 コンピュータの電源を入れます。 

2お使いのコンピュータの BIOS アップデートファイルをデルサボートサイト 

support.jp.dell.com で検索してください。 

3 Download Now (今すぐダウン□ー ド）をクリックしてファイルをダ 
ウン□ー ドします。 

4 Export Compliance Disclaimer (輸出に関するコンプライアンスの免 
責事項）ウィンドウが表示されたら、 Yes, I Accept this Agreement 

(同意します）をクリックします。 

File Download (ファイルのダウン□-ド）ウィンドウが表示されます。 

5 Save this program to disk (このプ□グラムをディスクに保存します) 
をクリックし、 OK をクリックします。 

Save In (保存先）ウィンドウが表示されます。 

6 下矢印をクリックして Save In (保存先）メニューを表示し、 Desktop 
(デスクトップ）を選択して Save (保存）をクリックします。 

ファイルがデスクトップにダウン□ードされます。 

7 Download Complete (ダウン□ードの完了）ウィンドウが表示されだ； 
ら、 Close (閉じる）をクリックします。 

デスクトップにファイルのアイコンが表示され、ダウン□ー ドした BIOS 
アップデートファイルと同じ名前が付いています。 

8デスクトップ上のファイルのアイコンをダプルクリックし、画面の指示に従 
し、ます。 
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ポート 


22 


USB ポート 

ユニバーサルシリアルバス ( USB ) は外付けバスの標準であり 、 USB 2.0 の場合 
480 Mbps のデータ転送速度をサポートします。 USB を利用することにより、 

1つの標準化された方法で多数のデバ'イスをコンピュータに接続できます。また、 
USB は プラグアンドプレイ のインス I -ールと ホットスワップ にも対してし、 
ます。 

USB 標準では A コネクタと B コネクタを使用して混乱を回避します。 

• コネクタ A はコンピュータへの アップストリー厶 コネクタです。 

• コネクタ B は、個々のデバイスに接続する ダウンスト 1 J - 厶 コネクタです。 


12 3 4 



ピン信号 

1 USB5V+ 

2 USBP- 

3 USBP+ 

4 GND 


ポート 


301 



















IEEE 1394 ポート 

USB と同様に 、 IEEE 1394はシリアルデータ転送プロトコルであり、ホットス 
ワップをサポートして います。 USB 2.0 テクノロジがサポート する 速度が最大 
480 Mbps であるのに対し 、 IEEE 1394 b は最大800 Mbps の速度をサポートし 
ます。 IEEE 1394は、デジタルビデオカメラ ゆ 外付けハードディスクドライプの 
接続な ど、 高帯域幅のアプリケーションに適して います。 


1234 


nj-LTLTLr| 


ピン信号 

1 TPB- 

2 TPB+ 

3 TPA- 

4 TPA+ 
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RS 232 シリア ルポート 

シリアルポートは、一度に1ビットのデータが行き来するシリアル通信の物理イン 
タフェースです。シリアルポートは通常、 RS -232 標準準拠のハードウェアで使用 
されます。シリアルポートを一般に使用するデバイスには、ダイヤルアップモデ 
厶、プリンタ、およびシリアルマウスなどがあります。 


000001 
\ 0000 / 


1 - 5 

6 - 9 


ピン信号 

1 CD 

2 RD 

3 TD 

4 DTR 

5 SG 

6 DSR 

7 RTS 

8 CTS 

9 Rl 
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パラレルポート 

パラレルポートは、一度に8ピットのデータ （1 パイト）が行き来するパラレル 
通信の物理インタフェースです。シリアルポートでは同じ8ピットがシリアル 
(すべて1行で）送信されるのに対し、パラレルポート経由の8ビットは互いに 
平行して送信されます。パラレルポートは、プリンタポートまたはセント□ニク 
スポートとも呼ばれ、一般にプリンタの接続に使用されます。 


100000000000001 

I 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇/ 


14 


-13 

25 


ピン 

信号 

ピン 

信号 

1 

/STROBE 

14 

/AUTOFD 

2 

DO 

15 

/ERROR 

3 

D1 

16 

/I NIT 

4 

D2 

17 

/SELIN 

5 

D3 

18 

GND 

6 

D4 

19 

GND 

7 

D5 

20 

GND 

8 

D6 

21 

GND 

9 

D7 

22 

GND 

10 

/ACK 

23 

GND 

11 

BUSY 

24 

GND 

12 

PE 

25 

GND 

13 

SEL 
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eSATA ポート 

Serial Advanced Technology Attachment ( SATA ) は、主にコンピュータ 
と、ハードディスクドライブや光学ドライブなどの大容量ストレージデバイスと 
の間のデータ送信用に設計されたコンピュータバスです。 

外付けの SATA または eSATA のユーザーは、 PC の外部に最長2 メー トルのシー 
ルド付きケーブルを利用して、ストレージに SATA インタフェースの利点を活か 
すことか'できます。 eSATA は、既存のソリューションよりも高いパフォーマンス 
(既存のストレージソリューションの USB 2_0や1394の最大6倍の速さ）を実 
現し、ホットプラグにも対)®します。 

eSATA は一般に、ノー トブック、デスクトップ、家電製品、およびエントリサー 
バー用の外付けのダイレクトアタッチドストレージに使用されます。 



ピン信号 

1 GND 

2 DR+ 

3 DR- 

4 GND 

5 DT+ 

6 DT- 

7 GND 


ポート | 305 









モデム 

モデムポートは、内蔵モデムを電話回線に接続します。モデムを使用し、電話回 
線でインターネットサービスプ□パイタ' ( ISP ) にデータコールを送ることで、 
コンピュータをインターネットに接続します。 

通常、2つのモデムポートが横並びに装備されています 。 line (回線）という 
マーク（まだは回線記号）が付いたポートは、電話回線コネクタに接続します。 
phone (電話）というマーク（または電話記号）が付いたポートは、同じコネク 
夕で電話を使用しだい場合にオプションで電話の送受器に接続できます。 
コンピュータにモデムが内蔵されていない場合、これらのポートはありません。 
まだ、イーサネットポートが装侷されている場合もあります。詳細は、307ペー 
ジの「イーサネットボート」を参照してください。イーサネットボートはモデム 
ポートに似ていますが、幅が広くなっています。 



ピン信号 

1 R- 

2 T+ 
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イーサネットポート 

イーサネットポートでは、ネットワーキングゆ高速インターネット接続にツイス 
トペア導体を使用します。 

このポートにつないだケープルは、ネットワークハプ（多数のネットワークケー 
プルを同時に配線できる中継ボックス）に接続することも、ケープルモデムや 
DSL モデムに直接接続することも、またはコンピュータ間で高速インターネット 
接続を共有するインターネットゲートウエイに接続することもで きます。 
コンピュータ内のネットワーク カー ドがサボートする速度によって、データは 
イーサネットポートを経由して10 Mbps 、 100 Mbps 、 まだは1000 Mbps の速 
度で移動し ます。 使用中は、次のようにデパイスのライトが点滅し ます。 

ACT ライトは、データがネットワークを介してポート上を行き来するときに点滅 
します。10まだは100というライトはデータ速度を示します。は1秒当たり 
10 メカ'ビットのデータがネットワーク上を移動することを示し、100は1秒当 
だり100 メガビットのデータが移動することを示します。 


1111 


1-8 


ピン 

イーサネット 10/100 Base -T 信号 

ピン 

ギガビットイーサネット信号 

1 

送信+ 

1 

送信/受信 0 + 

2 

送信 

2 

送信/受信 0- 

3 

受信+ 

3 

送信/受信 1 + 

4 

NU 

4 

送信/受信 2 + 

5 

NU 

5 

送信/受信 2 - 

6 

受信- 

6 

送信/受信 1- 

7 

NU 

7 

送信/受信 3 + 

8 

NU 

8 

送信/受信 3- 
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キ _ ボードおよびマウスポ _ 卜 ( PS 2) 

IBM が1987年に発表した PS /2 標準は 、 Personal System /2 の略です。 PS /2 
ポートは一般に、キーポードまだはマウスの接続に使用します。 



ピン信号 

1 キーポー ド/マウス データ 

2 (予約済み） 

3 ァ-ス 

4 キーポード/ マウス電源 （+5 V ) 

5 キーポー ド/マウスクロック 

6 (予約済み） 
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VGA ポート 

ビデオグラフィックアレイ （ VGA ) ポートは、デバイス固有のドライパがコン 
ピュータに□ー ドされる前に、基本的なグラフィックハードウ I アをサボートし 
ます。 


(f 00000 ]) 

\#〇 〇 〇 〇 〇°// 



5 —— 

- 1 



10 — 

-6 



15 —— 

- 11 


ピン 

信号 

ピン 

信号 

1 

RED ビデオ 

9 

DDC5V+ 

2 

GREEN ビデオ 

10 

SYNCGND 

3 

BLUE ビデオ 

11 

MONITOR_DETECT- 

4 

NC 

12 

DDC_DATA (SDA) 

5 

GND 

13 

水平 SYNC 

6 

RED ビデオ GND 

14 

垂直 SYNC 

7 

GREEN ビデオ GND 

15 

DDC_CLK (SCL) 

8 

BLUE ビデオ GND 
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DVI - I ポート 

Digital Video Interface-Integrated ( DVI - I ) ポートは、アナログ信号とデジ 
タル信号を1本のケーブルでサボートします。ケーブルは、デジタルからデジタ 
ルへ、またはアナログからアブ□グへ信号を送信できますが、デジタルからアナ 
□グやアナログからデジタルのよ5に交差させて送信することはできません。ビ 
デオカードに DVI-I ポートがある場合は、別個のアダプタを使用せずに、最大数 
の Digital Video Interface-Digital ( DVI - D ) または Digital Video 
Interface-Analogue ( DVI - A ) デバイスを接続できます。 


C1 

C2 

C3 

C4 


C5 


1 - 8 

9 -16 

17-24 


ピン 

信号 

ピン 

信号 

1 

TMDS DATA2- 

13 

TMDS DATA3+ 

2 

TMDS DATA2+ 

14 

+5V 

3 

TMDS DATA2/4 SHLD 

15 

GND (FOR +5V) 

4 

TMDS DATA4- 

16 

HOT PLUG DETECT 

5 

TMDS DATA4+ 

17 

TMDS DATA0- 

6 

DDC CLK 

18 

TMDS DATA0+ 

7 

DDC DATA 

19 

TMDS DATA0/5 SHLD 

8 

ANALOG VERT SYNC 

20 

TMDS DATA5- 

9 

TMDS DATA1- 

21 

TMDS DATA5+ 

10 

TMDS DATA1 + 

22 

TMDS CLK SHLD 

11 

TMDS DATA1/3 SHLD 

23 

TMDS CLK+ 

12 

TMDS DATA3- 

24 

TMDS CLK- 



□ □□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ □□ 

□ □□ 

- 


310 I ポート 











S ビデオ TV 出カポート 

Y / C とも呼ばれるスーパービデオ （ S ビデオ）は 、 LUMA (輝度）と CHROMA 
(色相）の2つの信号としてビデオデータを伝送するアナログビデオ信号です。 

S ビデオは標準精細のビデオをサボートしますが、同じケーブルでオーディオは 
伝送しません。クリーンな DVD ソースを使用すると、 S ビデオは鮮明なイメージ 
を提供します。 S ビデオは一般に、消費者用のテレビ、 DVD プレーヤー、高性能 
のビデオカセットレコーダ、デジタルテレビレシーバ、 DVR 、 およびゲームコン 
ソールに接続します。 

コンポジットビデオは単一信号として（低品質の）ピクチャ情報を伝送します。 



6 5 


S ビデオ 
ピン信号 

1 GND 

2 GND 

3 LUMA 

4 CHROMA 

コンポジットビデオ 
ピン信号 

5 GND 

6 CVBS 

7 NC 
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コンポーネントビデオ 

コンポーネントビデオは、3つの信号で構成されます。 

1つ目は輝度信号で、元の RGB (赤緑青）信号に含まれる輝度まだは白黒情報を 
示します。この信号を Y コンポーネントといいます。 

その他の信号は色差信号と呼ばれ、輝度に対する青と赤の信号の量を示します。 

青コンポーネントは Y - B 、 赤コンポーネントは Y - R です。緑は、 Y 、 Y - B 、 および 
Y - R の組み合わせから推測できるので、別個の信号としては送信されません。 

コンポーネントビデオ入力は、最新のハイエンドテレビセットや DVD プレー 
ヤーで利用でき、 RF やコンポジットなどの初期のシステムよりすぐれた信号品 
質を可能にします。 


© © ® 


ピン 信号 

赤色 Y-R (Pr) 

点灯している場合 Y-B (Pb) 

緑色 Y 


コンポジットビデオ 

コンポジットビデオは、アナログビデオ信号を送受信するためのインタフェース 
です。このビデオは LUMA (輝度 )、 CHROMA (色相)、および SYNC (同期） 
(すべて合わせて Composite Video Blanking and Sync ( CVBS ) と呼びます) 
の複数の信号で構成されます。 LUMA は写真の輝度を表し、同期 ( SYNC ) 八°ル 
スを含みます。 CHROMA は、色の情報を伝送します。 

コンポジットビデオインタフェースは通常、 VHS テーププレーヤー、 DVD プ 
レーヤー、またはゲー厶コンソールをテレビに接続します。 


® 


コンポジットビデオ 
ピン信号 

1 GND 

2 CVBS 
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HDMI ポート 

High-Definition Multimedia Interface ( HDMI ) ポートは、非圧縮のデジタル 
ストリー厶を送信するためのコンパクトオーディオ/ビデオインタフエースです。 
HDMI は、1本のケーブルで標準、拡張、および高精細ビデオなどの PC または 
テレビビデオ形式と、最大8チャネルのデジタルオーディオをサポートします。 
HDMI は、各種のデジタルテレビ標準とは無関係です。 

HDMI は Blu-ray Disc プレーヤー、セットトップボックス、パーソナルコン 
ピュータ、およびビデオゲームコンソールなどのデジタルオーディオ/ビデオ 
ソースを互換性のあるデジタルオーディオデバイス、コンピュータモニタ、およ 
びデジタルテレビに接続します。 



1816 

141210 8 6 

4 2 

ピン 

信号 

ピン 

信号 

1 

TMDS データ 2+ 

11 

TMDS ク□ックシールド 

2 

TMDS データ 2 シールド 

12 

TMDS クロックー 

3 

TMDS データ 2- 

13 

CEC 

4 

TMDS データ 1 + 

14 

予約済み（デバイス上で非接続 ) 

5 

TMDS データ 1 シールド 

15 

SCL 

6 

TMDS データ 1 一 

16 

SDA 

7 

TMDS データ 0+ 

17 

DDC/CEC グランド 

8 

TMDS データ 0 シールド 

18 

+5 V 電源（最大 50 mA) 

9 

TMDS データ 0- 

19 

ホットプラグ検出 

10 

TMDS クロック + 
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DisplayPort ™ 

DisplayPort は 、 Video Electronics Standards Association ( VESA ) が発表 

したデジタルディスプレイのインタフェース標準です。 DisplayPort はライセン 
スや使用料の不要な新しいデジタルオーディオ/ビデオ相互接続を定義するもの 
で、主にコンピュータとディスプレイモニタ、まだはコンピュータとホームシア 
ターシステムとの間で使用することを目的としています。詳細に関しては、 

53ページの 「 DisplayPort ™ - 機能および利点」を参照してください。 






201816141210 8 6 4 2 


ピン 

信号 

ピン 

信号 

1 

ML_Lane 0 (p) 

11 

GND 

2 

GND 

12 

ML_Lane 3 (n) 

3 

ML_Lane 0 (n) 

13 

GND 

4 

ML_Lane 1(p) 

14 

GND 

5 

GND 

15 

AUX_CH (p) 

6 

ML_Lane 1(n) 

16 

GND 

7 

ML_Lane 2 (p) 

17 

AUX_CH (n) 

8 

GND 

18 

ホットプラグ 

9 

ML_Lane 2 (n) 

19 

DP_PWR リターン 

10 

ML_Lane 3 (p) 

20 

DP_PWR 


314 I ポート 











S/PDIF ポート（同軸 RCA) 

Sony/Philips Digital Interconnect Format ( S / PDIF ) は、 CD および DVD プ 

レーヤーからアンプおよびテレビへデジタルオーディオを送信するためのシリア 
ルインタフェースです。 

S/PDIF では、同軸 RCA コネクタ付きで最大10 メー トルの不平衡型75オームの 
同軸ケープル、まだは終端が Toslink (東芝リンク）コネクタの光ファイバを使 
用します。 

メモ：光まだは同軸の S/PDIF コネクタを介して送信される信号に違いはあ 
りません。両方ともまったく同じ情報を伝送します。 

S/PDIF は一般に、 PCM および Dolby Digital 5.1 の送信に使用されますが、い 
ずれのサンプリングレートおよびオーディオ標準にも制限されていません。 


0 


S/PDIF ポート ( Toslink ) 

Toslink は通常、 S/PDIF の光学バージョンを表します。 

メモ：光または同軸の S/PDIF コネクタを介して送信される信号に違いはありませ 
ん。両方ともまったく同じ情報を伝送します。 



ポート | 315 









オーディオポート 



ポート信号 接続 

1 ライン入カコネクタライン入カコネクタ（青色）には、カセツトプレー 

ヤー、 CD プレーヤー 、 VCR (ビデオカセットレコー 
ダー）などの録音 / 再生デパイスを接続します。 
サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合、 
カードのコネクタを使用します。 


ライン出力 / ヘッドライン出カコネクタ（緑色）には、ヘッドフォンおよ 
フォンコネクタ びアンプ内蔵型スピーカを接続します。 


3 マイク用コネクタ マイクコネクタ（ピンク色）にパーソナルコンピュー 

夕用マイクを接続し、音声や音楽をサウンドまたはテ 
レフオニープログラムに入力します。 


4 


サイドサラウンドササイドサラウンドコネクタ（銀色）には、追加のス 
ウンドコネクタ ピーカを取り付けます。 


5 リアサラウンド出カサラウンドサウンドコネクタ（黒色）には、マルチ 

チャネル対 )6 スピーカを接続します。 

6 中央 / LFE サラウン サブウーハーコネクタ（橙色）には、シングルサブ 

ド出カ ウー八一を接続します。 


^ メモ：デジタルサラウンドサウンドオーディオ機構にある LFE (: 低周波エフェク 
卜）オーデイオチャネルは、 80 Hz 以下の低周波情報のみを伝達します。 LFE チャ 
ネルはサブウーハーを駆動し、極めて低い音域を拡張します。サプウーハーを使 
用しないシステムの場合は、サラウンドサウンドのセツトアップで LFE の情報を 
メインスピーカに切り替えることができます。 
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テクニカル サボー トを受けるには 

◎ 警告：コンビュータ内部の作業を始める前に、お使いのコンピュータに同梱の、安 
全にお使いいただくための注意を参照してください。安全にお使いいただくための 
ベストプラクティスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
(www.dell.com¥regulatory_compliance) をご覧ください。 

コンピュータに問題が発生した場合は、以下の手順でその不具合を診断し、問題 

解決します。 

1コンピュータで発生している問題に関する情報および手順については、 

261ページの「トラプルシューティング」を参照してください。 

2 Dell Diagnostics (診断）プログラムを実行します （270 ページの 「Dell 
Diagnostics (診断）プ□グラムの実行」を参照)。 

3 322ページの 「Diagnostics (診断）チェックリスト」に必要事項を記入し 
てください。このチェックリストを使用すると、お使いのコンピュータの卜 
ラプルシューティングを行 a 際にデルサボートの担当者が必要とする情報を 
整理で含ます。 

4インス!'ールとトラプルシューティングの手順については、デルサボートサ 
イト （ support . jp . dell . com ) をご覧ください。デルサポートオンライン 
サービスおよび機能についてのより詳細な一覧は、319ページの「オンラ 
インサービス」を参照してください。 

5これまでの手順で問題が解決されない場合、323ページの「デルへのお問い 
合わせ」を参照してください。 
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^ メモ：デルサポートへお問い合わせになるときは、できればコンピュータの電源を 
入れて、コンピュータの近ぐから電話をおかけぐださい。サポート担当者がコン 
ピュータでの操作をお願いすることがあります。 

デルのオートテレフォンシステムの指示に従って、エクスプレスサービスコード 
を入力すると、電話は適切なサボート担当者に転送されます。エクスプレスサー 
ビスコードをお持ちでない場合は 、 Dell Accessories フォルダを開き、 エクス 
プレスサービスコード アイコンをダプルクリックします。その後は、表示される 
指示に従ってください。 

デルサボートの利用方法については、318ページの「テクニカルサボートとカス 
タマーサービス」を参照してください。 

デルサポートサービス 

^ メモ：これらのサービスはアメリカ合衆国以外の地域では利用できない場合があり 
ます。サービスが利用可能かどろかに関しては、最寄りのデル担当者へお問い合わ 
せください。 

テクニカルサポートとカスタマーサービス 

De || TM ハードウェアに関するお問い合わせは、デルのテクニカルサボートをご利 
用ください。サボートスタッフは、特別な診断ユーティリティを使用して、正確 
な回答を迅速に提供します。 

デルのテクニカルサポートへお問い合わせになるときは、まず321ページの「お 
問い合わせになる前に」を参照し、次に、お住まいの地域の連絡先を参照するか、 

support . jp . dell.com をご覧ください。 


DellConnect™ 


DellConnect は簡単なオンラインアクセスツールで、このツールの使用により、 
デルのサービスおよびサボートは、お客様の監視の下でプ□ー ドパンド接続を通 
じてコンピュータにアクセスし、問題の診断と修復を行うことができるようにな 
ります。詳細については、 support . jp . dell . com にアクセスし、 
DellConnect をクリックしてください。 
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オンラインサービス 

Dell 製品およびサービスについては、次のウェブサイトをご覧ください。 

www.dell.com 

www.dell.com/ap (アジア/太平洋諸国のみ） 
www.dell.com/jp (日本） 
www.euro.dell.com Qd —□ ッパのみ） 
www.dell.com/la (ラテンアメリカおよびカリブ海諸国） 
www.dell.ca (カブダのみ） 

デルサボートへのアクセスには、次の Web サイトおよび E - メールアドレスをご 
利用ください。 

• デルサボートサイト 

support . dell.com 

support . jp . aell.com (日本のみ） 
support . euro . dell.com (ヨー□ツパのみ） 

• デルサ ポー トの E- メール アドレス 

mobile _ support @ us . dell.com 

support @ us . dell.com 

la - techsupport @ dell.com (ラテンアメリカおよびカリブ海諸国） 
apsupport @ dell.com (アジア/太平洋諸国） 

• 匿名ファイル転送プロトコル （匿名 FTP ) 
ftp . dell.com 

Log in as user ： anonymous 〇 パスワード(こは E - メ ールアドレスを入力し 
てください。 

24時間納期案内電話サービス 

注文したデル製品の状況を確認するには、 support.jp.dell.com にアクセスす 
るか、24時間納期案内電話サービスにお問い合わせください。音声による案内 
で、注文について調べて報告するために必要な情報をお伺いします。電話番号に 
ついては、323ページの「デルへのお問い合わせ」を参照してください。 
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ご注文に関する問題 

欠品、誤った部品、間違った請求書などの注文に関する問題がある場合は、デル 
カスタマーケアにご連絡ください。お電話の際は、納品書まだは出荷伝票をご用 
意ください。お住まいの地域の電話番号については、323ページの「デルへのお 
問い合わせ」を参照してください。 

製品情報 

デルのその他の製品に関する情報や、ご注文に関しては、デルウェブサイト 
www.dell.com をご覧ください。お住まいの地域まだは販売担当者の電話番号 
については、323ページの「デルへのお問い合わせ」を参照してください。 

保証期間中の修理と返品について 

Dell の保証情報に関しては、「サービス&サボートのご案内」を参照してください。 

1 納品書のコピーと返品理由を記入した書面を同梱してください。 

2実行したテストと Dell Diagnostics (診断）プ□グラム (270 ページの 
「Dell Diagnostics (診断）プログラムの実行」を参照）から出力されたエ 
ラーメッセージを記入した Diagnostics (診断）チェックリスト （322 ベー 
ジの 「Diagnostics (診断）チェックリスト」を参照）のコピーを同梱して 
ください。 

3 クレジットで返品する揚合には、返品される品目とともにすべてのアクセサ 
U (電源ケープル、ソフトウェア、マニュアル等々）を含みます。 

4 返却品一式を出荷時のシステム梱包箱か同等の箱に梱包してください。 

販売店で購入された場合 

販売店で購入したシステムには、その販売店の返品ポリシーが適用されます。 
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お問い合わせになる前に 

メモ：お電話の際は、エクスプレスサービスコードをご用意 < ださい。エクスプレ 
スサービスコードを利用すると、デルのオートテレフォンシステムによって、より 
迅速にサポートが受けられます。まだ;、お客様のサービスタグをお尋ねする場合も 
ございます（通常コンピュータの底部または背面にあります)。 

診断チェックリストに前もってご記入ください （322 ページの 「Diagnostics (診 
断）チェックリスト」を参照)。デルへお問い合わせになるときは、できればコン 
ピュータの電源を入れて、コンピュータの近くから電話をおかけください。キー 
ボードからのコマンドの入力や、操作時に詳細情報を説明しだり、コンピュータ自 
体でのみ司能な他のトラプルシューティング手順を試してみるよ;ろにお願いする揚 
合があります。システムのマニュアルがあることを確認してくだ'さい。 

(GS 1 警告：コンビュータ内部の作業を始める前に，お使いのコンビュータに同梱の、安 
全にお使いいただくための注意を参照してください。安全にお使いいただくための 
ベストプラクティスの追加情報に関しては、規制順守ホームページ 
(www.dell.com¥regulatory_aompliance) をご覧ください。 
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Diagnostics ( 診断）チェックリスト 

名前： 

日付： 

住所： 

電話番号： 

サービスタグ（コンピュータの底部または背面にあるパーコード）： 

エクスプレスサービスコード： 

返品番号（デルサボート担当者から提供された場合）： 

オペレーティングシステムとバージヨン： 

周辺機器： 

拡張カード： 

ネットワークに接続されていますか？はいいいえ 
ネットワーク、 パージ ヨン、ネットワークアダプタ： 

プ□グラムと パージヨン： 

オペレーティングシステムのマニュアルを参照して、システムの起動ファイルの内容 
を確認してください。コンピュータにプリンタを接続している場合、各ファイルを印 
刷します。印刷できない場合、各ファイルの内容を記録してからデルにお問い合わせ 
ください。 

エラーメッセージ、ビープコード、または Diagnostics (診断）コード： 

問題点の説明と実行したトラブルシューティング手順： 
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デルへのお問い合わせ 

米国にお住まいの方は、 800- WWW-DELL (800-999-3355) までお電話ください。 

メモ：インターネット接続の環境にない場合は、納品書、出荷伝票、請求書、また 
は Dell 製品カタログに記載されている連絡先をご利用ください。 

デルでは、複数のオンラインと、電話ベースのサポートおよびサービスオプション 
を用意しています。利用できる手段は国や製品により異なる場合があります。ま 
だ地域によっては一部のサービスが受けられなし Ml 合もあります。セールス、テ 
クニカルサボート、カスタマーサービスへのお問い合わせは、次の手順を実行し 
てください。 

1 support . jp . dell . com へアクセスします。 

2ページの下にある Choose A Country/Region (国/地域の選択） 

ドロップダウンメニューで、お住まいの国/地域を確認します。 

3ページの左側にある Contact Us (お問い合わせ）をクリックします。 

4目的の サービス または サボー トを選択します。 

5ご自身に最適なデルへの問い合わせ方法を選んでください。 


困ったときは I 323 


324 I 困ったときは 




用語集 

この用語集に収録されている用語は、情報の目的として提供されています。お使 
いのコンピュータに搭載されている機能についての記載がない揚合もあります。 

A 

AC — alternating current (交流）コンピュータの AC アダプタ電源ケーブルをコン 
セントに差し込むと供給される電気の様式です。 

ACPI — advanced confiauration and power interface — Microsoft® 

Windows® オペレーティングシステムがコンピュータをスタンノ\'イモードや休止状態 
モードにして、コンピュータに接続されている各デバイスに供給される電力量を節約でき 
る電源管理規格です。 

AGP — accelerated graphics port —システムメモリをビデオ関連の処理に使用でき 
るよろにする専用のグラフィックスポートです。 AGP を使ろとビデオ回路とコンピュー 
タメモリ間のインタフェースが高速化され、 True-Color のスムーズなビデオイメージを 
伝送できます。 

AHCI — Advanced Host Controller Interface — SATA ハードディスクドライブホス 
トコント□ーラのインタフェースです。ストレージドライバは、これによつてネイティブ 
コマンドキューイング （NCQ) やホットプラグのよろなテクノロジを有効にできます。 
ALS — 環境照明センサーーディスプレイの輝度を調整する機能です。 

ASF — alert standards format —管理コンソールにハードウェアとソフトウェアの警 
告を報告する方式を定義する標準です。 ASF は、どのプラットフォームやオペレーティン 
グシステムにち対麻できるよろ設計されています。 

B 

BIOS — basic input/output system (基本入出カシステム）コンピュータのハード 
ウェアとオペレーティングシステム間のインタフェース機能を持つプログラム（または 
ユーティリティ）です。設定がコンピュータにどのような影響を与えるのか理解できてい 
ない場合は、このプ□グラムの設定を変更しないでください。 セットアップユーティ U ティ 
とち呼ばれます。 

Bit ー コンピュータが認識するデータの最小単位です。 

Bluetooth® ワイヤレステクノロジー 短距離 （9 メートル）内にある複数のネットワー 
クデバイスが、お互いを自動的に認識できるようにするワイヤレステクノロジ標準です。 
bps — bits per second (ビット/秒）データの転送速度を計測する標準単位です。 

BTU — British thermal unit (英国熱量単位）発熱量の単位です。 
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c 

c — 摂氏 （Celsius) 温度の測定単位で、水の氷点を0度、沸点を100度としています。 
CD-R —CD recordable — 書き込み可能な CD です。 CD-R にはデータを一度だけ記録 
できます。一度記録したデータは消去したり、上書きしたりすることはできません。 
CD-RW — CD rewritable —書き換え可能な CD です。データを CD-RW ディスクに 
書き込んだ後、削除したり上書きしたりで含ます（再書き込み)。 

CD-RW ドライプー CD のデータを読み取ったり、 CD-RW (書き換え可能な CD) ディ 
スクや CD-R (書き込み可能な CD) ディスクにデータを書き込むことができるドライブ 
です。 CD-RW ディスクには、繰り返し書き込むことが可能ですが、 CD-R ディスクには 
一度しか書き込むことができません。 

CD-RW/DVD ドライプー 「コンポドライブ」とも呼ばれます。 CD および DVD の 
データを読み取ったり、 CD-RW (書き換え可能な CD) ディスクや CD-R (書き込み可 
能な CD) ディスクにデータを書き込んだりすることができるドライブです。 CD-RW 
ディスクには、繰り返し書き込むことが可能ですが、 CD-R ディスクには一度しか書き込 
むことができません。 


COA — Certificate of Authenticity (実物証明書）お使いのコンピュータのラベルに 
記載されている Windows の英数文字のコードです。 Product Key (プロダクトキー） 
ゆ Product ID (プロダクト ID) とも呼ばれます。 


CRIMM — continuity rambus in-line memory module (連続式 RIMM) メモリ 

チップの搭載されていない特殊なモジュールで、使用されていない RIMM ス□ットに装 
着するために使用されます。 

D 

DDR SDRAM — double-data-rate SDRAM (ダブルデータ速度 SDRAM) データ 

バーストサイクルを2倍にする SDRAM の一種です。システムの性能が向上します。 


DDR2 SDRAM — double-data-rate 2 SDRAM (ダブルデータ速度 
2 SDRAM) — 4ビットプリフェッチおよびその他のアーキテクチャ上の変更により、 
メモリ速度を400 MHz 以上にしたタイプの DDR SDRAM。 

DIMM — dual in-line memory module —システム基板のメモリモジュールに接続 
されるメモリチップを搭載した回路基板です。 

DIN コネクタ ー丸い6ピンのコネクタで、 DIN (ドイツエ業規格）に準拠しています。 
通常は PS/2 キーボードやマウスケーブルのコネクタに使用されます。 

DMA — direct memory access — DMA チャネルを使うと、 RAM とデバイス間での 
データ転送がプロセッサを介さずに行えるようになります。 

DisplayPort —デジタルディスプレイに使用される Video Electronics Standards 
Association (VESA) のインタフェース標準です。 

DMTF — Distributed Management Task Force —分散型デスクトップ、ネットワー 
ク、 企業、およびインターネット環境における管理標準を開発するハードウェアおよびソ 
フトウェア会社の団体です。 
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DRAM — dynamic random-access memory —コンデンサを含む篥積回路内に情報 
を保存するメモ 1 J です。 

DSL — Digital Subscriber Line — アブ□グ電話回線を介して、安定した高速インター 
ネ ッ 卜接続を提供するテクノロジです。 

DVD-R — DVD recordable — 書き込み可能な DVD です。 DVD-R にはデータを一度だ 
け記録できます。一度記録したデータは消去したり、上書さしたりすることはでさません。 
DVD+RW — DVD rewritable —書き換え可能な DVD です。データを DVD+RW 
ディスクに書き込んだ後、削除したり上書きしたりできます（再書き込み)。 ( DVD+RW 
テクノロジは DVD-RW テクノロジとは異なります。） 

DVD+RW ドライプー DVD とほとんどの CD メディアを読み取ることができるドライ 
ブです。 DVD+RW ディスクに書き込むこともできます。 

DVI — digital video interface (デジタルビデオインタフェース）コンピュータとデジ 
タルビデオディスプレイ間のデジタル転送用の標準です。 

E 

ECC — error checkina and correction (エラーチェックおよび訂正）ーメモリに 
データを書き込んだり、メモリからデータを読み取る際に、データの正確さを検査する特 
別な回路を搭載しているメモリです。 


ECP — extended capabilities port —双方向のデータ転送を提供するパラレルコネク 
夕の拡張仕様の1つです。 EPP に似て、 ECP はデータ転送にダイレクトメモリアクセス 
を使用して性能を向上させます。 

EIDE — enhanced integrated device electronics —ハードディスクドライブと CD 
ドライブ用の IDE インタフェースの改良パージヨンです。 

EMI — electromagnetic interference (電磁波障害）電磁放射線が原因で起こる電気 
障害です。 

EPP — enhanced parallel port —双方向のデータ転送を提供するパラレルコネクタの 
仕様の1つです。 

ESD — electrostatic discharge (静電気障害）静電気の急激な放出のことです。 ESD 
は、コンピュータや通信機器に使われている集積回路を損傷することがあります。 

ExpressCard — PCMCIA 規格に準拠している取り外し可能な I/O カードです。 
ExpressCard の一般的なものに、モデムやネットワークアダプタがあります。 
ExpressCard は、 PCI Express と USB 2.0 の両規格をサボートします。 


FBD — fully-buffered DIMM (完全バッファ型 DIMM ) DDR 2 SDRAM チップと、 
DDR 2 SDRAM チップとシステムの間の通信を高速化する Advanced Memory Buffer 
( AMB ) を搭載した DIMM です。 

FCC — Federal Communications Commission (米国連邦通信委員会）コンピュータ 
やその他の電子機器が放出する放射線の量を規制する通信関連の条例を執行するアメリ 
力の機関。 
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FSB — front side bus — プロセッサと RAM の間のデータ経路および物理的なインタ 
フェースです。 

FTP — file transfer protocol (ファイル転送プロトコル）インターネットに接続されて 
いるコンピュータ間でのファイルの交換に利用される標準のインターネットプロトコル 
です。 

G 

G — グラビティー重力の計測単位です。 

GB — ギガバイトーデータの単位です。 1 GB は 1024 MB (1,073,741,824 バイト） 
です。ハードディスクドライブの記憶領域容量を示す場合に、1,000,000,000バイトに 
切り捨てられて表示されることもあります。 

GHz — ギガへルツー周波数の計測単位です。1 GHz は10億 Hz または1,000 MHz 
です。通常、コンピュータのプロセッサ、バス、インタフェースの処理速度は GHz 単位 
で計測されます。 

GUI — graphical user interface — メニュー、ウインドウ、およびアイコンでユー 
ザーとやり取りする対話型ソフトウェアです。 Windows オペレーティングシステムで動 
作するほとんどのプ□グラムは GUI です。 

H 

HTTP — hypertext transfer protocol —インターネットに接続されているコンピュー 
夕間でのファイル交換用プロトコルです。 

Hz — へルツ周波数の単位です。1秒間1サイクルで周波数1 Hz です。コンピュータ 
や電子機器では、キ□ヘルツ （ kHz )、 メガヘルツ （ MHz )、 ギガへルツ （ GHz )、 またはテ 
ラへルツ ( THz ) 単位で計測される場合ちあります。 


1C — integrated circuit (集積回路）コンピュータ、オーディオ、およびビデオ装置用 
に製造された、何百万もの極小電子コンポーネントが搭載されている半導体基板または 
チップです。 


IDE — integrated device electronics —ハードディスクドライブまだ:は CD ドライブ 
にコント□ーラが内蔵されている大容量ストレージデバイス用のインタフェースです。 
IEEE 1394 — Institute of Electrical and Electronics Engineers , Inc . —コンピュー 

夕にデジタルカメラや DVD プレーヤーなどの 、 IEEE 1394互換デバイスを接続するのに 
使用される高性能シリアル/ V スです。 

I/O — input/output (入出力）コンピュータにデータを入力したり、コンピュータから 
データを出力したりする動作またはデバイスです。キーボードやプリンタは I / O デバイス 
です。 


I/O アドレス ー特定のデバイス（シリアルコネクタ、パラレルコネクタ、または拡張ス 
□ットなど）に関連する RAM のアドレスで、プロセッサがデバイスと通信できるよう 
にします。 
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IrDA— Infrared Data Association (赤外線通信協会）赤外線通信の国際標準を作成す 

る組織です。 


IRQ —interrupt request (割り込み要求）デバイスがプロセッサと通信できるように、 
特定のデバイスに割り当てられた電子的経路です。すべてのデバイス接続に IRQ を割り 
当てる必要があります。2つのデバイスに同じ IRQ を割り当てることはできますが、両 
方のデバイスを同時に動作させることはできません。 

ISP — Internet service provider (インターネットサ'-ビスプ□パイダ）インターネッ 
卜への接続、 E - メールの送受信、およびウェブサイトへのアクセスを行〇ためにホスト 
サーバーへのアクセスを提供する機関です。通常、 ISP はソフトウェアのパッケージ、 
ユーザー名、およびアクセス用の電話番号を有料 （ 月払い）で提供します。 

K 

Kb — キ□ビット1024バイトに相当するデータの単位です。メモリ集積回路の容量の 
単位です。 

KB — キ□バイトデータの単位。1 KB は1024バイトです。または1000バイトとする 
ことちあります。 

kHz — キ□ヘルツ1000 Hz に相当する周波数の単位です。 


LAN — local area network (□— カルエリアネットワーク）一狭い範囲にわだ:る 
コンピュータネットワークです。 LAN は通常、1棟の建物内や隣接する2、3棟の建物 
内に限定されます。 LAN は電話回線や電波を使って他の離れた LAN と接続し 、 WAN 
(ワイドエリアネットワーク）を構成できます。 

LCD — liquid crystal display (液晶ディスプレイ）ーノートブックコンピュータの 
ディスプレイやフラットパネルのディスプレイに用いられる技術です。 

LED — light-emitting diode (発光ダイオード）コンピュータのステータスを示す光を 
発する電子コンポーネントです。 

LPT— Line print terminal — プリンタや他のパラレルデバイスへのパラレル接続の指 
定先です。 

M 

Mb — メガビット1024 KB に相当するメモリチップの容量の単位です。 

Mbps — メガビット/秒 （ Mbps ) — 1,000,000ビット/秒。通常、ネットワークやモ 
デ厶などのデータ転送速度の計測単位に使用します。 

MB — メガバイトデータの単位です。1 MB は1,048,576バイトです。 

1 MB は1,024 KB です。ハードディスクドライブの記憶領域容量を示す場合に、 

1,000,000バイトに切り捨てられて表示されることもあります。 

MB/sec — メガバイト/秒一1,000,000バイト/秒です。通常、データの転送速度の 
計測単位に使用します。 
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MHz — メガヘルツ周波数の単位です。 1,000,000 サイクル/秒です。通常、コン 
ピュータのマイク□プロセッサ、バス、インタフェースの処理速度は MHz 単位で計測さ 
れます。 

MP — メガピクセルデジタルカメラに使用される画像解像度の単位です。 

ms — ミリ秒 1000 分の 1 秒に相当する時間の単位です。ストレージデバイスなどのア 

クセス速度の計測に使用します。 

N 

NIC — ネットワークアダプタ を参照してください 0 
ns — ナノ秒 10 億分の 1 秒に相当する時間の単位です。 

NVRAM — nonvolatile random access memory (不揮発性ランダムアクセスメモ 
リ）コンピュータの電源が切れたり、外部電源が停止したりした場合にデータを保存する 
メモリの一種です。 NVRAM は、日付、時刻、およびお客様が設定できるその他のセッ 
トアップオプションなどのコンピュータ設定情報を維持するのに利用されます。 

P 

PC カード ー PCMCIA 規格に準拠している取り外し可能な I/O カードです。 PC カード 
の一般的なものに、モデムやネットワークアダプタがあります。 

PCI — peripheral component interconnect — PCI は、32ビットおよび64ビット 

のデータ経路をサボートする□一カルバスで、プロセッサとビデオ、各種ドライブ、ネッ 
トワークなどのデバイス間に高速データ経路を提供します。 

PCI Express — PCI インタフェースの改良版で、プロセッサとそれに接続されているデ 
バイスの間のデータ転送を高速化します。 PCI Express は、250 MB/sec 〜4 GB/sec の 
速度でデータを転送できます。 PCI Express チップセットおよびデバイスが異なる速度で 
使用できる場合は、動作速度が'遅<なります。 

PCMCIA — Personal Computer Memorv Card International Association — 

PC カードの規格を協議する国際的組織です。 

PIO — programmed input/output —データパスの一部としてプロセッサを経由し 
た、2つのデバイス間のデータ転送方法です。 

POST — power-on self-test (電源投入時の自己テスト）一 BIOS が自動的に□ー ドす 
る診断プログラムです。メモリ、ハードディスクドライブ、およびビデオなどのコン 
ピュータの主要コンポーネントに基本的なテストを実行します。 POST で問題が検出され 
なかった場合、コンピュータは起動を続行します。 

PS/2 — personal system /2 — PS /2 互換のキーボード、マウス、またはキーパッドを接 
続するコネクタです。 

PXE — pre-boot execution environment — WfM (Wired for Management ) 標準 

で、オペレーティングシステムがないネットワークコンピュータを設定し、リモートで起 
動でさるよろにします。 
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R 

RAID — redundant array of independent disks —データの冗長性を提供する方法 
です。 RAID の実装レベルには 、 RAID 0, RAID 1 , RAID 5、 RAID 10、および 
RAID 50 などがあります。 

RAM 一 random-access memory (ランダムアクセスメモリ）プ□グラムの命令や 
データを保存するコンピュータの主要な一時記憶領域です。 RAM に保存されている情報 
は、コンピュータをシャットダウンすると失われます。 

readme ファイルーソフトウェアのパッケージまたはハードウェア製品に添付されてい 
るテキストファイルです。通常、 readme ファイルには、インス!-ール手順、新しく付け 
加えられた機能の説明、マニュアルに記載されていない修正などが記載されています。 

RFI — radio frequency interference (無線電波障害)—10 kHz から100,000 MHz 
までの範囲の通常の無線周波数で発生する障害です。無線周波は電磁周波数帯域の低域に 
属し、赤外線や光などの高周波よりも障害を起こしやすし M 頃向があります。 

ROM — read-only memory (読み取り専用メモリ）コンピュータが削除したり書き 
込んだりできないデータやプ□グラムを保存するメモリです。 RAM と異なり、 ROM は 
コンピュータの電源か'切れてち内容を保持します。コンピュータの動作に不可欠のプ□グ 
ラムで ROM に常駐しているものがいくつかあります。 

RPM — revolutions per minute —1分間に発生する回転数です。ハードディスクド 
ライブ速度の計測に使用します。 

RTC — real time dock — システム基板上にあるパッテリで動く時計で、コンピュータ 
の電源を切った後ち、日付と時刻を保持します。 

RTCRST — real-time clock reset —一部のコンピュータに搭載されているシステム基 
板上のジャンパで、問題が発生した場合のトラブルシューティングに利用できます。 

S 

SAS — serial attached SCSI — 従来のパラレル SCSI に対し、より高速なシリアル形式 
の SCSI インタフェースです。 

SATA — serial ATA — より高速なシリアル形式の ATA ( IDE ) インタフェースです。 
SCSI — small computer svstem interface —ハードディスクドライプ、 CD ドライプ、 
プリンタ、スキャナなどのデパイスをコンピュータに接続するのに使用される高速インタ 
フェースです。 SCSI では、単一のコントローラを使って多数のデバイスを接続で きます。 
SCSI コント□ーラパスでは、個々の識別番号を使って各デパイスにアクセス します。 
SDRAM — synchronous dynamic random-access memory (同期ダイナミックランダ 
厶アクセスメモリ）ープロセッサの最適クロック速度と同期された DRAM の一種です。 
SIM — Subscriber Identity Module — SIM 力ー ドには、音声およびデータの転送を 
暗号化するマイク□チップが搭載され ています。 SIM カードは電話やノー トプックコン 
ピュータに使用で きます。 

S/PDIF — Sony/Philips Digital Interface — ファイルの質が低下する可能性があるア 
ナログ形式に変換せずに、1つのファイルから別のファイルにオーディオを転送できる 
オーディオ転送用ファイルフォーマツトです。 
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Strike Zone™ —ハードディスクドライブを保護するために強化されたプラット 
フォームベース部分です。コンピュータの電源がオンのときでもオフのときでも、コン 
ピュータを落としたとき、または振動などのショックが与えられたときに、衝撃吸収体と 
して機能します。 

SVGA — super-video graphics array —ビデオカードとコント□ーラ用のビデオ標準 
規格です。 SVGA の通常の解像度は800 x 600および1024 x 768です。 

プ□グラムが表示する色数と解像度は、コンピュータに取り付けられているモニター、ビ 
デオコント□ーラとドライバ、およびビデオメモリの容量によって異なります。 

S ビデオ TV 出力 ー テレビまたはデジタルオーディオデバイスをコンピュータに接続す 
るために使われるコネクタです。 

SXGA — super-extended graphics array —1280 x 1024までの解像度をサポート 
するビデオカードやコント□ーラのビデオ標準です。 

SXGA+ — super-extended graphics array plus — 1400 x 1050までの解像度をサ 
ポートするビデオカードやコント□ーラのビデオ標準です。 

T 

TAPi — telephony application proaramming interface —音声、 

データ、ファックス、ビデオなどの各種テレフォニーデバイスを Windows のプ□グラ 
厶で使用できるよろにするインタフェースです。 

TPM — trusted platform module —ハードウェアベースのセキュリティ機能です。 
セキュリティソフトウェアと併用して、ファイルや E - メールの保護などの機能を有効に 
することにより、ネットワークおよびコンピュータのセキュリティを強化します。 

U 

LIMA — unified memory allocation —ビデオに動的に割り当てられるシステムメモ 
リです。 

UPS — uninterruptible power supply (無停電電源装置）一電気的な障害が起きた揚 

合や、電圧レベルが低下した場合に使用されるバックアップ電源です。 UPS を設置する 
と、電源が切れた場合でも限られた時間コンピュータは動作することができます。通常、 
UPS システムは、過電流を抑え電圧を調整します。小型の UPS システムで数分間電力を 
供給するので、コンピュータをシャットダウンすることが可能です。 

USB — universal serial bus — USB 互換キーボード、マウス、ジョイスティック、ス 
キャブー、スピーカ、プリンタ、ブロードバンドデバイス （ DSL およびケーブルモデ 
ム)、撮像装置、またはストレージデバイスなどの低速デバイス用ハードウェアインタ 
フェースです。コンピュータの4ピンソケットかコンピュータに接続されたマルチポー 
トハブに直接デバイスを接続します。 USB デバイスは、コンピュータの電源が入ってい 
ても接続したり取り外したりすることができます。また、デイジーチェーン型に接続する 
ことちできます。 
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UTP — unshielded twisted pair (シールドなしツイストペア）ほとんどの電話回線利 
用のネットワークやその他の一部のコンピュータネットワークで利用されているケーブル 
の種類です。電磁波障害から保護するためにワイヤのペアに金属製の被覆をほどこす代わ 
りに、シールドなしのワイヤのペアが'ねじられています。 

UXGA — ultra extended graphics arrav — 1600 x 1 200 までの解像度をサポートす 
るビデオカードやコント□ーラのビデオ標準です。 


V 

V — ポルト ー 電位または起電力の計測単位です。1ボルトは、1アンペアの電流を通ず 
る抵抗1オームの導線の両端の電位の差です。 


W 

w ーワッ ト ー 電力の計測単位です。 1 ワッ トは 1 ボルトで流れる 1 アンペアの電流を 
指します。 

WHr — ワット時おおよそのパッテリ容量を示すのに通常利用される計測単位です。た 
とえば、 66 WHr のバッテリは 66 W の電力を 1 時間、または 33 W を 2 時間供給でき 
ます。 

WXGA — wide-aspect extended araphics array — 1280 X 800 までの解像度をサ 
ポートするビデオカードやコント□ーラのビデオ標準です。 


X 

XGA — extended graphics array —1024 x 768 までの解像度をサポートするビデオ 
カードやコント□ーラのビデオ標準です。 


Z 

ZIF — zero insertion force — コンピュータチップまたはソケットのどちらにもまった 
<力を加えないで、チップを取り付けまたは取り外しできる、ソケットやコネクタの一種 
です。 

Zip — 一般的なデータの圧縮フォー マッ トです。 Zip フォー マッ トで圧縮されている 
ファイルを Zip ファイルといい、通常、ファイル名の拡張子が . zip となります。特別な 
Zip ファイルに自己解凍型ファイルがあり、ファイル名の拡張子は. exe となります。自 
己解凍型ファイルは、ファイルをダプルクリックするだけで自動的に解凍できます。 

ZIP ドライプ ー Iomega Corporation によって開発された大容量のフ□ッピードライ 
プで、 Zip ディスクと呼ばれる 3.5 インチのリムーパプルディスクを使用します。 Zip 
ディスクは標準のフロッピーディスクよりもやや大き<約二倍の厚みがあり、 100 MB 
のデータを保持できます。 
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あ 

アンチウイルスソフトウェアー コンピュータからウイルスを見つけ出して隔離し、除去 
するよ〇に設計されたプログラムです。 


ウイルス ー嫌がらせ、またはコンピュータのデータを破壊する目的で作られたプログラ 
厶です。ウイルスプログラムは、ウイルス感染したディスク、インターネットからダウン 
□ー ドしたソフトウェア、または E - メールの添付ファイルを経由してコンピュータから 
別のコンピュータへ感染します。ウイルス感染したプログラムを起動すると、プログラム 
に潜伏したウイルスも起動します。 

エクスプレスサービスコード ー Dell ™ コンピュータのラペルに付いている数字のコード 
です。デルにお問い合わせの際は、エクスプレスサービスコードをお伝え<ださい。 
「サービスタグ」も参照して<ださい。 


か 

カーソル ーキーボード、タッチパッドまたはマウスが次にどこで動作するかを示すディ 
スプレイや画面上の目印です。通常は点滅する棒線かアンダーライン、または小さな矢印 
で表示されます。 

解像度 ープリンタで印刷される画像や、モニタに表示される画像がどのくらい鮮明かと 
いろ度合です。解像度を高い数値に設定してし ) るほど鮮明です。 

書き込み不可に設定ー ファイルやメディアに、データの内容を変更不可に設定することです。 
書き込み保護を設定しデータを変更または破壊されることのないよ〇に保護します。 

拡張カード ーコンピュータのシステム基板上の拡張ス□ットに装着する電子回路基板 
で、コンピュータの性能を向上させます。ビデオカード、モデムカード、サウンドカード 
などがあります。 

拡張型 pc カード ー 拡張型 pc カードは、取り付けた時に pc カードス□ットからカー 
ドの端がはみ出ています。 

拡張ス□ット ー拡張カードを挿入してシステムバスに接続する、システム基板上（コン 
ピュータによって異なる場合ちあります）のコネクタです。 

拡張ディスプレイモード ーお使いのディスプレイの拡張として、2台目のモニタを使え 
るよろにするディスプレイの設定です。 デュアルディスプレイモード と右呼ばれます。 
華氏 一 Fahrenheit — 温度の測定単位で、水の氷点を32度、沸点を212度として 
います。 

壁紙 一 Windows デスクトップの背景となる模様や絵柄です。壁紙を変更するには 
Windows コント□ールパネルから変更します。また、気に入った絵柄を読み込んで壁紙 
を作成することが'でさます。 

キーの組み合わせ 一同時に複数のキーを押してコンピュータを操作します。 

起動順序ー コンピュータが起動を試みるデバイスの順序を指定します。 

起動 CD — コンピュータを起動するために使用する CD です。ハードディスクドライブ 
が損傷した場合や、コンピュータがウイルスに感染した場合など、起動 CD が必要になり 
ますので、常備しておきます。 『Drivers and Utilities CD 』 または 『Resource CD 』 は 
起動可能な CD です。 
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起動 CD — コンピュータを起動するために使用する CD です。 ハー ド ディ スクドライブ 
が損傷した場合や、コンピュータがウイルスに感染した場合など、起動 CD が必要になり 
ますので、常備しておきます。 

キャッシュー 特殊な高速ストレージ機構で、メインメモリの予約領域、または独立した 
高速ストレージデバイスです。キャッシュは、プロセッサのオペレーションスピードを向 
上させます。 

L1 キャッシュー プロセッサの内部に設置されているプライマリキャッシュ。 

L2 キャッシュー プロセッサに外付けされた、またはプロセッサアーキテクチャに組み 
込まれたセカンダリキャッシュ。 

休止状態モード ーメモリ内のすべてをハードディスクドライブ上の特別な予約領域に保 
存してからコンピュータの電源を切る省電カモードです。コンピュータを再起動すると、 
ハードディスクドライブに保存されているメモリ情報が自動的に復元されます。 

グラフィックモードー x 水平画素数、 y 垂直画素数および z 色数で表されるビデオモー 
ドです。グラフィックスモードは、どんな形やフォントも表現できます。 

クロック速度 ーシステムバスに接続されているコンピュータコンポーネントがどのくら 
いの速さで動作するかを示す、 MHz で示される速度です。 

光学ドライプー CD 、 DVD または DVD + RW から、光学技術を使用してデータを読み書 
きするドライブです。光学ドライブには、 CD ドライブ、 DVD ドライブ、 CD - RW ドラ 
イブ、および CD - RW / DVD コンボドライブが含まれます。 

国際通行許可書一 物品を外国に一時的に持ち込むことを許可する国際通関用文書です。 
商品パスポート とも呼ばれます。 

コント□ーラー プロセッサとメモリ間、またはプロセッサとデバイス間のデータ転送を 
制御するチップです。 

コントロールパネル ー画面設定などのオペレーティングシステムやハードウェアの設定 
を変更するだ:めの Windows ユーティ U ティです。 

さ 

サージプロテクター 雷などが原因で、コンセントを介してコンピュータに影響を与える 
電圧変動から、コンピュータを保護します。サージプロテクタは、落雷や通常の AC ラ 
イン電圧レベルが20 %以上低下する電圧変動による停電からはコンピュータを保護す 
ることはで苦ません。 

ネットワーク接続はサージプロテクタでは保護されません。雷雨時は、必ずネットワーク 
ケープルをネットワークコネクタから外して<ださい。 

サービスタグ ーコンピュータに貼ってあるバーコードラベルのことで、デルサポートの 
support.jp.dell.com にアクセスしたり、デルのカスタマーサービスやテクニカルサ 
ポートに電話でお問い合わせたりする場合に必要な識別番号が書いてあります。 

エクスプレスサービスコード も参照して<ださい。 

システム基板 ーコンピュータに搭載されている主要回路基板です。 

V ザーボード と ft 呼ばれます„ 

指紋リーダ -コンピュータのセキュリティの一環としてユーザーの認証に指紋を使用 

するストリツプセンサーです。 
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ショートカット ー頻繁に使用するプログラム、ファイル、フォルダ、およびドライプに 
すばや<アクセスできるようにするアイコンです。ショートカットを Windows デスク 
トップ上に作成し、ショートカットアイコンをダプルクリックすると、それに対) S する 
フォルダやファイルを検索せずに閧<ことができます。ショートカットアイコンは、ファ 
イルか'置かれている場所を変更するわけではありません。ショートカットアイコンを削除 
しても、元のファイルには何の影響もありません。また、ショートカットのアイコン名を 
変更することちできます。 

シリアルコネクター コンピュータにハンドへルドデジタルデバイスやデジタルカメラな 
どのデバイスを接続するためによ<使用される I / O ポートです。 

スキャンディスク ーファイル、フォルダ、およびハードディスク上にエラーがないかど 
うかをチェックする Microsoft ユーティリティです。コンピュータの反) S が止まって、 
コンピュータを再起動した際にスキャンディスクが実行されることがあります。 

スタン/ K イモード ーコンピュータの不必要な動作をシャットダウンして、電力を節約す 
る省電カモードです。 

スマートカード ープロセッサとメモリチップに内蔵されているカードです。スマート 
カードは、スマートカード搭載のコンピュータでのユーザー認証に利用できます。 

赤外線センサ -ケープルを使用しな<ても、コンピュータと赤外線互換デバイス間の 

データ転送ができるポートです。 

セットアッププログラム ー ハードウェアやソフトウェアをインストールしたり設定した 
りするのに使うプログラムです。ほとんどの Windows 用ソフトウェアパッケージには、 
setup.exe または install.exe というプ□グラムが付属しています。 セットアッププ 
ロク'ラ厶 は ヤットアップ:！ 一亍ィり亍ィ と は禺な1〇ます„ 

セットアップユーティリティー コンピュータのハードウェアとオペレーティングシステ 
厶間のインタフェース機能を持つユーティリティ。セットアップユーティリティは BIOS 
で日時やシステムパスワードなどのよ5なユーザーが選択可能なオプションの設定ができ 
ます。設定がコンピュータにどのよ5な影響を与えるのか理解できていない揚合は、この 
プログラムの設定を変更しないで<ださい。 


た 


タスクトレイ ーコンピュータの時計、音量調節、およびプリンタの状況など、プログラ 
ムやコンピュータの機能に素早<アクセスできるアイコンが表示されている Windows 
タスクパーの領域です。 システ厶トレイ と右呼ばれます„ 

テキスト エディターたとえば、 Windows のメモ帳など、テキストファイルを作成お上 
び編集するためのアプリケーションプログラムです。テキストエディタには通常、ワード 
ラップやフォーマット（アンダーラインのオプションやフォントの変換など）の機能はあ 
りません。 


ディスクのストライピングー 複数のディスクドライプにまたがってデータを分散させる 
技術です。ディスクのストライビングは、ディスクストレージからデータを取り出す動作 
を高速化します。通常、ディスクのストライビングを利用しているコンピュータではユー 
ザーがデータユニットサイズまたはストライプ幅を選ふことができます。 
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デ/てイス ーコンピュータ内部に取り付けられているか、またはコンピュータに接続され 
ているディスクドライプ、プリンタ、キーポードなどのハードウェアです。 

デパイスドライパー ドライパ を参照してくださし V 

デュアルコア ー演算を行う物理ユニットを単一のプロセッサパッケージ内に搭載したテ 
クノ□ジで、演算の効率とマルチタスク機能を向上させます。 

デュアルディスプレイモード ーお使いのディスプレイの拡張として、 2 台目のモニタを 
使えるようにするディスプレイの設定です。 拡張ディスプレイモード と ft 呼ばれます„ 

トラペルモジュール ーノートプックコンピュータの重量を減らすために、モジュールべ 
イの中に設置できるよ〇設計されているプラスチック製のデバイスです。 

ドメイン ーネットワーク上のコンピュータ、プログラム、およびデバイスのグループ 
で、特定のユーザーグループによって使用される共通のルールと手順のある単位として管 
理されます。ユーザーは、ドメインにログオンしてリソースへのアクセスを取得します。 

ドライノ V — プリンタなどのデパイスを、オペレーティングシステムが制御できるように 
するためのソフトウェアです。多<のデバイスは、コンピュータに正しいドライパがイン 
ストールされていない揚合、正常に動作しません。 


な 

内蔵 一通常、コンピュータのシステム基板上に物理的に搭載されているコンポーネント 
を指します。ビル上^とも呼ばれます。 

ネットワークアダプター ネットワーク機能を提供するチップです。コンピュータのシス 
テム基板にネットワークアダプタが内蔵されていたり、アダプタが内蔵されている PC 
カードもあります。ネットワークアダプタは 、 NIC (ネットワークインタフェースコント 
□ーラ）とち呼ばれます。 


は 

ハー ドディスクドライプー ハードディスクのデータを読み書きするドライブです。 
ハードディスクドライブとハードディスクは同じ意味としてどちらかが使われています。 

ノ ゞ イト ー コンピュータで使われる基本的なデータ単位です。 1 バイトは 8 ビットです。 
パス ー コンピュータのコンポーネント間で情報を通信する経路です。 

パス速度 ーバスがどのくらいの速さで情報を転送できるかを示す、 MHz で示される速 
度です。 


パッテリ駆動時間 ーノートブックコンピュータのバッテリがコンピュータに電源を供給 
する間、充電量を維持できる時間（分または時間数）です。 

パッテリの寿命 ーノー トブックコンピュータのバッテリが、消耗と再充電を繰り返すこ 
とのできる期間（年数）です。 

パーティション ーハードディスクドライブ上の物理ストレージ領域です。1つ以上の論 
理ストレージ領域（論理ドライプ）に割り当てられます。それぞれのパーティションは複 
数の論理ドライブを持つことができます。 

ヒートシンク ー放熱を助けるプロセッサに付属する金属板です。 
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ビデオ解像度一 解像度を参照してください。 

ビデオコント□ーラー お使いのコンピュータに（モニタの組み合わせにおいて）ビデオ 
機能を提供するビデオカードまたは（オンポードビデオコントローラ搭載のコンピュータ 
の）システム基板の回路です。 

ビデオメモリー ビデオ機能専用のメモリチップで構成されるメモリです。通常、ビデオ 
メモリはシステムメモリよりも高速です。取り付けられているビデオメモリの量は、主に 
プログラムが表示できる色数に影響を与えます。 

ビデオモード ーテキストやグラフィックをモニタに表示する際のモードです。グラ 
フィックをペースにしたソフトウェア ( Windows オペレーティングシステムなど）は、 
x 水平ピクセル数 X y 垂直ピクセル数 X z 色数で表されるビデオモードで表示されます。 
文字をペースにしたソフトウェア（テキストエディタなど）は、 X 列 Xy 行の文字数で表 
されるビデオモードで表示されます。 

ピクセル ーディスプレイ画面のシングルボイントです。ピクセルが縦と横に並び、 
イメージを作ります。ビデオの解像度 （800 x 600など）は、上下左右に並ぶピクセルの 
数で表します。 

フォーマツトー ファイルを保存するためにドライプやディスクを準備する工程のことです。 
ドライプまたはディスクをフォーマットするとデータはすべて消失します。 

フォルダー ディスクやドライプ上のファイルを整頓したりグループ化したりするス ペー 
スを表す用語です。フォルダ中のファイルは、名前や日付やサイズなどの順番で表示でき 
ます。 

プラグアンドプレイ ーコンピュータがデパイスを自動的に設定できる機能。 BIOS 、 オペ 
レーティングシステム、およびすベてのデバイスがプラグアンドプレイ対)6の場合、プラ 
グアンドプレイは、自動インストール、設定、既存のハードウェアとの互換性を提供し 
ます。 

プロセッサー プログラ厶命令を解析して実行するコンピュータチップです。プロセッサ 
は 、 CPU (中央演算処理装置）とち呼ばれます。 


ま 

ミニカードー 通信用 NIC など内蔵周辺機器用に設計された小型のカードです。ミニカー 
ドの機能は、標準の PCI 拡張カードと同等です。 

ミニ PCI — モデムや NIC などの通信を重視した内蔵周辺機器の標準です。ミニ PCI 
カードは、標準の PCI 拡張カードと同等の機能を持つ小型の外付けカードです。 
メディアべイー 光学ドライブ、セカンドバッテリ、または DeNTravelLite TM モジュー 
ルなどのようなデバイスをサポートするベイです。 

メモリー コンピュータ内部にある、一時的にデータを保存する領域です。メモリにある 
データは一時的に格納されているだけなので、作業中は時々ファイルを保存するよ5お勧 
めします。また、コンピュータをシャットダウンするときもファイルを保存してくださ 
い。コンピュータのメモリには、 RAM 、 ROM 、 およびビデオメモリなど何種類かあり 
ます。通常、メモリというと RAM メモリを指します。 

メモ 1 J アドレスー データを一時的に RAM に保存する特定の場所です。 
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メモリマッピング ースタートアップ時に、コンピュータが物理的な場所にメモリアドレ 
スを割り当てるプロセスです。デバイスとソフトウェアが、プロセッサによりアクセスで 
きる情報を識別できるよいになります。 

メモリモジュール ーシステム基板に接続されている、メモリチップを搭載した小型回路 
基板です。 

モジュールペイ ー メディアベイ を参照してください„ 

モデム ーアナログ電話回線を介して他のコンピュータと通信するためのデパイスです。 
モデムには、外付けモデム、 PC カード、および内蔵モデムの3種類があります。通常、 
モデムはインターネットへの接続や E - メールの交換に使用されます。 


や 

読み取り専用一表示することはできますが、編集したり削除したりすることができない 
データやファイルです。次のよろな場合にファイルを読み取り専用に設定できます。 

• ファイルが物理 CD または DVD に存在する場合 

• ファイルがネットワーク上のディレクトリにあり、システム管理者がアクセス権限に 
特定の個人だけを許可している場合 


ら 

リフレッシュレート ー画面上のビデオイメージが再描画される周波数です。単位は Hz 
で、このリフレッシュレートの周波数で画面の水平走査線(または 垂直周波数 ）が再描 
画されます。リフレッシュレートが高いほど、ビデオのちらつきが少なく見えます。 
□ 一カル八•スー デバイスにプ□セツサへの高速スループットを提供するデータノ K スです。 


わ 

ワイヤレス LAN — wireless local area network (ワイヤレス□一カルエリアネット 
ワーク ）<■ インターネットアクセスを可能にするアクセスボイントやワイヤレスルーター 
を使用し、 電波を介して互いに通信する一連の相互接続コンピュータを指します。 


ワイヤレス WAN — wireless wide area network (ワイヤレスワイドエリアネット 
ワーク）。セルラーテクノロジを使用した、ワイヤレスの高速データネットワークで、ワ 
イヤレス LAN よりもはるかに広い地域に対 IS します。 
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